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　暗い地の底でたったひとりぼっちだったんだろう――うん、ぼっち仲間だ。




　どこまでも黒い漆黒の暗闇を纏まとう影、剣を持ち佇たたずむ姿を見ただけで強い。只ただの最強で只強い、それはチート能力で強いのでは無く強すぎてチート最強に至った真実の強さ。髑どく髏ろの眼がん窩かが虚うつろな闇の中で瞬く。無限の時に囚とらわれた騎士と無間の斬撃を刻み合う、怨念のような闇を斬り散らし暗黒の眼窩を見つめながら剣けん戟げきが吹き荒れる中を延々と斬り合う。

　全く悪質な欺ぎ瞞まん情報のせいで修羅さんと修羅場な羅刹三昧だ、崖じゃ無かったよ！

　剣が舞う――終わらない時間は粉々に分解されて砕け散り永遠だけが永えい劫ごうに流れる、圧縮され加速し続ける意識が時間ときを超え剣けん閃せんの舞い荒れる、停止しそうな連続した一瞬が無限に重なり合う極限にまで凝縮された時間、その流れの怒ど濤とうの中を見つめ合う、全てを観みる、刹那を視みる、一粒の可能性を見付け全ての可能性を注ぎ込んでただ剣を振る。

　全く非常識極まりない悪辣な建築基準で大迷惑なのに大騒動で大忙しだよ、穴じゃん!?

　薄れ逝く闇と壊れ行く俺の身体からだ、呪いのように蝕むしばむ闇を斬り裂く度に髑髏の眼窩が俺の目を覗のぞき込む。果てしなく加速し続ける思考速度に意識が朽ち果て砕け散る、纏い付く邪念に満ちた闇が削そぎ落とされ研ぎ澄まされる。うん、この髑髏の斬は凌しのげない。

　全く全部全面的に非常識というものの被害者である立場の俺に、全くさっぱり常識的な対応は望めないようだ。全く異世界には困ったものだ。

　髑髏の剣速は煌きらめきしか見えないし、見えた時には終焉おわり。だから斬られる前に見切り、斬り落とす……限り無く果ても無い連撃の乱舞、休みも憩いこいとかも無いようだ！




　思考だけが身体を動かす。身体能力や技や強さなんて無意味な煌めき閃ひらめく中で、何ど処こまでも加速する思考速度の限界のままに、精神だけが瞬く時を無む間けんへと引き伸ばす。

　戦いですら無い、勝ち目なんて存在し得ない。奇跡の時間の中で斬り結ぶ、終わりの無い永遠の時間の中で、限り無く加速された意識は刹那の永劫の中で有限を迎える。

　うん、やっと解わかったよ。いやいや何で殺されないのかが不可解なほど殺されかかって偶然運良く強運で豪運の爆運の限界突破でここに至ってようやく解った。

　全く以もつて当然だった、運の良さに自うぬ惚ぼれていた。

　戦えるわけがない、それは絶望的な技量の差。

　剣を交える？　その生息する速度域が絶望的なまでに遠いのに？

　無心で剣を振るい続けたからこそ解った、霧中にずっと答えは在った。




　ずっとずっとずっと此こ処こでたった１人で髑髏はずっと終しゆう焉えんの日を待ってたんだ。

　何い時つか何い時つの日か何い時つかきっと終わる時間ときを信じて待っていた。いつか闇と自分を殺してくれる者を待ちながら――ずっと暗い地の底で、ずっとたった独りで。

　暗くて何もないし誰もいない押し潰されそうに孤独の中で転がり回りそうに退屈そうな地の底でずっと孤独……それは暇そうだ!?

　だから剣を振るう――それは斬る――ただ無駄な動作を削り、身体の邪魔な抵抗を抉えぐり取り、人の身体の可能な速度では追い付けないのならスキルで無理矢理にでも動かせば良い。強引に操り強制的に稼働させて無理でも意地で絶対に斬る。斬るって決めたから無理でも斬る！　無理ごと斬る!!

　だって待ってたんだよ？　誰も来ない地底で諦めずに運命に抗あらがいながら……なら俺も無理で不可能な皆無な理ことわりだろうと諦めるのなんてサクッと諦めて、諦めも斬ろう！

　無理でも斬るし無理やり斬るし無理ごと斬れば大体なんでも斬れるはずだ！

　だって男子高校生とは斬れやすいお年頃だし、斬った先にしか答えはないんだから……だから無理でも斬って、難しいことは斬ってからゆっくりと考えよう！




　今は正誤なんかわからなくたって良い、だいたい答えなんて後になれば分かるもんなんだよ……採点済み答案用紙とか？　それだけは、ずっと見たくないな!?
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　25日目　朝　オムイのギルド




　かつて異世界には夢と冒険と浪漫ロマンが溢あふれていると幾多の書ラノベに記されていた事だろう？

　だが異世界でも現実とは残酷で夢も希望も無い。代わりに冤えん罪ざいとお説教に満ち溢れているんだよ！　一応魔法が有ったり魔物がいたりするが、大体の脅威はお説教だ。




　結局、洞窟からヘロヘロで帰ってきてから門番さんに怒られ、委員長に泣きながら怒られ、女子総出でオールナイトお説教ＩＮ異世界が開催されたせいで眠い！

　あのなんとか君との戦いでダメージが抜け切っていないのもあるが、宿で休んでると帰って来た女子校生のＲｅお説教が開催されて無限のループ世界に嵌はまりそうでヤバい。

「疲れた、＆アンド眠い！って言うかお小遣いが無い、街にいてもお金が無いとすることがない？　ならば、真実はいつも一つ！」

　お金が無いならば稼ぐしか無い。なのに異世界の現実は過酷極まりないようだ。

「何で依頼が毎日毎回全く変わっていないのかなー、やる気あるのこのギルドの謎の掲示板係さんって、今まで登場するどころか全く働いてないよね？　ニートより働いてないよね？　お金がないんだよ？　お小遣い無かったんだよ？　何時になったらちゃんとした儲もうかる依頼が出て来るの？　俺の一いつ攫かく千せん金きんは一体何処にあるの？」

　お説教には終わりは無いようで、宿にいると未いまだに怒られるから逃げて来たと言うのに……驚きよう愕がくすべき事態だった！　全く掲示板が変わっていないよ!?

「本当に一体何い時つ何なん時どきになったらちゃんとコソコソしてくれるんでしょうか？　儲かる依頼は冒険者のものです、冒険者になってもいないんですよね？　何でまた来ちゃうんですか!?　全く……何処へ行ってたんですか。みなさんとっても心配していましたよ」

　久し振りの受付委員長のジト目だ、いやー昨日はジト目成分無しだったからなー……マジ睨にらまれてました!?　全く何ら日頃の行いを鑑みても俺は悪く無いはずのに？

　ま、まさか、生きて帰ったのが悪かったのか!?　いや、流石さすがにそれは無いと思いたい、そうか、お土産か!?

　きっとお土産が無いのがいけなかったのだ。やはり好感度を上げないと命が危ない！　魔物よりもお説教に殺やられそうだ！

「うーん、お金どっかに隠してないかなー？」

「落ちてたならともかく隠してあるのを奪わないで下さい！　もう、それはただの盗賊の考え方になっています、台詞せりふが全く冒険者ギルドと無関係のただの犯罪予告です！」

　うん、ジトだよジト。泣きながらガン睨みとは違う、やっぱジトだよなー、これは洞窟には無いものだ。眠たいんだけど宿に帰ると怒られるが、街にいてもお金が無い。




　オタ達たちはいつも通り全くさっぱりオタオタと役に立たない、全く空気を読まないし、必要な時は空気で役に立たない！

　そして莫ば迦か達は寝込んでる、だって莫迦だから。

　だって莫迦過ぎない？　死に掛かって手や足捥もがれてやっと生き延びて、薬で手足も生えたけどボロボロのままで出て行ったのに……この街まで走り続けて来たらしい。

　夜も眠らず休憩もせずに、ＨＰ茸きのこを齧かじりながら街まで来て……門で倒れて門番さんに捕まってたらしい。

　うん、莫迦だよね？　限りなく誰よりも間違いのない不審者だよ!?

　急いで来たってどうしようもなかったし、急いだってどうしようもないってわかっていただろうに。そもそも死に掛けながら走るなよ！　全く全然回復してないじゃん！




　征いく当てなくお金もなく哀愁を漂わせながら街を彷徨うろついていると、何い時つかの可愛かわいいメイドさんがこっちに手を振ってる？　俺を手招きしている!?　こ、これは遂ついに男子高校生的なあんな事やこんな事が……捕まりました？

　いきなり兵隊のおっさん達に囲まれたよ！　そこはメイドさん達にしようよ、これ絶対悪辣な孔明の罠わなだよ、可愛いお姉さんに手を振られると付いて行ってしまうという男子高校生の習性を逆手に取るとは孔明恐るべし。って、孔明メリメリさんでした？

「捕まるかなーと思ってましたが、何で簡単に捕まるんですか？　捜しても見つからなかったのに……なんで毎回メイドで寄って来るんですか？　何なんですか!?」

「いやー、手を振ってたし？　手招きしてたし？」

　だって美人のメイドさんが手を振ってるんだよ？　行くよねー、普通？

「それを兵士がしたら逃げてるじゃないですかー！」

　だって、ほら……逃げるよねー、おっさんだし？　うん、普通逃げるんだよ？

「あと、誰だろうみたいな顔しないで下さい、メリエールです。通行手形にも書いてあります！　メリメーリでもメリメリでもありません！　メリエールです！」

「ええっ？　お母さんのムリムリさんも『メリメールの母』って言ってたけど？」

「……お母さんも覚えてなかった……よ……。もうメリメリにします……もうメリとかで良いです……」

　お嬢様が泣いている、どして執事さんに怒られた？　だから、あれ程メイドさんが良いと……いえ、何でもありません。

「あれからお礼をと父と母も遥はるかさんを捜していたのですが居ないのか逃げてるのか隠れてるのか見付からなかったので、今日は罠を張ってみたのです……居たんですか？」

「いや、昨日の夜って言うか深夜に帰ってきたんだけど門が閉まってて入れなくて……入ったら門番さんに捕まった？って言うか捕まえるんなら入れようよ！」

　なんだろう、両手の拳を顔の前で握り締めプルプルと？

「ンンッ……コホン！　と、とにかくお礼です。私だけではなく領主である父と母をお救い頂き、あなたに救われた事を深く感謝しております、現在は所用で留守にしております父母に成り代わりお礼申し上げます……って、聞いてますか？　本当に？　本当の本当に？　些さ少しようですがこちらが褒賞に成ります、お納め下さい」

　立て直したようだ？　そして結構な額のお金を手に入れた。これは襲われてる馬車を助けた方がお金になるのだろうか？

「その所用で襲われてないかなー？　そろそろ？」

「何で出かける度に襲われるんですかーっ！　そろそろって何を期待して待ってるんですか!?　既に襲撃の犯人である貴族も捕縛されたそうですし、薬も手に入り、護衛も増やしてますからもう安全なはずです」

　もう襲われないからお金は貰もらえないらしい。

　襲われてはいたが強かった、ただ毒刃に対して無防備だったが……薬って言うか解毒茸も大量に出回っているから襲撃されても問題無さそうだ。儲からないな？

　我が好感度は未だ遠くに在りけり……わかりやすく言うと『フェロモンの指輪』が買えない！　まあ、お金はできたので街をぶらつく。

　大通りを進んで武器屋だったはずなのに、いつの間にか棍こん棒ぼう専門店な武器屋に行く。

　ここの店長なおっちゃんって鍛冶師なのに……それで良いの？

「おっちゃーん？　ゴブリンリーダーの棍棒が落ちてたけど買う？」

　棍棒を見せるとダッシュで店の奥からお金の入った袋を持って来た、ちょろいな。

「これで買えるだけ売ってくれ!!って、何でそんなもんが普通に落ちてんだよ!?」

　それは話せば長い悲しい物語、深い森の中で起きた謎に満ちた驚くべき出来事。

「いやー、衝突したら事故死して？　棍棒が落ちてたから拾った？　みたいな？」

「……落ちてたって無関係みたいに言ってるけど……それ殺してるよな？　無関係どころか殺しちゃった犯人だよな？」

　だって、人が落下ついらくしてるのに棍棒振りかざして突っ込んで来るとか莫迦過ぎない？　それって絶対に俺のせいじゃないよね？　うん、事故だよ？

「えっと、まあ……なんか落ちてた？って感じ？」

　おっちゃんはあーでも無いこーでも無いと延々と唸うなりながら棍棒を鑑定している、どうやら棍棒が奥様達に迄までめちゃ売れてるって……この街は駄目かもしれない。

　実はキングやエンペラーの棍棒も有るがこの店が破産しそうなので教えない。何な故ぜなら何故かこの街ではお店が破産しそうになると俺のせいにすると言う恐ろしい風習があるのだ！　全く何て冤罪に満ち溢れた街だ、困ったものだよ。




　そして雑貨屋のお姉さんは残念ながら茸中毒から脱していなかった、どうやら思っていたよりも重篤な中毒者だったようだ。もう、駄目なのかも？

　延々と茸を欲しがるの、回復茸の中毒ジヤンキーってどうしたら回復するんだろう？

「あるんでしょ、茸！　買えるだけ買うから売って、あるだけ買うから！」

「茸が欲しければお米を探して来れば良いじゃないの？」

　ついお米が食べたくてマリーってみたらマジ泣きし出した！　うん、なんか下半身に縋すがり付いてきてヤバいから現金とドライフルーツで売ってあげた。

　すると今度は太い茸に泣きながら頰ずりし始めた……もう、末期症状なんだろうか？　でも、大変に絵面が怪しいので止やめて欲しいです、マジで！

　そして怪しい行商さんは未だこの街に戻ってないみたいだ、俺の好感度も戻ってこないようだ。フェロモンが帰ってこない……何ど処こにも居ない。

　さて、委員長さん達はダンジョンを攻略中。既にギルドに申請してるとかで行かなきゃいけないらしい、だから夜までは安全だが夜には帰ってくる！　そう、あの怒ど濤とうの説教が、あの怒号と説教が再来だ！

　賄賂だな。洞窟で暇潰しに作ったクッキーはバターが見つからないので微妙な味だったが、試しに宿で看板娘を餌付けしてみてるが喜んでいる？　うん、なんかパタパタと謎の踊りを踊っているが……喜びの舞いなの？

　まだまだ街では砂糖が貴重なので甘い物は出回らないらしい、ドライフルーツもあるしフルーツケーキでも作れば怒られた時に良いかもしれない。って言うか帰ってきたら説教の続きが始まる危険性が非常に非情に高い、逃げて来たから余計ヤバい！

　きっと今回はお土産無しで帰ってきたのがいけなかったのだろう、武器とか装備しか落とし物がなかった！　それこそが怒られている原因に違いない、つまりあのなんとか君がお菓子を持っていなかったせいで俺が冤罪を受けているに違いない。うん、帰ってきたらなんか凄すごい怒られたし？

　つまりなんとか君達の残した武器とかじゃ駄目だったみたいだ、やはり女子高生には甘い物。きっとこの調子だと隊長も女子達に召喚されるな……わんもあせっと！

　そんなこんなでフルーツケーキ、やはりバターがないので甘いパンっぽくなりそうだがフルーツケーキだったらフルーツケーキだ。

　宿屋の台所を借りてフルーツケーキ、既に看板娘もフルーツケーキを分けると約束して買収してあるから貸し切りだ。

　小麦粉もドライフルーツもミルクも用意してある、問題は何のミルクかはわからないが何かのミルクだ。失敗してパンになってしまえば蒸しパンにして砂糖をまぶして誤魔化そう！　うん、甘ければ正義!!

　とにかく今は莫迦達を除く全員がダンジョンに潜っている、夜まで帰らないが帰ってきたら説教が再開される。そう、それまでにフルーツケーキが必要なのだ！

　時間との勝負だ、俺が悪くない事を証明するにはフルーツケーキしかない！　何故なら俺って悪くないのだから!!

　実際、服や装備は相変わらず全く破れていないし、怪け我がも茸ポーションで回復している……だけど、実はわりと結構身体からだはボロボロだ。

　うん、致命的だったのは最後に街まで飛んで戻って……落ちたのが利いた。うん、あれで瀕ひん死しまでいってたよ！　思いっきり飛んでから着地できないのを思い出して、想おもい出でと感慨に耽ふけっていたら墜落して手遅れだったんだよ？

　とにかく結構ボロボロなのだ、寝ても無い、なのに怒られない為ためにフルーツケーキを作り続ける……不条理だ。

　そして冤えん罪ざいを振り払うためにも俺は悪くないと延々と粉を振るい、マジなんだよとマゼマゼと泡立て、練って捏こねてゴネてみて拗すねてみながら、寝かせて……って言うか莫迦達は寝てるのに！　焼いて蒸して……オタ達も頭焼いてやろうか？　何故助けない？　街に来たら恩返しするとか言ってなかったっけ？　来たら居ないし、居ても説教から助けないし、空気読めよ！　と、叩たたくように空気を入れて泡立てる。何で俺だけこんなに働いてるんだろう？　俺って『にーと』なのになー……称号。

　焼き上がった。そしてギリギリだった。

「ただいまー……って美お味いしい匂いが!?」

「ああああああーっ！　ケーキだ!?」

「「「うわっ、美味しそう！　フルーツケーキ様だ!!」」」

　勝ったな――女子さん達は我を忘れ、お説教も忘れてフルーツケーキもどきな蒸しパン的な何かに齧り付いている。もうケーキもどきに向かってオレサマオマエマルカジリとか言い出しそうな凄すさまじい勢いの丸かじりだ！

　勝利だ、完全なる勝利だ！　これはもう圧倒的勝利と言っても良いだろう。俺は無罪を勝ち得た、やはり冤罪だったのだ！　これだけ毎回冤罪だと俺が巌がん窟くつ王おうになりそうだ、洞窟に住んでるし？　うん、誰に復ふく讐しゆうしよう？　取り敢あえずはオタ達だな。

　室内はもぐもぐの音に満たされ、泣きながら食べてる娘こもいる。無言で喰くい付き、涙ぐんで飲み込んでいる。うん、切り分けておいて良かった、テーブルの真ん中に塊で置いていたらデスゲームが始まっていただろうって言うくらいの激しい喰い付きだ。

　何故かみんな泣いている、笑いながら……茸は入れてないのだがヤバい物が入ってたのだろうか？　なんか笑顔で泣いてる……ヤバいな？

　そのまま晩御飯に突入し、みんな相変わらず大騒ぎ。さらには莫迦達まで下りてきたので会話が混沌カオスだ、もう何の話をしているか誰もわかっていないだろう、俺もわからない。誰が何を言ってるのかもわからないが、それ以前に名前もわからない？

　結局、順番に風呂に入りながら深夜まで騒いでいた、全く騒がしい奴やつらだ。

　相変わらず委員長は近いし、ビッチ達は背後からプレッシャーを掛けるし、体育会系は騒ぎまくってるし、看板娘はオロオロしてるし、莫迦は懐いて来て莫迦な事を言ってるし、オタ達は会話無視してオタオタやってるし、副委員長Ａさんはチラチラ睨にらむし、副委員長Ｃはあっちこっちで餌付けされてるし、副委員長Ｂさんは相変わらず……ゆ、揺れてる!?って……ち、違うんだよ、な、ナニモミテナイヨ？

　って言うか何で一斉に睨むの!?　何故に突然みんな無言なの？　ジトさんが増えているが……あれって感染してるの！

　おしい、12人なら「二十四のジト目」とか名作になりそうだが、四十のジト目では視線に籠もった殺意の破壊力が高すぎるようだ！

　何故か看板娘までジト目に感染しているし、四十二のジト目？　全く相変わらずで騒がしい、賑にぎやかしい上に姦かしましい、もう高校２年だというのに困った物だ？　そろそろ一般的な社会常識というものを身に付けて欲しいものなんだよ、全く？

　そんなこんなで夜も更け、やっと部屋に戻り気絶するように眠った。と言うか、気絶のような気がする……マジで疲れたよ？
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　26日目　朝　オムイの路上




　怠だるい。怠だるくて気け怠だるいついでに寝足りない、眠いけど起こされた……怠だるいよー、お疲れ気味の男子高校生なんだよ？　全く誰も労いたわってくれないけどさー？

　みんな３日間はギルドにダンジョンアタックの申請してしまったので迷宮ダンジヨンに入らないといけないらしい、俺はＬｖ11でまだ冒険者になれないのでお留守番。にーとでひきこもりでぼっちなのだから適正かつ正しい判断だ。

　もう俺って洞窟に帰っちゃ駄目なの？　ここに居ると何故か毎日怒られてるような気がしないでも無くも無く無い？　俺は悪く無いのに奇々怪々？

　わりとお金は有る、数えたら50万エレ以上あった、お大尽様復活だ、後で看板庶民でもからかおう。

　お小遣いは無いが内職でこつこつとぼったくって稼いだのだ、切々と蓄えたのだ、営々と営んだのだ！　まあ、お小遣いはツケていた宿代に支払われたのだけれど、だからこそきっと見つかれば没収される！　また、宿代をツケていたのがバレたから必ず没収されるだろう。ならば没収前に使わねばならない！

　だが怪しい行商は今日も帰って来ない、好感度もフェロモンの指輪も帰って来ない。

　何処まで行ってしまったんだろう、俺の好感度？　一体いつになったら俺の好感度は上がるのだろう？　そのせいで何もして無いのに毎日毎日怒られるに違いないのだ。もっと高速で巡回行商しろよ、行商人！

　雑貨屋さんも新商品が無い、米も無い、一応お姉さんには茸きのこご飯という究極の一品が有ると教えておいたから死ぬ気で探すだろう。もう、完全に茸ジャンキーだし。

　武器屋と言うか棍棒屋は儲もうかっているようだ、かなり繁盛していた。奥様おばちやんが買い漁あさってたんだよ？　うん、この街はもう駄目かもしれない。

　あっちの店こっちの店とひやかすが素敵な商品が無い、怪しい夜のお店も無い、異世界の大人なお店は一体何処にあるのだろう？

　退屈だなー。迷宮ダンジヨンとか行っちゃおっかなー、こっそり。

　迷宮は決まりで冒険者しか入れないらしいがコッソリしてれば問題ないだろう、なんか迷宮とか楽しそうだし、宝箱とかマジで有るらしいし？

　何故かオタ達たちからは「遥はるか君は、迷宮ダンジヨンに入ったら、崖から最下層まで落ちて行方不明になるから」と謎の駄目出しをされている。

　いや、迷宮ダンジヨンの中は飛ばないから落ちないよ？　だって天井が低いんだよね？

　どうせ外に行ってもゴブゴブコボコボしてるだけだし？　それにゴブリンエンペラーとコボルトキングで精神的外傷トラウマだし当分会いたくないんだよ！

　あれは怖かった、ちょっと頭がおかしくなっていたようだけど、もう二度とやらない。良く俺生きてたよ！　マジで頭齧かじられそうだったよ！　もう二度と嫌だ。

　巨体の野獣が巨大な口蓋を開けて頭を齧りに来るのって避けても充分に精神的外傷トラウマものだし、避けないと頭部外傷で齧り殺される。

　それにゴブリンキングの王様ゲームだって嫌だ、それが一番嫌かも!?

　だって俺だけ王様じゃないってずっと負けるじゃん!?　キングが王様ゲームで「王様誰だ？」って、お前らだよ！　反則だよ！

　さて朝の受付委員長様のジト目も充分に堪能してきたし、相も変わらず不変な掲示板依頼も全く変わっていなかった。

　しかし、あのギルドで未いまだに一度として誰とも目が合わない？　正面から顔を見ても全く目が合わない？　謎だな？

　まあ、とにかく外に行ってみよう。今日も馬車とか襲われてるかもしれないし、助けたら礼金が貰もらえるかもしれない。

　森に近い平原は草がやさしく風に撫なでられ平穏で平和だ、お小遣いの１匹すら出てこないし、馬車の一台だって襲われていない。

　まあ、今の所必要な物も無い。だって、俺ってもう出番終わったし装備もいらない。

　勿もち論ろん、良いのが有ったら買うよ？　そこはＲＰＧ的に買っちゃうよ。男子高校生だし？　でも、強い魔物と戦いたくない。だとすると装備はもう充分？

　なんだかなー……平和だ。まあようやく平和だ、こんな日も良いだろう。

「って、言ってるんだから空気を読めよ！　吸わずに読んで死ね!!」

　何な故ぜか森の方に歩いて行ってたらオークが飛び出してきた。オーク顔では無くオークのようだ。まあ、どっちでもいい、だって違いが分からない！

「こいつらって何とかの街が魔物に大人気とか真に受けて来ちゃったの？　情弱？　大体オークがどこで情報聞いたの？　メリメリさんが宣伝してるのかな、まさか森の中に看板出しちゃったとか!?」

　ゴブやコボも連れ立ってきたようだ、これが有名な爆買いツアーなんだろうか？　この波に乗るべき？って、乗ろうにも襲ってくるよ？　まさかの参加拒否、ぼっちだからなの!?

　ゴブを殴る、コボも殴り、偶たまにオークも殴る。何なの、魔物叩き？

　謎の異世界ゲームシリーズなの？　でも王様ゲームはやだよ！　絶対に絶対に出てくんなよ！　マジで振りとかじゃ無いからね!!

　コボキングも嫌だ、来たらビッチを嗾けしかけよう！　あれは俺も怖いけど……マジで。

　…………しかし、いつまでやるの、この魔物叩き？　いったい何時間叩き続けたら終了クリアーなの？　景品って出るの？　フェロモンの指輪ならやる、絶対やる!!　来やがれ、この好感度共っ、全員好感度にしてやる！

　…………って言うか、もう暗くなってきたよ？　俺、お腹なかすいたんだけど？　一時停止とかセーブとか無いの？　お家に帰る時間だよ？　まあ、その理屈だと俺も森に帰らなきゃいけなくなるんだけど？

　…………は―――っ……いつになったら終わるんだよ！　なにこれ魔物の達人？　何時間叩き続けたら終了クリアーなの？　景品出るの？　お米ならやる！　絶対やる!!　来やがれ、このおにぎり共っ、全員握って結んでやる！

　…………うわぁ！　もう、まっ暗だよ？　マジでお腹がすいて途中で我慢できなくて茸齧ってたよ！　街の側そばなのに？　おっ、やっと終わり？　エンディング？　商品は何？

「え～？　空気読もうよ？　最後がめんどくさいとかクソゲー決定じゃん！　何で出てくんの？　味方全滅したら引き返そうよ？　そこは空気読んでさー？」

　オークキングさんがラストです、Ｌｖも34、ＨＰが無駄に３２７とかあるよ、ゴブエンペラーさんよりは弱いんだけど……これ、めちゃ時間掛かるよねー？　絶対？

「マジ、もう、夜遅いのに、お腹すいたのに、今からオークキングとか何？　絶対時間掛かるパターンじゃん？　餓死狙いなの？　そういう戦法？　ちょっと、晩御飯だけ食べてきても良い？　すぐ戻るから、マジ、ちょっとだけ？　すぐだから！」

　駄目らしい。最悪だ。空気読まない。オタ並みだ。もう、オタキングとか出てきても驚かない。そもそも何で殴り殺さないといけないんだろう、凄すごい面倒なんだけど？

　殴り殺した。完全撲殺コンプリートだ、殺やりきったよ！　でも誰も商品出してくれないんだけど？　俺って騙だまされたの？　頑張って殴り続けたのに、魔法とか使ったら無効とか言われたら困るからずっとずっと殴ったのに!?　斬ったり突いたりせずにちゃんと全部殴ったんだよ？　商品無いの？……もう良い、帰る。

　オタキング？　じゃ無くて誰だっけ……えっとオークキングとオークリーダーだ、その分だけ魔石と棍こん棒ぼうを回収、後はもう無理。だって疲れたし、面倒だし、お腹がすいた。

　商品も無く、しょんぼりと街に帰る。無駄働きだった。

　全部回収したら良い金額になるんだけど、こんだけ有ったら、どーせ売り切れない。

　もう辺り一面棍棒だらけだよ、ここって棍棒の街で良くない？　でも「懇望の街」とかだったら格好良いけど。俺が懇望している好感度さんは何ど処こに行ったんだろう？
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　26日目　深夜　オムイの門前




　夕方に私達がダンジョンから出た所で、ギルドの人にすぐ街に戻るように言われた。街の近くの村が壊滅したと連絡が有ったらしい。魔物の襲来だ。

　そして連絡をくれた村も音信不通になった。進行方向から考えると次はこの街、急きゆう遽きよ冒険者ギルドの緊急召集が掛かった。

　今は門の前で柵を作り、篝かがり火びを焚たき、来るべき戦闘に備える。

　やっと平和になった。たった独りで森の中で戦って遥君が平和にしてくれた。

　だから今度こそ私達が守る、寝込んでいた柿かき崎ざき君達も参加してくれた。装備がボロボロだったけれど小お田だ君達が予備の装備を渡し、回復も済まない身体からだで甲かつ冑ちゆうを身に着けて戦闘の準備をしている。

　もう何い時つ来てもおかしくない、寧むしろ遅いくらいだというが全く気配はない。

　ギルドの人達は昼前からずっと迎撃準備をしていたらしい、門の上には領主のお嬢様も双剣を携え甲冑で武装して来ている。

　それ程の事なのだろう、街の存亡を賭けるような大事。でも、此こ処こには私達が居る。

　遥君に守られた。命まで賭けて……違う。あれは、あの話は……遥君は命を捨てていたんだ、ずっと。

　あの「莫ば迦かでごめん」、あれは柿崎君達の事じゃない、きっと遥君の遺言だった……最後の言葉だった……みんな、それが分かってる。

　私達はまた守られたのだと。また何も出来なかったのだと。また見殺しにしてしまったのだと。

　でも帰って来てくれた、ちゃんと帰って来てくれた。本人だけが何故か納得いかないみたいだったけど、それでも帰って来てくれた。

　それ程の、遥君が生きて帰る事なんて考えてなかった様な戦いだった。あそこで死ぬ気だったんだ。

　私達はまた駄目だった、何一つ守れない、誰一人助けられない。守られ、助けられるばかりで。強くなったのに何もできない。一番守りたいものが守れなかった、失った、そう、みんな思ってた。でも、それすら遥君自身が助けた、助けてくれた、遥君自身を。そして、帰ってきてくれたんだ。

　だから、今度こそ守る。だって遥君が与えてくれた強さだから。

　だから、今度こそ助ける。ずっと遥君にそうして貰った様に。

　そして、遥君も守る。多分、遥君なら大丈夫なのかもしれない。

　未だに遥君が弱いっていう事がわかっていても理解できないけれど。

　でも普通の顔をしてたけど本当はボロボロの筈はずだ、きっと満まん身しん創そう痍いの筈だ。

　普通な訳が無い、柿崎君達が腕や足を捥もがれるような相手だったのだから、そんな攻撃を浴び続けてきた。自分自身と引き換えに全部を受けて来た、それは全て私達の為ために。

　大丈夫な訳が無い、それでも帰って来てくれた、普通の顔をして「ただいま」って言ってくれたんだから！

　だから今日こそは守る、せめて遥君がゆっくりと休めるように。

　私達はそのくらいしか、こんな事くらいしかできないんだから。

　幸い遥君は冒険者じゃない、だから召集もされていない。

　柿崎君達が姿を見ていないのが気懸かりだけど、せめて今日くらい守らせて欲しい。

　だって私達はまだ何も返せていないのだから、こんなに沢山の物を貰ったのに。

　せめて遥君が傷を癒してる間くらい守らせて欲しいの。

　なのに……魔物が来ない？　で……遥君が来た？

「何でみんなキャンプファイアーとかしてるの？　何で俺除のけ者ものなの？　ぼっちだからなの？　お腹すかして帰って来たら、みんなＢＢＱバーベキユーとかしてたの!?　ちょ、ちゃんと俺は悪くない事がフルーツケーキによって証明されたじゃん！　俺だってＢＢＱしたかったのに、って言うか苛いじめるんならオタ達にしよーよ？　やっと捕まえたんだし？　何で俺だけ？　てか、お腹すいたよ！」

　えーと、お腹がすいてるらしい？　ＢＢＱバーベキユー？

「あのね遥君？　あの……別に私達除け者にとかしてないから？　これってキャンプファイアーとかじゃないからね？　ここは危ないから中に入ろう、ねっ？」

　一体何い時つ何なん時どきに遥君がフルーツケーキによって悪い事して無い事が証明されたのかが全く分からないけど、今の遥君に魔物の大群となんて戦わせられない。

　何も言わないけど、普通にしているけど、もうボロボロの身体の筈。戦えるような状態じゃない、ポーションで怪け我がは治っても蓄積された疲労もダメージも計り知れない。

　だって表情に疲れが見える、もう今にも倒れこみそうだ。

「えっと、近くの村が魔物の異常発生で襲われたの。それで次はこの街が危ないの、今兵隊さんと冒険者の人達が迎撃する準備してるから、私達もここで街を守るから……だからゆっくり休んで。ここは大丈夫だから？」

　私の話が長過ぎたんだろうか？　途中から遥君はお魚を炙あぶっていた、そしてお醬しよう油ゆを掛けた瞬間に周りに人集ひとだかりができた。

　みんな物欲しそうに見てる。美お味いしそうに食べる遥君、辺りにはお醬油の焦げる香ばしい匂いが……全員が唾を飲む。

　何人かの冒険者さんが遥君に話しかけてると思ったら、遥君が地面に手を突き急に石のテーブルが地面から現れた、そして形を整え水で流して綺き麗れいに拭いてから徐おもむろに遥君はお魚を並べて……炙り始める？

　いつの間にか長蛇の行列になり、遥君から焼き魚を受け取るとお金を渡している……屋台？　わっ、結構なぼったくり価格だった。

　あれ？　魔物の大群が襲来するんだよね？　何でみんなお魚を美味しそうに食べてるの？　実は本当にキャンプファイアーとかだったの？

　遥はるか君もそんな所で勝手に商売始めたら怒られるよ？　なんでギルド長まで並んでるの？　どうして領主のお嬢様が美味しそうにお魚に齧かじり付いてるの？　なんで副委員長Ｂさんに一番大きいお魚をあげるの？って言うか、いつの間に並んでたの!?

　幸せそうな笑顔とお醬油の焦げる香り。あれ？　今から戦いだよね？　街を守るんだよね？　なんで私まで並んでるんだろう？

　でも副Ｂさんよりお魚が小さかったら赦ゆるさない！　絶対に赦さないんだからね!!

　……うん、お魚は美味しかった。勿論一番大きいのを貰った。




　それにしても魔物は来ない、偵察の人達たちも見付けられないようだ。

　そして遥君は小田君達となにか話しこんでる、ここに居たら危ないのに。

　だけど遥君はギルド長さんの所に引き摺ずって行かれた、何か揉もめている？

　やっぱりあの屋台がいけなかったんだ、領主のお嬢様まで呼ばれて来たみたいだ。

　何かあったのかな？　話し合いは佳境に入り、身振り手振りが大騒ぎ？

　そして何故か領主のお嬢様が頭を抱えて地団駄を踏んでいる？

　何故か遥君まで一緒に地団駄踏んでいる？　遥君はどうして不思議そうな顔をしながら軽やかに地団駄を踏んでいるんだろう？

　そしてギルドの受付のお姉さんが私を呼びに来た、でもここ持ち場なんだけど良いの？

「えっと、ここ防衛の要な持ち場なんですけど、離れるとまずいんですよね？」

「もう、防衛とか持ち場とか警戒とか索敵とか魔物とか、どうでも良いので来て下さい。通訳が必要なんです、言語的な問題ではない通訳が……」

　それは良くないと思うけど、陣地はみんなに任せて付いて行く……そして話を聞く。

　今日も今回も犯人は遥君だった。そして供述は続くが有罪は確定しているの！

「いや？　だって聞かれても無いし、魔物の襲来とか知らないんだよ？　何か出て来たから殴ってた？　みたいな？　えっ、朝からだよ？　だってずっと出てくるんだよ？　そうだよ夜までずっとだよ？　襲撃って爆買いツアーだったよ？　何とかの街が大人気らしいんだよ？　いや、聞いて無いけど？　誰ってオークの？　うん、居た居たオーク、オークみたいな顔してた？　おっさん顔なオークな？」

　聞かれなくても普通は大量の魔物が出たら話題にして！　そして、オーク顔の人とオークさんは別わけて！　一緒にしちゃ駄目!!

「え？　いやオークなんだけど？　違うって、殴ってただけだって？　何でって、出て来るんだよ？　うん、ずっと、だって賞品とかあるかもしれないじゃん？　何がって魔物叩たたきの？　でも魔物の達人かもしれないじゃん？　だから、ずっと叩いてたのに賞品無かったんだよ！　俺が被害者じゃん？　何も貰もらえなかったんだよ、クリアーしたのに。え？　クリアーは、えっと……オークキング。そうそう……って違うよ？　騙されたんだよ？　だって、どんどん出て来たし？　頑張ったんだよ？　お腹すいてもずっと。何で？　違うって、叩いてただけだよ？　ほら俺悪く無いじゃん？　だって魔物出てきたら普通に誰でも殴るじゃん？　ほら悪く無いじゃん？　叩くよね？　みんな？」
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　みんな意味が分からないみたいだ。私にも分からない。確かに言語的問題ではないようだった、でも過去の判例を鑑みても、いつでもどんな時でも遥君が「俺悪く無い？」って言ったら大体いつでも犯人なの！

　だって今迄までずっと無実だった事はたったの一度も無かった。真実はいつも一つで、いつも犯人も１人、ずっとずっと遥君が犯人なの！

　やがて朝日が昇り始めると同時に、みんなで犯人の自供の下、自白した場所へ視察に向かう。そう、そここそが凶行の犯行現場だ。

　既に魔物の死体は消え去っており、犯行現場にはおびただしい魔石と棍棒が辺り一面に山積みされている。魔物の死体は核が破壊されていなくても時間がたつと魔石を残して消えるらしい、核を完全破壊するとすぐに魔石になるそうだ。

　つまりここが犯行現場で大量虐殺の現行犯に決定だ。確かに普通は魔物の大襲撃を退けると英雄扱いで、犯人になる人は珍しいと思うの。だけれど全く情状酌量の余地は無い、だって魔物を殲せん滅めつしておいて素知らぬ顔で無反省どころか無自覚に焼き魚を販売して大おお儲もうけしていたんだから！

　ましてや再犯性が極めて著しく凄すさまじく高い、だって犯行を反抗的に否認する常習犯、再犯性しか無い全く反省すらしない連続犯罪の常時現行犯なんだから！




　判決　お説教!!
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　27日目　昼　オムイのギルド




　徹夜は辛つらかった、辛くてまだ眠いのにギルドに引き摺って行かれる、俺は悪く無いのに不当判決だ！

　あれから宿に帰ってからも怒られたのに？　まあ、今回も当然過ぎて言うまでも無い至極当たり前の事なんだけど、有り体に言って明々白々簡潔明瞭に俺は悪くない。なのに何な故ぜか怒られる？

　不当判決に敢然と立ち向かったが冤えん罪ざいだった！　無罪を証明すべく切々と魔物を叩いて罪になるのかと訴えたが怒られた？　「だって魔物の大量発生とか聞いて無いし？　大襲撃とか言わなかったし？　うん、ゴブも言ってなかった。分かるわけ無いじゃん？　コボだって言わなかったよ『今、超ー大襲撃スタンピードしてるよっ』とか聞いてないんだよ？」と詳しく俺が悪くないことを証明しても怒られた？　不当だな？

　そして今度は冒険者ギルド……そして冤罪の因果が輪りん廻ねと化す！

「いや、何故すぐに報告しないのかって、叩くので忙しいのに報告に行ける訳ないじゃん？　俺は滅め茶ちや忙しく御多忙に連打でビートでマニアックに叩いてたんだよ？」

　非難轟ごう々ごう――嘆かわしい、法による正否とは感情によらず、法に照らし合わせた論理こそが大事だ。もし情緒で法が変わるならば法は法として機能しない。だから述べよう、俺は悪くないという理路整然な証明を！

「だって魔物に襲われてる村の人に『襲われながら報告に来い』って言うの？　言ったら酷ひどいよね？　村人さんってコボに頭齧られながら報告に行っちゃうの？　なのに、魔物に襲われた可か哀わい想そうな俺は怒られるっておかしくない？　うん、途中で『帰って良い？』って聞いたんだよ？　うん、マジで？」

　怒られた？　何故この完全な無罪証明が伝わらないのだろう？　やはり異世界言語の翻訳に重大な欠陥がありそうな気がするが、文句を言ってる大多数は同級生だ？

「それに焼き魚だって売ってくれって言うから売っただけじゃん、お腹なかすいてて可哀想と思ったからお魚さん焼いたのに？　いや、儲かったけど？　美味しいんだよ？」

　然しかるに怒られた？

「って言うか、魔物が木々の間から次々に出て来るんだよ？　次々に叩くしか無いじゃん？　それはもうビートでマニアな感じで打ち続けるしか無いじゃん？　あんなにドンドコドンドコ出て来たら魔物の達人かと思うじゃん？　うん、叩くよね？　普通？」

　何でそんな事も分からないんだろう？　そして、なんで俺が怒られるんだろう？

「えーと遥君。一応ギルド長として魔物の大襲来を止めてくれた事に礼を言わせて貰う、本当にありがとう。あの数ではこの街も只ただでは済まなかった、冒険者も兵士もかなりの犠牲者が出たことだろう、正直助かった」

　ギルド長が妙に困っていて話が進まない、語ってはループするんだが壊れてるのだろうか？　埒らちが明かないので通り掛かりの口の軽く良く滑って後で怒られる鑑定係の受付のお姉さんに聞いてみた。

「それはですね、本来ならば大襲撃が起こりギルドと兵隊で撃退すると、倒した魔物の魔石や武器は全額ギルドで買い取ります。はい、私が鑑定させられます。その後のちに半分は冒険者達で等級に合わせて分配し、残りはギルドと街で分けます。そして街はそのお金で城壁を修理するし、ギルドは怪我や死亡した人の家族に分配して迎撃に掛かった費用を賄うんです」

　うん、話が早いし何ら問題がない普通の仕組みだ？

「それで何でこのギルド長のおっさんは、その話が延々と無限ループしてバグって長いの？」

「それはですね……それがギルドの規則で、冒険者以外には適用されないのです」

　受付委員長さんが掲示板以外の仕事をしている！　まあ、受付なんだけど？

「今回は迎撃の準備を整え、冒険者達を一日中待たせていたのに魔物は来なかったんです。魔物達は大虐殺の被害に遭われて街まで来られなかったんです」

　うん、魔物叩きな達人はパーフェクトだった。なのに賞品は無かった……無かったんだよ？　うん、騙だまされたんだから俺が被害者じゃん！

　まあ、だから冒険者は戦ってない。だけど一日中拘束して無給とはいかないらしい、それはそうだろう、お魚を５００エレも出して食べてたし？

　そして街の城壁は傷一つ無い。まあ魔物は辿たどり着いてないんだから当然だ、それで壊れていたら老朽化で魔物さんの罪にすると可哀想だよ？　うん、不人気決定だな。

「つまり……この名も無き街は、残念なことに魔物さんに大人気の街にはなれなかったよと？　うんうん、なるほどなるほど？」

「一体どこの誰がそんな話をしていたんですか！　損害と報酬の規則的な処置のお話の何ど処こで、城壁の老朽化を魔物のせいにしようっていう悪辣な話が入ってたんですか!?」

　違ったらしい？　ただ、ギルドは損害は無いって言っても柵を建てて篝かがり火びとか焚たいたりしてたから、ちょっとは掛かっただろうし、何より職員さんも全員お魚買ってたし？

「で、俺は冒険者じゃないし召集もされて無いから取り分が無いと？　うん、呼ばれた覚えないし？　それの一体なにが問題なの？」

「はあ――っ、それこそが大問題だから困っているんです」

　結局、全部俺が１人で倒したのに魔石や武器を徴収するのはおかしい、だけど決まりでは徴収しなければならない。だが徴収すると冒険者ではない俺に分配できなくなる、でも倒したのは俺だからと悩んでいたらしい？

「悩まれても、いらないんだけど？　街は街で俺に褒賞をくれるって言ってたし？」

　だって一番高価そうなキングやリーダーの魔石や武器はもう取って来てる、金目のものはあらかた持って来ていて換金さえできれば大金だ。

　後は多過ぎて諦めた分だし、既に焼き魚でも大儲けしてる。だから別に良いんだけどギルド長が納得してない……って事らしいので、要らないから領主とギルドで決めてくれと言って逃亡した。だって話が滅茶長いんだよ!?

　前回の魔石を売った分の２回目の支払いとして金貨で１００枚受け取った。それだけで１千万エレだ、これで昨日手持ちを没収されたが５倍になって返って来た。

　今回の大襲撃の分配も必ず何とかするからと頭まで下げてくれたが１千万エレ受け取ったばかりなのにお金とか別に良いんだけど？

　だって前の魔石分も全部払えないのにギルドからお金取ったら、また魔石売れなくなるじゃん？　もう、あれからも滅茶魔石がゴロゴロと溜たまってるのにギルドにお金がないから換金できないんだよ？

　今回も特例で魔石の買取をして貰える事になったので、早速買取カウンターに行くとさっきまで遊んでた鑑定係のお姉さんの顔が引き攣つってる？　まだ若いのに顔面神経痛？　受付業とは何かと苦労が多いようだ？　うん、最近は非常識な人が多くて困ったものなんだよ。

「また残業が……終わらないのに追加が……しかも元凶が……」

　どうやら大襲撃で取れた魔石の鑑定が追いつかなくて今日も残業らしい。

　もちろん容赦なくテーブルの上に魔石の山を出すと涙目で睨にらんできた！

「いや、俺の分はいつでも良いよ、これでまたボーナスだよ？　うん、おっさんのギルド長にも言っとくよ」

「やります！　最優先でやらせて頂きます！　もう冒険者とか待たせときゃ良いんですよ、お魚食べてただけなんですから」

　満面の笑みで手を出し、御機嫌顔で魔石を受け取った。うん、ボーナスの為ためならきっと滅茶頑張って働いてくれるだろう。でも後ろで受付委員長さんがオコなんだよ？　うん、なんかオーラが怖いから言えないけど？

　そして悲しい悲鳴がギルドに響き渡る、どうやら鑑定係のお姉さんの残業の延長が決定されたようだ。異世界冒険者ギルドってブラックだな！

　更には魔石とは別に大量の棍こん棒ぼうの分配の問題があるとか言い出した、だから速攻で要らないと言い切って逃げてきた、おっさんは話が長いものだから聞くと碌ろくな事はないんだよ？

　だって、あんな大量の棍棒を渡されても絶対に捌さばき切れないって！　無理だから!!

　今でも街の人ってみんな棍棒を何本も持っている、何故か腰から棍棒を何本もぶら下げて通りを歩いている。この状況下であの大量の棍棒が捌けるようだったら、この街マジでヤバい！

　あの本数から言って街の人達たちって１人頭10本近い棍棒を装備する事になるだろう、それってもう街人の棍棒による重武装化だ。

　そんな街なんてゴブだって泣いて逃げるだろう、頼み込んでも襲ってくれないだろう。

　うん、間違いない。どうやら棍棒の街に名前が変わる日も近いようだ、変わったら逃げ出そう。どう考えてもその街って絶対に森よりも危険だよ！
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　27日目　昼　ダンジョン　会議




　遥はるか君をギルドに出頭させて、適当にダンジョンを攻略しながら何が起こったのか真実を究明する、真相を探求する、真犯人の自供はどうせ意味が解わからないのだから。

「まったく、遥君の特殊スキルの『報連相』って一体何なの？　一度も役に立ってないんだけど？」

「なんであいつは危ないことばっかりするのよ！　どうしてなんでも独りでやっちゃうのよ!!　そしてなんで名前覚えないのよ!!」

　みんなお怒りだ、最後のは今回の件とは無関係だけどお怒りなの。まあ、スキルでも遥君を更生させる事は不可能なんだと思う、きっと『報連相』のスキルさんは悪くなくて悪いのは大体いつでも全部が遥君だ。

「てっきり遥君はダンジョンで行方不明になると思ってたのに、まさか魔物の大襲撃スタンピードの方だったとは……」

「あとで聞いたら何日か前に森の入り口でオークを見た……って言うか撲殺してたみたいだから、フラグは立ってたんですよ。ただ情報を聞いた時点でフラグごと殲せん滅めつされてましたけど？」

「いや、ダンジョン行ったら絶対落ちるから、あれはもう落下しないわけが無いよ！」

「なんだか落ちても『墜落したら迷宮制覇？　みたいな？』とか言って、普通に帰って来そうな気が？」

「「「「言いそうだ！　そして、やりそうだ!!」」」」

　碌な事をしないからと迷宮ダンジヨンから遠ざけていたら、朝からずっと独りで大襲撃スタンピードを叩たたいていたらしい。

「そもそも魔物の大襲撃に気付かなかったって何でなの？」

「それ以前に、どうして押し寄せてくる魔物さん達を爆買いツアーだと思ったんだろうね？」

「１匹ずつ出て来たから大襲撃じゃ無いって言い張ってたよ、犯人は」

「木々の間から連続してあちこちから無限に１匹ずつって……魔物さんは平地できちんと整列してないと集団って認めて貰もらえないらしいよ？」

　うん、真面目に聞いちゃ駄目だからね？　森からは一斉に一塊で出られないけど普通に大襲撃スタンピードだから。あれはどう間違えてもモグラ叩きさんとは一切何ら関係もない誹ひ謗ぼう中傷な魔物叩きの傷害事件の現行犯だからね？

「全部殴ったらしいからねー……キングまで」

「超高速魔物叩きだったらしいです、コンマ数秒で１匹ずつ？」

「あ～、『魔物に襲われたんだから、被害者じゃん？』とか言い張ってたね？」

「普通の被害者さんは、加害者を大量虐殺とかしないよねーっ？　あんまり？」

　会議は難儀で難癖だらけの悪口大会へと突入するが、遥君を誹謗中傷できる罵ば詈り雑ぞう言ごんがみんな思いつかない。語彙や言語では言い表せないし、比喩すら思いつかないの。

「だいたい何でこの街が魔物の間で大人気って話になってるの？　宣伝しているに違いないって何なの？」

　うん、辺境伯のお姫様のせいにして、何な故ぜだか２人で仲良く地団駄踏んでいた。

「どうして賞品が貰えると思ったんだろう？　魔物の達人って何なの？　あれが噂うわさのゲーム脳？って言うかパーフェクトだったらしいし!?」

「叩いてたら止められなくなったんだって、『叩き続けてたらパーフェクトみたいな？』って言ってたよ？」

「「「「はぁ～っ……」」」」

　実行犯の意味不明な供述は、噓うそか真実かより非常識さこそが問題だった。

「みんなで遥君を守ろう～って決めたけど～？　何から守ればいいんだろうね～？」

「「「……だね？」」」

　確かに守るとしたら、遥君から魔物さんを守るようになっちゃうだろう。どう考えてもいつだって被害者は魔物さん。それはもう魔物さん保護運動が必要になりそうな凄惨な大虐殺の痕跡だった。

「なんかもう遥君を守らなきゃいけない物が出たら諦めた方が良いよね、無理だよ？」

「「「……だよね？」」」

　Ｌｖの壁さんは粉砕されちゃったのかな？　キングとかポンポン倒しちゃってるし？

「本人は一般人モブのつもりみたいなんだけど、一般人モブがみんな遥君みたいだったら魔王とか出て来た瞬間に通り掛かった村で撲殺されてるよね？」

「それ、魔族とか絶対保護対象だよ、それってもう一般人モブから守らないと絶滅危惧種になってるよ、異世界ヤバい！」

「「「遥君みたいなのが沢山って……殺やっちゃうね？」」」

　一般人モブ達が無双する世界って勇者とか要らないよね？　異世界の危機は魔物さん達の方だったの？　確かにそれだったら絶滅の危機なのかも？

「最近さー、街の人も普通に棍棒とか持ってるけど……一般人モブって何？　撲殺者のことなの？　あの人達ってみんな遥君みたいなの!?」

「「「騙されないで！　そんな遥君みたいな人は居ないから、あれは棍棒持ってる普通の一般人さん達だから！」」」

　だから治安が良くなっている、魔物と戦える武器を誰もが持っているから安全。

「あー……何だか凄すごく良い棍棒とか持ってるよねー、普通に？」

「いつの間にか棍棒専門店ができてて大盛況みたいだったよ？　あそこって武器屋さんだったはずなんだけど？」

「宿の前でも～、小さな子供達が棍棒で打ち合って遊んでたよ～？　楽しそ～に～？」

「……この街って守らなくても大丈夫なんじゃない？」

「「「魔物さん逃げてー！」」」

　この街は危険、ここって魔物さんに大人気どころか大虐殺されること間違いなしだ。

　もう爆買いどころか大撲殺されて魔石にされて売られちゃうだろう。

「そういえば遥君、前に『最強なのは村人Ａさんかも』って言ってたね？」

「「「誰なの？　村人Ａさんって……一般人モブの人ヤバ過ぎない？」」」

　どうやら剣と魔法の世界ではなく、棍棒の修羅国だったみたいだ。もう原始人さんを召喚してゴブさんと殴り合った方が早そうなんだけど？

　いろいろと言いながら、迷宮の上層だけ一巡して街へ戻る。そして、気が付くと……いつの間にか女子も何人か棍棒を買っちゃっていた!?　職業Jobは剣士だよね？って、流は行やってるの？　異世界って撲殺ブーム来ちゃってる!?

　私もいつか買っちゃうんだろうか、棍棒を持って殴り合っちゃうんだろうか？　うん、流行の発信源はお説教だ！
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　27日目　昼過ぎ　オムイのギルド




　ギルド長室に連行され、延々とギルド長のおっさんの長い話を聞き、ようやく部屋から逃亡して、やっと魔石の買取を済ませ１階に下りると槍やりのおっさんがいた。なんか「お前のせいで酷ひどい目に」とか有らぬ罪に問われたけど、ガン無視して怪しい行商人の情報を聞きだした。どうやら俺の好感度を持ったままなのに当分は帰って来ないみたいだ、俺の異性の好感度が……

　そして始まる槍のおっさんの世間話……なんなんだろう、この驚異のおっさん率？　もう焼き払っても良いよね？

　はっ、きっと俺はおっさん達を滅ぼす為にこの世界に呼ばれたんだよ……えっ、マジ!?

「それってマジで？　マジでマジなの？　マジでマジでマジマジな本当のマジ？　いわゆる世間で言われるところの真面目な方のマジで本当に間違いない？　噓ついてない？　噓だったら大地槍アースニードル千本桜だよ？　本当に本当に本当？　刺して良い？　千本くらい？」

　話を聞くと、あの不思議アイテム達の殆ほとんどはダンジョンから出て来た謎のアイテムなので格安だったらしい、時折ダンジョンの前で買取もしているそうだ。

　今なら買える、３個は買える、いや、１個しか無かったけど足りないかもしれないじゃん、俺の異性の好感度さんって？　うん、足りない気がする？　だって今日も怒られたし？

　あと大地槍アースニードルで刺されるのは嫌だが、針を千本飲むのも嫌なんだそうだ。我わが儘ままだな？




「オタ！　オタＡ！　Ｏ・Ｔ・Ａ！　ダンジョンの情報を寄よ越こせ、すぐ寄越せ、今すぐ大至急寄越せ！　寄越さないとビッチ達を嗾けしかけるぞ！　５匹全部お前の頭丸まる齧かじり？　だから吐け！　出せ！」

　えーい、まどろっこしいオタだ。全くいつまでもオタオタして早くしろよ、ダンジョンでフェロモンの指輪が俺を呼んでるって言うのに！

「……!!　僕がオタＡだったんだ!?ってＯ・Ｔ・Ａは略し過ぎだよ！　ＯＴＡ‐ＡのＡが１個分行方不明ですよ！　それにちゃんと島しま崎ざきさん達とは和解しましたから嗾けしかけないで下さい！　初めて誰かから心を込めて感謝してありがとうって言われました……」

「いや、そんな事どうでも良いからダンジョンの情報を寄越せ！　すぐ寄越せ、今寄越せ、寄越さないと莫ば迦か達も嗾けるぞ！　５匹全部!!　お前の頭莫迦？　だから吐け！」

「ちょっ、今のって良い話だったのに容赦なくぶった切られた！　それに柿かき崎ざき君達も謝ってくれましたから……って、頭莫迦ってただの悪口になってますよ!!　そして未いまだに誰の名前も覚えてなかったんですか!?」

　オタＡを問い詰め、オタＢからレポートを引ったくり、オタＣに説明させる。オタＤは元気ハツラツだ。

「……僕がオタＢだったんだ……いや、そーじゃないかとは前から……」

「Ｏ・Ｔ・Ｃって何なの？　それってＥＴＣの仲間か何かですか？　たったＡを１文字略したせいで読解が不可能になってますよ！」

「何故か独りだけ放置状態なのに、勝手に元気ハツラツって決められてるの！」

　喧やかましい奴やつらだ、もう少し真剣に俺の好感度の事も考えて欲しいものだ。

　想像してみるが良い、暗い迷宮の中で誰にも見つけて貰えずに、ずっとずっと永遠とも思える時を俺の好感度さんは待ってるんだぞ！

「だいたいがオタの分際でＥＴＣの仲間になろうなんて図ずう々ずうしいにも程があるんだよ？　ＥＴＣに謝れ！　だってＥＴＣは役に立っているじゃん！　ＯＴＣとは違うのだよ、ＯＴＣとは。だってお前らを車に乗せても酔って吐くだけじゃん!!」

　まったく何を言ってるんだお前オタエは？　とにかく、まず買い出しだ。オタ達たちに必要な物リストを作成させた、雑貨屋さんのお姉さんに見せれば揃そろうだろう。早くしないと俺の好感度が、異性の好感度が……速く、もっと速く……

　兵隊さんに怒られた？　いや、街中を飛んじゃいけないならちゃんと書いておこうよ？　だって知らなかったよ、標識も無いじゃん？　きっと誰も知らないよ、飛んじゃいけないとか？　全く行政側の責任なのに何で俺が怒られるんだよ？　急いでるのに？
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　やっと雑貨屋さんに辿たどり着く、とにかく速攻でお買い物を済ませる。

「おねーさーん、これっ、この紙に書いてあるもの全部売って！　ちょっぱやで!!」

　とにかく準備は必要だ、迷宮と言う位なのだから迷路なのだろう。ただの洞窟だったら改装して居住してしまいそうだ、迷宮より危険な罠わなだった！

「えーと……これを揃えるの？　でも『愛と勇気と友情』は売って無いわよ？」

　迷宮を踏破する前にオタ達を踏んでから破壊しよう、狩って焼くだけじゃ甘かったよ。

　だいたい愛が買えるんなら、迷宮になんか行かないで即座に買いに行くよ！　すぐ行くよ！　何ど処こに売ってんの？　それが何よりも一番知りたいよ！

「それに『限りなく無限に近い長さのロープ、絶対崖から落ちるから』って、ロープは有るけど……限りある長さのロープしか無いわよ？　何で崖から落ちに行くの？」

　崖から落ちる気はさらさら無いが、帰り道にオタ達を地獄に落とそう。あいつ等らには崖ですら生なま温ぬるいことが判明した。

「あと『仲間』って……買わないといないの？　売って無いわよ？」

　よろしい戦争だ。ぼっちに喧けん嘩か売ってるんだよな！　もう、封印を解いちゃうよっ、あいつ等インフェルノしちゃおう、禿はげるが良い、永遠とわに。

「それに『常識』も置いて無いんだけど……無いの？　うん、無いわね」

　一体何のリストを作ってたんだよっ！　これってただの悪口リストだろ！　何で迷宮に常識が必要なの？っていうかお前らに必要だよ、人聞きが悪い！

「あとの小物は揃うんだけど……『怒る係の人、委員長推奨』は無理よ？」

　あいつ等は一体全体全く以もつて俺を何だと思ってるのか正座で小一時間聞きだす必要がありそうだ。それこそ必要な物リストに必要だろう！

　何でわざわざ迷宮に怒られに行かなきゃいけないんだよ、お前ら一体迷宮に何求めてんの？　迷宮の奥底には説教が待ってるの？　行かないよそんな迷宮、絶対にお断りだ！　何が悲しくてわざわざ迷宮を踏破してお説教されに行くんだよ、宿にずっと20人分くらい常時揃ってるよ！　必要どころか何故だかずっと常備されてるんだよ？　呪われてるのか外せないんだよ？　まあ、オタは狩ろう。

　宿に戻るとオタ達は逃亡していた。

　まったく狩るのに手間を取ったせいで迷宮行けなかったじゃないか。

　頭を焼かれるのは嫌みたいで、泣きながら頭に結界張ってやがったよ。全く無駄なチート能力だ、あとちょっとだったのにな？
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　宿に帰ると小お田だ君達が泣いていた。もう苛いじめっ子こもいないし、それ以上に苛める事なんかできない位に強い筈はずなんだけど？　この世界の最強クラスなんだよね？

「ってわけで、遥はるか君は１人でダンジョンに行く気みたいなんです。時間稼ぎしたけど頭焼かれそうでした！」

「ギリギリのマジ限界でヤバかった……結界ＬｖがＭａＸなのに魔導師と聖者と守護者の３人掛かりの結界でも焼かれそうだったんですけど？」

「最後の方で忍が結界忍術の乱れ打ちしなかったら絶対焼かれてましたよ？」

「何なのあの魔法!?　足も凍らされて逃げられなかったし、あんな魔法無いですよね？」

「魔導師でもあんな事できないから、アレってなんだったの!?」

「マジ怖かった！　あれ絶対に魔王とかよりヤバい物ですよ！」

　小田君達は涙ながらに恐怖体験を語っていた、マジ泣きだった。もう元の世界に戻って苛められたって全然平気だろう、だってこれよりも怖い経験なんてできないだろうから、これを経験したら怖いものなんてもう無いはずだ。

　大体あれより怖い苛めっ子なんて何処の世界にも存在する筈が無いの。うん、きっと「常識」が不ま味ずかったんだと思うの、「常識」が……なにせ常識の天敵なんだから、あれは絶対に不ふ俱ぐ戴たい天てんなんだから。

　しかし今日は小田君達が足止めしたけど、遥君はダンジョンに入ろうとしている。冒険者でも一流と認められた者が、尚なお且かつパーティーを組んで探索するダンジョンに１人で入ろうとしている。

「心配だねー？」

「本当にねー？」

「危ない……んだよね？」

「うーん……多分、普通は？」

「たった１人でダンジョンに入って、たった１人で魔物の群れと戦い続けるなんて……昨日も朝から晩までやってたんだっけ？」

「大体、味方のサポートもなく、たった１人で集団を相手取るなんて……いつもやってるね？　暇さえあれば？」

　みんな凄く心配してる……はずなのに心配しきれないのは何な故ぜだろう？　あれっ、危険なところが想像できないんだけど？っていうか、ダンジョンが危険？

　いや、ダンジョンは危険なんだけど、危険なのはダンジョン？　ダンジョンの崩壊が危険……って崩壊すると遥君が危ないんだけど、遥君が崩壊させて危ない？　危険なのは間違い無いんだけど……何が危険なの？　あれれっ？

「えーと『当たらなければ一等じゃない』じゃなくて、『当たらなければどうと言う事は無い』って言おうとしたんだと思うよ、おそらく何故かはわからないけどきっと？」

「って言う事はＬｖの壁はそのまま問題で、避けているだけで実はなんにも解決していないの!?」

　弱いから当たらない戦い方を徹底した結果、回避系の能力ばかりが上がり、耐久や持久系は成長が鈍い。ただでさえＬｖが上がらない巨大なハンデが在るのに安全面が全く確保できないで、危険性だけが増していく。

「あれは避けて躱かわして賺すかして騙だましているだけで解決はできて無いんですよ……多分？　えっと、何かそれって解決しちゃってるような気がしなくも無いけど何でだろう？」

　そう、結局は遥君が弱いという問題は全く解決なんかしていない。あれはただ問題を騙したり掏りす替えたり誤魔化したり打ち砕いたり罠に嵌はめて襲撃して虐殺したり殲せん滅めつしたりおちょくったりしているだけなんだ……って、問題さんに一体なにをしてるのよ！

　結論として遥君が脆もろいと言うことに変わりは無い、どんなに強そうに見えても、誰にも負けなくても、いつだって帰ってきてくれても、大丈夫って言ってくれても、脆いんだ……遥君の命はとても脆い。

　ただ今のところ魔物も何もかもが遥君よりももっと命が脆いだけなんだ……って、意味がわからないのよーっ!?
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　オタ達を逃のがしてしまったのが悔やまれるが、宿に逃げ込まれると委員長達が怖い。何故って不思議なのだが最終的に決定的に確定的にいつもいつも俺が怒られる。

　この異世界の真実を、この世界の物語を、深く幾ら読み厳しく解き明かしても解わからない異世界最大の謎。そう、何故だか俺が怒られると言う不可思議!?

　未だ嘗かつてこの理不尽なまでの不条理を退けた物は甘味のみ、只ただそれだけだ。

　やはり異性の好感度が俺には必要なのだろう。いったい今現在の俺の異性の好感度はどれ程までに低いのだろう？　此こ処こに至ってはマイナスの可能性すら感じ取れたりする、だって怒られるんだよ？

　その為ためには、行くしかないのだろう。フェロモンの指輪が在ると言う迷宮へ。

　其そ処こには異性の好感度が在ると言うダンジョンへ。其処へと至り、其処で探求し、其処で探究するしかないのだろう、異性の好感度は遠い！

「よし、ステータス！」

　うん、嘗てここまで見たくないステータスさんって存在したんだろうか？





NAME：遥　種族：人族　Lv：12　Job：--

HP：186　MP：195

ViT：173　PoW：178　SpE：191　DeX：189　MiN：197　InT：205

LuK：MaX（限界突破）

SP：527

武技：「杖じよう術じゆつ Lv9」「回避 Lv9」「見極 Lv1」「魔力纏てん Lv9」「虚実 Lv4」「瞬身 Lv3」

「浮身 Lv1」

魔法：「温度 Lv5」「移動 Lv8」「斤量 Lv8」「梱こん包ぽう Lv8」「四大魔法 Lv7」「木魔法 Lv7」

「雷魔法 Lv6」「氷魔法 Lv5」

スキル：「健康 Lv7」「敏感 Lv6」「体操 Lv9」「歩行 Lv9」「使役 Lv6」「鑑定 Lv9」

「千里眼 Lv8」「気配察知 Lv9」「索敵 Lv9」「魔力操作 Lv9」「気配遮断 Lv7」

「隠おん密みつ Lv8」「隠蔽 Lv9」「地図 Lv6」「集中 Lv9」「物理耐性 Lv8」「魔力回復 Lv9」

「体力回復 Lv9」「並列思考 Lv8」「直列思考 Lv8」「高速思考 Lv8」「疾駆 Lv6」

「空歩 Lv6」「瞬速 Lv7」「神眼 Lv3」「写技 Lv1」

称号：「ひきこもり Lv6」「にーと Lv6」「ぼっち Lv6」「魔導師 Lv9」

Unknown：「報連相 Lv5」「器用貧乏 Lv7」「木で偶くの坊 Lv7」

装備：「樹きの杖つえ？」「布の服？」「皮のグローブ？」「皮のブーツ？」「マント？」

「コンタクト？」「窮魂の指輪」「アイテム袋」

「魔物の腕輪　PoW+39%　SpE+26%　ViT+19%」「黒帽子」






　Ｌｖアップだ。いつ上がったかはわからない、全然見て無かったよ。

　洞窟に１人でいる時はステータスチェックができるんだけど、街に戻ると見る暇が無い。変に時間の無い時にチラ見とかすると、項目が多過ぎて何が上がったのかわかんなくなるんだよ。どれどれ？

　なんとか君のＬｖは結局わからなかったが経験値になったのかな……大襲撃とか言う魔物叩たたきもあったし、未いまだにＬｖアップの仕組みはわからない。何故か俺のだけわからない？

　まず『見極 Lv1』は『見切り Lv9』が無くなってるからスキルの上位化かな、極めてるんだし？　でもＬｖ１……なんか損した微妙な気分だ。他もＬｖ９まで上がってるのが結構あるし上位になるのかＭａＸになるのか法則が不明だ？

　そして『浮身 Lv1』はダメージ軽減だろう、古い本で読んだ覚えがある。固定されたものは簡単に破壊できるが靡なびく物は当たっても力が逃げてしまう。確かそんな技だった筈だが、ダメージ軽減なのか回避なのかが謎だ。

　さて『写技 Lv1』はなんだろう？　技を写すのだから『見極 Lv1』と被かぶってる、写し取る方だろうか？　それなら器用貧乏と相性も良いだろうが、嚙かみ付きとか覚えたくないんだけど？　遂ついに俺もまるかじり？　嫌な戦いだ、魔物と齧かじり合いって嫌過ぎる！

　魔物の腕輪も強化は順調だ、オークはＶｉＴ効果だった。多分これが一番足りないものだ、掠かすっただけで死ぬなんてハンデが大き過ぎるし結構助かるだろう。

　禁じられた封印を解き放ってしまったが、インフェルノがスキルにならなくて良かった。あれをインフェルノと言い張る度胸は俺には無い、寧むしろインフェルノさんに謝りに行きたい気持ちで一杯だ。焼けなかったし？




[image: ]

　28日目　朝　宿屋　白い変人




　みんなで揃そろって朝御飯、いつものように遥君が囲まれてる。

　みんなが、みんな揃える事がどれ程幸せなことなのかを思い知る。

　きっとみんなが、この朝御飯の幸せさを感じているのだろう。

　でも、今日の朝御飯はいつものように遥君が囲まれてるが……包囲網だ！

　朝御飯、みんな遥君に探りを入れている。

　探りを入れなくても犯人なのは犯行を犯す前からわかってるんだけど、一応聞くだけ聞いてあげよう。

　何をしようとしてるのかを、何をしでかそうとしてるのかを、何かしでかした挙句にどうしようもなくなる前に聞いておこう。

　だって昨日、迷宮ダンジヨンに行こうとしていたみたいだから。

「ねーねー、遥君、迷宮ダンジヨンに入るの？」

「うん、準備できたし？　宝箱欲しいし？って言うか宝箱に行く？　的な？」

　宝箱に行く？　宝箱を取りに行くって意味だろう……つまり迷宮ダンジヨンはオマケだ。

「本当に１人で行くの、危ないよ……多分？」

「そうだよ、迷宮は危険なんだから……多分？」

「そうそう、危ないんじゃないかなー……きっと？」

　引き止めようとしているんだけど、最後の方が……多分って、きっとって。

「必要なものがあるんだよ、多分、迷宮ダンジヨンの中に……みたいな？」

　必要なものがあるらしい？　これ以上なにをする気なんだろう？

「必要って、何か要る物があるの？　迷宮ダンジヨンに？」

　そう、買いに行くんじゃなくて迷宮ダンジヨンに探しに行くって言うのがわからない？

「迷宮ダンジヨン産って言うか、迷宮ダンジヨン限定？　的な、迷宮ダンジヨン特典？　らしい？」

　迷宮ダンジヨンで限定賞品？　迷宮ダンジヨン限定賞品が限定販売って行列とかできてるの？　ダンジョンに!?　徹夜組とか居るのかな？

「でも武器とか有ってもＬｖ制限で使えないんだよね、装備も？」

　そう、遥君はＬｖが20にも届かない。武器とか装備を見つけても意味が無いはず……まさか……指輪!?　あの!!　異性の好感度を上げるって言う指輪目当てなの！

「迷宮ダンジヨン物の方が案外使えるみたいなんだけど？　わりとＬｖ制限が緩いみたいな？」

　無駄遣いって怒ったけれど実際にあの怪しい装備のお蔭かげで遥君は生き延びた、生きてていてくれた。あれが無かったら無理だったって……あれで生き延びられたって……きっと街に来てなかったら洞窟で死んでたって。

　でも……でもね……あれは要らないよね!?　フェロモンの指輪は！　だってなんで異性の好感度を上げようとしているのよ!!

「で、遥はるか君は何を探しているのかなー？　まさかー……フェロモンの指輪とかー……言わないわよね！」

　遥君は腹話術の人形のような怪しさで首を横に振っている……もう、怪しいどころの騒ぎじゃなかった！

「ち、ちち、ちちちちが、が、ががうよよよっYo？　えっ？　なにそれ？　探してるのはフェフェフェ、……ソロモンの指輪だよよよよYo？　ち、ち、違うよホントウダYo、どど、ど、動物さんとお話できるんだよ？　ゴブとも話せるかも？　だよDa-Yo!？　そうだよ、Yo？　そうに決まったよ。そうそう、So、So、So、ソロモンって言うかソロモンげっとだぜ？　みたいな？　いやー、コボとも積もる話ができるかも？　的な？　感じ？　みたいな？　ような？　らしい？　Yo？」

　ラッパーなの、それ!?　もう嚙んでるってレベルじゃないよね？　だって滑舌良いし？　Yoがもう、変換すらされて無いYo？　異世界翻訳の誤変換？

　やっぱり、あれがダンジョンにあるらしい……崩しちゃおうか。迷宮ダンジヨン？

　なんなのかなー？　異性の好感度って？　ナンナノカナ！

　だいたいコボルトといったい何を語り明かそうって言うの！　話が積もる前に皆殺ししてたよね？　お知り合いのコボさんは全員お亡くなりにしてたよね！　語り合うどころか口を開く間も与えて無かったよね？　それって、絶対に語り合う気無いよね!?

　間違いない！　会議が必要だ!!　緊急招集だ。

　早くダンジョン破壊しないと!?　緊急対策会議だ。迷宮ダンジヨン緊急破壊措置命令だ！
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　28日目　朝　宿屋　白い変人　会議




　もう、遥君はお出かけしていた。会議を急がないと、緊急決議が必要だ！

「って言う事で、遥君の狙いは『フェロモンの指輪』で間違いないみたい、異性の好感度を上げる……かもしれない指輪。って言う訳で迷宮ダンジヨン壊そう！」

「「「異議なし!!」」」

　決定した、ダンジョンは取り壊しだ。全員一致だ、満場一致だ、異論は赦ゆるさない！

「いや、壊しちゃ駄目だよっ！」

「怒られるから！　ギルドからも、街からも怒られるから！」

「ええっ、何で指輪でダンジョン破壊しちゃうの？」

「って言うかあの迷宮はヤバいんですから、変な事したらまずいですって！」

「ああ……あの昔話の英雄譚たんとか迷宮皇伝説とか？」

　ちっ、普段は会議になんて全然参加しない小お田だ君達たちが反対してきた。だけれど多くの噂うわさを聞く迷宮ダンジヨン、その中には「一番良い物が出る」という噂もあるけど、当然それだけ危ない迷宮だ。

「あっ、そういえば前に遥君が悪い事して無いのに怒られるのは、異性の好感度が足りないからだって言ってましたよ、確か？」

　あ、あれだけ怒られてもどうして悪い事して無いと信じられるんだろう!?　そして何をどう曲解して何な故ぜそれを他ひ人と事ごとみたいに異性の好感度のせいにしてるんだろう？

　大体これ以上好感度を上げて何をしようとしているの？　まさか異世界でハーレムでも作る気なの……って、それは無い。多分無理。

　だって女子20人とハーレム状態の洞窟から逃げ出し、テントで１人暮らししていた。しかもテントに女子が集まると壁際にまで追い詰められていた。きっとハーレムができたら遥君は真っ先に逃げる！

　だってなにより既に島しま崎ざきさん達５人を使役しちゃっているの。その気があるなら何でも命令できる、大人気な美人モデルの女子高生に何でも言うことを聞かせられる……のに何もしない、何にもしないで寧ろ逃げ回っている！

　全く何もする気が無さそうで命令以前に名前を覚えてすらいないし……未だに名前を覚える気すら全くさっぱり感じられない。

　口では色々言いながら絶対に使役を解かせない島崎さん達は……何でもする気だ。命だってなんだって遥君のためなら投げ出す、そんな覚悟はとっくに通り過ぎている。

　なのに何がしたいんだろう？　一体何の為ために必要なんだろう？

　もしかして…………まさか本当に真剣に真面目に異性の好感度が足りないから怒られてお説教されていると思っているの!?

　そんな馬鹿な事を……って……思っていそうだ!?　ある意味そう考えれば思ってるに違いない気がする！　普通に当然のように「俺、悪く無いのに？」とか思ってそうだ。

　きっと「怒られるから、指輪取って来る？　みたいな？」とか思ってそうだ！

　どうしてあれだけみんなを心配させて、あれだけみんなを泣かせて、あれだけみんなを絶望させて、それでいつも普通な顔をして帰って来て、またみんなを大泣きさせて、何であれで怒られないと思うの!!

　取り敢あえず、いかがわしい事はしないだろう。

　間違いなく、疾やましい事もしないんだろう。

　だけど遥君に持たせると危険だ。危機的に危険が危うい！

　だって、もう全員が使役されちゃう危険すら有り得る。

　あれは多分、使役されたんじゃなく自ら使役されちゃうのだから。

　実際みんなが信者みたいなものだから……みんな遥君を信じて、今まで異世界で生きてきた。何もかも無くして絶望して……一度は何もかも諦めた。私達がもう一度笑って、当たり前のように過ごせているのは遥君がいたから。

　この状態で好感度上げたりしたら大変な事になるんだから！

　駄目だ――持たせたら絶対危ない気しかしない。

　おそらく、その危険に本人が気付いて無いのが一番危ない。

　だって遥君がいなくなってた間のみんなを遥君は知らないから。

　あの遥君が帰って来ない夜のみんなを遥君は知らないから。




　この宿屋さんも、この街も、全部がみんなの涙で水没の危機だったって遥君は知らないんだから。

　だって、あのまま遥君がいなくなってたら、私達の涙でこの世界だって絶対水没してたんだから!!
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　28日目　朝　平原




　宿から逃亡中、なう？　いや、発信とかしないよ？って言うか、ぼっちだから繫つながってないし？　誰とも？ってホットケ！

　何故か何故なのか如何いかがしてなのか謎だが、どうやら俺の異性の好感度が危ない。あの委員長の目は危険だ、目付きの悪い俺が言うんだから間違いない！ってヤカマシイ！

　何故ばれたんだろう？　なんで怒られるんだろう？　もう、もはや俺を怒るのに理由は要らないのかもしれない!?　どんだけ低いの、俺の好感度さん!?

　低過ぎてどこかに潜ってるのだろうか？　地下に？　実は迷宮の奥底には俺の好感度が落ちてるの？　どんだけ転がり落ちてんの！　俺の異性の好感度って落ち過ぎて迷宮造っちゃったの？　まずい、早く助けに行かないと！

　迷宮の入り口には門番が居る、俺の天敵だ。何故かこの世界の門番は俺に会うと怒る。どうやら同性の好感度も低いらしいが、そっちは要らない。

　冒険者ギルドで迷宮ダンジヨン申請書を出せば迷宮に入れるのだが、俺が申請書を出しても入れてくれないらしい？　Ｌｖが足りないのか、好感度が無いからなのか、残業の恨みなのか、もしかすると冒険者じゃないからなのかわからないが貰もらえなかった。

　流石さすがに１人でコッソリ入るとばれる気がする。何せ１人だと全然コッソリしてないからだ、流石にばれるだろう。

　だが、誰かが居れば後ろからコッソリ付いて行けるはずだ。なにせ『隠形のマント』に『気配遮断 Lv7』と『隠おん密みつ Lv8』がある、こっそりのはずだ！　でも、誰も来ない？　不人気？　地下に俺の好感度が在ると言うのに？　何、俺の好感度に文句でもあるの？　誰も欲しがらないような好感度なの？　俺の好感度になんて扱いだ！　異性の好感度だよ！　なに、その扱い？　赦しがたい、街を襲撃するべきだろうか？　むしろ冒険者ギルドを襲撃するべきだろうか？

「いや、なんで？　今日は迷宮ダンジヨン攻略の日じゃないよね？」

　なぜだか同級生達がぞろぞろとやって来た？　なぜ全員が大量のロープを抱えて居るのだろう？　えっと……バンジー大会？

　確かにバンジージャンプは元々は成人の儀式らしいが、みんな高２になったばっかりなのに……大人になっちゃうの？　ま。まさか大人の階段上っちゃったの？　ちょ、アケミさんのお店行っちゃったの？　何ど処こにあるのか教えて下さい!!

「「「「やっぱり、来てるよっ！」」」」

「あれ、なんで？　だって俺のだよ？　俺の好感度が落ちてできた迷宮なんじゃないの？　だったら地の底だって拾いに行かないと？　うん、俺のだし？」

　全く、何を当たり前の事を言ってるんだろう？

「いや、遥君がこの世界に来るよりずっと昔から在るからね？　この迷宮ダンジヨンは」

　迂う闊かつだった、浅慮だった、もっと早くに気付いておくべきだった。

「元の世界に居た時から異世界に好感度落としてたの!?　それで埋まっちゃったの？」

　道理で元の世界に居た時から異性の好感度が無いと思ったよ……無かったんだ？　好感度？　全俺が泣いた！

「いや、遥君が生まれる前から在るから！　それに好感度は迷宮化したりしないから！　何なの、その危険極まりない好感度は!?　好感度が迷宮王なの!?」

　何と言う事だ。生まれる前から異性の好感度は異世界に居たらしい。それを追って俺はこの世界に来たに違いない、って言うか追うよ、異性の好感度だし。謎は解けた！

　早く俺の好感度を助け出さないと来世まで行っちゃうよ、まったく人の好感度を異世界転移するなよな、めっちゃ捜したじゃん！

　道理で何ど処こを捜しても俺の異性の好感度がさっぱり見つからないと思ってたんだよ……生まれた時から。ってマジホットケ！

　みんな、ぞろぞろと入って行く。

　俺は、こそこそと入って行く。

　って言うか、付いて行く？

　おおぁーっ、これがダンジョンか！　これが異世界迷宮か！

　……洞窟と何が違うんだろう!?　改装したら住んでも良いんだろうか？　宿代が助かるんだけど？　でも、ちょいちょい知らない人が通り抜けるとかちょっと人見知りだから嫌かも？　お茶とか出さないといけないの？　ダンジョン喫茶？　案外儲もうかりそうだ？

「うん、結構良い間取りだね？　リビング的な感じ？　地下室もあるし？」

「「「「ダンジョンだから！　お家じゃないから！　住んじゃ駄目だから！」」」」

「……どうして異世界での初めてのダンジョンの一言目が、お宅拝見みたいになってるの？　魔物さんに招かれたの？　お客様だったの!?」

　駄目らしい。

「でも広めの玄関から縦長なコの字形に曲がってるんだよ、壁を残して刳くり抜いて広間を取れば広大なアプローチ感？　あとは天井はもう少し高くしたら結構いい感じ？　みたいな？」

　良いと思うんだけどなー？

「なんで、ダンジョンに入って設計始めてるの？　何処の匠たくみなの？　浅野内匠たくみの頭かみなの？　殿中なの？　ここは？」

「ダンジョンを勝手に改装しないでね？　１階は一本道だから良いけど……いや、良くないけど２階からみんな地図作ってるのに迷宮が改装された挙句に邸宅になってたら怒られるよ？」

「あの階段玄関じゃないし、下も地下室じゃないからね？　地下迷宮なんだから地下邸宅にしちゃ駄目だよ？　冒険者さん達が来たら吃驚びつくりするよ!?」

「迷宮制覇って改築しちゃう事なの？　魔物さん達の住すみ処かを乗っ取る計画だったの？　あれっ？　上う手まく行きそう!?」

「駄目だって言ってるのに『うーん』って、それ設計始めちゃってるよね!?　ダンジョンが劇的にアフターしちゃうよね？　事前ビフオアに魔物さんに相談しないと、魔物さんも吃驚だよ！」

「うん、洞窟も玄関が狭くて広げるの大変だったんだよ、あそこって面白味のない仕切り無しのワンルームタイプだったし」

「「「設計が始まってる!!　逃げて迷宮さん……って、逃げられないよ迷宮!!」」」

　えー、しょうがないじゃん？

「だって異世界来てからマイホーム問題で苦労したんだよ？　大変だったんだよ？　造るの？　結構？」

「「「異世界に何しに来たの？　リフォーム？　しかも劇的な奴やつなの!!」」」

　何か弄いじると怒られそうなので、とりま床だけ綺き麗れいに均ならして行った。こっそりと。

「なんだかだんだん歩き易やすくなってる気がするんだけど？　誰か改装始めてない？　誰かがって言うか特定な誰かが？」

「う～ん、そこの壁の奥に魔力を感じるんだけど～、お部屋ができ始めてたりとか～してないよね～？」

「入ってきた入り口の階段がステアエントランスみたいになってるんだけど、前からあんなのだったっけ？」

　さすがチート持ち集団だ、こっそりやってるのに気付かれてる!?

「いや？　ほら？　迷宮って成長するって言うし？　きっと成長期？　みたいな？」

「「「迷宮が邸宅化する訳無いでしょ！　何を目指してるの、そのダンジョンは!?」」」

「えー、世界遺産とか？　狙いなんじゃない？　的な？」

　うん、それなら狙いそうだ。観光客も増えるだろう。

「ダンジョンに観光客さんは来たら駄目だから！　なんで観光客が魔物倒しながら観光するのよ、異世界迷宮って観光客無双なの？」

　入り口で魔物せんべいとか売ったら儲かるだろうか？　せんべいで寄って来た魔物撲殺とか観光客って怖いな？

「リフォームって言うか……さっきからゴブリンが壁とか床に飲み込まれてるんだけど？　モンスターハウスなの？　しかも私達たちモンスター側？　魔物と戦う迷宮なの？」

「駄目だよ、突っ込んだら負けだよ！　みんな見ない振りしてるんだから……沈んでいくゴブリンが可か哀わい想そうで……ううっ」

「って言うか、あれって……家の材料？」

「「「「嫌あぁーっ！　言わないでーっ！」」」」

　まったくダンジョンの中だと言うのに喧やかましい、もっと公共の場でのマナーと言うものを考えて欲しいものだ。

「あっ！　ここにウォーク・イン・クローゼットが在ると壁面のアクセントに？」

「「「造っちゃ駄目って言ってるでしょう！　なんで迷宮に探索に来たらクローゼットが在るのよ、冒険者さん達が吃驚しちゃうでしょ！」」」

　確かにこんな所にクローゼットが在ると、思わず裸族っ娘こが脱ぎだしそうだ。流石に迷宮内で装備まで脱いだら大変だろう、魔物さんも吃驚だ？

「迷宮の壁にアクセント要らないからね？　寧むしろ罠わなかと思って警戒しそうだからね？」

「１Ｆは通り抜けるだけなのに……魔物と戦っても居ないのに……なんで、こんなに疲れるの？　なんで？」

　おや、床は平らになったから歩きやすいと思うんだが不思議だ？　疲れたらしい？

「下り道のスロープでも造っちゃおうか？　楽に地下室にアクセスできるように？　室内の動線の関係で端の方になるけど……」

「「「造らないでって言ってるでしょ！　お願いだから何もしないで！　遥はるか君が邸宅を造ったら、ついついみんなで住んじゃうでしょ！　私達が侵入者と戦っちゃうの!?」」」

　なるほど、迎撃に適したフロア構成で尚なお且かつ侵入者を分断するならば壁面を残すのは有効だ、あえて区切ることでレイアウトを活いかせるし待ち伏せにも最適だな！

「えっと……だとしたら１階の設計は防御陣地の構築も踏まえ、尚且つ側面から挟み込めるようにリビングの構成を分割して……」

「そんなリビング嫌だから！　リビングなのに気が休まらないから？　寛くつろぎの場が臨戦状態だから！って言うか冒険者狩ったら駄目なの、そっち味方だから！　なんで私達が迷宮守っちゃうの!?」

　駄目らしい、ん？……あれっ？　これ、なんだ？　壁の中？　ここ？……あっ!?
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　28日目　昼　ダンジョン　最下層




「まったく使えないオタだ！　無駄知識だ！　頭装備用の置物だ！　寧ろ物置だ！　そんな頭は焼いてしまえ！　焼いたけど。あー、吃驚した!!」

　まったく誰が崖から落ちるんだ、誰が？　まあ、俺だけど。

　って言うか、壁の中に落とし穴？　罠なのに、塞がれてるの？　ま、まさか１Ｆを改装して住み込もうとした時用の罠だったの？　それって俺以外に誰も掛かって無かったのだろう、これだから異世界は住宅事情が良くならないんだよ。ちゃんと改装しろよ。

「そーとー落ちたよなー。何階？　底？　ここに好感度が在るの？　異性の？」

　まあー、これだけ深いと即死だろう。普通は？

　ならば踏破者もいないはずだ。

　ならば此こ処こに好感度が在るのか？　異性の？

　実際、これって『空歩』が無いと死ぬ。

　問題は落とし穴だったことだ。

　だって『空歩』があるんだから崖なら落ちないし、上がれるんだよ。

　ところが落とし穴。

　垂直です。

　狭いです。

　滑すべ々すべです。

『空歩』は空を歩くスキル、つまり空中歩行だ。だから前へ前へと駆け上がって進む限り崖でも問題はなかった。

　でも垂直に狭い穴を上れない。あの狭い穴を空歩で上がると、前へ前へと壁に押し付けられて壁で摩すり切れながら上がる事になる。無理だ、絶対嫌だ！

「うーん、穴が小さすぎる、だから螺ら旋せん階段的に上がるにも狭すぎる」

　しかも滑々だから壁面に摑つかまりながら登る事もできそうにない。実際ここまで落ちると『空歩』で上がって行けても魔力が持たないだろう、あれって連続するほどキツイんだよ？

「まったく、崖から落ちる崖から落ちるって、落とし穴じゃん！　あいつらのせいで全く考えて無かったよ!?　寧ろオタ達の罠だったよ、これって！」

　あいつらのせいで完全に意識が崖に行っていた、崖なら大丈夫だと過信していた。

「ちきしょー、オタ達のせいで崖の事しか考えて無かったよ？　落とし穴なんて一言も言わなかったじゃん！　これって心理トラップ？　やはり敵はオタ？　後で焼くか」

　しかし、この感覚は気配察知なのか空間の大きさや形が何と無くわかる。気になってステータスを見ると『空間把握 Lv1』が付いてた、地味に設計や改装にも便利そうだ。

　それはいい、それはいいんだよ。ムカつくのは『罠察知 Lv1』が取れた、理由は穴に落ちたからだろう。うん、理由はわかるんだよ理由は？　でも、落ちてから『罠察知』貰もらっても遅いよ！　手遅れだよ！　落ちてるんだよ！　もう、気付いても罠に掛かってるんだよ！　しっかりと!!

　きっと今後の役には立つだろう、スキルとしてはとても役立つ。だが腹が立つ事この上ない！　落ちてから探知できるっていうのが余計にご立腹なんだよ！

　さっそく『空間把握』で迷宮の構造を探ってみる……えっと、ずっと真っ直すぐで……行き止まり？　いや……扉、円形のでかい部屋かな？　ホールなのか？　一本道の様だ。が、この丸い形状だと……大浴場かな？　掘ったら温泉出ないかなー？

　だが落下時間からみて相当の地下のはずだ。だとすると温泉に入るのも大変な事になるだろう、だって地表から下りてくるのも大変だが、帰りは上りで絶対に湯冷めするし、上がりきる頃には汗あせ塗まみれになっていそうだ！

「一本道なら行くしかないんだけどさー、行くしか。しかし１Ｆも、此処も、ある意味で落とし穴だって全部一本道なんだけど……迷宮ダンジヨン？」

　道だけだ。細いし狭いし暗い、改装しちゃうよ？　いや、マジで。

「長い道……的な通路？　みたいな道路……って言う迷路？　いや、一本道で迷えないよ！　ダンジョン入ってからずっと直通だよ!!　わざわざ地図まで持ってきたのに１回も迷宮して無いんだよ！　しかも『空間把握』貰ったから永久に迷えないよ!?」

　ただ長い一本道をぐだぐだと歩く、退屈だったから整地したのは内緒だ。長く重い雰囲気……って言うか空気？　魔の森の奥で感じるような濃密な魔力の渦巻く世界。

　長いが一本道だから迷わない、これで迷えたら方向音痴とかを超えた空間音痴スキルが貰えることだろう。そして、やっと突き当たり。そして巨大な扉――でかいが向こうの気配と空間は……円形の……広場？　円形劇場コロシアムなのか球場スタジアムなのか、どっちだろう、気配から言って野球はしてなさそうだ。常識的にも……多分？

　開ければわかるし、開けないとわからないんだろう。

　開けると戻れないんだろう、開かなかったらどうしよう!?

　うん、それが一番困るかも？

（コンコン？）

　一応ノックしてみた、どんな時でも礼儀は必要だ。運良く返事して顔を出したら先制攻撃できるのだが、返事は無い。「どうぞ」とも言われないから面接会場ではないようだ、棒を振りかぶって待っていたが面接官はボコれないらしい？　うん、開けるしかないな。

「入るよ～？　入っちゃうよ～？　ちゃんと声を掛けたんだから『きゃあー、エッチ！』とか言わないでよ？」

　言わないでよと言ったが、それは噓うそだ！　本当はその展開が一番嬉うれしいのは内緒だ。

　だが、どうせ一番嬉しくない展開だろう。

　迷宮の最下層で円形の広間とか絶対に鉄板テンプレで円形闘技場コロセウムじゃん、中は絶対ボス戦だよ。

　時期的に考えても日本シリーズでは無いだろう、日本じゃないし？　異世界魔物シリーズ「深林コボーズＶＳ迷宮ゴブス戦」とか!?　それなら、ちょっと見たいかも？

　扉に手を掛ける――きっと一度も開かれていないだろう巨大な石の扉。

「お邪魔します、って言うか邪悪な魔物さんにお邪魔する迷宮訪問？」

　まあ、円形大浴場は期待できない、だって魔物しか居ないだろうし？　まさかのゴブの「きゃあ、エッチ」な展開とかも嫌だ。やりやがったら即座に煮え湯にして茹ゆで殺してやる！

「まったく、何ど処この世界でＬｖ12でボス戦に挑む奴がいるんだよ？　落とすんならオタ達落とせよ！　それだったら、俺も上から岩とか落としてやるのに？」

　その時は岩を溶けるまで灼やいてから落としてやる、メテオだ、きっとメテオオタ頭溶岩焼き専用ならオタ達の頭も焼けるはずだ。

　軋きしむ重い音と共に扉が開く――初めまして？

　空気が違う、気配が世界が変わったことを告げる、深く深く落ちるに落ちて最下層。此処が終点で、此処こそが終しゆう焉えん、まあ最下層？

　はじめての迷宮はラスボスから始める異世界迷宮は間違っていないんだろうか？

　全く、なんで俺が落ちてるんだよ？

　なんで好感度は何処にも落ちて無いんだよ！

　いや、ある意味で落ちてるのかも!?　好感度急降下的な意味で！

　と言うより、落ちるほども無かったら……ヤバい、泣きそうだ！

　まあ、最下層だ。此処が終焉だ。もう、扉は開いた。
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　28日目　昼　ダンジョン　１Ｆ




　あれだけみんなで注意してたのに、そして万が一に備えて長いロープを全員で抱えていったのに……やっぱり落ちた。

「いや―――――……落ちたねー？」

「なんていうか、もう……本当にね？」

「底の反応がなかったんだけど大丈夫かなー？」

「どうだろーねー？　深かったしー……底まで行っちゃったね？」

　みんな心配してるんだけど？

「絶対に間違いないって思ってたのに……崖じゃなかったのかー!?」

「完全に予想外でした……壁の中の落とし穴って……」

「これは考えて無かったよ……まさか壁の中に……これって仕掛けた人に吃驚びつくりすれば良いのか、引っかかれた遥君に驚きよう愕がくすれば良いのか？」

「「「って言うか、よく考えたら迷宮の中に崖って無いね？」」」

　誰もが驚いてるんだけど？

「これはこれで、作る奴やつも作る奴なんだけど……」

「それはそれで落ちる奴も……って言うか？」

「これって遥君以外は絶対に掛かれない罠だよね!?」

「普通は掛かれないよね、壁の中の落とし穴って？」

　一応、これでも動揺してるんだけど？

「遥君専用なの？　他に誰も引っかかれないよね？」

「確かに、この罠普通掛かろうと思っても掛かれないね？」

「でも、見事に掛かったねー？」

「そうだねー？　吸い込まれるように……落ちたね？」

「あれってまさか、迷宮の違法改装防止用トラップ？」

「「「はっ、犯人だった!?」」」

　呆あきれても居るんだけど？

「それにしても……深そうだったね？」

「普通は……あれって絶対死んじゃうね？」

「普通だったらね……延々と叫んでたから」

「遥君だからねー？　空中歩いちゃうし？」

「昨日は空を走って兵隊さんに怒られてたよ」

「「「なんでチートが無い人が、空を駆け回ってるのよ!!」」」

　日頃の行いが出ちゃってる……

「遥はるか君が落ちて来るとか、迷宮の主も悲劇だよねー？」

「悲劇なら良いけど、喜劇にされたら可か哀わい想そうだねー？」

「無事かなー？　迷宮の主？」

　心配はしているようだ？

「なんとなく、『墜落したら迷宮の主が弾はじけ飛んで？　散乱した？　みたいな？』とか言ってそうだよねー？」

「「「言いそうだ！」」」

　迷宮の主の心配って……本当にそうなら良いんだけど、みんな泣き笑いで話している。

「ただ……あの噂うわさだけがね……」

　みんなの顔が曇る、小お田だ君達たちが効率が良いと選んだ迷宮は上層から適度に強い。それは多々存在する他の迷宮とは違う強さ、だから入り口付近からＬｖ上げを始められる最適な迷宮。

「あー……、出るんだっけ、噂では？」

「いや、オバケじゃないですから」

　その噂は出る。この迷宮は最古の大迷宮と呼ばれ、もっとも入場基準が厳しく階数もギルドに制限されている。効率が良い理由こそが危険な迷宮だから……そして出る。

「噂はアレですけど、迷宮の最下層の迷宮王は別格なんです。浅ければ……それでも僕達じゃまだ無理な強さです」

「でも……噂ってアレだよね？」

　この迷宮はとにかく噂が多い。それは古いにしえの伝説から、数々の英雄譚たんとその悲劇、それは決まって「あそこは違う」と言う言葉で終わる。そして最下層の伝説。

「だけど誰も最下層に行ったこと無いんでしょ!?　じゃあ、わからないじゃないの！」

「大昔の伝説でも届いてませんでした、今僕らが最深階層記録更新中のはずです」

　落ちたのが遥君じゃなかったら泣き出しそうに心配になるだろう数々の噂話と昔話。

「伝説の英雄の軀からだが……迷宮の王達を従える滅びの帝王になっているって……」

「私も聞きました、噂は多岐に渡って分岐していましたが言葉の枝葉を取れば……迷宮の王を超えし者がいる。もしくは英雄の軀が辺境を護まもっているの二つでした」

　凄すごく大丈夫そうだけど、凄く心配なんだ、遥君は。

　いつもいつも心配なの。

「大迷宮には辺境中の迷宮を支配し王を従える王の中の王、迷宮皇がいるって……」

「噂ですよ。魔物の最上位の〝王キング〟より上に〝皇エンペラー〟が存在するっていう伝説が有るんです、だから迷宮皇の伝説になってるみたいです……ただ？」

　そんな物が居たら世界は一瞬で滅びるよと笑って終わる噂話、魔物の〝皇エンペラー〟が居た時点で世界なんて容易たやすく滅ぶという架空の恐怖。ただ……？

「「「遥君って『ゴブエンペラー、マジヤバいんだよ？　マジマジ？　みたいな？』って気軽に話してたよね!?」」」

　居ないはずの架空の伝説、居たら国は滅びると言う〝皇エンペラー〟を既に殺しちゃった犯人が自供していた。

　そんな危ないことばかりして怒られるのは当たり前なのに、当然過ぎなのに。

　……きっと納得していないんだろう。

　それで、きっと大迷宮の底で好感度とか捜しているんだ。

　みんなに泣きそうな顔させておいて、きっと……最下層で。
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　28日目　ダンジョン　最下層




　黒い、どこまでも暗く黒い。闇あん黒こくの影？

　ただ黒く、ただ暗い、闇――そう、人型の闇。

　黒いんじゃない、光を吸い取り消し去るような闇。

　まあ……フードつきの黒マントの俺が「真っ黒で怪しい」とか言うと怒られるだろう。

　だって、だいたい何い時つも俺が怒られるのだから。

　だから、闇の人にだって怒られるかもしれない。

「鑑定」





NAME：--　種族：デュラハン・リッチ・ノーライフキング　Lv：100

Job：最果ての迷宮　迷宮皇

HP：--　MP：--

ViT：--　PoW：--　SpE：--　DeX：--　MiN：--　InT：--　LuK：99

SP：887

武技：「？不明」「？不明」「？不明」「？不明」「？不明」「？不明」「？不明」「？不明」「？不明」「？不明」

魔法：「？不明」「？不明」「？不明」「？不明」「？不明」「？不明」「？不明」「？不明」「？不明」「？不明」

スキル：「？不明」「？不明」「？不明」「？不明」「？不明」「？不明」「？不明」「？不明」「？不明」「？不明」

称号：「？不明」「？不明」「？不明」「？不明」「？不明」「？不明」「？不明」「？不明」「？不明」「？不明」

Unknown：「？不明」「？不明」「？不明」「？不明」「？不明」「？不明」「？不明」「？不明」「？不明」「？不明」

装備：「？不明」「？不明」「？不明」「？不明」「？不明」「？不明」「？不明」「？不明」「？不明」「？不明」






　鑑定できてる？　これってバグってない！　だって名前まで、ジョブしか……ってジョブ有るの!?　俺無いのに？　しかも、迷宮皇。エンペラークラス？

　強いのはわかる、Ｌｖは１００だし、ただそこに居る佇たたずまいだけで凄すさまじく強い。

　鑑定できないのはＬｖの差、おそらくステータスも圧倒的だ。

　しかも、種族が三つ？　属性は……見た感じでは闇だろう。

　デュラハンは首なしの妖精騎士……って頭ついてるけど？

　リッチは魔法職、おそらく魔導師か賢者かそれ以上。

　ノーライフキングは不死の王、つまりは不死身だ。

　そして最悪は鑑定さえ不可能な『？不明』さんだ。武技も魔法もスキルも見えないが、称号やUnknownまで持ってる。

　超チートだ。多分、オタ達が集まっても何もできず負けるような只ただの最強だ。

　あのなんとか君みたいなチート殺しではなく、ただ単純に本当に強い。

　強い理由が有るんじゃない。ただ単純に強いのだ。

　そして何も無くても強いのに『？不明』付きだ、満載だ！　全く手も読めないし、技も不明で武器効果も謎……種族特性も三つ在るしな？

　俺の『樹きの杖つえ？』とかもそうだが、特殊なものや高Ｌｖの物は鑑定で『？不明』になる、ならば何もかもが圧倒的に強い、『コンタクト？』の能力で大抵Ｌｖが高い相手でも視みえるんだけど……此こ処こまで視えないって逆に凄いな？　つまり技も魔法もスキルも装備も最強なんだろう。

　そして嫌なのが種族から言って遠近両方で戦える万能性、更に鑑定できないほど速くて賢い。しかも器用で運まで高い。

　まあ運だけは勝てるのだが、それもいつもの事だが……強いなー、これ？




　でも歩いて行く。扉を開けてからずっと、歩み寄る。

　リッチとノーライフキングの属性持ちだ、魔法の遠距離戦なんて負けるに決まってる。

　だって絶対それって魔法無効で不死身じゃん？　無理だよ!?

　デュラハンさんにも勝てる気はしないが戦いにはなるだろう、物理無効でも殴り殺せば良いだけだ。

　ただ剣を持ち佇む姿を見ただけで強い。そこは別世界だ。

　怖おそろしい死神の様な姿なのだが、その立ち姿が美しい。

　その目の前まで歩く、髑どく髏ろの眼めには闇しかないが、見詰め合い、その距離が無になる。

　そしてあと一歩で剣の間合いだ、俺は『樹の杖？』だけどちゃんと間合いだ！　こっそり伸ばして斬りかかる、虚を突いた伸びる杖の斬撃が躱かわしにくい手元を狙う。

　一いつ閃せん――『神眼』でも残像しか見えない速さの剣けん戟げき、只速く、只々美しい。奇を衒てらい虚を突いた時期タイミングと間合いを偽った必殺の最速の一刀が、後からの緩やかな一閃に斬り落とされる。視たけど見えなかった。

　それは予備動作も、初期動作も、無駄な動きも、不要な力みも、精神の揺れも、微み塵じんの非も過も無い只の動作。

　ただ、斬る。

　それ以外の何も無い、削そぎ落とされた剣閃。

　神速とは此これだろう、斬り終わりしかないのだから。
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　動いた時はもう斬り終わっている、始めも、間も無い。終わりしかない。

　斬り始めと斬り終わりがまったく同時だった。

　コンタクトの『神眼』には、おそらく未来視がある。ほんのチョットの、チョビっとだけだ。その、チョッピリで斬り合う。だって、見えないんだから？

　見えた時は斬り終わってるんだから、視てからでは遅すぎる。

　ただ無心で振り続ける、剣戟を払い落とすように無我で霧中の視えない剣戟を払う。

　きっと不死の王ノーライフキングなのだから無限の時を持っているのだろう。

　だから無限に斬り合う、永遠に斬り合う、永えい劫ごうに斬り合う、終わりなんか無いんだろうから、延々と次々に速く正確に無駄なく精密に丁寧に斬る。

　時間が消えて溶けていくような濃密な世界で斬り合う、無我に無心に剣だけが踊る。

　もう、どの位経たったかなんて解わからないし、どうでも良い。今は無限なんだから。

　でも残念な事に俺は有限だ。何時か体力が切れる、何時か魔力が尽きる、何時か精神が果てる、何時か意識が落ちるだろう。でも、それまでは無限だ。

　延々と暗闇の中で火花が散るが、遠々な闇に光は吞のみ込まれる。

　数え切れないほど斬り合い、瞬まばたきもできないほど刹那を斬り合う。

　那由他の時を斬り合い、刹那の時を斬り結ぶ。

　その間だけは無限だ、もうとっくの昔に筋力とかＳｐＥとか関係無くなっている。

　思った瞬間に斬り、感じたままに斬る。

　身体からだの速度では無い、意識の速度で反応し行動させる。

　思考では有り得ない速さで、考えて動かしていたら間に合わない。

　意識よりも速く無意識で操る、思考の速度も身体速度なんて関係ない。

　思考を超えた限界速度で思考し……それより先に意識を加速させ、無限の時を斬り刻み零の時間を永劫に斬り合う。

　暗い虚うつろな眼がん窩かと見詰め合う、幾多の剣戟を弾き合い、無数の斬線を刻み合う。

　延々と斬り合う内に――この髑髏には殺気が無いことに気付く。

　その間も無限に斬り合い、閃せん光こうが千変万化に舞い荒れる。

　恐らく殺気の元は闇だ、その闇の殺気を感じてぎりぎりで斬り落とせている。

　その間も永遠に斬り合う、灼やけ付く火花が白花繚りよう乱らんに暗闇を彩る。

　だって、この髑髏なら殺せたはずだ。いとも簡単に、何回でも何回でも何度でも何度でも何い時つでも何なん時どきでも俺を殺せただろう？

　その間も永劫を斬り合う、千差万別の斬撃を幾千とも幾億とも斬り払う。

　揺らぐ――闇が薄れている？　微かすかに、僅かに、些いささかに。だが、確実に。

　当たらない剣けん尖せんが弾き合い微かに掠かすめる度に、『樹の杖？』が闇を削り取り奪い取り吸い取っている？　舞い荒れる剣閃を斬り払い、吹き荒すさぶ剣風と斬り結ぶ。

　不死の闇属性を削り取るって神聖属性なのか？

　だが斬り合う度に。

　剣を合せる度に。

　鎬しのぎを削る度に。

　交える度に。

　討つ度に。

　僅々に。




　そうして、もう今がいつなのか知らないが……闇が消え去った。

　闇は凌しのげた、闇は殺し尽くした。だが、だからもう……この髑髏の斬は凌げない。

　この髑髏は闇と相反していた……それが解き放たれた。そして強い、あの闇が操っていた力なんてきっと極一部だけ、この髑髏は……あれっ？




　身み動じろぎすらせず静せい謐ひつに佇む髑髏の虚空の眼窩が俺を見詰める――やっとわかった。

　ずっと、ずっと、ずっと、此処で髑髏はずっと殺されるのを待ってたんだ。

　いつか、いつの日か、いつかきっと、終わらせてくれるのを待ってたんだ。

　そうでなければ戦いにもならずに俺は斬られている。闇に憑つかれ操られていても、闇に従わず、闇に抗あらがっていたんだろう。

　いつか、闇と自分を殺してくれる者を待ちながら、ずっと、ここで。

　髑髏には最初から攻撃する気なんて無かったのだ。だから戦えた。

　髑髏には最初から戦う気なんて無かったのだ。だから斬り合えた。

　髑髏に生きる気なんて無かったのだ。だから…………

「……使役」

　使役した――殺したくなかった。

　何な故ぜか殺してはいけないと思った、だってやっと闇から抜け出したんだから。

　せめて此処から出してあげたくなったんだ、ずっとずっとこんな暗いところでひとりぼっちだったんだから……ぼっち仲間？
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　29日目　朝　宿屋　白い変人




　帰ってこなかった。深い深い穴に落ちたんだから、そんなにすぐ帰って来る訳が無いんだけど……帰って来ないと不安だ。みんな、有り得ないと思いつつ待っていたんだろう……目が赤い。

　遥はるか君のせいで――だっていつもいつもいつも１人で危ないことするから。

「なんかひょっこり『落ちたから上がってきた？　みたいな？』とか言って帰ってきそうだよねー？」

「「「「言いそうだ！」」」」

　そう言って笑いあった。でも、夜になっても帰ってこなかった。

「また夜中に門を越えて、門番さんに捕まってそう？」

「「「「やってそうだ！」」」」

　でも、夜中になっても帰ってこなかった。

「『オタ達たちのせいで寝る暇もなかったよ！』とか怒って帰って来そう？」

「「「「八つ当たりしそうだ！」」」」

　そう言って心配した。でも、朝になっても帰ってこなかった。

　だから、誰ともなく誰もが「お迎えに行こうか？」って、軽口を叩たたきながらダンジョンに潜る。私達が救けて貰もらったように、今度は私達が救けに行く番だから！

　いろいろ言いながら昨日の内に準備は整えられ万端に用意されている。

「今47Ｆだっけ？　まだ居ないねー？」

「何階まで有るんだろうねー？」

「何階でも行くわよ！　絶対に、絶対に文句行ってやるんだから!!」

「伝説通りなら１００階層が最下層なんですけど、誰も行った事の無い大昔のお伽とぎ噺ばなしらしいですから……」

　ぼやきながら階段を下りる。扉ゲートで46階層から進入して下を目指す、遥君がいる最下層へ。

「最高踏破階が46Ｆだったんだよねー？　ここから先は地図が無いから面倒だよねー？　いちいち探索しなきゃいけないのが……」

「50Ｆならすぐなんだけど、１００Ｆとかだったら……お泊り？」

　愚痴りながら下りて行く、遥君がいる所まで。

　島しま崎ざきさん達の使役は切れていない、つまり遥君は無事だ。

「広間型の階層は良いけど迷路型が面倒だね」

「だけど魔物がバラけて出て来るから、安全な気がしない？　迷路メイズの方が？」

　下りていけば、何ど処こまでも下りていけば、其そ処こに遥君はいる。

　だから、みんな口では色々言いながら、ひたすらに迷宮を踏破する。

「急ぎ過ぎないでね、先は長いんだからね」

「わかってる……わかってるわよ。大丈夫」

　既に魔物はＬｖ40以上、楽には行けない。凄すごく強い、数だって多い。

　でも何事も無いように戦い続ける、きっと遥君は１人で上がってきてる。

　今もＬｖ47の魔物はとんでもなく強い、１パーティーでは勝てなくなってる。

　でも遥君は……深い階層で、きっと最下層で、Ｌｖの高い魔物達が巣食う場所でたった１人で戦っている。

　だからせめて私達の行ける所までお迎えに行く、みんな行きたいの。

　この先に遥君がいる。魔物がどれほど強くて沢山いても、その先に遥君がいるから。

　遥君が生きていてくれて、まだ戦ってる。きっと戦ってる。

　遥君がいてくれるなら、何処までだって行く。

　みんなそう思ってる、誰も休憩すらしようとしないんだから。

　１００Ｆでも、１０００Ｆでも関係ない。

　其処まで。辿たどり着けるまで何処までも行く。
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「んーと？　じゃあ？　これからよろしく？　みたいな？　感じ？」

　骸骨スケルトンさんと握手する。よかった、『使役』された事を怒ってないみたいだ。

　いやー、びびっちゃったよ？　だって表情解らないんだよ。髑髏だし？

　会話ができるかわからなかったが言ってる事はわかるみたいだ。

　本当はどう思ってるのかわからない、表情変わらない。だって髑髏だから？

　ただ感じ取れるものに悪意はない気がする、『使役』の効果かもしれないが、なんとなくそんな風な感じが雰囲気でフィーリングだ？

　元々深い知性を感じる、今頃上にいるだろうどれだけ深く捜しても欠片かけらの破片の残骸の粒程も知性を感じ取れない莫ば迦か達とは比べ物にもならないくらい知性的で理知的だ。

　まあ、仮に莫迦達の知性が異世界転移でこっちに来ていたとしても、この迷宮よりずっとずっと何処までも深い所に潜ってそこで朽ち果てているだろう。

　俺の好感度さんの安否も心配だが、今はスケルトンさんだ……でも心配だ！





NAME：アンジェリカ　種族：スケルトン？　Lv：01　Job：--　AGE：17

HP：99　MP：99

ViT：99　PoW：99　SpE：99　DeX：99　MiN：99　InT：99　LuK：99

SP：0

武技：「？不明」「？不明」「？不明」「？不明」「？不明」「？不明」「？不明」「？不明」「？不明」「？不明」

魔法：「？不明」「？不明」「？不明」「？不明」「？不明」「？不明」「？不明」「？不明」「？不明」「？不明」

スキル：「？不明」「？不明」「？不明」「？不明」「？不明」「？不明」「？不明」「？不明」「？不明」「？不明」

称号：「？不明」「？不明」「？不明」「？不明」「？不明」「？不明」「？不明」「？不明」「？不明」「？不明」

Unknown：「？不明」「？不明」「？不明」「？不明」「？不明」「？不明」「？不明」「？不明」「？不明」「？不明」

装備：






　Ｌｖがリセットされている？　『使役』ってそう言う物なんだろうか？　ビッチ達は最初からＬｖ１だった。って言うか、あいつ等らいつまで使役されてるんだろう？

　そして、無かった筈はずの名前が「アンジェリカ」さん……って、女性だった!!

　また女性を使役してしまったらしい、しかも今回は俺がやってる！　ヤバい、言い訳ができない。でも、普通「スケルトン？」を使役しても問題ないんじゃないだろうか？　なのに何故だか怒られそうな気がするのは気のせいだろうか？

　種族も「スケルトン？」で、デュラハンとリッチとノーライフキングのトリプルから降格だしＬｖも１からだ？　しかし「スケルトン」に「？不明」がついてるよ？

　お年は17才？　不死のノーライフキングだったのに、永遠の17才の人なんだろうか？　まさか異世界の迷宮の最深部で17才教を広めちゃうんだろうか？　はっ、まさかＣＶがあの人なの!?　まあ、スケルトンは喋しやべらないけど……要るのＣＶ!?　うん、深く考えたら負けだな。

　職業は解除されて無職のようだ、お揃そろいだ。ってウルサイ、ダマレ！

　どうやら「最果ての迷宮　迷宮皇」は退職されたようだ、きっとブラックだったのだろう。だって地の底で24時間勤務で休日無しの無給？　ブラックだった！　真っ黒だ！　そりゃあ、闇に取り付かれるよ！　黒すぎて闇だよ、暗黒ダーク企業だったようだ。

　ステータスは全部99だし、やはりＬｖリセット？　持ち越しの限界が99なんだろうか？　生まれ変わったの？　転生……って、スケルトンに!?　スケルトンに生まれ変わっちゃったら死んでるんだよ!?　異世界の生命には謎が多いようだ。

　でもＬｖ１で全部が99からスタートって……俺10からだったのに……基礎が約10倍負けてる！　俺、全部10で頑張ってきたのに……

　後はやっぱりわからない。だって、いつもの「？不明」さん達だ。

　しかしＬｖ１になってステータスも下がった筈なのに、滅め茶ちや強そうな雰囲気オーラが……佇たたずまいって奴やつだろう、そこに居るだけで凄いのがわかる。

　それはステータスではなく、その身に付いた技だろう……骨だけど？　強さが骨身に沁しみてるのかもしれない。ともあれＬｖは１だ、無理はさせられない。

　そう、Ｌｖの壁だって有るのだ！　うん、有るらしい？って、聞いた覚えがある？　身に覚えは無いんだけど、有るらしいよ？　多分？

　迷宮に落ちたんだから上に上がれば地上に出られる、問題はここが何階かだが……結構な階数があるよねー？　地上まで？　幸いなのか災いなのか食料はある、寧むしろ最近では無くなる気がしなくなってきた。でもつい採っちゃうんだよー……茸きのこって。

　そして、最大の問題はダンジョンは下に行くほど強くなる。定番だ、逆だったら入るといきなり最強のボスとか大問題だ。うん、落ちたからいきなりボスからだったよ!?

　だから順序が逆になってしまって最下層から上がっていく、となると次はボス戦の前の準最強の魔物さんがいるはずだ。

　ヤバいと言うよりどうやっても勝てない、普通に考えて不可能だ。だって間違いなくゴブリンエンペラーより強い魔物がぞろぞろ出て来るのだ、勝負にすらならない。

　骸骨スケルトン？さんのＬｖ上げどころでは無いだろうしボス戦と違って複数だろう。普通に戦うと不ま味ずいな。
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　暗い地の底から高く遠い天を見上げる、ドーム状の最下層は天井が随分と高く、見上げるほどに上の階層は遠い。

（グチャッ!!）

　うん、落ちてきた。まだ生きているが、とてもとても痛そうだ。牛の半獣半人の巨きよ軀くだから重そうだもんなー……ミノタウロスさん？

　あー、まただ。

（バキャッ!!）

　２名様御案内だ、いらした瞬間に死に掛かってるけど。

　いや、この高さで死なないのが凄いよ、ミノさん！　身体能力特化な強きよう靱じんなる巨体は無駄ではなかったようだ、ピクピクと死にそうだけど？

「あー、そんな重そうな鎧よろい着てるからー……『物理攻撃無効』に『魔法乱反射』効果付きかー。確かに強そうだ、Ｌｖ99だし……でも、もう死にそう？」

　ゴブリンエンペラーと出会った時と同じような凄みを感じさせる牛さんが、か細い声でモーモーと鳴く。死にそうになるからなのか、弱ってるからなのか、ＭＰ切れかもしれないがステータスが見える。それは途方もない４桁超えの膂りよ力りよくと頑強さ、そして無敵のスキル構成だ。死にそうだけど？

「うん、きっと『物理攻撃無効』じゃ駄目なんだよ？　『墜落無効』とか『墜落防止』とかじゃないと……多分それ物理攻撃無効なんだよ？って『墜落無効』とか『墜落防止』だったら俺も欲しい！　それは物凄く欲しい!!」

　取り敢あえずボコっておく、スケルトンさんのＬｖ上げもできて好都合だが何か見てる？　ミノさんに止とどめを刺しながらじっとコッチ見てる？　なにか不満なのだろうか？

　だが急ごう、だってミノタウロスさんは『再生』持ってるんだよ、まったく油断も隙も無い。だから急ぎでどんどん好き嫌い無く棒でボコる。

　最下層は半球ドーム状ででかい、天井もめちゃ高い！　これ、何十メートルあるんだろう？

　そして上には、超強い敵が沢山大勢で仰山と待ち構えている。うん、無理ゲーだ！

　どう考えたってのこのこ上がって行くとボコられそうだ、だから天井に穴を開けて最下層にお招きしてからボコる事にしたら上う手まく行ったと言うべきか、牛虐待と言うべきか？　猛もう々もうたる強大な牛さんが落下し、濛もう々もうと砂すな埃ぼこりを立てながらモーモーと悲しげに鳴いてて居た堪たまれない。

　ちなみに、ミノさんの前にはリビングアーマーさんが居て、これがまた凄すさまじいまでにとんでもなく強かった……ようだ？　それはある意味不幸な墜落事故だった。

　そう、不幸な墜落の衝撃シヨツクで、甲かつ冑ちゆうがバラバラになったのが致命的だったのだ！

　最強の鎧の中に隠された小さな魂石が唯一の急所だった様なのだが……魂石さんがコロコロと足元に転がってきたから、『樹きの杖つえ？』でポクポクと叩たたくとお亡くなりになった？　みたいな？

　その鎧の効果は『完全無効』、無敵と言って良いほどに強かったのだろう。だがリビングアーマーさんも被害者だったのだ！　うん、だって『完全無効』だ！　ダメージ無効で物理攻撃も魔法攻撃も状態異常も無効化する究極の鎧だ。なのに『墜落無効』が付いてなかった！　詐欺だよ！　完全じゃなかったのだ……物理ダメージ自体は無効化されたんだろうが、墜落の衝撃でバラバラになっちゃったんだよ……確かに甲冑には傷ひとつ無かった。でもさ……中身守れよ。

　どうもリビングアーマーさんがＬｖ１００のボスで骸骨スケルトン？さんは裏ボスだったようだ。

　残された鎧は『白銀の甲冑：【呪い、血肉と同化する】完全無効　全強化　守護者　？　？　？』、最強チートだが呪われてるらしい……って駄目じゃん！

　オタ守護者にでも無理やり着せて呪ってやろうと収納しようとしたところ「スケルトン？」さんがじっとこっちを見てるので、「着る？」と聞いたところ、頭骨をウンウンさせて頷うなずいてたのでスケルトンさんにあげてみた。

　確かに女子がずっと裸……って言うか骸骨なんだけど、着る物が無いのは不味いだろう。何より自称17才を使役して真っ裸で連れ回したと言われると俺の好感度さんへの致命的な風評被害だ！　そう、着る物は必要だ！　呪いの『血肉と同化する』が心配では有るが、骸骨スケルトンだから血肉は無いし、本人に確かめてもウンウンしてたので大丈夫なのだろう？

　骸骨スケルトン？さんが白銀の甲冑を身に……って言うか骨に纏まとうと巨体なマッチョ形状だった甲冑がみるみる収縮シエイプアツプされて、流線型の曲線美を描きながら括くびれてボンキュボンな女性らしいグラマラスな形状に変化した。外側は鉄で中身は骨なのに何かエロいと思ったのは秘密だ！　いや……エロいんだよ？

　しかし骸骨スケルトン？さんも大分馴な染じんできたようで、ミノタウロスの落とした巨大な剣でミノさんの止めを刺している。善き哉かな、善き哉。

　いや、最初はミノタウロスを落としてたら後ろからジト目を感じて吃驚びつくりしたんだよ？　だって甲冑と髑どく髏ろでどうやってジト目をしたんだろう。迷宮には未いまだ謎が多いようだ。

　それが今では踊る様に華麗に駆け、舞う様に流麗に斬り裂いて回っている、Ｌｖ１ってなんだろう？

　まあＬｖ１００のリビングアーマーさんとＬｖ99のミノタウロスの団体さんを倒し捲まくっているので、きっとガンガンにＬｖアップしている事だろう。

　何かもう落とさなくても骸骨スケルトン？さんならミノタウロスの集団でも突破しちゃいそうな気もしてきたよ……やったら俺が死ぬけど。

（グチャッ!!）（バキャッ!!）（ベキャァア！）（ドガァガガァッ!!）

　未まだ続くの？　一体全体何体いるのミノさん？　上の99階って絶対誰も突破できないよね？　ずっとずっと昔から在っても、道理で誰にも踏破できないはずだよ。

　１ＦのゴブはＬｖ１だった、そこで落ちたから２Ｆ以降は知らない。

　元迷宮皇さんはＬｖ１００だったがリビングアーマーさんもＬｖ１００。

　今落下中のミノさん達たちは、みんなお揃いでＬｖ99の大集団。うん、絶対無理！

　だったらここが１００Ｆなのか１０１Ｆなのか、階層の案内表示とかは無いようだ。

　残念なことにエレベーターガールのお姉さんもお知らせしてくれないだろう、だってエレベーターが無いし？　一応、俺が落ちてきた落とし穴なら有るんだが、きっと落とし穴じゃエレベーターガールさんは駄目なんだろう……お姉さん墜落しちゃうし？
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　結局、ミノさんは１００体だったようだ……だって１００体落ちてきた。

　各種武器と鎧と魔石で大おお儲もうけできそうだが冒険者ギルドまでが遠い、待っていても出張買取はしてくれないだろう。まあ、ここまで来れるなら買い取る必要ないだろうし？

　しかしミノさん１００体にリビングアーマーさん１体？　１０１匹の魔物大集合？　それ絶対に集合し過ぎだから！　Ｌｖ99のミノタウロスを１００体倒したらＬｖ１００のリビングアーマーとか絶対誰にも踏破できないし、話を聞いた瞬間みんな逃げるよ、そんな迷宮！　全く攻略される気がない空気の読めない異世界迷宮らしい。

　さて、99Ｆには誰もいなくなった。みんな落ちたから。

　ほっとくと次が湧きそうだしさっさと移動しよう、階段を上がると上の階層は穴だらけの99階層が……なんか床の方が面積少ないんだよ？

「なんだか99Ｆは崩落しそうだね？　これって下にいたら危なかったよ、全く安全に配慮できない危険極まりない迷宮なんて困ったものなんだよ？　建築基準的に？」

　文句を言いながら99Ｆを歩いて通り抜ける、歩き難にくいったら有りはしない。派手に穴が開きすぎていて、もはや整地する気にもなれない酷ひどさだ。

　しかし謎だ。甲冑と髑髏でどうやってジト目をしてるんだろう？　うん、後ろからヒシヒシとジト目を感じるよ。まさか迷宮の最下層で元迷宮皇からジト目成分を補給できるなんて世の中ってわからないものだ。あざっす！

　99Ｆは天井が低い、って言うか普通の高さだ。だから落としても大したダメージは無いだろうが試しに気配がする所に『梱こん包ぽう』と『土魔法』で穴を開けるが何も落ちてこない？

　何か居る。『鑑定』して見たらＬｖ98のリッチみたいだ、どうやら霊体系魔物さんで浮いているから落ちないのだろう。もしかすると空気も読めないかも？　オタの仲間!?

　視みる――どうやらオタの仲間、浮いてて空気も読めないリッチさんは物理無効で魔法も神聖属性しか殆ほとんど効かないくせに神聖魔法以外の魔法攻撃は最強な魔法特化な悪霊的な魔物だ。そして俺は神聖魔法が使えないが『樹の杖？』は元リッチの骸骨スケルトン？さんの闇にも効いていた、ならば神聖属性が有るのかもしれない？　まあ……突いて見ればわかるだろう。

　観察用に穴は開いてるのだが、リッチさん達は降りてきたり攻撃してきたりはしない。階層に固定されてしまって平面思考な頑固さんなのだろうか？

　ならば柔軟に垂直的思考で『樹の杖？』を伸ばし、下からリッチを突いてみる。

「おおぉーっ！　滅茶効いてる、効いて叫んでもがいてる!?」

　一瞬だけ暴れていたが刺されたまま、やがて消滅して魔石になった。ただし穴から突いたからリッチは穴の上だった、それが魔石に変わると落下する。うん、魔石が降って来て最下層まで落ちていった……って、キャッチしろって言う事!?

　それでもリッチは降りてこないし、穴から攻撃もしてこない。やはり立体思考が苦手なんだろうか？　既成の理論や概念に囚とらわれているのだろうか……魔物なのに？

　それからは延々と穴を開けては突き、穴を開けては突く。またまた穴を開けては突き……って、単純作業？　なんで俺は異世界の迷宮ダンジヨンでこんな事してるんだろう？

　落ちてくる魔石は骸骨スケルトン？さんが次々に華麗なキャッチを見せてくれた……ジト目をしながら器用だな？　だが、おかげで下まで拾いに行かなくて良いようだ。最初の１個は最下層１００Ｆまで落ちたけど別に良い、多分これだけでも１００個近く有るし？

　茸きのこを齧かじりながら98Ｆへ、骸骨スケルトン？さんが先導してくれるらしい、俺の前で階段を上って行く。しかし髑ガイ髏コツの状態では分からなかったが、女体型甲冑姿になるとスタイルが際立つ、脚は長いし、腰の位置が高い、括れも凄すごい。なんだか甲冑だけど目のやり場に困るとか一体何なんだろう？　まさか俺って甲冑嗜好フエチだったの!?　うん、今までセクシーな甲冑美女に出会った経験がなかったから、その属性は考えていなかった!?

　それとも、ただ単に男子高校生的なものが暴走を始めてるんだろうか？　だって怪し気アンダーグラウンドな夜のお店を目指していたら怪しい地底アンダーグラウンドの迷宮に辿たどり着いたんだよ？

　97Ｆは蛾がだ、落ちてこないと思ったら蛾の魔物さん達だ。勿もち論ろん、穴を開けて確認した。なんとなく落ちた時と迷宮の雰囲気が違う、満ち溢あふれていた威圧感を感じない。確か最下層まで攻略して迷宮の主「迷宮王」を倒せば迷宮は死ぬらしい……迷宮皇さんが職場ダンジヨンバックレちゃったせいで、この迷宮って死んじゃってるの？

　キラキラと光る……粉？　ヤバい「ヴェノム・モス　Ｌｖ97」は毒と異常状態付与の燐りん粉ぷんを撒まき散らすみたいだ、あんまり穴を開け過ぎると燐粉が降って来る！

　って言うか…………蛾だよね？

　天井の穴に火玉フアイアーボールをゆっくりと打ち上げて留とどめる、そして魔力をどんどん注いで大きくしていく。すると97Ｆの魔物の気配が火玉フアイアーボールに集まり、そして次々と消滅していく……やっぱり蛾だな、間違いない。

「うん、全滅みたい。気配が全部消えたよ？」

　うわー、凄いジト目だ！　甲冑なのにジト目で、中は骸骨なのにジトってる!!　どうやってるかは謎だ。だが、どうやらこの世界には誘蛾灯は無いみたいだ。

「だってあんな毒と異常状態を撒き散らす蛾の群れに突っ込むとか有り得なくない？　あれって絶対初見殺しで、知らなかったら全滅間違い無しだよ？　あとキモいし？」

　ジト目を浴びながら97Ｆへ上がって行く、凄まじい眼ジト力りき！　もうこれからは骸骨スケルトン？委員長と呼ぼう。そのうち様さまも付きそうだ、俺が使役者なのに？
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　97Ｆには辺り一面に魔石が散らばっていた、ヴェノム・モスさん達が燃え尽きたのだろう、床の穴を中心に魔石が散乱している。

　燐粉を吸ったり浴びたりするとヤバいので、念の為ために火魔法で焼き払いながら進む。

　後ろではスケルトン委員長がジト目で魔石を拾い集めてくれている、ありがたや？

　そして勿論、躊ちゆう躇ちよなく迷いなく天井に穴を開けてみたら……芋虫が降ってくる？　これが育って蛾になったんだろうか？　何となくだが色柄が似てる。

　鑑定で名前が「ヴェノム・クロウラー　Ｌｖ96」だし間違いないだろう。

　毒と異常状態付与の粘液の糸を吐いてくるようで、スキルに『接着』を持ってるし糸で搦からめ捕られ動けないまま毒と異常状態になるんだろう。って言うか、でっかい芋虫が嫌過ぎる！　異常状態より異様にキモグロいのが嫌だ!!

　落としてから１匹ずつなら簡単に倒せた、だが１匹ずつ落としていくのは手間だ。って言うか面倒くさい？　芋虫だ、でかいが芋虫だ、糸がヤバい芋虫なんだ。芋虫なら？

　96Ｆに上って行く、スケルトン委員長が先頭だ。街に戻ったらマントを買ってあげよう、甲冑なのにお尻が何な故ぜか目に毒だ！　こ、これは毒攻撃!?　甲冑のお尻で状態異常になるとマジでヤバいだろう。まあ、甲冑を来た骸骨スケルトン？さんの後ろ姿に男子高校生的な純情な感情を感じている時点で、既に充分に異常状態な気がするからマジでヤバいだろう！

　96階層で地面に手を当て土魔法で円筒の石ローラーを造る、でっかい奴やつだ。通路の幅に合わせて、こっちの体が隠せれば良いから……この位だろうか？

　で、転がして歩く。迷路になってるんで路みちが分かれる度に円筒ローラーを造り転がしていく。ただ曲がるのは滅め茶ちや大変だった！

　そんな事をしながら、ローラーを転がしていく、延々と芋虫を潰して行く。後ろでは甲冑ジトさんが魔石を集めてくれている。ジト目成分もくれているみたいだ？

　芋虫を潰した後のネバネバが足に付くと大変な事になる、接着剤だし、しかも毒入り。あの毒入り粘着糸は危険過ぎる、動きを止められればＬｖの低い俺も骸骨スケルトン？さんも確実に殺やられる。だが粘着糸さえ防げば……芋虫って遅いんだよ？

　延々とローラーを転がして芋虫を潰し、その後ろで接着毒液を埋めて舗装していく。

「ふーっ、96Ｆは手間取ったー、大苦労で大苦戦って言うか大工さん？って言うより道路工事だったな？　この階なら道路公団無双だな？」

　凄いジト目だ！　これは帰ったら委員長とジト目対決ができそうだ、このジト目はジトさんクラスだと言って良いジト力だ……目は無いのに？

　しかし暗くて狭い迷宮ダンジヨンは感覚が狂う、今が何い時つで何時間、何日経たったかもわからない。結構な時間が経った気もするし、そうでもない気もする？　まだ休憩は良いだろう、急ぎすぎかもしれないが上にいる心配性の人達が心配だ。

　95Ｆからは凄い気配が漏れてくる、感じから言って１箇所、１体だけなのだろうか？　数は多くないようだが強いのだろうか？　ぼっち？

　今、居る96Ｆの通路は歩くところは舗装し綺き麗れいにしてあるが、周りはネバネバの毒入り接着剤だらけ。ここでは戦うにせよ足場が悪すぎる。だったら上の95Ｆで戦った方が良いだろう、となると下手に穴あけて落ちてきても困る。上がろう。

「強敵そうなヤバい気配がプンプンするよ……ぷんぷん丸がいるの？　激オコなの？」

　そう言いながらも階段を上る、なんか先導するスケルトン委員長にやる気が漲みなぎってる？　まあ、１回もまともに戦ってないし暇だったのかも？　うん、早くマントをあげないとね。でも甲かつ冑ちゆうってそこまでボディーライン出さなくても良いんじゃない？

　さて、95Ｆだ。

「リビング・ソードでＬｖ１００って、おい！　なんでＬｖ95じゃないの？　また最下層なの？　ちゃんと順番と空気読めよ？　95にしとけ、全く最近の剣は……古そうだ？」

　リビング・ソード。空飛ぶ剣なのか生きてる剣？　活いきてる剣……ぴちぴち？　ぴちぴちピッチ？　取り敢あえず地面に刺さった10本の剣、銀の細剣が７本に、黒い刀が２本、そして真ん中に白銀の大剣が１本の計10本が威圧を放っている。

　ヤバい気配を振り撒くピチピチ剣達、ビチビチビッチ達が居たら嗾けしかけてやるのだが。

　スケルトン委員長もヤバい気配を振り撒いている、俺は何したらいいんだろう、笑いでも振り撒くの？　ダンジョンで？　スケルトン委員長さんはコンビを組んでくれるだろうか、喋しやべれないけど？　だとすると突っ込みオンリー？　一撃で突き刺されそうだ！

　スケルトン委員長さんがゆったりとした足取りで近付いて行く。そして剣が１本、また１本と宙に浮いていく。イリュージョン？　串刺しＳＨＯＷとか始まるんだろうか。中身は骸骨さんだから刺さらないと思うよ？　うん、擦り抜けちゃうよ？　まあ、あのスケルトン委員長さんに当てる事すら不可能だろう。

　そして遂ついにやっときっと今度こそ、まともな戦いが始まるかもしれない。多分？
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　95階層の「リビング・ソード　Ｌｖ１００」は強かった……のではないかと思われる、多分？　うん……まただよ！

　リビング・ソードは宙を舞い空を躍り、縦横無尽の剣舞でスケルトン委員長の周りを乱舞し、猛烈で華麗な斬撃の斬線で世界を覆い尽くした。その10本のリビング・ソードをたった一刀で吹き散らし、11本の剣が銀線を描き合い甲高い音色を奏で、煌こう色しよくの閃せん光こうが一面に響き、火花の降りしきる中で舞い踊る――それは夢幻の剣舞。

　周囲は剣と剣の斬撃の銀閃に満ち溢れ、終わらない華麗な剣舞が……あっ？

（キーン！　ぽてっ……）

「ぽくっ？」

　スケルトン委員長の斬撃に弾はじき飛ばされたリビング・ソードの１本が俺の足元に落ち、『樹きの杖つえ？』さんで殴ってみたら動かなくなってしまった？　あれ、電池切れ？　充電いる？　雷魔法も撃ってみたけれど動かない……ただの屍しかばねのようだ……剣だけど？

（キーン、ぼてっ……）

「ぼくっ？」

　またなの？　まさか、これが10回続くの!?　延々と足元の剣を殴る作業が続くだけなの？　ダンジョンでの死闘ってさー、もうちょっとこう……何て言うかさー？

（カキーン、どてっ……）

「べきっ？」

　うん、続くらしい!?って言うか続いてるよ！　延々と10回やるの!?

　地の底で木の棒で足元の剣を殴る黒ずくめの男、向こうでは白銀の甲冑が宙を舞う10の剣と競う様に舞い踊ってるというのに……ポクポクと叩たたいてるだけでした。

　お亡くなりになったリビング・ソードを10本纏まとめているとスケルトン委員長が物欲しげにこっち見てた……またなの？　お強ね請だりさんなの？　お金の掛かる女なの？

「えっと……いる？」

（コクコク）

　いるらしい？　全部並べると全部取られた……１本も残らなかった!?　良いのが有ったら『樹の杖？』に複合しようかと思ってたのに。まあ、喜んでるみたいだし良いんだけどさー？　でも、10本も持てるの!?

　ふと思い出して、俺の着てる『マント？』に入れてあった、『収納マント：【アイテム収納】回避　魔法防御　斬撃耐性　刺突耐性　打撃軽減』を取り出して渡してみると大喜びで受け取った。

　しかし、スケルトンってこんなに感情豊かで良いんだろうか？　キャラとか崩壊してない？　ちょっと前まで迷宮皇とかしてなかった？　なんか闇とか纏って？　まあ、嬉うれしそうだから良いけどさー？　地底の迷宮でスケルトンがはしゃいでます。

　いそいそとスケルトン委員長はマントを羽織り、次々に剣を収納していった。そして悩みながら細剣を１本だけ腰に佩はく。

　しかし……白銀の甲冑に紅あかいマント。武器は銀の白細剣。

　俺は布の服に黒マントのフードを被かぶり、手には木の棒？

　絶対向こうが主役だ！　俺、付き人だよ！　付き人Ａだよ？　使役者って何だっけ？

　しかしスケルトン委員長さんはマジで凄かった。あれはもう主役で良いです。空を10本の剣が舞うように踊る中を、銀閃を纏い鉄火と火花の華嵐を咲かせ舞い散らした。

　それは剣舞の舞踏の如ごとく舞っては薙なぎ、踊りながら撃ち白銀の斬撃が舞い踊る。そして全部俺の足元に落ちてくる絶妙で抜群のコントロール!!

　うん、俺一歩も動いてないんだよ？　ただ『樹の杖？』でポクポクと叩くだけのお仕事で終わりだった!?　そんなこんなで骸骨スケルトン？委員長様へ剣の奉納も済ませ……って下僕になりそうだった!!　まあ……そんな感じで94Ｆを目指す。

「俺の冒険はまだまだこれからだっ！」

　フラグも立ててみた、もう自棄ヤケだ。きっともう出番すら無いかもしれない。はっ、永遠の第一部完？　次回からは「白銀の騎士が始まるよ☆」みたいな？
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　良かった。良かったよ……何とか第一部完は免まぬがれたようだ。どうやら「白銀の騎士」も始まらないようだ、前を歩いてるけど。まあ、俺の出番は無いかもしれないが……無い気がする？　そのうち黒マントの男Ａとかになってそうだ!!

　94Ｆへ階段を上って行く。もちろん先導はスケルトン委員長。マントを着せたので目のやり場にも困らない、と思って安心していたがマントってはためく、するとチラッと見える……甲冑のお尻が。何故に見てしまうのだろう？　やっぱり変な属性とか付いちゃった？　甲冑フェチとか？　新しいジャンルだ！　でも開拓はしない!!

　大体、鎧よろいのシルエットがグラマラス過ぎるよ？　そこまでフィット感とかストレッチ感を求めなくても良くない？　中身は骸骨のはずなのに何で肉感的な女体型なの？　どうして鎧にストレッチ感があるの、って言うか髑ガイ髏コツに肉感無かったよね!!　異世界の迷宮の謎がまた一つ増えてしまったようだ。

　焚たき火びを始める、大量に生木も混ぜる、麻ま痺ひ茸きのこもたっぷり混ぜておこう。うん、煙もうもうだ。それを風魔法で94階層に延々と流し込む。

　94Ｆの魔物は「アサシン・タランチュラ　Ｌｖ94」、94階で正解だったようだ。

　暗殺者アサシンな御職業の大欄蜘蛛タランチユラな蜘く蛛もさんだが、何かとかは言わないだろう。うん、言ったら即逃げる！

　このアサシン・タランチュラさん達たちは全く気配察知に引っ掛からない、だから何ど処こにいるのか見付けられない、その癖うじゃうじゃと壁の岩陰にいて全員が『即死毒』持ちだ、危ないよ!?　なので燻いぶしてみた？

　アサシン・タランチュラさん達はみんな地面で引っ繰り返り、ピクピク痙けい攣れんしている。ジト目甲冑委員長さんは黙々とジト目で止とどめを刺し、俺はモクモクと燻し続ける。

　だって死角から延々と即死毒持ちの蜘蛛さん達に飛び掛かられ、群がられるとか絶対に死んじゃうよ？　うん、仕方なくない？

　蜘蛛の巣を燃やしながら進むと階段が見えた、次は93Ｆかー？　今、何時なんだろう？って言うか何日目？　そろそろ体力が限界で休憩か仮眠が必要だ、ジト目甲冑委員長は睡眠は必要なのだろうか？

「んっ？　何か空間がある……壁が？　あっ？」

　迷路の端に隠し部屋だ。颯さつ爽そうと威風堂々としっかりと煙で燻してから開けてみる。

「おおぉっ！　やっと宝箱！　この中に俺の好感度が入ってるの？」

　なんか横で「ジェノサイド・タランチュラ　Ｌｖ94」がピクピクしている？　でかいし邪魔だなー、まあいいか？

「宝箱だ、宝箱だ、やっと宝箱だよっ！」

　だが中身は好感度でもフェロモンの指輪でもなかった、俺がこの迷宮にやって来た意味は無くなってしまった！

　中身は期待の籠もった空気も気体も読まずに『マジックキー LvMaX：【LvMax 以下の鍵を開ける事が出来る】』、ＬｖＭａＸ以下ならＭａＸを含むのだから何でも開けられるのではないだろうか？　寧むしろＬｖＭａＸより上があるんだろうか、有ったら最大MaXじゃないよね!?　まあこれで鍵のある宝箱でも開けられるんだろう。

　何でも開ける鍵を手に入れたというのに俺の大人への扉はいったい何い時つになったら開くんだろう？　扉すら現れて無いような気がするんだけど、このままだと鍵があっても錆さびついて大人への扉が開かなくなり、悲しく封印ＤＴされてしまいそうだ!?

　ごしごしと涙を拭いて、お次は93Ｆかー。なかなか進まないな？　ちょっと覗のぞいてみようかと天井に覗き穴を開ける。

　えっと「スケルトン・パラディン　Ｌｖ93」、骸骨騎士スケルトンナイトみたいだ。ジト目甲冑委員長の同業者だが組合関係のお知り合いだったりとか有るんだろうか？

「なんか、この上ってスケルトンみたいだけど大丈夫？　友達とかいない？　親戚とか？って言うか延々と斬りまくってたけど実は全員元部下さんだったんだよね!?」

　ジト目甲冑委員長はジト目で見詰めてくる。どうやら友達とか親戚はいないらしい、ぼっちなの？　まあ、ならば狩るだけだ、問題はスケルトン・パラディン。

　骸骨スケルトンは闇属性なのに聖騎士パラデイン、つまり骸骨スケルトンの弱点のはずの神聖属性攻撃が効かない可能性が高い。流石さすがに自分で神聖属性を使って苦しんで倒れてくれたりはしないだろう。

　案外と会ってみればわかり合えるものだ、取り敢えず１体ご案内してみよう。

（ガシャン！）

　残念な子だった。スケルトンでパラディンだから『神聖耐性』も『刺突斬撃耐性』も『再生』まで持っている、なのに衝撃耐性が無い。だから落下の衝撃で首が取れて死んでしまう。全部落とすだけで良いみたいだ、面倒くさいからいっぺんに落とす。

（ドガガガガゴガガグシャゴガガベキガガガグガガドガガガッガガッドゴッ！）

　よし、全滅みたいだ。首が取れて暫しばらく経たつと魔石になり消えていく。

　93階層は早かった。全部これで良いなら早くて楽なのだが、ジト目魔石回収係さんは何か言いたそうだ？　まあ、喋れないから問題ない。

　93Ｆに上がり92Ｆの偵察、と言うか覗き見。まあ、結局穴を開ける。

　泳いでる？　「スカイ・シャーク　Ｌｖ92」って鮫さめらしい？　スカイとアピるくらいだから空中を遊泳する鮫さんなんだろう？　でもまあ鮫だし？

　天井に穴を開けて、穴から一方的に突き捲まくる。

「うぅらぁらららららっらぁららららっ、うらうららっ？」

　銛もりじゃなくて『樹の杖？』だけど伸縮自在だから伸ばして突き捲くる、数が多いし泳いで躱かわすから結構大変だ！　雷魔法で杖に雷撃を纏まとわせてひたすらに突く。

　不運――鮫よ残念だったな。この世界で巨大な鮫の群れが空中を泳ぎながら現れればパニック必至だろう、だが俺達のいた世界では鮫ジヨーズとは倒されるものなのだ！　それはもう毎回毎回、時には電撃を喰くらい、時には銛で突かれ、またある時はライフルで撃たれ、爆雷を投げ込まれ、水中銃で撃たれまくる、挙句に船に轢ひかれる。そんな鮫には恐ろしい世界からやって来たんだよ。もう、元の世界の人間なんてみんな鮫見たら「ひゃっはー！」とか言いながら襲い掛かるレベルなんだよ、多分？　やってる人は見たこと無いけど？

「やったか？」――返事はない。

「勝ったな？」――ああも無い。

　よしっ、全滅している。上がろう。

　ジト目甲かつ冑ちゆう委員長は溜ため息いきをついているようだ、スケルトンなのに？　身体からだがないから肺も無かったよね？　溜息どころか息もしていないはずなのに不可思議だ？

　それでも良い事なんだろう、あんな地の底で１人暗闇の中にいるよりもちょっとくらい人間臭い方がずっと良い。まあ、生き生きしてるスケルトンは珍しいかもしれないが。




[image: ]

　29日目？　最果ての迷宮　92Ｆ




　92階層で鮫さんの魔石を拾い集めて小休止、一応聞いてみたのだがジト目甲冑委員長は休憩も睡眠もいらないらしい。せっかくブラック企業から退社したというのにのんびりできないなんて……企業奴隷ダンジヨンマスターの時の悲しい名残なのだろうか？

　炙あぶり茸を齧かじりながら、少しだけ横になる。まだ92階層。先が長いよ、落とし穴で落としたんなら登り穴ぐらい用意しとけよ？　言ってみたものの登り穴がどんなものか想像もできないけど……まあ、ぶっちゃけるとエレベーターとか昇降機とか吊つり籠かごとか色々有るじゃん？　名前以外は全部一緒な気もするけど。

　横になって休みながら、天井に穴を開けてみる。一応断っておくと勿もち論ろん必然的に至極当然の事なのだが知らない天井だ。横になったからには言わなければならないだろう！

　まあ、ダンジョンなのだから間違いなくこれからもずっと知らない天井だ。

　ふむ？　91階層は「アンチマジック・ゴーレム　Ｌｖ91」、魔法が効かないゴーレムさんみたいだ。物理にも強そうだが定番だが鉄板テンプレで落としてみよう。

（バキンッ！……ドッゴーン……ドガーンッ……ゴォガーン!!）

　魔法攻撃の効かない物理最強のゴーレムさんは、１階層を落下した程度では平気そうで大したダメージは無いようだ。ただ次々と床をぶち抜き、床に延々と激突しながら最下層まで落ちた……うん、最下層が特に高いからねー……砕けたか。

　ただし、あちこちに穴を開けて落とすと91Ｆだけではなく、今いる92Ｆの床まで無くなる……崩落も怖いが通路が無くなると上がれなくなっちゃうし？　まあ、魔石が取れないのは良いんだけど、崩落の危険が……寄ってこないかな？

　穴を棒でコンコンと叩たたき続けると、次々にアンチマジック・ゴーレムが寄って来ては穴から落下していく、どうやら音か振動で反応するみたいだ。まあ石だから目は見えないだろうと思ったが……チョロい!?　だがしかし異世界には空洞の目でジト目できる人も居るみたいだし油断はできない。ちなみに今は呆あきれた目をしている……器用だな？

　30分程ジト目甲冑委員長に穴を叩いて貰もらい、その間に休憩する。横になって落下し激突して砕け散るゴーレムさんの破壊音を子守歌に、ちょっと仮眠。

「ふは～っ……上の気配は……無くなってるね。うん、上がろうか？」

　ちなみに寝ている間もジト目甲冑委員長さんは延々と棒で穴を叩き続け、アンチマジック・ゴーレムが居なくなるまで落とし続け、その後で最下層１００Ｆまで戻って魔石を全部拾って来てくれていた。ありがたいやら申し訳ないやらで頭を撫なでてみると上機嫌だ？　甲冑だから兜かぶとなのに？　まあ、確かにあの地の底で頭を撫でられる事なんて無いだろうし、偶たまには良いだろう？　これは頭を撫でてるんだろうか、兜を磨いてるんだろうか？

　少しは体力も回復したし、91Ｆに向かう。その上は90Ｆ。どうも、５Ｆ刻みでボスっぽいのが居るみたいなんだけど……多すぎない？

「おおっ～、宝箱発見！　今度こそは好感度？　遂ついに異世界の地下深くまで逃走中の俺の異性への好感度さん!?」

　91階層で隠し部屋を発見、何気に『空間把握』はマジ便利だ。

　宝箱の横にさり気なくあった岩は床に穴を開けて落としておいた……いや、絶対さり気なくないよね？　何で部屋の真ん中に岩？　しかも宝箱の横に？　寧ろそれがゴーレムじゃなくてただの岩だったらそっちの方が吃驚びつくりだよ!?　あれが罠わなじゃなくて置物だったらインテリアコーディネーターに説教されるよ！　そこまでやるなら枯山水までやれよ！　まあ、やってても落とすけど。

「指輪ー!!　なんだけど、フェロモンじゃ……無い？　みたいな？って『巡幸の指輪：【幸せを呼び、不運を退ける】ＬｕＫ増強（大）』……うん、とても良い物だ？」

　これで不運＝お説教を退けられるかもしれない。大人への扉や、怪しい夜のお店を呼び寄せられるかもしれない、あとＬｕＫが限界突破してるのに落とし穴に落ちるとか言う訳のわからない不運も退けられるかもしれない。でも、これが本当に必要なのは俺じゃないんだろう、既にＬｕＫ大増強とかしなくてもＭａＸでその上に限界を突破しているのだ。

　その割に幸せは来ないんだけど？　だが、これが本当に必要なのは……

「いる？って言うか、あげる？　みたいな？」

　ジト目甲冑委員長さんはフルフルと頭を横に振る。遠慮してるみたいだけどこの指輪が必要なのは骸骨スケルトン？さんだ。だって闇に捕らわれてたまま、あの暗い最下層でたった１人で耐えていた、だから人間性を失っていない。ずっと耐えたんだ、あの無限の時を……本人は17才って言い張ってるけど。怖いから突っ込まないけど。

　無理矢理に押し付けると、喜んで嵌はめていた。骨だけど大丈夫？　落ちない？

　さて、上の90階層に気配は１体だけだ、やはり５刻みでボス？って言うか階層主？　な……ぼっち？　仲間だ!?　って黙れ、ホットケ！

　あれかー……亡霊？　お化け？　霊魂？　お岩さん？　岩落としてやろうか？　「エレメント・レイス　Ｌｖ１００」ってまた１００なの？　ボスで階層主でぼっち仲間の人はみんなＬｖ１００だ。いや仲間じゃないけど。しかし使役しても称号が『ぼっち』のまんまなんだけど？　魔物だとカウントされないのかな、まさか人間の友達作れって事？　ほっとけよ！　でっかい世話だよ！

　そして、その理論が正しいのならば、やはりビッチ達は人間とカウントされて無いようだ!!　まあ、普通は友達を使役しないだろうし？

　光る影、滲にじむように存在する幻影「エレメント・レイス」、レイスは亡霊だったと思う、多分？　なんか透けてて霊って感じだし？

　問題はエレメントがどっちだろう？　意味的には属性や要素、成分、構成部分を意味するはずなんだが、自然力や四大元素、神学なんかになると聖せい餐さんを意味したりするし？

　元々のラテン語だと「第一原理」とかだったはずだし、ただエレメントって言われてもこっちも困るよ？　全部意味合い変わってくるじゃん？　なに、その不親切な説明？　まあ、普通に考えるならば属性持ちの亡霊なんだろうけど……？

　うん、パンとワインは持ってないから「聖餐の亡霊」では無いようだ。いやー、いきなり最後の晩餐とか始まったらどうしようかと思ってたんだよ？

　そして、火や氷や風魔法でじゃんじゃん攻撃してくるから自然力か四大元素的な意味だったのだろう。全くただエレメントって書かれても曖昧過ぎるよ、曖あい昧まい模も糊こだよ？　モコモコしちゃいそうだよ？　しないけどさー？

　さて、どうしよう？　除霊？

「えっと、早九字は……淋りん・病・等・社・会・人・列・財・前？　だったけ？」

　何の効果もない。駄目らしい？　いや、駄目だと思ってたけどさー、１回くらいやりたいじゃん？　折角、早九字の印とか覚えてるんだし？

　だが謎の除霊法の早九字さんは淋病等は貰える心配すらないし、高２になった途端に『にーと』だから社会人にもなれない。しかし、なんでちゃんと学校に登校して『にーと』にされてるんだろう？　って言うか大前提として学校で召喚されたのに『ひきこもり』扱いっておかしくない？　そして列財前まえって列財はどこなんだよ!?

　うわっ！　危な！　突然予備動作無く空を滑るように突進してきやがった、どうやらエレメント・レイスさんは俺の人生相談には乗ってくれないようだ！

「えっと……死んだ？」

　突っ込んで来た時に、躱しながら塩かけてみた？　滅め茶ちや大量に？

　ジト目甲冑委員長さんは塩の山を前に剣を構えたまま、ジト目を俺に突き刺してくる。

「いや？　亡霊だし？　塩で清めたら消えるかな～？　みたいな？　感じ？」

　滅茶ジト目ってる！　あっ、清めの塩って神道だもんなー。異世界では理解できないのかも？　まあ、お寺で配ってたから元の世界も理解してないかも？　仏教的になら炎による浄化なんだろうけど『四大魔法耐性』を持っていた。いやしかし西洋でも聖水も実は塩水と聞いたことがあるし塩で問題ないんじゃない？　異世界はまさかの仏教徒なんだろうか？　でも焼けないと思うんだよ、耐性持ちの亡霊レイスさんって？
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　30日目　最果ての迷宮　50Ｆ




　迷宮の50ＦはＬｖ50のサイクロプスだった、一つ目の巨人。見た目の恐ろしさどおり、とんでもない位に強かった。29名の防御陣が何度も崩され、前衛は何度となく治療の為ために入れ替わり、後衛も魔力茸きのこを齧りながら攻撃を続け切りギリギリで倒し切った。

　でも全員が負傷し疲労して倒れ込むような有様だった、辛勝と言うにはキツ過ぎる、みんな疲弊しきっている。Ｌｖ50の巨人１体だけで全滅させられそうになるくらいの脅威だった……あれが階層主フロアマスター。50階層までは一度も居なかった迷宮の守護者。

　だから、これからは小お田だ君達も予測できないみたい、階層主が10Ｆ毎ごとに出るのか、25Ｆ毎に出るのか、50Ｆと１００Ｆだけなのか？　最悪の場合これから５Ｆ毎に階層主が居るかもしれないらしい。階層毎に、今よりもＬｖが上がりながら最強の敵。

　実際に前衛に柿かき崎ざき君達がいなかったら支えきれなかった、あの５人の近接戦闘能力はステータスの数字を軽く超えている、怪物染みている。周りとの連係も合流したばかりなのに、見なくてもわかっているかのように行動する。遥はるか君は「あいつ等らは本来この世界が最適なんだよ。平和な世界だから運動選手トツプアスリートしてただけで、あれはただの戦闘民族」と言ってたけれど自分の目で見たらそうとしか思えない圧倒的な戦闘能力だった。

　それに島しま崎ざきさん達たちの撃破力、既に小田君達のＬｖも超えてＬｖ80をオーバーしている。そして何よりも小田君達に謝罪と感謝をし、遥君とも再会できた、それでやっと精神が安定してる。だから無駄な怪け我がも、消耗もなくなった。今まで周りを気にし過ぎてたけど今は集中してる、今では攻防の要に魔法戦にと八はち面めん六ろつ臂ぴの大活躍だ。そしてまだまだ上がり続けるＬｖ、いまだ遥君から経験値が分配されている。つまり遥君は私達よりもずっと高Ｌｖの魔物達と戦い続けている、今この時もずっと。

　そして、その動きを小田君達が適切にフォローしていく。スキルを使いこなし、状況判断も的確だ、本当に異世界に来てから本気を出しているみたい！

　私達女子20人に９名増えただけ、なのに戦力は倍以上になってると思う。前衛と中衛の厚みが違う、破壊力と防御力が格段に上がっている。そのおかげで女子に多かった遊撃戦闘や一撃離脱が機能している、攻撃に変化を付け主導権を握れる。

　もしも、もしもクラス全員が纏まとまり機能すればもっと強かったんだろう……きっと。

　だけどもう……13名も減っている、それでも尚なおこれほどまでに強いんだ、私達は。

　それで尚のこと遥君の強さがわからない、あれは一体何なんだろう？　Ｌｖは12しかない、上がらないし上がっていない。いつの間にか『魔導師』を持ってたけれど、でも無職。スキルは相変わらず暗殺者か斥候よりで、でも武技は近接回避戦闘型？　なのに、魔法も８種類使えて、でも杖じよう術じゆつがメイン。そして空が歩けるようになったと喜んでいた？　一体何なんだろう？　そして何ど処こに向かってるんだろう？　ステータスを見れば弱い、でも戦うと何な故ぜだか強い。

　実際に遥君は１人でＬｖ50のゴブリンエンペラーを倒している。私達が29名でギリギリ勝てたＬｖ50。種族的には最弱級のゴブリンだけど、上位化を繰り返す魔物の皇級エンペラークラスがどれほど強いか想像もつかない。その最強級のＬｖ50を倒している。

　おそらく今は最下層のＬｖ１００とかの魔物達と戦いそれでも生き延びている。

　大丈夫なのかもしれない、でも大丈夫じゃないかもしれない。だって普通なら大丈夫なんて事が有る訳が無い、そんなの絶対に有り得ない！

　普通に考えれば絶望的な状況なんだけど、考えれば考えるほど落ちた人が絶望的に状況を普通にしてくれない。何故って落ちた本人が普通にする才能が欠如している。

　でも心配だし、だから心配なの。

「今度は大丈夫だよ。前みたいに、あの時みたいに……死にに行った訳じゃ無いんだから……事故だし？」

「もう、あいつは！　いっつも、いっつも勝手に!!」

「でも……ことわりを入れてから落ちるのも変ですよね？」

「「「「やりそうなところが怖いよね！」」」」

　そう、今度は落ちただけ。フェロモンの指輪問題はあるけど……その時は没収しよう！　今度はさすがの遥君でも無理はしないだろう。

　それでも……一緒にいても何かしらやらかしていた、みんなでお説教して、でも反省してなくて。それが目を離したら何をしでかしてるか分からない、分かったものじゃない、何もしない訳が無い！

　疲ひ労ろう困こん憊ぱいのみんなを休息させて、回復した小田君達が偵察に出てくれたんだけど、どうも迷宮が死んでいるかもしれないらしい？　上の階の魔物達がリスポーン、つまり再発生や復活をしていないのだそうだ。要は迷宮の王ボスを倒せば、もう迷宮の魔物は復活しないらしい。だったら後ろは気にしなくて良い、帰り道が安全なら行ける所まで行けば良い、そこに遥君がいるんだから。

「みんな疲れてるし～、私が下を見てくるよ～？」

「駄目です、パーティーが揃そろうまでは全員待機だからね！」

「私達のとこ５人揃ってるし、偵察だけでもしとくよ？」

「魔力切れでしょう？　駄目ったら駄目です」

「私達なら３人ＭＰ残ってるわよ？」

「パーティーが揃わないと駄目ったら駄目です！」

　みんな少しでも先に、少しでも早く、下へと、遥君の所へと進もうとする。

　どのみち私達は強くならないと追い付けない、遥君の横に並んで戦うこともできない。

　焦りが有るのかもしれない、焦がれているのかもしれない――遥君に。

　遥君を守りたい気持ちは本当なんだけど、みんな遥君に焦がれているのかもしれない。

　あの何もかも不条理に蹂じゆう躙りんする、あの絶望も虐殺し殲せん滅めつする、あの不可能も殴り続ければ死ぬって言っちゃう遥君に――焦り、焦がれて追い求めているのかも。
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　30日目？　最果ての迷宮　90Ｆ




　レイスさんは魔石と『エレメントの首飾り　魔法属性アップ（大）　魔法防御（大）　魔法吸収（大）』と言う素敵アイテムを残して逝った。お塩塗まみれな首飾りだけど、これは魔法戦闘にも魔法防御にも使えるし、魔力纏てんだって強化されるかもしれないし滅茶欲しいのだが……デザインが豪華ゴージヤス過ぎる！　これって男子高校生とかの問題じゃなくゴージャスでセレブでハイソな人じゃないと着けれないよ！　だってマジなパーティーとかに着けて行くようなデザインで、完全女性向け。各種宝玉が下がる中、真ん中に一際大きな宝石……ダイヤ？　金剛石？　うん、豪華すぎるよ！　俺パーティー呼ばれる予定も呼ばれた事も行ったことも無いんだよ？　よし、奉納しよう！

　未いまだにジト目ってる甲かつ冑ちゆう委員長に押し付けると一応遠慮していたが、その目は喜びながらいそいそと身に着けていた。うん、目は眼がん窩かだったはずなんだけど嬉うれしそうだから良いだろう。元リッチさんだから魔法も使うかもしれないし、攻撃や防御には魔法を乗せるし、魔法防御だって侮れない。使役したなら安全管理は使役者の責任だ。

　しかし、なんか俺貢ぎ捲まくってない？　いや、使役者として装備を整えるのは当然なんだけどさー？　白銀の甲冑に、真紅のマントをまとい、更に指輪と首飾り？　貢ぐ君？　いや、自分で奉納とか言っちゃってるし信者なのかも！　なんか骸骨スケルトンを拝むとか邪教崇拝っぽいけど気にしない。どーせ、神なんてあの使えない壊れた爺じじいだ、説教する事はあっても拝むことは絶対ない。絶対だ！

「これで漸ようやく80階層台かー、まあ、まだ89Ｆからだし先長いなー」

　いつものように天井に開けてみた穴からは猿が覗のぞいている、ウキッ？

　鑑定では「ハヌマーン　Ｌｖ89」、神猿だ。確かインドかどっかの神様だったと思う？　どこだっけ？　確か亜細亜アジア系の筈はず？　オリエンタルな恰かつ好こうしてたはずだし？

　猿だから身軽だろう。ついに落としたり突いたりで倒せない敵が出て来てしまった、Ｌｖは89で知性があり、しかも群れ。戦闘集団だ。

　神猿だから賢いだろうし、無理だろうなー？　と思いながら麻ま痺ひ茸を投げ込んでみたんだが、大騒ぎで奪い合って喰くい合い、次々に痺しびれて倒れてる……猿だった？

「いや、戦うとか無理そうなんだけどさー？　これって、異世界のダンジョンでの戦いなの？　なんか害獣とか害虫の駆除じゃない？　これって？」

　愚痴りながらジトられながら上層に駆け上がりハヌマーンに止とどめを刺していく。この猿達は凄すさまじく捷はやく、狡こう猾かつで器用だった……まあ、内うち輪わ揉もめの奪い合いだった。目で追えないほどの驚異だった。鑑定が通ったら『剛力』『駿身』『連係』『魔法反射』と戦ったらヤバい処どころじゃ無いんだけど……何となくイメージ的に毒を盛って痺れさせて殺すって、これって絶対に俺が悪役っぽくない？　一般的な見解として？　これ以上好感度が低下するとどうなるんだろう？

　気を取り直して、88Ｆ。Ｌｖも88。戦闘機の魔物が出て来そうな階数だ！って言うかジェットな魔物とかだったら嫌過ぎる！　迷宮内は音速禁止だよとか思っていたら「ファイアー・ユニコーン　Ｌｖ88」って……マジでエリアの関係者さん？　いや、馬だな？　だがお馬な傭よう兵へいだったら強そうだ！

　そして全馬一斉に落馬して頂きました？

「うん、ペガサスだったら良かったのにねー……ユニコーンってただの処女厨ちゆう馬で、お馬さんって足が弱点じゃん？　致命的に足折るとアウトじゃん？　何か落とせと言わんばかりの魔物じゃん？　しょうがないよね、落としちゃうよー……だって『落とすなよ、落とすなよ』って言わんばかりに全馬集合ゲートインしてるんだよ？　そりゃあ落としちゃうよ？　うん、普通なんだよ？」

　感情が豊かになったはずのジト目甲冑委員長様は、この頃ジト目しかしてないような気がする？　まあ、止とどめは手伝ってくれてるんだけど。

「おっ、宝箱！　結構あるもんだなー？　まあ、誰もこんな所まで来てないだろうから手付かずなのかも？　でも好感度ではないようだ？」

　皮のグローブみたいだ、これなら俺が着けれるよね？　だってジト目甲冑委員長も興味なさそうだ？

「えっと、『矛盾のガントレット　［左］物理魔法攻撃無効化　［右］物理魔法防御無効化』？　所々に金属が当ててあるけどガントレット？　半分以上皮だよね、これ？」

　要は左が盾で、右が矛。俺両利きなんだけど、左利きだったら滅め茶ちや使いにくいだろうから良しとしよう。早速『皮のグローブ？』に入れてみる。

　ちょっとガントレットっぽくなった気が……金属が付いたし？

　ずっと村人感溢あふれる『樹きの杖つえ？』も『マント？』も、装備品を複合してもデザインは全く頑かたくなに変わらなかった。

「あっ、でも『皮のブーツ？』はちょっと変わってる？　微妙な処だけど『加速のブーツ』入れてからタイトな感じになった、入れる物で変化するなら格好良いアイテムを集めればオサレなの？　うん、変なおばちゃん柄装備とかは入れないようにしよう！」

　しかし、左手に物理魔法攻撃無効化とかアレなの!?　「くっ！」とか言いながら左手を突き出して幻想とかを幻滅しちゃってゲンナリしちゃったりするんだろうか？　アメージングをブレイカーなの？　うん、やると怒られそうだからしないけど……昔、練習したなー、中学に入学して２年目の頃に。しかし空からシスターなら良いけど、馬って……俺には主人公は無理そうだ、落ちてきた馬も助けてないし？　うん、俺が落としたし？

「さてと、馬は消えた。87階層だよね？　次って？」

（ウンウン）

　ちょっぴり下から穴を開けて、こっそり眺めてみる。しかし、どうしてこの世界にはセクシー系の魔物娘が居ないんだろう？　だって楽しくないじゃん！　ローアングルで覗いても馬だったんだよ！　うん、ぶらぶらしてた、あれが楽しいとヤバい！

　そしてやっぱり楽しくなかった、「ライトニング・ビー　Ｌｖ87」、ぶんぶぶんぶと夜も寝られず？って言うか煩うるさい？　蚊より煩いよ。煩かりけりだよ！

　燻いぶしました。

　時々、煙が効いていないのか、凄すごい勢いで飛んでくる蜂がいる！　素速くコンパクトなスイングで蜂を叩たたきながら、ひたすらに叩き潰していく。いやマジ速いっす、半端ないっす、バッティングセンターの１５０ｋｍより速い気がする？　どうしてジト目鎧よろいの人は見もせずに簡単に斬り飛ばしてるんだろう？　俺は必死で叩いてるんだけど？　気配を感じたらもう目の前なんだけど？

　しかし……潰しても潰してもまだ半分くらい？　半分にも届いてないって何匹いたのだろう？　４００匹、５００匹……もっといるかも？　これで半分!?　魔石集めるだけで長時間残業だよ！　不当労働だよ！　労働者の権利を何だと思ってるんだ！　『にーと』なのにどんだけ働いたらお家に帰れるんだろう？

「これ全部換金したら大金持ちだよね、絶対。もう魔石の価格破壊だよ、これでやっと引き籠もって『にーと』できるんだろうか？　もうここに邸宅造っちゃう？」

　改装するとしても普通１階からで、いきなり１００階層に大浴場造っても辿たどり着くのに命懸けだし、帰りは湯冷めするしで入場者も来そうにない。落とし穴から直通という手もあるが果たして何人が生きてお風呂に辿り着けることか……打ち身とかに効能があると喜ばれそうだ！　一度、オタ達たちで試してみよう。落としてから岩も落としてやる！




　しかし迷宮に本当に崖でもあったら空歩で簡単に帰れたのに……崖を作って上まで登りオタ達を突き落とす？　良いアイデアだがそんな凄い魔力があったら苦労しない、Ｌｖ12でできるかそんな事！　Ｌｖアップしてるんだろうが崖は無理だ、突き落とすならやはり落とし穴だ！　うん、帰ったら落とそう。
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「まだ87Ｆって……迷宮長すぎ？」

　ダレてきた。なんかこうメリハリって言う物が無い、ずっと岩壁の迷宮の中でもう日にちも時間もわからない。異世界迷宮探検なんだか、異世界害虫害獣駆除なんだかもわからないし？　ダレる。

　まあ、まともに戦闘して無いせいでダレてるだけなんだけど、Ｌｖ80オーバーの魔物さんとか戦うの絶対に無理だから、この蜂さんだって弱ってても疾はやくて鋭い！

　だが、ようやく蜂潰しも終わりが見えた、もう魔石いらなくないかとも思うが勿もつ体たいない気もする。既にアイテム袋の中は魔石だらけだ、それでもまだ茸きのこには遠く及ばない。

　しかし俺って貧乏性なんだろうか？　ジト目甲冑の人が一生懸命に拾ってるのに俺が拾わないっていうのもあれだし？　でも、本屋もない世界でお金持ちになってもな？

　まあ、これでお金の心配はなくなった。だが没収という名の強制貯金の危険は高まったかもしれない……今にも死にそうなんだけど、老後だけは安心そうだ！

「おっ、この階にも隠し部屋？って、でかくない？　巨大宝箱？　ざっくざく？」

　行かねばならないだろう、ざっくざくらしいし。

　ぶんぶん？　来るんじゃなかったよ！　巨大女王蜂だったよ、燻したのに効いて無い……って、でかすぎだから!?　だが通常版も大部分は落ちてたが、落ちないのも居たから個体差なのだろうか？　燻し耐性とか煙耐性とかあるの？

　普通の「ライトニング・ビー」でも大きさはボストンバッグ程度はあって、超高速で雷を纏まとい次々と突っ込んで来てヤバかった。それでも充分でかかったのに「ライトニング・クイーンビー　Ｌｖ87」は軽トラック並み！　道理で部屋がでかいと思ったよ！

　その巨大女王蜂が突っ込んで来た、横っ飛びで避けたが刺そうとしたのか体当たりなのか……って言うか、針が俺の腕より太い！　脚よりも太いかも!!　もう、お前ライトニングいらないじゃん！　衝突と杭くい打うちで充分だよ、それ絶対に痺れる前に即死するよ!?

　ジト目甲冑委員長も襲撃を受けたが、流れるように紙一重で躱かわすと、華麗に一回転しながら剣を横よこ一いつ閃せんに振り斬る！　俺はその横をゴロゴロ転がってる！

　悔しいのでゴロゴロと転がりながらウォーターボールを大量生産して連射してみる？

「やっぱり蜂だから水は嫌いなのかな？って言うか濡ぬれるのが嫌い？　濡れるのが駄目なクイーンって言うとなんだかエロいな!?　蜂だけど？」

　水浸しの飛べないライトニング・クイーンビーは地面に落ち、口の牙みたいな大腮おおあごだけをガチガチ鳴らして威嚇する。もう、飛び上がれないようだが漏電してるのかも？

　その巨大な首が一刀で斬り落とされる。もちろん甲冑委員長様だ、ちなみに俺はまだゴロゴロしているんだよ？　怠惰だな？

「うーん、速度ＳｐＥが圧倒されてると戦いようが無いし長距離魔法戦かな？って、よく考えたらライトニング・ビーって魔法耐性ないから魔法攻撃で良かったんじゃん!?」

　反省だ、最近棒で殴るのが普通になってしまっているが、俺って別に近接職じゃ無かったよ。うん、無職だよ、職Jobが無いから何でも有りだけど無いんだよ？

　しかしあの一歩で躱し、躱した時には構え終わり、斬り終わっている一連の一挙動……一歩を歩き終わった時には斬り終わる、全てが一連の動作。あれは『虚実』に近い。

　俺の踏み込んで一刀するだけの技とは全く別物過ぎて似ても似つかないが、一つの動きで全てを終わらせる、回避も攻撃も一動作。無駄な動作を全て削り落とした最速最短の一挙動、あれが本物の『虚実』なのかもしれない。よし、俺もゴロゴロしてる場合じゃない！　そろそろ立ち上がろう、背中痛くなってきたし。

「ひゃっは～っ！　宝箱！　部屋は大きいのに普通の大きさの宝箱？　敵も大きかったのに普通の大きさの宝箱……心こころ做なしか小さく見えてきたよ!?」

　何かテンション下がって来た、苦労した割に普通の大きさの宝箱。まあ、ゴロゴロしただけなんだけど、結構命がけのゴロゴロだったのに……あれを躱せた俺凄すげえぇー！　とか思ってたら横で華麗に一回転斬りだよ？　うん、ゴロゴロしてる俺の立場丸潰れなんだよ？　イジケてゴロゴロしちゃうよ？　まあ、ゴロゴロしてただけなんだけど？

　よく考えれば、左手に『矛盾のガントレット　［左］物理魔法攻撃無効化』が有るんだから格好良く受け止めたら決まったんだけど……怖いよあれ！　軽トラサイズの蜂の突進だよ！　針が極太だよ！　まあ、受け止めて物理攻撃が無効化されても衝撃で撥はね飛ばされていたような気がするからいいか？　うん、どっちでもゴロゴロだ。

　ここは一回転斬りに対抗してゴロゴロ斬りを編み出すべきなんだろうか？　でもそれがスキルになったら凄く嫌だ！　敵の周りをゴロゴロゴロゴロと転がりながら怠惰に攻撃するって……止やめておこう、その技は見た目的に俺の好感度さんが危険すぎる！

　イジケながら拗すねながら宝箱を開ける、普通に開く……一体、迷宮の秘宝っぽく出て来た『マジックキー LvMaX』とは何だったのか、寧むしろ悲報扱いだよ!?

　どうして異世界のフラグは全部折れてから立つの？　それって立てる意味あるの!?

　中身は『祝福のバングル：【呪い、災いを昇華する（着用１回限定）】』、説教の呪いとか怒られる災いが昇華されるだろうか？　寧ろ冤えん罪ざいの延焼を消火して欲しいよ！

　だが骸骨スケルトン？さんが着用している『白銀の甲かつ冑ちゆう』には、『呪い、血肉と同化する』っていうのが付いてる。まあ、骸骨なんだから血肉が無いし、本人も問題ないって言ってたけど呪いなのは確かだ。

　それに最下層に居た時のあの闇――重く、深く、暗黒の闇、恨み？　憎しみ？　哀かなしみ？　苦しみ？　そんなもんじゃなかったよ、あれは。そして闇だって呪いの可能性がある、災いなのは間違いないだろう。今は闇も消え、元気いっぱいのスケルトンだけど……スケルトンって楽しそうに元気いっぱいで良いのだろうか？

　だけど、あの闇が本当に消えたかなんて確認の取りようが無い。この『祝福のバングル』は１回限定の使い切りみたいだ、だからこそこれはやっぱり……

「はい。祝福があった方が良いよね？　多分？　今まで大変だったみたいだし？　その鎧も呪われてるし？　うん、残念ながら俺が装着してもお説教炎上の消火能力はないみたいなんだよ？　残念だな？」

　じっとこっちを見つめる……空洞だけど？　そして両手で恭うやうやしく受け取ると、片膝を突きながらバングルを大事そうに胸に当て頭を下げた？　騎士っぽい？　デュラハンは退職したはずなんだが？　まあ、気に入ってくれたなら良い事だ、またも装飾がゴージャス系だったし、きっと男子高校生がするより似合うだろう。それになんか祝福って言われると神が関係していそうで嫌な予感しかしないんだよ……あの爺じじいは碌ろくでもない事しかしないから！　特に称号関係だ!!

「さてと、次は87Ｆ？　いや87Ｆはここだ。上は86Ｆだっけ、そうそう、86Ｆ……まだ、１００階中の14階しか進んでないのかよ……マジorzだよ!?」

　飽きてきたが帰ろうにも迷宮だ、本来なら踏破階数に扉ゲートが開けるらしいんだけど、やり方を知らない？　うん、はじめての迷宮だし？

　迷宮は雰囲気から言って死んでいる、多分魔物はもう湧かないはずだ。だがいっぱい残ってる。長いと飽きる、やっぱり迷宮とか攻略する人って真面目に地道にコツコツと行くんだろう。何でそんな人が冒険者してるんだろう？　異世界は不思議だ。

　気を取り直し上層階を覗のぞく、このアングルが男子高校生に期待をもたせる罠わなだよね？

　黄色に黒縞じまのモフモフ？　寅とらさん……いや、合ってるが違う！　寅さんは黄色に黒縞のモフモフじゃなかった、虎さんだ！　フーテンして無い方の真っ当な方の虎さんだ！

　えっと「ミラージュ・タイガー　Ｌｖ86」か、ならば幻術系なんだろう。幻影？　ミラージュなんだし？　つまり強いのに幻惑されながら倒せと？　Ｌｖ86を？　多分30匹位はいるでかい虎を？　哺乳類でも最強と言われてるのに、幻術系の魔法とか使う虎と戦えと？　ヌコさんじゃ駄目ですか？　お願いします、使役したいです。

　駄目元で上の86Ｆに土魔法で箱を沢山作っておく……休憩だ、ご飯だ、お魚にしよう。

　焼き魚を平らげ、86階の気配を探ると……ヌコさんだった。虎の身体からだよりも小さい箱だったのが決め手だったのだろう、みんな箱に入っている……所詮は大きくても獰どう猛もうなヌコさんだ……（パタン）蓋を閉める……よし、上がろう。
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　うん、急がないと箱が破壊されそうだ！　結構分厚く頑丈に箱を作っといたのにミラージュ・タイガーさんＰｏＷが８００超えだよ、『剛力』持ちだよこいつ等ら！

　あれが出て来たら俺は勝てない、そしてＳｐＥも８００超えの虎って逃げるのも無理だ！　箱から逃がしたらアウトだよ、階段を駆け上がり、ジト目な白銀の人と箱を突き刺し捲まくる!!　飛び出すなよ、飛び出すなよ？

　見えないから精神的にも助かる……だって箱にチンマリ入ってるんだよ!?　まあ鳴き声が可愛かわいくないから良いか？　なんか「グワアァーッ、グルルッ、ゴオオオァッ！」とか言ってるし？　うん、刺しとこう。こいつ等はヌコさんじゃない、可愛くない！

　結局１匹だけ逃げ出して追い掛け回された……だって虎に襲われるだけで怖いのに、幻影で分身してるんだよ！　それをジト目甲冑委員長さんが華麗に倒した、俺はゴロゴロと転がって逃げていた……いや、頑張ったんだよっ？　本当だよっ？　華麗に躱した絶妙な回避だったんだよ!?　まあ、最後はゴロゴロだったけど？

　そして魔石を取る為ために箱の解体作業中？　ミラージュ・タイガーでは脱出はできなかったようだ。イリュージョン・タイガーなら大脱出ができただろうに。

　次は85Ｆだしまたボスってるんだろうなー？　もう、段々とジト目甲冑委員長さんの後ろを付いて行けば良いんじゃ無いかと思えて来たが、それをやると間違いなく称号に『ひも』って書かれるだろう。四つ目は嫌だ！　三つでも嫌なのに！　何でステータス見る度に悪口言われてる気分になるんだよ？　聞いた事無いんだよステータスが悪口って!?　きっと自分のステータス見る度に心が削られている人なんて俺だけだよ、絶対。

　１００階層も有るんだから１００種類以上いるはずだ、だからもしかして万が一にも１種類位はと、ちょっとだけ、ほんのちょっとだけ男子高校生的な期待をしながら穴を開けて85Ｆを覗く。……人型!?

　最悪だ！　史上最悪のローアングルだった!!　腐乱死体をローアングルで覗いちゃったよ！　上は「グール　Ｌｖ58」に「グール　Ｌｖ61」？　「グール　Ｌｖ38」で、しかも沢山いる？　85Ｆなのにボスじゃないのか？

「あっ、あれだっ、あのパターンだよっ、ゾンビ倒していったら、最後に死霊使いがぁ――っ!!って言う感じのあれ？」

　85Ｆまで上がり、火玉フアイアーボールを集めて梱こん包ぽうして捏こねて引き伸ばして壁にする。

　火壁フアイアーウオールみたいな？　作りたての火炎の壁を前方に作って進む、魔力ＭＰはかなり使うけれどＭＰ茸は大量に持ってるから大丈夫。お醬しよう油ゆだって有るし？

「あー、やっぱり『ネクロマンサー　Ｌｖ１００』が、居たんだよ……どっかに？」

　みんな燃えたんで、どれだったかは判わからない？　前が火壁フアイアーウオールだから見えないんだよ？　でも、みんな燃えたから居たみたいだ。だが『ネクロマンシーの宝玉』が落ちてるんだし、まさかゾンビキングだったとかのフェイントではないと思いたいが焼けちゃったからどっちでもいい。

　しかし、もう結構前から骸骨スケルトン？委員長さんは驚きよう愕がくのロングジト目状態だ？　うん、このジトさえあればまだまだ戦えそうだ……戦ってないけど。

　ドロップは『ネクロマンシーの宝玉：【生死を司つかさどる】即死　即死耐性』、でっかい宝石だ。宝玉らしい？　紅あかい宝石だからルビーなんだろうか？　高級そうだ。レッドベリルかスピネルならお手頃かも？　だけどガーネットだとどうなんだ？　見分けが付かない、そして男子高校生には価値すらわからない！　うん、宝玉だけじゃ判んないよ？

　この大きさだとネックレスに使える位だろう、ピアスにしたら耳が伸びる。しかも１個だから……片方だけ!!

「はい、あげる？」

　スケルトンに即死耐性が必要なのか甚はなはだ疑問だが、今現在は俺と骸骨スケルトン？委員長さんの２人だけだ。うん、俺が着けてどうすんの？

　即死耐性は必要なのかもしれないが、なんとか君の徹底された即死攻撃すら何ともなかった。なら、多分『健康』が効いてるんだろう。俺のスキルはよくわからないがなんか効いてるみたいだ？　で、ＬｕＫだけが無敵なんで確率が１００％にならないと大丈夫みたい？　らしいんだよ？　試したくないからわからないし、でっかい宝石を俺にどうしろって言うの？　片耳だけ伸ばすの？　それ、何族なの？　うん、嫌だよ。

　何か考え込みながらじっと俺の方を見ている、ジト目では無いようだ？　暫しばらくして会釈すると受け取ってくれた。やはり宝石やアクセサリーが好きみたいだ、大きさもだがデザイン的に『エレメントの首飾り』に組み込んでも合うだろう。うん、喜んでいる雰囲気がする？　しかし、骸骨スケルトン？さんは滅め茶ちや強いが滅茶お金掛かりそうだ、身み包ぐるみ剝がされて俺がスケルトン化するのだろうか？　まあ、喜んでるんなら何でも良い、暗闇の中でずっと１人だった今迄までの分くらい良い事が有ったって良い筈はずだし。

　さて、この上が……84Ｆ？　下から覗いて上がるから階数が混乱する、Ｌｖも84だから間違いない、そして間違いなくＬｖ84って……勝てない。せめてＬｖ40程度なら……って事はあと40階？　40回もローアングル？

「この上って『グリフォン　Ｌｖ84』なんだよー？　どうしよう？　落ちないよねー？　飛ぶし？　燻いぶしたら効くんだろうか、茸きのこ食べるだろうか？　箱には入らないだろう、多分？　いや、案外と巣箱的なアットホームな展開とか？」

　まあグリフォンと名乗ってるんだから鷲わしの上半身に翼がついてライオンの下半身で……尻尾に蛇は違う奴やつだよね？　鳥の王と獣の王が合体してるから王家の象徴とかに使われてたんだし、基本は鷲わし獅じ子しなはずなんだけど、幻獣辞典とか持ってきてないし？　鳥頭なんだろうか？　王家も鳥頭？　良いの、そんなの象徴にして？

　鷲獅子グリフオンは鳥さんなのか動物ライオンさんなのか？　確か鳥なら強力な磁力を嫌うらしいが持っていない。獅子ならヌコ箱作戦が使えるかもしれないが頭は鳥だ？　やっぱり鳥？

　穴から麻ま痺ひ茸を塗まぶしたお魚さんをそっと差し入れたところ……大人気？　やっぱりお魚さんだ、お魚さんの勝利だよ！　絶賛の大好評で鷲獅子グリフオンさんも我先に嘴くちばしで突つついて殺到中だ、１匹咥くわえては飛んで離れて……痙けい攣れんして墜落している。うん、リピーターにはならないようだ？　案外お魚好きで墜落経験者とか凄すごく気が合いそうだが撲殺しよう。

　階段を駆け上がりグリフォン達たちを撲殺しながら、ふとぼやく、

「しかし、リビングの改装中に転落事故って労災とか下りないの？　まあ、働いては無かったけど？　にーとだし？　だから出ないの!?　だって労働事故だよ絶対？」

　ジト目甲冑委員長さんは不思議そうな目でこっちを見てる、何があったか説明すると元迷宮王に怒られるかもしれないので内緒にしておこう。なかなかに良い間取りだったのに……なんで、壁の中に穴？　改装禁止だったの？　だったら書いといて……とは、元責任者が怖いから言わないけどさー？
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　31日目　最果ての迷宮　54Ｆ




　強すぎる。「ウェアウルフ　Ｌｖ54」は人じん狼ろう、いわゆる狼おおかみ男おとこ。映画なんかで有名なんだけど、ちょっと勘弁して欲しいくらいに強い。

「味方と離されちゃ駄目、絶対に分断されないで!!」

　全身が毛だらけで、狼が２本足で立ってるだけなんだけど。コボルトの色違いみたいな顔をして本当に強いの、ただ力が強く、ただ速い、それだけで圧倒的な強さ。

「わかった、でも囲まれちゃってるよ!?」「私達なら行けるわよ!!」「だから、駄目だってば！」「足止めできない、止とどめをさせないと数を減らせないよ」

　追い詰めても力が強いと言うだけで打ち勝てない、そして獣の敏びん捷しよう性せいと本能を持つ魔獣。それが60頭程度の群れで行動して連係する狩猟、それは戦うのではなくこちらの弱点を見極めて一方的に強さを発揮する獣の強したたかな狩り。

　それが怖い、それこそが怖い。そしてこれこそが遥はるか君の戦い方だ、だから怖い。

　俊敏な反撃と狡こう猾かつな連係で深追いはできない。そして闇雲に包囲しても速いと言うただそれだけで避けられ躱かわされ逃げられて決めきれない。

「女子、釣られんな！　迂う闊かつに追うと背後を取られるぞ！」

「わかってるわよ！　自分達こそ出過ぎよ、ちゃんと合わせなさいよ!!」

　一切の主導権は狩る側にある、先手を取ってやりたい放題で後手まで取る。

　付け入る隙が無い、微み塵じんの乱れも無い。突撃戦かと思えば消耗戦、持久戦かと思えば電撃戦、総力戦に見せかけ神経戦、獣に私達が翻弄されている、そして混乱させられてこちらから手が打てない。

　密集陣形だけを必死に維持して守り、陣構えで何とか持ち堪こたえている。

　何とか分断しても１対１でも人狼ウエアウルフは身体能力が高い、だから強い。

「どの属性も魔法が効いていません、精神操作も駄目です！」

　攻撃魔法は翻弄されて当たらない、そして広範囲魔法は光を放つ剛毛で弾はじかれている。

　その獣の素早さで防御は搔かき回され、攻撃は届きもしない。そして力押しで追い込まれる、こっちだけが疲弊して行く、このままじゃ駄目だ。

「Ｕ字陣、引き込むから絶対に出ないで！　両翼は準備！」

　半円形の防御陣を半包囲網に変え誘う、賢い人狼ウエアウルフは危険な中央には来ない。

　時折入り込んでくるのは囮おとり、それは誘いだ。こっちが動かなければウェアウルフが狙ってくるのは包囲陣の左右の両端のどちらかだ。

　右は私達、左は柿かき崎ざき君達。これで中央と後衛を休ませ、左右のパーティーで各個撃破する。とにかく１頭でも減らし、少しでも手傷を負わせ後退させるしかない。

　あの獣ウエアウルフはこちらに僅かでも隙ができれば一撃で決めに来る。だけど決められないなら必ず揺さぶり崩しに掛かるはず。

　だから初手。左右のどちらかに攻撃してきたら確実に仕留める。できなければこっちが仕留められるが、このまま崩されればこっちが終わりだ。

　来る――右こつちに７頭、左あつちには８頭。あとは駆け回り攪かく乱らんしてるけど、あれは陽動。私達を誘い出し、陣形を搔き乱すために陽動させに来ている。

「はあああぁーっ！」「脚、潰して」「右からもう１頭！」

　中央で突出し過ぎた人狼ウエアウルフの１頭を包囲に捕らえた。集中攻撃で擦り減らし、それを援護フオローしようと中に入ってくる２頭の人狼ウエアウルフを引き付けて、叩たたく、文字通りの意味で！

　槍やりの間合いで牽けん制せいし、シールドバッシュを叩き付け、槍を上から叩き込む！　そして――盾で首を刈り取る。バレー部コンビだ、実は盾が攻撃、槍は繫つなぎ。低く構えて誘いながら、跳躍で上から叩き潰す鉄壁の中央の要。

「中央部は大丈夫、こっちは任せて左右気を付けて！」

　更に中に入ろうとしていたウェアウルフが一斉に引く。ここだ、左右で攻勢に出る。

「左右、削るよ！　でも入り込み過ぎないで、引き付けるだけでいいからね！」

　副委員長Ｃさんが素速く人狼ウエアウルフの間に飛び込み、連撃で細かく切り付けて誘う。そこから退いて副委員長Ａさんの攻撃範囲まで誘い込み、反転してからの２人掛かりの連係した反撃で削る。人狼ウエアウルフの連係が乱れた！

　慌てて救けに割り込む人狼ウエアウルフ達を私と副委員長Ｂさんが斬り込み、後続から分断して挟み、副委員長Ａ、Ｃコンビが分断された群れの中央を突破して更に１頭ずつに分断し確実に仕留める。やはり背後に弱い、ただ疾はやいから囲んで止めないと仕留められない。

　全員では連係しきれなくても、個々のパーティー単位だったら獣相手に戦術と駆け引きでは決して負けない！

　中で３頭、こっちで４頭、柿崎君達は４頭、後衛が３頭で14頭仕留めた。ウェアウルフの第２波の攻撃は小お田だ君達が機先を制して連動を食い止めて崩壊させる、今のでさらに２頭仕留めた。

　そのまま中央の女子部活組が攻勢に出て行く、囲めれば殲せん滅めつできる。でも向こうが退くのが早い。こちらも退くしかない、後退して半円陣で態勢を整える、数は減らした。

　こっちは治療できるから持久戦ならば私達のほうが有利だ。

「次、準備！　退いて見せても絶対に油断しないで！」

「「「「了解！」」」」

　後衛が魔法攻撃を準備する、向こうは逃げるか突破するしかない……退却した。

　全部で16頭は仕留めたから２割から３割は削り取った、同数くらいには怪我ダメージも負わせた。迷宮の魔物は回復はしても、すぐには復活しないから数を削れば良い。

　こっちは怪け我が人にん多数だけれど治療もできる、武装も被害は殆ほとんどない。そして絶対に死者なんて出さない、遥君は命を捨てて私達を守ってくれた、だから絶対に殺やらせない。

「委員長、ちょっと良い？」

　退路の確保と、再発生リスポーンした魔物を狩りに行った小田君達が言うには……やはり迷宮の魔物が復活しない、迷宮が死んでいる、つまり最下層で迷宮王が倒されている。

　そして最下層に居るのは遥君だけだ、Ｌｖ１００とも言われる迷宮の王様を倒しちゃいそうな物騒な知り合いは他に居ない。なら遥君は上を目指しているはずだ、きっと。
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「多分……上から行ってないから扉ゲートが使えないんじゃないかと？」

　確かに……普通は踏破していった層からは扉ゲートで帰還できる……はず？　だって、穴から落ちた話なんて聞いたこともないし、踏破もせずに迷宮王を倒した人なんて絶対に居ない。そんな非常識極まりない人が大量に居たら、異世界はきっと迷宮よりも危機だ！

「お疲れー、撤退完了したぞー。あー、疲れた」

　殿しんがりの柿崎君達も53Ｆまで上がって来た、あと何度かの戦闘で54Ｆのウェアウルフ達も突破できる筈だ、55Ｆには階層主は居ないみたいだし未まだ行ける、きっと行ける筈だ。でも無理だけはさせない。

「中衛の文化部女子凄いねー！」

　警戒に出ていた女子体育会娘達も戻って来た。最近誰かのせいで名前呼びしなくなってきてるの……名前だと通じない誰かのせいで。

「元々、文化部女子組って直接戦闘より攪乱とかの間接戦闘タイプだから、前衛が止めれば利いてくる感じかな？」

「幻覚に状態異常、目め眩くらましもしてたし、足場にも何かしてたよ？」

「あくどい、実は遥君的なキャラなのかも？」

「「「「それは言い過ぎです！　名誉毀損だから!!」」」」

　うん、みんな元気だ。まだ余裕もある、あれほど劣勢でも跳ね返せるようになっている。そしてＬｖも上げているし確実に強くなってる。

「今日はもう終わりで良いのですか、委員長」

　噂うわさをすれば図書委員ちゃん、魔法戦闘から搦からめ手てで崩し、直接戦闘の陽動からの状態異常で攪乱を掛ける、集団戦闘なら一番怖い相手だ。

「みんなは未だ行きたいみたいだけど……ここまでだね、今日は疲労し過ぎだし」

「行軍を焦り過ぎですね、心配し過ぎです。安全に確実に進んで行けば勝手に上がって来ますよ、遥君は」

　そう言い切って戻って行った。私と同じ、遥君と11年間ずっと同じ学校で、遥君を良く知る図書委員ちゃん。

「まったくだ、遥の何を心配してるんだよ？　あいつはＬｖとかスキルなんか何も無くても関係ないぞ？　全然全くそういうもんじゃ無いって？」

　高校から一緒になった柿崎君達も同じ意見みたい、ずっと不思議だったんだけど何な故ぜか遥君にだけ態度が違う。

「遥君は別物だからね、考えるとわからなくなりますよ？」

　小田君達まで口を揃そろえて心配すると馬鹿を見ると言い切る、確定して断言する。小田君達は何かを感じているみたいだ。

「でも～、そ～言ってる人達が～、一番突っ込んでるよね～っ？」

　と、今日単独突破しようとして引き摺ずり戻された副委員長Ｂさんが言う。

「「「「おまいう!!」」」」

　私とは高校からの付き合いだけど、親友だって自信も有るんだけど……この子の事が一番わからないかもしれないのは何故なんだろう？　キャラ変わった？　何故だか戦闘中に遥君と同じものを感じたりするんだけど？　いつからそんな悪い子に!?

　大体いつも普通に前衛で戦っている、そして目を離すと勝手に無双してたりする……職業Jobって「大賢者」だよね？　でも、いつも無傷で怪我一つしない？　ま、まさか胸で弾き返してるんだろうか？　ポヨ～ンとか？　それってスキルなの!?
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　31日目？　最果ての迷宮　83Ｆ




　トラップゾーン、罠わな満載って言うか全部罠？　うん、ものには限度っていうものが有ると思うんだけど歩くところが無い！　だって全面罠だから。

「お次の階は83Ｆ、お降りの方は皆殺し？　だって殺る気満々罠満載なんだよ？」

　突っ込みはない、ジト目はずっとだ。気にしたら負けだと思う。

　83Ｆは「グラウンド・イーター　Ｌｖ83」、地面で巨大な口を開け、通路の真ん中に埋まっている魔物。その周囲は罠だらけで『罠察知』が全方位で反応しまくっている。

　罠を搔い潜くぐるか、グラウンド・イーターに飲み込まれるかの二択……って、ずうーっと口開けてるよ？　良いの？　本当に良いの？　（ぽい）

　毒茸きのこを放り込んでみる。ちなみに滅め茶ちや猛毒のやつです。良いの、毒耐性無いよね？　なんか地面がのたうってるけど？　（ぽい）

　２個目だよ？　うおおぁ～う、揺れてるよ、地震なの？　あっ、死んでる？　大きな窪くぼみに大きな魔石が落ちている。

「あとグラウンド・イーターが14匹口開けて待ってるんだけど……良いの？　本当に良いの？　本当だね？　本当に本当だよね？　うん、確認したんだよ？」

（ぽい。×14）はい、全滅しました。

　どうやらグラウンド・イーターさん口が閉じられないし、動く事もできない何でも食べて飲み込む大食らいさんだったみたいだ。

　耐久力ＶｉＴも高く膨大なＨＰを持ち、『完全物理耐性』も『完全魔法耐性』も持ってたんだけど『毒耐性』が無かったんだよ……って、絶対誘ってるよね？　それで口開けてじっと待ってるとかさー……それって入れるよねー？　入れちゃうよね、毒茸。

　うん、それはもう入れろって誘ってるんだよ、絶対？　だって、良いのって聞いたし？　うん、最後の方は震えていたような気もしたけど良いのだろう？

　さて隠し部屋があるんだけど罠がある、それはもう見るからに地面が怪しい。

　色が全然これ見よがしに違う。全力で「ここですよ！」と言わんばかりに色違い？

　これって落とし穴なの？　これを飛び越えると罠があるのか？　両方かも。でも空歩で空中を歩いて行くんだけど？　良いんだよね？　踏んでみなくても？

　いや、踏まないけどさー？　なんか、これを誰かが一生懸命作ったとかだったら何か悪いじゃん？　いや、踏まないけど？　いやいや……踏まないって!!

　気になって、そんな事ばかり考え下ばかり見ながら空歩で歩いてたら、天井で頭打った!!　罠だった!?

「宝箱だ（棒）、もう好感度は諦めつつあるけど宝箱。どうせ貴金属は巻き上げられるんだけど宝箱？　迷宮って世知辛いな!?」

　嫌味満載で開けてみた。もしかしたら同情してくれるかもしれない？　宝箱的に？

『トラップリング：【罠を自動的に解除する】』…………って、フラグだったーっ！　順序が逆だけどー！　まあ、俺が逆走してるんだけどさー？

　一つだけ確信を持って言えることは、これで『罠察知』スキルの意味は完全になくなった！　落とし穴から落ちて獲得したスキルなのに無駄に習得して無駄なまま終わっちゃったよ！　そして、これが有れば落ちなかったのに嫌味だけだったの!?

　ちゃんと上から来れば隠し部屋を見つけて『トラップリング』でグラウンド・イーターを回避して通り抜けられる。何せグラウンド・イーターさんは物理攻撃も魔法攻撃も効かない倒せない魔物さんだ、そうなると周りの罠に突っ込むしか道がない。

　そんな時に『トラップリング』。うん、良く出来てるよ？　確かに。でもさー……ちょっとくらい下から来る人の事も考えようよ？　少しくらいさー？　だって、通り抜けてからトラップリングって滅茶有り難みが無いんだよ!!　うん、全然ないよ!?

　寧むしろなんで今更って感じだよ！　これってグラウンド・イーターさんの殺され損じゃん？　これってまるで俺が空気読んでないみたいじゃん？　全く異世界こそ空気を読もうよ……うん、まず落とすなよ！

　ジト目甲かつ冑ちゆう委員長さんは西洋人風にヤレヤレって感じのジェスチャーしてるし、あの威厳に満ちた迷宮皇さんは一体何ど処こに行ってしまったんだろう？　あの、熱い死闘は何だったの？　やれやれだな？

　これで上が82Ｆ？　あとちょっとで五分の一？　落ちるのは一瞬だったのに、まだ２割の到達？　まあ、それでも落ちた甲か斐いは有った、新たなジト目とも出会えたし……うん、ずっと滅茶ジトられてるよ!?

　穴を開けて見上げると82階層は「ミラー・ボア　Ｌｖ82」、えっと、ミラーなら鏡？　鏡像かも？　だが反転って言う意味合いもあったが、ボアboarは猪いのしし？　野生の猪はワイルドボアだから、飼い猪？　まあ突進してくる。

　それよりミラーだ、鏡なら魔法反射、鏡像なら幻惑、反転なら……逆走しちゃうの？　まさか突進して来てから反転して引き返しはしないだろう。

　鑑定に『魔法反射』が有るんだから鏡の方の意味だな。問題は寧ろ『衝撃耐性』持ちだ、突進するんだから当然必要で突進して衝撃で倒れる魔物さんはいないだろうが、どうやら穴から落としても駄目みたいだな。そして『悪食』と言うスキルは毒や状態異常の茸をあげても美お味いしく食べてしまうらしい。逆に懐くかもしれない可能性は在るが……駄目だよね？　普通さー？　うん、可愛かわいくないし？

「これは直接戦闘かー、Ｌｖ82を相手に戦うって即死しか無いじゃん!?って言うか１００匹とか居そうなのに、突進されちゃうの？　牙に刺されちゃうの？」

　恐るべき手て強ごわい敵だ！　実はダンジョンの魔物に最も必要なものは、衝撃耐性とか落下耐性なんじゃないだろうか？




　82階層に上がると地鳴りをあげて殺到し、怒ど濤とうの如ごとく突進してくる大量の巨大な猪の群れ。近付いた時には戦う間もなく粉砕されるし、止めようにも魔法は効かない。だから、槍やり衾ぶすま。

　何せ99階層のミノタウロスさん達たちの遺品の槍が沢山有る、地面に槍の石突を斜めに挿せるように穴を開けておいて、ミラー・ボア達が勢いに乗って近付いて来るのを待ち、引き付けてから槍を隙間なく一気に並べたら完成です。うん、アイテム袋って、ある程度の範囲なら指定した所に出せて便利なんだよ？

　既に勢いも付いてる暴走状態で、先頭集団が気付いたところで後ろから押されてるから止まることもできずに次々に突き刺さって行きます。

　これで突破力は消えた、ただの動けない巨体の塊だ。

　そして、槍やり衾ぶすまの足止めの間に空歩で猪達の上を越えて後方に降り立つ。手にはいつもの『樹きの杖つえ？』さんだ。おひさの異世界版神道夢想流杖じよう術じゆつだ、俺はまだ杖術だと言い張るらしい。きっと神道夢想流異世界支店から苦情が入るまでは大丈夫だ。

　通説で「猪はバック出来ない」って言われてるのは間違いだ、実は急停止も反転も後あと退ずさりだってできる、だが後ろ向きに走ることはないし後退は遅い。だから止めて密集させれば確実に動きが止まる、なんとか反転できても勢いを付けるだけの距離はもう無い。

　だから遅い。俺でも戦える程度までに鈍のろい、そして密集し過ぎて動きが取れていないから……撫なで斬りだ。

　まずは更に混乱させる――動きを更に悪くする為ために土魔法で地面に穴ぼこを作り、堀で囲んで後は殲せん滅めつ戦だ。ヤバくなれば槍衾まで逃げればいい、危なくなれば『空歩』で飛べるし猪に空中攻撃はできないんだから一方的にボコるだけ。

　棒を構えて動けない猪の群れの中に躍り込む、勢いのまま斬り払いながら圧おし潰されないように絶え間なく動き続ける、止まれば勢いを失い斬る事ができない。そして逃げ場を失えば囲まれて俺の方がボコられる。

　お手本は何度も見た、ジト目甲冑委員長さんの舞うような斬撃と流れるような舞踏だ。

　それは一挙手一投足を全て繫つなげる、移動を加速に変えて踊る様に駆け、速度へと昇華させて剣けん戟げきを舞わせる。一瞬だけの間隙に滑り込み、斬撃を見舞って惨劇へと変える。

　流麗――考える前に動く、どうせ俺にできる事なんて大して無いし、悩めば動きが止まる。先を観みて、先を読み、先手を取って一方的な先制攻撃。

　剣が無駄無く流れ打ち振られる――あの迷宮皇との無限の斬り合いで覚えた、覚えさせられた。それは最速の斬撃を繫げ、全ての流れを組み立て、終わらない加速を斬撃に乗せる。舞うように捉えさせず、一方的に瞬速の斬線を舞わせ剣舞に変える。




　緩やかに流れる様に無駄も無理も削り落とし、単純に、純粋に、最短距離を斬り踊る。

　猪と猪の刹那の合間に歩み入って半回転しながら切り捨て、また斬撃と共に狭はざ間まへ歩む。決して止まる事無く、留める事無く、身体からだが流れる儘ままに流れるように斬る。

　きっと全然美しくも無いだろう、舞えてなんかいないだろう、でもたとえ無様で見苦しい剣舞でも、その先に歩む。まだ先が在ると見せ付けられたのだから。

　槍やり衾ぶすまの奥で本家のジト目甲冑さんの剣舞が始まっている、挟撃だ。白銀の甲冑が躍り込んだ瞬間に、周り一面は薙なぎ払われて一瞬で空白地帯へと変わる。速さが違う、一瞬の躊ちゆう躇ちよも無い、その空隙に静かに剣を構えて佇たたずむ姿は世界が違う。うん、急がないと全部殺やられそうだ！

「ぷはあーっ、なんか久しぶりに戦った気がするよ……ずっと迷宮の中なのに？　何な故ぜなんだろう、不思議だな？」

　思い悩んでる俺にジト目の豪雨を浴びせ掛けながら、黙々と魔石を回収するジト目甲冑委員長さん。うん、言いたい事はわかるが聞きません。だって、正面から戦ったら死んじゃうって！

　次は81Ｆになる、ちょっとずつだが上がって来てる。先が長いのは相変わらずだ。いつの間にかジト目も相変わらずになってるし？　うん、骸骨スケルトン？ってなんだっけ？
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　31日目？　最果ての迷宮　82Ｆ




　ちょこっと仮眠。魔ま除よけ効果のあるテントも張ったし周りに罠も仕掛けた、なによりジト目甲冑委員長さんの見張り付き。もう誰も襲えないレベルだよ！　絶対に迷宮ダンジヨンでここが一番最強だよ！　でも、異世界に来て迷宮の中のテントが一番安全ってどうなの？

　面倒なんだけど多分流石さすがにきっと良い加減、いくらなんでもＬｖアップしているだろう。俺もだが骸骨スケルトン？さんも結構上がってるはずだ？

「ステータス」





NAME：遥はるか　種族：人族　Lv：16　Job：--

HP：276　MP：294

ViT：254　PoW：256　SpE：290　DeX：286　MiN：299　InT：313

LuK：MaX（限界突破）

SP：1774

武技：「杖じよう理り Lv5」「躱た避ひ Lv3」「見極 Lv7」「魔力纏てん LvMaX」「虚実 Lv8」「瞬身 Lv7」

「浮身 Lv3」

魔法：「温度 Lv7」「転移 Lv4」「重力 Lv2」「掌握 Lv2」「四大魔術 Lv2」「木魔法 Lv8」

「雷魔法 Lv8」「氷魔法 Lv7」

スキル：「健康 Lv9」「敏感 Lv8」「操身 Lv4」「歩術 Lv3」「使役 Lv9」「看破 Lv2」

「千里眼 LvMaX」「気配探知 Lv2」「見敵 Lv1」「魔力制御 Lv2」

「気配遮断 Lv8」「隠おん密みつ Lv9」「隠蔽 LvMaX」「地図 Lv8」「無心 Lv4」「物理無効 Lv2」

「魔力吸収 Lv2」「再生 Lv1」「至考 Lv1」「疾駆 Lv8」「空歩 Lv7」「瞬速 Lv9」「神眼 Lv8」「写技 Lv5」「空間把握 Lv3」「罠察知 Lv3」

称号：「ひきこもり Lv8」「にーと Lv8」「ぼっち Lv8」「大魔導師 Lv2」

Unknown：「報連相 Lv6」「器用貧乏 Lv9」「木で偶くの坊 Lv9」

装備：「樹の杖？」「布の服？」「皮のグローブ？」「皮のブーツ？」「マント？」

「コンタクト？」「窮魂の指輪」「アイテム袋」

「魔物の腕輪　PoW+39%　SpE+26%　ViT+19%」「黒帽子」






　やはり俺のステータスは高速魔法使いになろうとしている気がする、この速度ＳｐＥ特化は突撃しろってこと？　魔法で加速して魔法使いが突撃？　うん、異世界は謎だ。

　しかし、まさかの４アップだよ！　どんだけヤバいの此こ処こ!?　たった数日で……まあ、Ｌｖ99とかがゴロゴロいた、戦ってないが全滅させたから経験値的に凄すごかったんだろう。

　何かいろいろ上位スキルに変わったみたいだが、何が違うのか良く分からない。

　多分『至考』は思考系の『並列思考』『直列思考』『高速思考』が纏まとめられたものだ、だけど『掌握』は『梱こん包ぽう』さん？　なんか変わり果てた名前になって誰かと思ったよ!?

　そして『移動』が『転移』になってるんだけど、転移魔法が使えるのだろうか？　練習しないとわからないが失敗すると大変じゃ済まない気がする。だって『移動』でもあれだけ苦労したんだから危なそうだ。うん、地道に上がろう！　何か絶対に「壁の中にいる、ただし落とし穴」ってなる気がするんだよ!?

　そして『空間把握』と『罠察知』は取れたばかりなのに、もうＬｖ３だ。罠に掛かって穴から落ちてからの大活躍で絶賛成長中なのがなんかムカつくんだよ！

　しかし体力が回復を超えて今度から再生するらしい、確か上位スキルは超回復だった気がするんだけど？　再生って……やっぱり生えてくるんだろうか!?　斬られても？　捥もがれても？　それは、何か人として凄く嫌だ。

　全般的に見て武技関連の上昇率が凄すさまじい、だが当然と言えば至極当然だったりする。なにせ迷宮皇さんに鍛えられたんだから、あれは別世界の技だった。既に異世界なのに別世界だったんだよ！

　さて起きよう。

「おはよー？　何もなかった？　眠くない？　仮眠しなくていい？」

　コクコクと頷うなずいてる。不眠不休で食事なしって使役者としてどうかとも思うが、その分たっぷりと貴金属を貢いでいるから高給取りさんだ。労働基準局的にも裁量性的に許してくれるだろう。むしろこんなに働いて『にーと』な扱いの俺のステータスの方が許されない筈はずだ。許すまじ！

　ちなみに、当然ジト目甲かつ冑ちゆう委員長さんもＬｖアップしていた。





NAME：アンジェリカ　種族：--　Lv：08　Job：--

HP：280　MP：291

ViT：256　PoW：265　SpE：307　DeX：301　MiN：288　InT：298　LuK：99

SP：77

武技：「剣神 Lv1」「武神 Lv1」「？不明」「？不明」「？不明」「？不明」「？不明」「？不明」「？不明」「？不明」

魔法：「魔神 Lv1」「？不明」「？不明」「？不明」「？不明」「？不明」「？不明」「？不明」「？不明」「？不明」

スキル：「至神 Lv1」「必殺 Lv1」「？不明」「？不明」「？不明」「？不明」「？不明」「？不明」「？不明」「？不明」

称号：「守護者」「天剣」「？不明」「？不明」「？不明」「？不明」「？不明」「？不明」「？不明」「？不明」

Unknown：「？不明」「？不明」「？不明」「？不明」「？不明」「？不明」「？不明」「？不明」「？不明」「？不明」

装備：「白銀の甲冑」「剣？」「収納マント」「巡幸の指輪」「エレメントの首飾り」

「祝福のバングル」






　一瞬で、ステータス抜かれてるよ！　それでも全盛期に戻りつつあるだけなんだけど、元々の基礎ステータスが99からと高かったのに、Ｌｖ当たりの上昇値が20以上ってチートだ！　俺が一気に４アップのＬｖ16で喜んでいたが、Ｌｖ８で完全に能力が抜かれてる。しかし、神様になるの？　『剣神』『武神』『魔神』って戦いくさ神がみのようだ、スキルにも『至神』ってあるし神に至るんだろうか？　職業Ｊｏｂが神っちゃうの？　まあ、取り敢あえず拝んどこう、あの爺じじいよりはるかにご利益がありそうだ。

　いつの間にか骸骨スケルトン？も引退して種族不明で、職業Ｊｏｂはそのまま無職の様だ？　お揃そろいなの？　コンビで無職!?　無職で神とかになるんだろうか？　まあ爺も職業Ｊｏｂはどうせ痴ち呆ほう老人とかだろう。

　そして、しっかり貢いでいるから装備は豪華だ、がっつり献上しているから見た目も豪華ゴージヤスだ。うん、俺はいまだ村人装備なんだよ？

　俺も一気にＬｖ16に上がり、ステータスの伸びも充分に続いている。ただＬｖ80台の魔物と戦えるには程遠い数字だ、特に俺がヤバい。




　取り敢えずは隠し部屋に行ってみよう、まだどこかに好感度アップな効果付きのアイテムが隠されて居る可能性は残っている！　かもしれない！　と、良いな!!　もう、この際ピンポイントに『お説教回避』効果スキルの付いたアイテムでも大歓迎だ、なんなら『お説教反射』効果スキルとかも良いかもしれない！　でも『お説教耐性』はいらないんだよ！　うん、なんだかそろそろ自分で取れそうなんだよ？

　だが、無情にも残酷な宝箱の中身は『マジシャンズ・グローブ　魔法操作増大（大）　ＤｅＸ30％アップ』。うん、手品でもして自力で好感度を上げろと？

　まあ、グローブだ。マジシャンらしいが効果スキルが『魔法操作』と『器用』さって、それ魔法使いなの？　手品師なの？　なんかインチキ臭いん……組み合わせが怪しい！　どちらも良い効果スキルなのに組み合わせると怪しさ満載だ。まあ、使うけどなんだか『いかさま師』とか、称号が付きそうだ！

　しかし出番は有るのだろうか、だって『矛盾のガントレット』さんも出番が無くって忘れそうなんだけど？　『攻撃無効化』の左手を突き出して「くうっ！」とかやる練習もしてみたのに……１人でこっそりやってるんだよ？




　気を取り直して81Ｆを覗のぞいて見る。81階層は水族館？　アクアリウム？　なんだかデートスポットみたいな光景だけど、デートする相手が居ないから行った事は無い。

　キラキラしてるのは「ソードフィッシュ　Ｌｖ81」って魔物？　一見格好良いがそれってメカジキの名前だよね!?　だが、残念なことに食用とは書かれていない。

　下から観察してみると魚の様に宙を泳ぐ剣、つまり剣。うん、食べられないよそんなもん！　名前紛らわしいよ！　お醬しよう油ゆ用意しちゃったじゃん!?　もう、焼き網まで用意したのに、あんまりだ!!

　しかしリビング・ソードとは何が違うんだろう？　どう見ても剣なんだけど、あれでも生き物なんだろうか？　やっぱりお魚？　これは網は切っちゃうだろうし、口も無いみたいだから釣るのも無理だ。そうなると毒餌も使えないし燻いぶしても食べられない。

　なんかスモーク・ソードフィッシュとか美お味いしそうなのに？　階層を元気に泳ぎ回っている……群体みたいだな。あんなのが一斉に襲い掛かって来たら針はり鼠ねずみの撫なで斬りにされるよ？　うん、こっちが刺し身にされそうだ！

　試しに温度魔法で温度を下げていくと、みるみる動きが悪くなってきた。寒いのが駄目みたいだ、鉄冷えするんだろうか？　温度が下がりきった処ところで氷魔法で凍らせてみた。……冷凍メカジキだ。剣だけど？

（ぱきーん！）

　割って廻まわる。凍って動かないソードフィッシュ達たちをフルスイングで壁に叩たたき付けると、折れて死ぬ、割れて死ぬ。なんかジトを感じるけど、苦労してるんだよ？　うん、めちゃ手が冷たいんだよ。

　結構沢山いたが、手分けして割って廻った。ジト目甲冑委員長さんの手は冷たくないそうだ。目はジトなようだ？　だってメカジキソードフイツシユだよ？

　そして80Ｆは絶対ボスだ、でも５回に１回ボス戦とか多すぎない？　これでもう６回目でボス感皆無だが、１匹だけの方が楽で良いのかもしれない……うん、魔石集め的に。いや、大変なんだよ？　大群の魔石とか？　実はそっちに時間が掛かってたりするんだよ、マジで。

　80階層の自称ボスの魔物は、「デモン・ソードマスター　Ｌｖ１００」。悪魔デモンだ、閣下ではないようだ？　ソードマスターだから剣の極み、最高剣威だ。これで槍やりとか持ってたら許さない、いや、悪魔だからやりそうでも有る！　デモン、悪魔は強いというよりあくどいのだ、悪辣で悪逆なのだ。誑たぶらかし騙だます、それが悪魔の本質だ。うん、実は棍こん棒ぼうを持っていてもおかしくない！

　きっと悪魔の様に悪辣で悪逆なのだろう、だって悪魔だし。そして悪魔なら真面目に戦うか怪しいものだ、きっと罠わなに嵌はめたり毒を盛ったり落としたり燻したりするに違いない！　なんてあくどい奴やつだ！　なんだか仲良くなれそうだ!?　一緒に好感度を捜す旅に行くくらいにとっても仲良くなれそうな気がしてきた、きっと奴も毎日お説教されているんだろう。

　そう思ったのにがっかりだよ！　だってソードマスターなのに剣で襲い掛かって来たんだよ!?　しかも罠すら無しで？　お前それでも悪魔なの？　それってただのソードマスターじゃん、何かそれだと悪魔の方が良い奴みたいじゃん!!　何で悪魔がそんなに正直なの？　それって俺の立場はどうするんだよ、悪魔より悪役っぽいじゃん!!　はっ、さては自分だけ好感度を上げる気に違いない！　許さん、許さんぞー、やらせはせんぞー!!

　滲にじみ出すような凄まじいまでの鬼気、微動だにせず微み塵じんの隙も無い構え、その圧倒的な威圧感だけで平ひれ伏ふしそうになるほどの迫力だ。悠然と上段に構えた剣、それが神速で一挙動で振り下ろされる究極の一刀！　（ボテッ）

　よしっ、落とし穴に落ちたからボコボコに殴り殺す、自分だけ好感度を上げるなんて絶対に許さない。絶対だ！

「まったく俺の好感度を下げようとするなんて、悪魔のような奴だった。って言うか、悪魔だった。うん、悪魔の癖に生意気だ！」

　返事はジト目だけだった、ジト目甲冑委員長さん両手に刀を持って何かやる気を漲みなぎらせていたみたいだ？　だって落ちちゃったし？　だって、俺の好感度を落とそうとしてたんだよ？　うん、そんな悪魔のような悪辣な奴は、落とし穴に落としても良いよね？

　大体自分だけソードマスターとか格好付けて足元不注意なんだよ、ざまー！　何が剣聖ソードマスターだよ、無職に謝れ！　たとえＬｖが１００だろうと、悪魔だろうと、それがソードマスターだろうと、俺の好感度を下げる奴は絶対許さない、絶対ったら絶対だ！

　そう、俺は俺の好感度を守っただけなのだ、自衛行為だ。うん、俺は悪くない。

　そして魔石と……剣？　『天あまの叢むら雲くもの剣つるぎ（草くさ薙なぎの剣つるぎ）：【神剣。魔を断ち、滅する】ＰｏＷ・ＳｐＥ・ＤｅＸ・ＬｕＫ30％アップ　？　？　？』……？

　神剣だった。うん、魔を滅するらしい…………!?

「いや、お前が魔じゃん！　だって悪魔デモンだったじゃん！って言うか滅してるし!?　なんで悪魔が神剣持ってんの？　そんなもん滅びるよ！　もう、それ自殺行為だよ!?　俺、悪くないよ!!」

　一体何なんだろう？　何がしたかったんだろう？　何を考えてたのかは謎だが、きっと莫ば迦か達となら気が合ったことだろう。うん、莫迦だから。

「悪魔が神剣持ってたら、そりゃあ弱体化するよ！　もうちょっと武器を考えて選べよ？　何で悪魔が神剣持っちゃうの？　持ってて痛いとか、苦しいとか気付かなかったの？　良く消滅しなかったよね？　何で普通に迷宮の悪魔らしく魔剣持ってこないの、寧むしろ神剣をどこで貰もらってきちゃったの？　誰だよ、悪魔に神剣渡した奴？　虐いじめなの？　デモン・ソードマスターは虐められてたの？　しかも、それを普通に使うなよ！」

　延々と迷宮の地下80階層で死した悪魔に突っ込み続けた。いや、突っ込むよ！　これ、普通、流せないよ！　スルー不可能だよ！　うん、突っ込むよね？
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　31日目？　最果ての迷宮　80Ｆ




　迷宮の地下80階層で、突っ込み疲れた。さて、『天叢雲剣（草薙剣）：【神剣。魔を断ち、滅する】ＰｏＷ・ＳｐＥ・ＤｅＸ・ＬｕＫ30％アップ　？　？　？』を手に入れたが、強欲の化身ジト目甲冑委員長さんはいらないらしい？　元がスケルトンだから神剣は駄目なのかもしれない。でも、祝福とか神聖属性的なアイテムでも平気みたいだし、好き嫌いの激しい子なんだろうか？　なんか白銀の甲冑と剣に真紅のマントで格好良いし、実は見た目ビジユアル重視なのかもしれない！

　となると、実は80Ｆで神剣を手に入れて最下層で戦うお話だったのだろうか？　闇とか祓はらえそうだし？　うん、順番的にそんな感じだ。だったら落とすなよ！

　各種30％アップもあるし『樹きの杖つえ？』に入れておこう、これで三つめ？　後四つも入るのか……しかし、何な故ぜ複合しても重くならないんだろう？　何故、木の棒からデザインが変わらないんだろう？　木の棒と黒フードでモブっぽさだけがアップしてるよ？　実はずっと変わってないけど、横の人が白銀のセクシー甲冑で格差社会が広がってるんだよ？

　次で、79Ｆ、やっと70台だ。まだ79階上がらないとお家に帰れない。お家に帰れないひきこもりなんて聞いた事無いよ！　なんかもうあの洞窟に住んでた日の方が少ない様な気がするんだけど？　だって、途中から洞窟前でテント生活してたし、全然ひきこもれて無いんだよ？　うん、元の世界より異世界の洞窟ホームにホームシックだよ。

　お家に帰れず、迷宮生活者になりつつあるが『空間把握』のおかげで全く迷わない。

　迷宮で迷った事が無い、１回も無い！　うん、何かこうラノベみたいに探検とかって憧れるじゃん？　「くっ、右と左？　どっちだ!?」とか、言ってみたいじゃん？　こんなんじゃ無いんだよ、探検って？　だって来てからずっと一本道を歩き、その後は『空間把握』と『地図』のスキルで案内ナビゲートされてる探検って、探索とかの要素が全く無いんだよ！　いや、便利なんだけどさー、使っちゃってるけどさー……ねー？

　ぼやきながら迷わず進み、79Ｆは「スパイク・バイパー　Ｌｖ79」の蛇さんだ、確かクサリヘビだったっけ？　でっかいブッシュマスターが有名だけど、マムシやハブなんかもクサリヘビ仲間だったはずだ？　だった気がする？　毒有りだろう、そして何で蛇にトゲトゲが付いてるんだろう？　スパイクって滑り止め？

　冷やす、蛇って言うか爬は虫ちゆう類るいが出たら取り敢えず冷やしちゃうよねー。まあ、魚も冷凍したけど？

　スパイク・バイパーは動かない。それは動かなくなったのか、動けなくなったのか、冬眠しちゃったのかわからない。わからないが動かないからサクサクと頭を切り落として回る。しかし、何かみんな軽く10メートル以上有るんだけど？

　しかも『丸まる吞のみ』とか『巻き付き』とか『締めあげ』って、それ武技って言うの？

　まあ、巻きついて締めあげられるとトゲトゲが痛そうだ、絶対刺さり捲まくりだ。

「でもバイパーってクサリヘビさんで、模様も鎖っぽいのに何でスパイクで、トゲトゲしてるの？　鎖じゃ嫌だったの？　あ、個性アピール？　俺って人とは違うんだー、みたいな？って言うか蛇とは違う的な？　いや、蛇なんだよ」

　結局、凍ったままスパイク・バイパー達は首を落とされて、みんな魔石になった。

　せっかく『温度感知』とかのスキル持ってたのに、温度変化に付いて行けなかったようだ。

　氷魔法だと蛇が大量過ぎて対処できないが、温度魔法は効果範囲が広い。これって爬虫類特化魔法なんだろうか？　蛇皮が剝げたら儲もうかるんだろうけど、迷宮の魔物は消えちゃうらしい？　鰐わに皮がわだと惜しいな。

　神剣の『草薙剣』に『魔力刀』の効果も有るだろうがサクサクと斬れる。魔力纏てんとか梱こん包ぽう魔法だけでも切れていたが切れ味が全く違う。軽く当てても触れれば斬れている。

　一体『樹の杖？』さんは何になろうとしてるのだろう？　『木の棒』出身で、見た目も木の棒のままなのに？　華麗に斬殺しても撲殺にしか見えないし、木の棒振り回してる時点で全く華麗さが感じられないんだよ!?

「この上は78Ｆか……Ｌｖ40台は無理でもＬｖ30台くらいなら何とか戦えるかも？　でも、数が多いからＬｖ20台からかなー？　でも、それだとあと50階は上がらないと真面まともに戦えないじゃん？　迷宮なのに？」

　さて、上の階にお住まいなのは「バニッシュ・ウルフ　Ｌｖ78」、普通の狼おおかみさんだ。この世界には魔物っ娘この要素が少な過ぎない？　いたら倒せないで、使役しちゃいそうだ!?

　まあ……既に骸骨スケルトン委員長さんで怒られそうなんだよ？

　さて、バニッシュらしい。だが、騙されない、だって自分で消滅したり絶滅したりする魔物さんがいるとは思えない！　絶対、消失の方で、失うせずに消えた後に現れるんだよ。だってそうじゃ無いんなら絶滅してるはずじゃん？　自分の能力バニツシユで。

　だから、きっとこっちが攻撃すると消えるんだろう、で自分が攻撃する時に現れるんだよ。うん、面倒くさそうだ。

　まあ、Ｌｖ78だから消失バニツシユとかしなくても勝てない。80匹は居るし、群れで『連係』のスキル持ち。つまり80匹の集団連係攻撃、うん無理無理さんだ。

（キャンキャン、キャウ――ンッ……）

　ビネガーです。撒まき散らします、噴霧します、まあお酢なんだよ。階層が広いけど樽たる１個で足りるだろうか？　掌握魔法で梱包して風魔法で撒き散らす。安かったから大量に買ってあるけど、撒くと勿もつ体たいない様な気もする複雑な気分だ。

　酢の噴霧で追い込んだら麻ま痺ひ茸きのこの粉末も撒き散らします、茸は全く勿体なくないです、取り放題です！　うん、唐辛子は勿体ないから温存だ、これは最後の手段だな。

　健けな気げに前足で鼻を押さえ「キャイーン」とか泣きながら袋小路に追い詰められ、ジト目甲かつ冑ちゆう委員長に止とどめをさされてます。

　ヌコさん系と、ワンコさん系は心が痛む。でも、こいつらって絶対に頭を齧かじる！

　消失バニツシユしても２～３秒しか持たないみたいだ、消えてもすぐに現れて斬り払われている。俺はお酢を撒いている、きっと迷宮でお酢を撒いている人って珍しいと思うんだよ……自分でも？

　もう迷宮が酸っぱい！　匂いって言うか空気が酸っぱい！　段々鼻が麻ま痺ひしてきた代わりに目に染みて来た！　麻痺しても鼻も痛い！　魔石を集めて早く77Ｆに行こう！




　嫌だ、こんな酸っぱい迷宮になんて居られない！　まあ、俺が撒いたんだけど？
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　31日目？　最果ての迷宮　77Ｆ




　酸っぱい階層が嫌で上がって来てしまったが、77階層には何が居るんだろう？　77Ｆだから良い事が有るんだろうか？　うん、主に男子高校生的に！

　魔物娘なのか？　サキュバスさんなの？　寧ろ襲われよう。お願いします。

「インプ　Ｌｖ77」。インプさんでした、それはもう男子高校生さんが夢見る魔物娘的な要素が欠片かけらもない不細工な空飛ぶ子鬼。お前、この展開で77階はインプとか言ったら普通そこは魔物っ娘だろ！　なに、この角つの生やしたちんまい禿はげ？　なめてんの？　この男子高校生的な期待をどうしてくれんの!!

（ウギャー！）ウギャーじゃねーよ！　話を聞けよ！　なに死んでんだよ？　人の話は最後まで聞かない、空気は読まない、男子高校生的な夢は踏み躙にじる。まったく……

（ギョエー！）だからギョエーじゃねーよ！　お前が踏み躙られろ！

（ギイイィィー！）もうギイイィィーはいいんだよ、ギイイィィーは、空気読めって言う話だろうが！　大体さー、何で人が睨にらんだらパタパタ落ちてんの？　俺の目付きになんか文句があるの？　お前、悪魔だよね？　なんなの、その態度？　俺は怒ってるんだよ？　なに逃げてんの？　何で人が説教してんのに全滅してるの？　人の話は最後まで聞けよ……って、何勝手に全滅してるの!?

　だって、インプだったんだよ？　うん、期待するじゃん？　だって77階だよ、ここで魔物娘が出なくてどうするの？　だって、禿だったんだよ？

　そして……なんでジト目甲冑委員長さんが脅おびえてるのーっ！　貴方あなたはこの迷宮の迷宮皇さんでしたよね？　だから、何で微妙に距離取ってるの？　最下層でデュラハンとかリッチとかノーライフキングとかしてた、最恐の脅えさせる側の人だよね？　うん、迷宮皇って脅える方じゃ無くない？　泣いちゃうよ、マジで？

　何故かインプは全滅した、そして俺の心も壊滅しかけてる。迷宮皇が脅える目付きって……俺の目付きって……インプの奴やつらなんか殴る前にショック死してたし……悪魔なのに、悪魔のくせに。

　どうして俺は迷宮の中で、スケルトンさんに背中をポンポンして貰い慰められてるんだろう？

　だが八つ当たろうにも、77階層のインプは全滅している。魔石はいっぱいあった。

　よし、76Ｆだ！　俺達たちの冒険はこれからだ、主に八つ当たり的に？

　フラグが立ったのだろうか？　76階層は「リザードマン　Ｌｖ76」……確かに魔物娘なのかもしれない。だが男子高校生的には決して認められない、絶対だ！

　蜥蜴とかげ人間――身体からだは蜥蜴、顔も蜥蜴？　いや、雌メスも居るようだ。だから何？　顔が蜥蜴じゃん！　身体も蜥蜴じゃん!!　何となく身体つきが女っぽいけど、どーしろって言うの!?　だって、全身鱗うろこだし？　ほぼ蜥蜴、２本足で立ってるし槍やり持ってるけど蜥蜴。

　うん、寧ろ恐竜っぽい。そこには男子高校生的な魔物娘の要素は皆無だ、夢も希望も皆無だ。全員皆無にしてやるーっ！

「もう、お家に帰るーっ！　こんな迷宮もう嫌だ、帰るったら帰るー!!」

　駄々ってみた。うん、精神年齢も皆無になりかかっているようだ。

　辺り一面に霜が降りててマジ寒い。超冷房状態まで温度魔法で温度を下げて、同時に氷魔法で凍らせていく。だって蜥蜴だし？

　動ける奴も超鈍足スローモーシヨン、半分以上は動けもしない。

　まったく、２回もだ、２階続けてだ！　インプで期待を持たせてアレで、今度は顔が蜥蜴の恐竜娘とか怒るよマジでっ！　容赦なくジト目な白銀の甲冑の人と狩り捲くる、狩り捲くりだ！

　だって成分の99％蜥蜴のリザードマン（♀）……何ど処こで需要が有るんだよ!?　誰が求めてるの？　爬虫類コレクターさん、それとも恐竜フェチ？　要らないよそんな需要フエテイシズム、必要ないよ！　今は甲冑嗜好フエチ問題で大変なんだよ！　特に目のやり場的に！

　寒い中を魔石を回収し、75階層へ。ボスさんだ、階層主フロアマスターだ。やっと四分の一、純情な感情までも行けていない、純情な感情は66Ｆなのか67Ｆなのか？　66階の三分の二地点だと測量が必要そうだが、まあ辿たどり着いてから考えよう。だって、当分先だし。

　少し休憩したかったけど寒い！　下は酸っぱいし、ここは寒いし、どんな迷宮だよ！

　酸っぱい迷宮ダンジヨンって……まあ、文句は口には出さない。だって、後ろに元管理責任者が居る！　そして、酸っぱくなってる原因を知られている！　うん、言ったら多分、怒られる。しかも滅め茶ちや無言で!!

「75階層、四分の一制覇だーっ！　残り四分の三……って嬉うれしく無くなってきた！」

　そして階層主フロアマスター「キメラ（全種）　Ｌｖ１００」。ってキメラさんさー？　何のキメラか知りたいのに全種ってズルくない!?って言うか完全制覇コンプリートしたの？　コレクターなの？

　まあ、生き物が全種とかだったら超巨大生物になってる筈はずだし、種類が全種なんだろう……でかいけど。




　全長は何かの尻尾まで入れると10メートルはありそうだ、背だって俺の倍近い、３メートルはある。体は熊っぽいが、脚は虎か獅し子し、だが６本は有る、羽は何だろう？　顔は猿、爺じじ臭くさい猿顔だ。それに腹部からは虫っぽい脚が生えて蠢うごめき、尻尾は蠍さそりだな？　背中に鱗があって爬虫類、そして両肩から犬か狼の顔が出てる、馬とか羊とか鼠ねずみとか色々居ないけど全種？　どっかに居るんだろうか？　ヌコとか!?

　剣けん戟げきが弾はじけ飛び火花を散らし、白光が空を舞う。白銀の甲冑のスケルトン委員長な元迷宮皇と戦えているのだ、このキメラは相当強い。だが劣勢だ、ギリギリで戦っている、キメラは全開だが、スケルトン委員長さんは未いまだ底が見えていない。後ろから殴る。




　近づくと危険だから『樹きの杖つえ？』を伸ばす、20メートルくらいで良いかな？　いつの間にか『重力』魔法になった、元斤量さんで思いっきり重くして叩たたき付ける！

　キメラは振り返る余裕なんて無い、こっちを構う余裕なんて在るはずが無い、前方から舞い荒れる白銀の剣けん閃せんを受けている。だから後ろから殴る。

　尾で支えながら後ろ脚で直立し、10本以上に増えた手や羽まで使い、瞬速の剣戟と撃ち合い斬り合って凌しのいでいる！　後ろから殴る。

　どちらも一歩も進めない、だが一歩も退がらない。打ち払い、撥はね飛ばし、斬り結び、激しく叩く。後ろから殴る。

　お互いに攻撃が決まらないまま、速度だけが上がって行く。後ろから殴る。

　お互いの身体の前に、火花の壁が在るかのように撃ち合い続ける。後ろから殴る。

　何本の剣が舞い、何本の手足が迎え撃っているのかもわからない。後ろから殴る。

　攻撃の数が、剣戟の数が、あまりの数に音が一つになる程の応酬。後ろから殴る。

　遂ついにお互いが半歩だけ前に出る、決める為ために、決めさせない為に。後ろから殴る。

　死んだみたい？

「うおおぁーっ、ジト目が刺さったよ！　何、今の物理的にチクってしたよ！　これって精神攻撃スキルなの、ジト目って物理攻撃だったの!?」

　チクチクと刺さるジトに気付かない振りをして戦利品をチェックする。うん、まだチクチクしてるんだよ？　えーと、魔石と腕輪……また献上品？

　今回はシンプルなデザインの腕輪で『魔獣の腕輪　全能力上昇』……え？　全能力の指定範囲もわからないけど、効果が『上昇』だ。今迄までは『％アップ』とか『増大（大）』とかだったのに今度は上昇。うん、統一しようよ、分かりにくいよ！

　基準が違うから比較検討が全くできない。

　まあ、最初から基本的に分かっていない……特に自分のステータスの意味とか、意味が在るのかとか？　ある意味、俺をおちょくってるのステータス!?　とか？　みたいな？
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　三度目の戦闘、ここで足止めされている。その体たい軀くの強きよう靱じんさに兇きよう悪あくな膂りよ力りよくと野獣の俊敏さを兼ね備えた脅威、人狼ウエアウルフに。でも数は削り続けてきた、残りは20頭程度。今度こそ絶対に行ける、この向こうに、遥はるか君が居る下層に！

「横列陣！　間を空けないで、防いで！」

「遊撃出るわよ！　絶対に下に行くんだから!!　邪魔をするなあああーっ!!」

　島しま崎ざきさん達の焦りは狂気と化して人狼を斬り刻む、獰どう猛もうな野獣を蹴りつけ穿うがつ圧倒的な蹂じゆう躙りん。形勢は一気に傾いた！




「今日はここでお泊りしよう。大丈夫だとは思うんだけど、一応拠点作っちゃおう」

「「「「は～い！」」」」

　やっと、やっと倒せた。Ｌｖ54の人狼ウエアウルフの群れを倒し切った、倒せた！

「ごはん係集合！　お肉出すよー、野菜早く切っちゃって」

「こっちは終わったよー、野菜回して下さい」

「肉だ。肉だ。焼いちゃうよー、お肉ー、肉だー」

　みんな怪け我がは大丈夫みたいだ、軽傷者は多数なんだけど体力茸も焼いている、大丈夫だ。ご飯は大丈夫……だと良いな？　うん、見た目は……頑張ってるんだけど……

「「「「腹減ったー、疲れたー！」」」」

　男子達もバテている。特に今回は絶対に逃のがさず確実に終わらせるために人狼ウエアウルフ達の群れを突破し、分断してから反転、そこから一気に前後で挟撃して機動戦からの反転包囲殲せん滅めつ戦に持ち込んだ。だからみんな走り回って疲れてる、だけどようやく倒し切った、やっと倒した。これで……これで下に進める。

　テントも張り終わったみたい、もう駆け回って疲れ切ってる男子達からご飯を食べさせて休憩させよう。とにかくご飯だ！

「やっと、55階層に行けるんだね？」

「「「「長かったよー、狼おおかみさんしつこかったー！」」」」

　実際、54Ｆだけで丸２日も掛かっている。そして、これからもっと敵は強くなっていく。でも行くしかない、どんなに時間が掛かるとしても、どれだけ魔物が強いんだとしても。だって遥君は最下層の魔物達と戦いながら、たった１人で上を目指しているはずだから、だからせめてお迎えくらい行きたいの。それが、みんなの思い。

　島崎さん達は遂にＬｖが90台になった、独走状態で上がっている。ずっと経験値が分配されている、つまり使役者の遥君はずっと戦い続けている。

　たった１人で。下層の魔物達と戦ってる。たった独りで上を目指して……

　そして夜、寝る前のミーティング。って言う名の女子会……って言うか男子は空気？

「下層の牛さんは『スパイク・バッファロー　Ｌｖ55』だったよね？」

「結構な群れだよ、しかも棘トゲ々トゲ付き暴走角つの牛軍団だよ！」

「55Ｆは階層主が居ないから、通常の分隊パーテイーで各個撃破からで良いよね？」

「うーん、また孤立して大騒ぎとかならないかなー？」

　それが怖い。ウェアウルフとの初戦は分断されて、救助に追われるまま防戦一方に追い込まれた。そのまま立て直しが遅れて、損耗させられて退却を強いられた。

「先に防御陣を敷いちゃってから、分散したら？」

「え～っ、囲まれちゃうよ～？　動かないと一気に～？」

「でも、足速そうだよ、あの牛？　防御陣は突撃の的になりそう!?」

「「「「うわっ、それは嫌だー！」」」」

　次の55階層は牛の群れ、またもや群れ。集団戦でぶつかり合うよりは各個撃破で数を減らしたいんだけど、だからと言って不用意に分散するのも危ない。

　それにしても、もう１か月だ。でも戦い始めて半月ちょっとくらいかな？　それでも、みんな戦闘慣れしてきている、だから作戦の理解が早い。

　ちなみに完全に空気の男子達も、いざ戦闘が始まると作戦を理解し的確に動く。だけど会議だと……完全に空気。

　小お田だ君達のオタ班は、防御からの後の先を取ることに特化しているから、防御力と逆撃からの行動速度は凄すさまじい……だけど、会議だと空気。

　柿かき崎ざき君達の莫ば迦か班は……莫迦班って、なんで自分達で名乗っちゃうのかはともかく、臨機応変で変幻自在って感じで、好き勝手に動いてる様で陣形を常に直感的に理解し、的確に攻守で連係して対応するけど……会議だと空気、って言うか聞いていない！

「「「「ねー、男子の意見は無いのー？」」」」

「え？　えっと……来たら応戦で、来なかったら各個撃破？」

「相手任せでいいじゃん？　その時その時だろ、あっちだって勝手に動くんだし？」

　作戦能力が……小田君達も柿崎君達も得意な形が絶対的、それでいて柔軟で機転が利くから基本的に出たとこ勝負。

　逆に女子組は作戦や陣形が崩れると弱い。綿密に予定して得意を組み合わせて連係すれば強い、だけど組み合わせが難しい。防御型や一撃離脱型、そして後衛型が多いから布陣が無いと危険だ。それで作戦が決まらない。毎回決まらず私が丸投げされちゃう！

「今回は突撃牛さんを往いなして削る、斜行陣に持って行きたいんだけど？　人数的にいけるかが結構微妙なの……」

「うーん、受け流す前衛の数は足りるかな、結構な集団だったよね？」

「うん、80匹以上って聞いたけど……牛だから厚くしないとヤバいよね？」

「かと言って密集すれば流せないし、広がっちゃうと突破されかねないのかー」

「「「うん、左舷が薄いんだね!!」」」

　いや、弾幕は張らないから。

「だから受けずに斜行で流しながら牛の群れの後方から追撃して、できれば半包囲して一気に殲滅。逃げられて反転されたら、また斜行で逸そらす感じ？」

「「「「それって……闘牛士マタドールなの？」」」」

　うん、闘牛士マタドール作戦だ。正面からの突破が得意そうな牛さんの突撃を正面から受けず、斜めに流しながら削り取り、無防備な背後からの追撃戦で安全に壊滅する作戦。

「だとしたら陣形が長く延びるから、厚みのある深い防御陣は組めないね？」

「流した後の追撃も考えると後衛の場所取りがねー？」

「後方から追いかけての移動も考えると……後部に集中ですか？」

「だったら脚狙いで倒しちゃえば、仲間に踏まれて轢れき死しするんじゃない？」

「言ってくれれば斬り込むわよ！　私達たちは早く……あいつは独りで！　だから何でも言って、私達は大丈夫だから!!」

　なんだかもう女子会と言うには殺伐としてるけど、やっぱり女子はお喋しやべりしながらじゃないと策案も理解もしにくい。

　男子達は未まだ終わらないかと重たい空気になってるけど、ここにいるみんなの命は全部が遥君が命まで捨てて守った、だから私も守りきる。

　絶対にみんなが無事でお迎えに行かないと意味がないんだから。

　そうじゃなかったら、とっくにみんな突撃戦を始めているだろう。

　まだ54階、遥君はもっともっと下に居る、もっともっと過酷で残酷なところで、それでも１人で必死に戦いながら上を目指している。

　今の私達がＬｖ80とか90の魔物の群れと出会ったなら、きっと一瞬で全滅する。

　そんな処ところで、もっと下層で１人で今も戦い続けている。

　本当はすぐに駆け付けたい、だけど私達はまだ弱くて辿り着けない。

　だから一つでも下の階に迎えに行く、みんなで一緒に……おかえりって。
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　ドロップ品の『魔獣の腕輪』は俺が貰もらった、ジト目を物理的に突き刺す甲かつ冑ちゆうの人が要らないみたいだし、後ろから殴ってただけだけど、一応俺が倒してるし？　多分？

　ただ『魔獣の腕輪　全能力上昇』の全能力上昇の指定範囲が心配だ、『にーと』とか『ひきこもり』とか『ぼっち』とかまで上昇しちゃうんだろうか？

　悩みつつ74Ｆ。未だ視線ジトジトがチクチクしてるけど74階層だ、上では「メタル・スコーピオン　Ｌｖ74」が待っている！　まあ、ピクピクしながら引っ繰り返ってるけど？

　鈍く輝きを放つ異形、「メタル・スコーピオン」は金属製の蠍さそりさん、当然毒持ちだ。

　本来の蠍さんは実は見た目の割に柔らかい、あれは別に甲羅とかじゃないから圧おし潰せば死ぬ。だけどメタル・スコーピオンだから外殻が金属製だ、固そうだ、あれは潰れないだろう？　だから燻いぶしてみた、現在進行形で燻し中です。

　だって蠍さんって蜘く蛛もだから？　うん、蜘蛛さんの仲間、だから仲間外れにしたら可か哀わい想そうだよ。ちゃんと蜘蛛さんとお揃そろいで燻さないと、異世界迷宮で深刻な差別問題が生じる恐れがあるんだよ！　うん、これで蜘蛛さんとお揃いだ、同じように引っ繰り返ってピクピクしてるし？　差別は防がれ仲良く死亡したようだ。

　暗い階層の中で薄明かりを弾はじき返し、燦さん然ぜんと輝く白銀の甲冑姿が大剣を蠍の頭部の隙間に突き立てて、次々に剣けん閃せんを燦きらめかせて華麗に切断してまわる。

　その後ろで黒いフードの男が延々と煙で燻している？

　うん、気にしたら負けだ！　称号にーと的には働いても負けみたいだ？

　魔石も集め終わり、73Ｆに行く前のお楽しみ。そう、隠し部屋訪問だ！って、余り楽しかった記憶が無いんだけど？　うん、特に異性の好感度的に？

　宝箱さんには鍵は掛かっていない……一体いつ使うんだろう、マジックキーって？

　中からは『絶耐のグリーブ　完全耐性　全魔法・物理攻撃衝撃耐性増大（大）』、筒グリーブ？　グリーブって……あッ、甲冑の脛すね当あてだ、西洋鎧よろいの靴はサバトンだったから、その上に着ける膝までの部分がグリーブgreaveだよ、古フランス語で向う脛や脛当てを意味するグリーブさんのようだ。西洋甲冑だからジト目甲冑委員長に見せたけど興味ないみたいだ、黒いから？　白銀じゃないと嫌なの？　ビジュアル重視なの!?

　まあ、女子だから譲れないものが在るのだろう、白銀の甲冑には『完全無効』が付いていて、更に『全強化』が有るんだから全く必要性がないのかもしれない。

　でも、これって俺の『皮のブーツ？』に入れられるんだろうか？

　えっと……入った、複合されたよ！　ありがとう宝箱さん、これって実は好感度の次に欲しかった物なんだよ！　うん、『完全耐性』で衝撃まで緩和され、更に『全魔法・物理攻撃衝撃耐性増大』。つまり今度から『衝撃耐性』＋『衝撃耐性増大（大）』で墜落が楽になる！　これで、激突も安心だ！

　でも、それって楽になって安心して良いのだろうか？　でも落ちる。うん、ぶつかるし？　だったら痛くない方が良いよね？　だって痛いし？　うん、痛いんだよ。

　ちょっとだけ突撃戦で全速衝突してみたくなったけど……次って亀だ？　止やめておこう、だって滅め茶ちや痛そうだ！

　亀さんだ、大きい亀さん。顔は鰐わにで鰐亀っていう奴やつなのかな？　でも「リフレクト・タートル　Ｌｖ73」が、だだっ広い通路に４匹で縦に並んでる。これはぶつかりたくない、だって一軒家くらいの巨大亀……奥にもうじゃうじゃ、これに衝突？　痛く無くなったって言われても痛そうです、嫌です。

　鰐顔さんは鰐亀では無い様だ。鰐亀だったらアリゲーター何とかタートルって、名前がもっと長かった気がする。ただの亀？　頭鰐っぽいよ？　鰐顔なだけなの？　でも、牙が有るけど？　あの、何とかは何だったっけ？

　そんな事より、リフレクトだ。反射リフレクトだ、まさか反響リフレクトじゃないだろう？　下に居た猪いのししさんのミラーとどう違うんだろう？　だけど『魔法反射』を持っている、ならば反射なんだろう。リフレクトで反射な大きな亀さんだ、夜道も安全だ！って魔物が交通安全!?　いや、どう考えても危険はお前だよ、交通より魔物だが危険なんだよ！

　巨大な亀さんの右前脚の手前に魔法で穴を作る、そして左前脚の脚下にも魔法で穴を作る、さらに右後脚の下にも魔法で穴を作り、左後脚の下に魔法で穴を作りました。

　はい、動けません。

　動けない亀さんの頭を叩たたく。亀さんなのに頭を引っ込められないみたいだから、ずっとずっと叩く。

（グガアアアアアアアアアーッ）

　嚙かみ付こうとしているが、ここまでは届かない。うん、樹きの杖つえは伸ばしてるし？

　でかいから通路を塞いじゃっている、だから後ろのリフレクト・タートル達もこっちには来られない。だから叩く。

（ポク！）（ポク！）（ポク！）（ポク！）（ポク！）（ポ……）（バシュッ！）

　横から甲冑の人が首を切り落としました、待ちきれなかったの？　その亀さん『斬撃耐性』持ってるのに、何で斬っちゃうの？　まあ、良いんだけど……時間短縮だし？　実はせっかちさんだったみたいだ。

　そして次のリフレクト・タートルがやって来て、そしてまた右前脚の下に魔法で穴を作り、そしてまた…………

　地道な作業だ。

（ポク！）（ポク！）（ポク！）（ポク！）（ポク！）（ポ……）（バシュッ！）

　全滅です。結局でかいのに12匹もいた、巨大な亀のせいで何かこの階だけ迷宮が狭い気がしてたけど、いないと広々だった。

　魔石も大きいが、これって大きい方が高いんだろうか？　大金なの？　大きなお金だったら嫌だな？　でも、買い取りの窓口まで……後72階。

　うん、隠し部屋も無いみたいだし上を調べよう。天井に覗のぞき穴、何回覗いても楽しくない覗き穴。

　梱こん包ぽう魔法から昇進した掌握魔法は操作感も違いもわからない。天井を掌握して土魔法で穴を開けていく……枯れ木？

　楽しくなかった！　だって「トレント　Ｌｖ72」って木だ、一体ローアングルからこっそり木を見て何を楽しめと!?

　魔法特化で魔法攻撃と完全魔法耐性持ちのトレント、しかも斬撃や物理にも耐性を持ちながら木のくせに『斬撃』とか『刺突』とかまで持ってる……まあ、俺も木の棒で斬ってるから突っ込みを入れるのは自粛しよう、だって言う前からジトられてるし？

　焚たき火びだ、焚火だ、焚火……って、熱いよマジで！

　良く燃えてます。まあ、枯れ木だしね？　迷宮の賑にぎわいだ……燃えてるけど。あと、ジトられてるけど？

「いや、木だし？　枯れ木っぽいし？　だって、魔法耐性だけあっても、『空歩』で上から油撒まけばいいだけだし？　焼くよね？　焼けと言わんばかりの枯れ木の魔物なんだよ？　振られてるんだよ、強いられてるんだよ！　うん、焼くよね？　熱いけど」

　菜種油、オリーブオイル、ごま油、各種油をよくかけてから放火しました。

　皆さん燃え尽きました。

　でも油は勿もつ体たいなかったよ、あんまり売って無いんだよ？　高いし。消費量を抑えるために空中から霧状に噴霧してから着火したら爆発状態で吹っ飛ばされて痛かった！　そう、これは復ふく讐しゆうの炎なんだよ！　まあ、真犯人は木トレントじゃなくて炎の方なんだけど。

　魔石を回収し、ジト目成分も補給しながら隠し部屋に……熱いな？

　隠し部屋の中ではでっかい枯れ木な「エルダー・トレント　Ｌｖ72」が盛大に燃えている……まあ放火したんだけど。

　やっと燃え付きた。宝箱と魔石と『エルダー・トレントの杖：【魔力制御上昇】魔法力50％アップ　属性増加（大）』、ドロップ品のようだ。魔法の杖って感じだが『殴り心地感アップ』とかは無いんだろうか？　だって、杖に一番求められる能力は打撃力なんじゃないの？　剣なんかだと『攻撃力アップ』とかあるのに、杖は魔法ばっかり？　撲殺用兵器だよね？　杖って？　だよね？

　そして宝箱には、なんと伝説の完全回復薬！って言う名前で茸きのこが入ってる……うん、とても見慣れた茸だ。アイテム袋に入れたら一瞬で見分けがつかなくなった……




[image: ]

　32日目？　最果ての迷宮　72Ｆ




　ジト目甲冑委員長さんは杖はいらないみたいだ、『魔神』とか凄すごい魔法付いてたけど魔法より剣なの？　脳筋キャラになっちゃうよ？　莫ば迦か達が懐いちゃうよ？　莫迦が感う染つっちゃうと悲しいことになっちゃうよ？

　杖の効果はかなり良い物だから『樹きの杖？』に複合しておこう、『エルダー・トレントの杖：【魔力制御上昇】魔法力50％アップ　属性増加（大）』って、魔法職ならチート武器だよ!?　でも今のところ……落とし穴が早く掘れたり、燻した煙が上手に送れたり、お魚の冷凍が早くなったり？　なんか、効果が微妙じゃない？　うん、撲殺力アップが欲しいよねー？

　大体この迷宮って魔法無効とか、魔法反射とか持ってる魔物がやたらと多いんだよ！　その癖、物理無効とかまでごろごろ居たし攻略不可能なんじゃないかな、普通？

　上階に居たのは「ワー・パペット　Ｌｖ71」、完全武装の人形さん達だ。戦争する気らしく、大きな丸い盾と長い槍やり、甲冑を着た重装歩兵が沢山……ファランクスだ。

　ファランクスとは大盾を持った槍そう兵へいをメインとした重装歩兵による密集陣形で、重武装集団が一丸となって攻撃するファランクス戦術は会戦において凄すさまじい威力を発揮したと言う。前方の敵に対しては攻守共に非常に強力な戦術だが――古いよ？

　確か古代ギリシャとか、古代マケドニアが使ってたんだよ？　パペットさんは衝撃耐性があるから下に落としても無駄そうだから71階層へと上がって行く。だって、人形を燻しても凍らせても意味ないし、火炎魔法耐性も持ってるし？　それに人形だから麻ま痺ひも毒も効かない。

　だから71階でジト目甲冑委員長さんと２人で並び、ファランクスの突撃を待ち受ける。土煙をあげ地を震わせて駆けて来る重武装の兵士達、前面には槍やり衾ぶすまが隙間無く槍先を揃えて突き出されている、満遍なく敷き詰められて一片の隙間もないし、切り込むこともできない槍先の壁が向かってくる。

　そして、落ちた……うん、転んで落ちて押し重なって積み重なり押し潰されていく。

　だってファランクスって広い平へい坦たんな場所でしか使えない戦術なんだよ？　確かに迷宮の中なら狭いから迂う回かい攻撃はされないけど、魔法で堀を掘られたら、突っ込んで落ちるしか無いよね？　狭いからこそ密集した大軍の通り道が１箇所しか無いんだから？

　うん、絶対に突っ込んで来るんだから掘っちゃうよ？　そして堀の中の油に火をつける、魔法じゃないから燃えるよね？　火炎魔法耐性だし。

「勿体ない、揚げ物しようと思って油を買い集めてたのに。唐揚げ食べたかったのに、もう半分無くなったよ？　だから火攻めは嫌だったんだよ」

　ぶつぶつ独り言と愚痴と文句を言いながら、魔石を集める。ジト目甲冑委員長さんは珍しく感心した様に、戦況を見つめていた。今もジト目では無い様だ。うん、ちょっぴり寂しいものがある。




　次は70Ｆ、またボスさんです。えっと「オルトロス　Ｌｖ70」って、あれ？　Ｌｖ70？　今迄までは５階層刻みのボスさんはＬｖ１００だったよ？　あれって75Ｆからの仕様だったのだろうか？　上から来てないから流れがわからない。まあ、双頭の犬オルトロスです、でっかいです。確かケルベロスの兄で頭１個少ないでかい犬だ。

（ザクゥッ！　バシュゥッ！）

　白銀の甲かつ冑ちゆうが迷宮を華麗に舞い、銀ぎん閃せんの弧を描く双刀が牙をむく巨大な双頭を切り落とす。うん、お酢は未まだ結構残ってるんだよ？

　魔物が犬、狼おおかみだとお酢で済むから助かる。油がヤバいんだよ、結構高いし、量もあんまり手に入らなかったのに残りは半分。

　だって揚げ物用に残しておきたいんだよ！　貴重なんだよ！　唐辛子と胡こ椒しようは絶対に駄目です。

　俺の出番はお酢をウォーターボールにして、オルトロスの鼻に叩き付けて終わりだった。オルトロスは頭が二つ有るのに前足は２本、二つの頭の二つの鼻を２本しかない左右の前足で押さえちゃうと巨体でも頭が地面についてしまう、伏せだ。そりゃー、ジト目甲冑委員長さんに頭を切り落とされるよ？　うん、無防備過ぎだよ。

　いい感じだったな。『エルダー・トレントの杖：【魔力制御上昇】魔法力50％アップ　属性増加（大）』を複合した効果だったのか、お酢ウォーターボールのスピードも速かったしコントロールもばっちりだった。避けても追いかけるし、魔法力の50％アップと魔力制御上昇は効果抜群みたいだ。

　多分『マジシャンズ・グローブ　魔法操作増大（大）ＤｅＸ30％アップ』の効果も有るだろう、それに比べて『矛盾のガントレット』の出番はいつ来るんだろう？

　そして『マジックキー』はもう完全に忘れられただろう、『トラップリング』も手に入れてから罠わな見かけないんだけど……探してるのに？

　これって結構アイテム・チートでいけるんじゃないか、とか思ってたけど出番すらなかった。どうやら異世界迷宮でお酢を投げる係だったようだ？

　しかし、こっそり練習してるのに……『矛盾のガントレット』の左手で「くっ！」って？　物理魔法攻撃無効化で「ぐあああぁぁっ」ってする練習してるんだよ？

　さて、魔石とドロップ品は『服従の首飾り：【強制的に絶対服従される首輪】』…………

　うん、見なかった事にしよう。そうしよう。決定しました！

　だってこんなもんジト目甲冑委員長さんにもあげられないし、持ってるだけで俺の好感度さがっちゃうよ!?　使役問題で既に地底よりもかなり下がって迷宮化しちゃってるであろう俺の好感度さんが、更なる下方修正が垂直落下で下がって行ってるよ！

　きっともう俺の好感度は地下１００Ｆとかじゃ見つからない位に深く深く下がって、そろそろ温泉とか掘り当てちゃいそうだよ。




　そして遂ついに60階層台、69Ｆだ。相手のＬｖも下がってＬｖ69だ、って勝てるかそんなもん！　迷宮の最下層で戦ってもＬｖ20にもなれないんだよ？　やっと、Ｌｖ15を超えたって大喜びしてるんだよ？　空気を読まない迷宮に文句の一つでも言いたいところなんだけど、後ろの元迷宮責任者の人が怖いから黙っておこう。

　梟ふくろうさんだ、「スリープ・オウル　Ｌｖ69」。今大人気の癒しの梟さん、梟さん達たちに囲まれてふわふわモコモコで寝られるんだろうか？　可愛かわいい、動く系羽毛布団さんなんだろうか？　でもきっと寝たら突つつき殺されるんだよ？

　だって、この世界の魔物に癒し要素とか、魔物娘要素とか一度もあった事が無い。だが美人セクシー魔物娘の群れとか出て来たら、それはもうキャッキャウフフと囲まれて、絶対に満面の笑みで殺される自信がある！　どうしたものだろう？

　スリープ・オウルは能力スキルに『動態感知』を持ち『魔法回避』で避けるようだから長距離攻撃は無理そうだ。武技は『フェザー・カッター』だから、上空からの空中浮揚ホバーリングで囲んで、一斉発射で切り刻まれるのだろう。全く癒し感の無い攻撃だった！

　必殺技が「ふわふわ梟さんとモコモコお睡ねむ」とかだったら引っ掛かりそうなのに？

　この梟さんは『催眠』効果も持っているが、ジト目甲冑委員長さんは寝ないし耐性だって完全だ。俺も耐性だけは完全だし、そろそろ説教耐性も取れそうだ！　うん、地上に出たら説教耐性がもの凄く鍛えられそうだ！　急に上がりたく無くなって来た……正座耐性も必要そうだな!?

　そしてスリープ・オウルさんが空から囲んでくる、でかくて可愛くない、敵決定だ。頭上で梟達が空中に停止すると一斉に羽根を飛ばしてきた、この攻撃がフェザー・カッターだ。うん、思った通りだ。

　空中浮揚ホバーリングしている。だから停とまってる梟さんの更に上まで空歩で駆け上がり、アイテム袋から岩を取り出して投げ付ける。ふっ、対オタ用決戦兵器『岩石メテオ』の熱くないバージョンだ。オタ達に投げつける為ために落とし穴を作ったりした時の岩をずっと溜ため込んでいたんだけど、練習も必要だろうと梟さんに投げ付けて叩たたき付ける。

　スリープ・オウルはフェザー・カッターで攻撃する時、必ずホバーリングして停止する。そして、フェザー・カッターは上空から地面に、つまり下側にしか攻撃できない。

　だから上から岩を投げつける。当たれば落ちる、落ちればジト目甲冑委員長さんに斬られる。吹き荒れるフェザー・カッターの雨もジト目甲冑委員長の斬撃の傘は通らなかった、雨の日も安心のようだ。

　迷宮の魔物は武器は落とすのに、素材は消える。梟さんの羽毛布団は無理のようだ。

　しかし、迷宮みたいな狭い所って魔物の方が不利なのに、何でひきこもってるの？

　だって『ひきこもり』が迷宮を探検しているのに、魔物が迷宮にひきこもるなんてどう考えても称号がおかしいよ？　あげるよ？　マジで？

　うん、きっと要らないと思うけど？　あげたいのに誰も貰もらってくれないんだよ？　まあ、ひきこもりの効果で迷宮が守られても困るんだけど……あげたいな、マジで！

　魔石も拾い終わり、隠し部屋を覗いて見よう。

「ああっ!?　梟を使役して肩に止まらせたり何かしたら魔法職っぽかったのに！って言うか大人気魔法使いの映画でも主人公の使い魔は梟だったよ。それなのに俺は使い魔が『ビッチ』って聞いた事無いよ！　映画化されないよ！　女子高生使役した時点で上映禁止な発禁処分だよ！」

　うん、梟さんが良いなー？　ビッチと交換できないかなー？　５匹ほど。
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　遠い、隠し部屋までが遠い。だって、隠し部屋って『地図ＭＡＰ』のスキルで見えているから全く隠れていない。だから、迷宮だけど全然迷わない。なのに……遠い！

　やっと無駄に遠い隠し部屋に辿たどり着くと中には巨大な梟さん、って言うか部屋いっぱいの巨大梟？　うん、これは使い魔にはいらない、肩に乗せたら脱臼処どころの話じゃない！　踏みつぶされちゃうよ？　これは肩に乗せるって言うより、俺が捕まえられた獲物みたいになっちゃうよ？　しかも、そのまま食べられそうだ!?　獲物だった!!

　うーん……「ジャイアント・オウル　Ｌｖ69」。

　いや、言われなくてもジャイアントなんだけど、そんなことよりも問題はどうやって隠し部屋の中に入ったんだろう？　入り口より身体からだの方が数倍でかい。入ってから成長して、出られなくなったの？　だって、罠にもなって無いよ？　中で詰まってるから？

　中で身動きがとれないジャイアント・オウルを呆あきれ顔のジト目甲冑委員長さんと２人で突き刺し続けて倒した。魔石になるまで中に入れないから、ここでお食事休憩だな。

　パンとステーキ。

　と言うと、素敵なお食事みたいだ。乾パンと炙あぶった干し肉。村人Ａさんの謎のアイテム袋は長期保存にも向いている様なんだけど、実際にどの位持つのか分からない。だから中身は雑貨屋さんで購入した保存食ばかり。飽きる、早くお外で食事したい。

　ようやくジャイアント・オウルの死体が消え、でっかい魔石と宝箱。もちろん鍵なんか掛かっていない……しかし魔石になるまでの時間の差は何なんだろう？

　中身はブーツだ、『吸着のブーツ：【壁や天井に立てる】』？　うん、空歩と組み合わせれば便利そうな気がする、だけど今まで役立ちそうだと思ったアイテムはみんな出番が無い！　だって、この宝箱にも鍵掛かっていないんだよ？　一体『マジックキー』って何だったの!?　しかも『トラップリング』を身に着けてから１回も罠を見てない。絶対、『吸着のブーツ』も出番はこれで終わりだろう。きっと出落ちに決まっている！　そう……一生懸命練習したアレの様に！

　ジト目甲冑委員長さんはいらないって言うから『皮のブーツ？』に入れて試したら、ちょっとだけクッションとグリップが良くなった？　ちょ、実はそれが一番重要じゃん!!　靴的にそれが本命だよ!?　そこ大事なとこだよ！　もっとアピろうよ、そこ!!

　駆け回って試してみたが流石さすがにハイテクスニーカーとまではいかないけど、普通のスニーカーより良い気がする。クッション性はそれなりだがグリップが凄すごい、これって動きやすいよ!!

　だって現代人からしたら異世界の街で売っている革底靴とか靴裏に鉄板の補強をした靴とかって滑るし踏ん張れなくて疲れる、一番良かったのが縄みたいな靴底なんだよ。

　吸着のブーツの売りはグリップ感とクッション性だ。これ売ってたら絶対、買うよ。




　どうせ見ても楽しくない68Ｆの魔物を覗のぞいて見よう。

　うん、期待しちゃ駄目なんだ。期待すると逆にダメージが大きくなるんだよ！

　だって、ローアングルからグールを覗いちゃったんだよ？　あれからトラウマなんだよ。グロくて……腐ってたよ！

　68階層には「アクセル・ゴート　Ｌｖ68」で、山や羊ぎさんだ。もふもふシリーズなの？

　つまり加速するもふもふ感？　いや、正直結構眠たいんだよ、仮眠しかしてないし？

　あんまりモフモフされると寝ちゃいそうで、スリープ・オウルさんでも充分に眠気を誘っていたのに今度は羊。いや、山羊だけどさー？　数えてたら寝ちゃいそうだが結構いるなー……70頭くら……い？　み……たい……な……

　うをおおっ、危ない！　スキルには無いのに催眠攻撃だよ、ジト目甲冑委員長さんに突つつかれなかったら迷宮の床で寝ちゃってたよ。危ない、やはり迷宮は危険がいっぱいだ。

　やっぱり加速アクセルで突進してくるのか『衝撃耐性』を持っている、だとすると落としても効かない。１頭ずつ落として各個撃破という手もあるが、時間が掛かるしＬｖ68は１対１でも充分に危ない。

　そして、やっぱり草しか食べないのか心ばかりの麻ま痺ひ茸きのこと毒茸の差し入れも無視されてる。更に『魔法耐性』まで持っている、あのモフモフで防ぐんだろうか！

　うーん、Ｌｖ68の魔物の集団と殴り合いとか嫌すぎる。奇襲をかけて突撃しても『衝撃耐性』を持っているから崩せないかもしれない。と言う事はメテオもどきも使えない。

　火攻めには油が足りないと思う！　うん、勿もつ体たいない、唐揚げ食べたいし？

　突っ込んでくるだけなんだから空歩で宙を駆け抜け、そのまま上階に上がれそうなんだけどジト目甲かつ冑ちゆう委員長さんを１人で戦わせるのも良くない。なんだか普通に勝っちゃいそうだけど、それでもそれって使役者としてどうよ？　うん、俺の好感度が危ない！

　うわっ、角がドリル！　あの突撃とか絶対嫌だ、アルプスの少女が飼ってたのってこんなんだった？　一体アルプスの少女はアクセル・ゴートの群れを率いて何と戦ってたの？　あの家庭教師なの？　ドリルで抉えぐるのか……アルプスって怖いなー。

　思慮を重ね『衝撃耐性』だけで『斬撃耐性』が無いなら『空歩』で宙から剣とか槍やりとか投げつけようかと思ったりしたが……刺せるんじゃん!?

　天井に穴を開けメーメーと泣いてる山羊さんを下から刺していく。うん、難しく考えすぎた、問題は一気に殺やらないとスキルの加速アクセルで逃げられる。でも「メ～」って……「メ～」って鳴いてるよっ!?

　何な故ぜだろう、魔物を倒しきったと言うのに俺の心の何かが大損害ダメージだった！　これが迷宮の罠!?　実は精神破壊系トラップだったの？　マジ涙目だよ、ジト目甲冑委員長さんが背中をポンポンしてくれてるよ！　そのうち俺が甲冑さんに使役されちゃいそうだよ！

　でも、魔石はちゃっかり拾う。




　よし、67Ｆだ、遂に67階層。三分の一だ、きっとこの階の何ど処こかに純情な感情が在るのだろう。俺の純情な感情は山羊さんの断末魔の鳴き声で３００％ほど減少中で、好感度さんもきっと１００階層より深く沈んで、そろそろマグマの中に突入していそうだ……うん、吹き出したら大変だな！

　天井に穴を開けて覗いてみると「イーヴィル・アイ　Ｌｖ67」、あまり純情な感情は有りそうにないな。悪魔イーヴイルだし愛も無さそうだ。

　イーヴィル・アイは邪視と呼ばれる魔物で邪眼や魔眼とも呼ばれて、中学２年生に大人気なでっかい目玉の魔物さんだ。スキルが『索敵』に『感知』、『気配察知』に『視線察知』から『危機察知』まで有って『邪眼』や『魔眼』に『状態異常』に『即死』と『完全魔法耐性』って滅め茶ちや強い!?　１匹しかいないみたいだけど凄すさまじくない？

（ギロリ…………!?）

　わあああっ、こっち見た！　覗いてるの気付かれてる、目が合った！　あれっ、気配が消えちゃった？　おおーいっ、イーヴィル・アイさーん？

　疾走する、全速力で駆け、加速し、宙を蹴りつけ、67階に上る。絶対に殴る！　間に合え、一発殴るんだ！　絶対に許さない！　一気に階段を駆け抜け67階層に飛び込む。

　くっ……魔石になってる。

「どおおおおおおお言うぅ意味だよおおっ、即死って！　おいっ、『邪眼』と『魔眼』と『即死』効果で人を睨にらんどいてぇーっ、何でお前が即死してんのぉ―――っ!?　なに、なにが言いたいの!?　なんで目が合ったら死ぬの？　俺の目付きが邪眼より悪いの？　俺の目って魔眼より危ないの？　何でスキルに『即死』なんて持っても無いのにお前が即死してんだよ？　俺の目付き邪視より不幸なの？　即死しちゃう位に？って言うか、何死んでるの？　魔石になれば良いとでも思ってるの？　何で俺、魔物より危ない扱いなの！　大体お前、イーヴィル・アイって魔ま除よけとか御お守まもりのアクセサリーになってるじゃん？　なのに、なに即死してくれちゃってるの？　除けろよ！　守れよ！　ご利益無いじゃん！　寧むしろお前のせいで俺の心が不幸に成ってるよ!!　なんなのこの異世界の魔物の俺への扱いって！　目が合っただけなのに……俺って睨んですらないのに？」

　泣きながら木の棒で魔石を叩いてると、後から上がって来た甲冑委員長さんにポンポンと慰められた。この迷宮って俺の目付きをディスる為のダンジョンなの？　何なの一体？　俺は目付きをディスられる為に異世界転移してきたの？　それって何なの!?
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　そーだよ、俺は無罪だよ！　吃驚びつくりした、全くよくよく考えれば俺の着ている『マント？』には『魔法反射のマント：【魔法を反射する】魔法反射（小）』が入れて有る、だから『即死』が反射されたんだよ！　そうに決まってる！　俺の目付きのせいじゃ無いんだよ！　きっと、魔法反射だよ！　だって俺は『即死』とか持って無いし？　無いよね？　俺の目付きのせいじゃ無いんだよね？　絶対違うよね？　えっ、インプ？　インプの事は忘れろ！　俺の目付きのせいじゃ無いんだよ、絶対だ！　そう決めた、だから決定事項だ！




　そしてイーヴィル・アイは『イーヴィル・アイ』を残していた。意味が解わからない。




　何となくムカつくから叩き潰そうとしたら、後ろから甲冑委員長さんに羽交い締めで止められた。甲冑委員長さんは首を横にブンブン振っている、貴重なものなんだろうか？　なんか貴重でも高価でも叩き潰したい気分なんだけど？　マジで。

　ドロップ品は『イーヴィル・アイ：【魔除け。各種異常の御守り】邪眼　魔眼　洞察眼　慧けい眼がん』って、即死した奴やつに貰もらってもご利益が全く感じられないんだけど？　寧ろお前にお守りが必要だったんじゃないのかと問い詰めたいんだけど？

　甲冑委員長さんは『イーヴィル・アイ』を握りしめ、俺の目を指差してアピっている。なんだろう？　イーヴィル・アイが……俺の目？　俺の目が邪眼イーヴイル・アイ!?　ディスられている!?　甲冑委員長さんは味方だと思ってたのにディスっちゃうの!?

　首をブンブン振っているから違うみたいだ？　何か悩んでいる？

　こっちを見ながら、『イーヴィル・アイ』を指差す。

「えっと、イーヴィル・アイ？」

　ウンウンと頷うなずくと、俺の目を指差す。

「…………俺の目？」

　また、ウンウンと頷くと、イーヴィル・アイを俺の目の前に差し出す。

「え～、イーヴィル・アイは俺の目？　つまり『お前の目付きは邪眼イーヴイル・アイ』って事!?　やっぱりディスってるの!?　異世界迷宮で使役者虐いじめなの!!」

　甲冑委員長さんは地団駄踏んでる。やっぱり異世界で流は行やってるみたいだ、一応俺も一緒に地団駄を踏んでみると頭を抱えて苦悩している。

　難しい年頃なんだろう、だって永遠に17才なら永遠に難しい年頃だ。どうやら異世界迷宮の中でも17才問題は大変なようだ。

　それから延々とジェスチャーを続ける甲冑さん、どうやらイーヴィル・アイを俺の目に突っ込みたい様だ。

「イジメ？　俺、イジメられてるの？　ぐれちゃったの？　反抗期なの？　ナイフみたいに尖とがって盗んだバ……馬で走り出しちゃうの？　まあ、馬泥棒？」

　そしてまた２人で一緒に地団駄を踏む？　なんか地団駄が上う手まくなってきたよ、器用貧乏さんの効果なのだろうか？

　それでも諦めずにイーヴィル・アイを俺の目に入れさせようとする。何なんだろう？

「え～と、イーヴィル・アイを俺の目に入れれば良いの？」

　コクコクと頷いてる。入れれば良いみたいだけど目に悪そうだ？

「これを目に入れたら何か良い事が有るの？」

　思い切りウンウンと頷いて、何か謎の身振り手振りジエスチヤーをしている……無言劇パントマイム？

「ああっ！　目付きが良くなるとか？」




　思い切り目を逸そらされた……違う様だ……何故かまたポンポンされている。

　泣きながら取り敢あえずわかった事は、何か良い事が有る、そして目付きは良くならない！　それで邪眼になる。あれ？　何も良い事が無さそうだ!!　だが正直な話、甲冑委員長が俺に悪い事を勧めるなんて微み塵じんの欠片かけらの破片の粒程も思っていない。

　少なくとも甲冑委員長はそれが俺にとって良い事だと思っているはずだ、でなければ、こんなに一生懸命になる訳が無いんだから。言葉にできないのに必死で何かを伝えようと頑張ってくれている。

「うん、なにかわからないけど言いたい事はわかった？　良くわからないけど入れれば良い？　みたいな？　感じなんだよね？」

　こくりと頷き、こちらを見詰めている。なら、入れれば良い。

　最悪、片かた眼めが潰れても運が良ければ再生するかもしれないし、運は良い！　甲冑委員長さんの一生懸命な願いを無視なんてできるわけがない。それでどうにか成ったなら、成っただけの事だ。

　イーヴィル・アイを右目に押し込む。あれ、にゅっと入った……えっ、イーヴィル・アイはどこ行ったの!?　ええっ、あれれ？

　目はなんとも無い……あっ、『コンタクト？』に入ったの！　複合って奴？　だけどコンタクトは目に入ってて鑑定できないし、鑑定はコンタクトの効果スキルだから外すと鑑定自体ができない。

「確認って……あ！　ステータス！」





NAME：遥はるか　種族：人族　Lv：17　Job：--

HP：299　MP：318

ViT：275　PoW：276　SpE：316　DeX：311　MiN：325　InT：340

LuK：MaX（限界突破）

SP：1108

武技：「杖じよう理り Lv5」「躱た避ひ Lv3」「魔力纏てん LvMaX」「虚実 Lv9」「瞬身 Lv8」

「浮身 Lv3」「瞳術 Lv1」

魔法：「温度 Lv8」「転移 Lv4」「重力 Lv3」「掌握 Lv3」「四大魔術 Lv3」「木魔法 Lv8」

「雷魔法 Lv8」「氷魔法 Lv8」

スキル：「健康 Lv9」「敏感 Lv8」「操身 Lv5」「歩術 Lv4」「使役 Lv9」「気配探知 Lv2」

「魔力制御 Lv3」「気配遮断 Lv8」「隠おん密みつ Lv9」「隠蔽 LvMaX」「無心 Lv4」

「物理無効 Lv2」「魔力吸収 Lv2」「再生 Lv1」「至考 Lv2」「疾駆 Lv8」「空歩 Lv7」

「瞬速 Lv9」「羅神眼 Lv1」

称号：「ひきこもり Lv8」「にーと Lv8」「ぼっち Lv8」「大魔導師 Lv2」

Unknown：「報連相 Lv7」「器用貧乏 Lv9」「木で偶くの坊 Lv9」

装備：「樹きの杖つえ？」「布の服？」「皮のグローブ？」「皮のブーツ？」「マント？」「羅神眼」

「窮魂の指輪」「アイテム袋」「魔物の腕輪　PoW+39%　SpE+26%　ViT+19%」

「黒帽子」






　Ｌｖが上がってる。って、そこじゃなくてコンタクトさんが『羅神眼』になってる？

　あ、ステータスから鑑定できるんじゃん！　『羅神眼：【神羅万象も視みる心眼】神眼　未来視　魔眼　慧眼　写技　瞳術　？不明』って、なんか凄すごそうだ！　でも武技の『見極 Lv7』に、スキルの『看破 Lv2』と『千里眼 LvMaX』や『神眼 Lv8』が無い。

　あれっ、『見敵 Lv1』に取れたての『空間把握 Lv3』と『罠察知 Lv3』まで？　あっ『地図 Lv8』も無いし『写技 Lv5』も無くなってる！　代わりに『羅神眼 Lv1』に統合されたの？　う～ん……あっ、地図は見える、索敵って言うか見敵もできるし統合されてるみたいだ。そして邪眼も入っているのだろう……目付きがとても心配だ！

　そして、武技の『瞳術 Lv1』も『羅神眼』の効果なんだろうか？　術って言うくらいだから目付きを良くできるのだろうか？　でもまだＬｖ１だしな？

　あーだこーだとステータスを見ていると、甲冑委員長さんが木の棒を２本手に持ってこっちにやって来た、そして１本を俺に差し出す。

「受け取れって事？　木？って言うか棒？」

　ウンウンしてるので１本を受け取ると甲冑委員長はもう１本の木の棒を剣の様に構える。相変わらず静せい謐ひつで美しく圧巻だ、最下層で闇に操られていた時よりも別次元に凄まじい美麗な佇たたずまい。

「戦うの？　模擬戦って言うか稽古って言うかボコ!?　つまり立ち合いとか仕合とかいう名目の殴り合いな暴行傷害！って、虐めだった！　俺、虐められるの？　違うの？」

　イヤイヤ、ウンウンと話し合い、どうやら稽古らしい――だが、実力差を鑑みれば虐めより酷ひどいと言う噂うわさも有るが、名目上は稽古らしい。

　最下層でも打ち合って払い合えただけで奇跡的だった、闇から解き放たれた今では稽古にすらならないのに、一体何をしようとしているのだろう？

　それから延々とボコられた。木の棒と木の棒が打ち合うが見えない、見えない高速の木の棒ボコを躱かわし、視界から消える変幻自在の木の棒ボコを視る、そして打ち合う。

　それは目で見ても反応できない瞬速の木の棒ボコ、死角と錯覚を突いた見えざる多彩な木の棒ボコ、人の目では決して視認できない超速度の木の棒ボコ、回避不能な多種多様な木の棒ボコ、木の棒ボコ、木の棒ボコ！　うん、虐めだった！

　それでも伝えたい事はわかった、それは『羅神眼』。その効果と使い方、神眼、未来視、魔眼、慧眼、写技に瞳術の豪華なチートさん達たちの意味だ。

　神眼は見えない物まで見通す、死角が無いし隠せない。

　未来視は次の動きが見える、動くより前に動きの先が視える。

　魔眼は魔力の流れを見切る、魔力を纏まとう物の流れが解る。

　慧眼は見知する、見た物の全てが理解できる。

　そして写技は、見た技を写し取る。だから二度目は見切れる。

　これが在れば無敵で俺Tueeeなチートだ！　まあ、ボコられたけど？

　いや、無敵で俺Tueeeなチートより超絶チートなんだよ、あの人って？　だってマジで虐めだったよ！　虐めって書いてボコって読むんだよ、きっと!!




　だけど、これは使いこなすのは無理だ、慣れるのにすら相当な時間が掛かるんだろう。

　だけど、取り敢えず大体の事は見えれば何とかなる。だから便利だ、だからこそ甲かつ冑ちゆう委員長さんはそれを俺に身に付けさせようとした、これで俺が瞬殺される危険は大分減った。甲冑委員長さんも俺のＬｖが上がらない事に気付いて心配してくれていたようだ。だから、ありがとうの気持ちを込めて頭を撫なでると喜んでいた。

　でも、良く考えると俺ってボコられて虐められてたんだけど……犯人を撫で撫で？




[image: ]

　32日目？　最果ての迷宮　67Ｆ




　さて次は66Ｆだ、もう純情な感情は諦めた！　きっと純情な感情な魔物なんていないんだよ!!　だって普通は上から来るんだから三分の一って34Ｆだ。きっと残りの三分の二は純情じゃない感情な部分なんだよ。

　しかし、疲れた。今が何日かも分からない、今が夜か昼かも分からない。時間経過すらわからないのに、一体いつ休憩したらいいんだろう？

　延々と魔物達の群れを倒し地上を目指すより、甲冑委員長さんの虐めの方が過酷だったんで一気に疲れた。だけど60階層台でも魔物が強い、ほっとくと心配性な人達が下りて来てしまうだろう。

　莫ば迦か達も加わったし大丈夫なのかもしれないが、莫迦だから大丈夫じゃ無い気がする。

　オタ達もいるけど、居てもオタ達だ……全然全く大丈夫じゃなさそうだった!?

　66Ｆは悪魔だ、66だからなのだろうか？　なのに77Ｆで魔物娘は出なかった、77だったのに！　魔物娘が出ていたら多分俺はきっと未いまだに77Ｆに居ただろう、御宿泊に長期滞在も考慮に入れていたことだろう！　きっと今頃は77Ｆの改装工事とかして定住の準備をしてそうだ。きっとそれこそが男子高校生の純情じゃない感情なんだよ！　まあ、居なかったんだけど。

　そして「デモン・ブレイド　Ｌｖ66」。悪魔さんだ、悪魔は80Ｆのデモン・ソードマスターしか会った事が無い。だがデモン・ソードマスターは１匹だけだったが恐ろしい敵だった、それは最悪の悪魔だった！　何な故ぜならば情け容赦無く俺の一番弱い所、そう俺の儚はかない好感度を攻撃してきやがったのだ！　さすが悪魔、悪どかったよ！

　だから、きっとこいつ等らも攻撃してくるんだろう、俺の好感度を！　だってデモン・ブレイドって名前が格好良いし？　デモン・ブレイドは小さいが羽つきの人型で宙を飛んでるから落とし穴は駄目みたいだ。数は70……66？　悪魔的に拘こだわりが有るんだろうか？　うん、66匹のようだ。

　しかし『魔法耐性』に『魔力吸収』って魔法も駄目だし、悪魔って熱いのとか冷たいのとか平気なんだよね？　多分？

　準備も終わり、66階層に上がって来た。

「「「グワウォオウァ!!」」」

　何か言いながら、前方から66匹のデモン・ブレイド達が剣や槍やりを構え空から襲い掛かってくる。盾装備やハルバートを持ったデモン・ブレイドも居て、各々おのおのが様々な武器を構えて群がりながら一斉に殺到して来る……のを網で取り押さえる。

　網から逃れたデモン・ブレイドは甲冑委員長さんがジト目でこっち見ながら斬り払い薙なぎ払う、まさに獅し子し奮ふん迅じんのジト！　うん、ちゃんと敵を見て戦おうね？

　梱こん包ぽう魔法は高位の魔法『掌握』に変わり、魔力で包み込むだけではなく、物が摑つかめるようになっていた。

　だから網を掌握で投げ付け摑んだままデモン達を地面に押さえつける、そして予あらかじめ掌握で摑んで天井で用意しておいたミノタウロスの剣や槍を空から降らせて突き立てる。よしっ、これなら練習したらソード・レインとかできそうだ！

「まっすぐ刺すのも難しいか……練習が必要だね、数が多いと制御が難むずいよ！」

　まあ、『掌握』はまだ上位化したばかりで力や速度もだが制御コントロールが甘い、今はまだ捕まえてからじゃないと刺すのも無理だ。だが大量の武器が自由に動かせれば人手不足も解消するから甲冑委員長さんの重労働も軽減されるはずだ、なるべく練習しておく事にしよう。

　やる気は有る、だってぶっちゃけるとファンネルをパクっちゃうぜ作戦だ！　せっかくの異世界なんだからファンネルとかソード・レインとかやってみたいじゃん？　だってずっと「棒で叩たたく」一択なんだよ？

　なんだか戦闘よりも下の階で網を作る方が手間だった、材料がロープと木の蔦つただったから編みにくかったのが原因だ。ロープは太いし固いし、蔦に至っては時々棘とげが付いてて手に刺さって痛かった！　うん、大変だったし苦労したんだよ？　何故か甲冑委員長さんの方が手際が良かったから器用貧乏さんの立場が無かったんだよ。帰ったら素直に網を買おう！

　デモン・ブレイドさん達は魔石のほかに武器も残してくれた。親切で家計にも優しい悪魔さんだったようだ。うん、なんだか俺より好感度高そうだ!?

　ミノタウロスさんとワー・パペットさんに続き武器の大量入手！　ありがたい、だってソード・レインができるようになっても降り注ぐのが棍こん棒ぼうだったら、絵面的になんだか悲しいんだよ？　ありがとうデモンさん。




　だが気になるのは複数の気配、周囲の気配を感じ取るスキルだった気配察知が気配探知に上位化してからは集中した方向の気配が探知できるようになった。この上は65Ｆなんだけど？　１匹じゃなくて　群れなんだよ？　なんで？

　覗のぞいて見たら「マーダー・タランチュラ　Ｌｖ65」、普通に蜘く蛛もの群れだ。でも５階刻みでボスじゃなかったの？　少なくとも下は全部そうだった。

　そう言えばオタ達に無理矢理書かせたレポートの内容は、１Ｆから46Ｆまでだけだったが階層主が居るなんて情報は書いて無かった。

　だとすれば多分50Ｆまでは階層主はいない。50Ｆから10階刻みで階層主、そして推測だが75Ｆから５Ｆ刻みで階層主が出て来るんじゃないだろうか？

　75Ｆから下は階層主のＬｖも１００で固定だった。55Ｆにも階層主が居なかったら間違いないだろう。まあ推測だ、だって結局オタ達のレポートって全く役に立って無いんだよ？　１階から46階までってそこまで上がるのが大変なんだよ！　落ちる、落ちる言うんなら下層のレポートも用意しとけよ!?　まだ１Ｆすら途中までしか見てないよ。あいつ等にだけは棍棒レインを降らしてやる!!

　そんなことを考えながら65階を黙々ともくもくと燻いぶしていく、最も早はや定番だ。木材も在庫が心配になって来たよ……毒茸きのこは全然減らないのに？

「次が64階かー、結構上がって来た？　みたいな？　実感ないけど？」

　止とどめを刺して魔石を取り出しながらぼやく、最近は諦めの目成分が過多でジト目成分が不足がちだ。ちょ、ジト目甲冑委員長が仕事してくれないよ、業務放棄サボタージユだ！　いや、蜘蛛に止とどめを刺して魔石集めもしてくれるんだけど、一番重要なジト目が無いんだよ？

　そして64階は「ブレイド・アルマジロ　Ｌｖ64」のアルマジロさんだ。アルマジロさんは身体からだは帯甲で覆われててとにかく固いので有名だ、しかもこいつは刃物が付いてるから丸まって転がって来たら切り刻まれる！　前足は長く鋭い爪がある、本来は穴掘り用なんだけど、あの爪で引っ搔かかれたくはない。元の世界の極普通なアルマジロさんでも拳銃の弾を弾はじいて話題になっていたし魔物版だから物理攻撃は効かないんだろう。

　問題はアルマジロの弱点なんて聞いたことがない！　あれで確かアリクイの仲間だったと思うんだけど、アリクイの弱点だって聞いた事が無い。普通の人生であんまりアリクイに出会う事ってないと思うんだよ？

　なになに、『魔法反射』と『物理反射』に武技に『回転』とか『突進』とか有るの？

　これって戦闘不能だよね？　１匹なら装甲の隙間を突いてって言うのができるかもしれないけど、50匹も60匹も転がってくるんだよね？　うん、この迷宮は絶対に真面目に戦ったら負けだ！　全階層無理ゲーだよ、勝てるかこんなの!!

　昆虫やミミズが主食だったから駄目元で麻ま痺ひ茸や毒茸を差し入れしてみたら……食べてる……あれっ雑食だったっけ？　元の世界のアルマジロとは食性が違うのかもしれないし雑食だったのかもしれないが、食べてくれれば問題ない。ただ時間がかかりそうだし休憩してから魔石を取りに行けばいい。

　65Ｆにテントを張り、甲冑委員長さんに警護のお願いをして仮眠をとる。

　上ではまだのたうち回ってる気配がするが気にしたら負けだ。好感度の事も気にしたら負けなのだろうか？　気にする前から負けてる気がするのはなんでだろう？




　怠だるい。うん３時間くらいは寝られたんだろうか？　頭が大分すっきりした、まだちょっと怠だるいけど贅ぜい沢たくは言えない、甲冑委員長は不眠不休で警護してくれているんだし。まあスケルトンさんは寝ないみたいなんだけど。

　やっぱり魔物の復活は止まってるみたいだ、下の階層でも魔物が復活してる気配が無い。やはり迷宮皇だった甲冑委員長さんが退職してしまったからなの？　まったく、後継者すら居ないとは独裁ワンマン迷宮皇さんだったようだ、異世界迷宮も深刻な人材不足なんだろうか？　まあ下層は皆殺しにしちゃったから人材は誰もいないんだけど。

　64階で魔石を拾って隠し部屋に向かう、隠し部屋には相変わらず罠わなも無い、宝箱にも鍵は無い。中の巨大なアルマジロに延々と毒茸の粉末を噴霧して、『樹きの杖つえ？』を伸ばして突つつく。うん、大き過ぎて出てこられないんだよ、どうやって入ったの？

　そして毒茸塗まみれの宝箱……こんな宝箱では好感度なアイテムは期待できないだろう！

　開けてみると『プロメテウスの鎖　束縛　全能力無効化』……鎖です。まあ、これ単体ならそこまでの問題は無いのかもしれない。うん、鎖だし捕縛用に便利だろう。

　だがアイテム袋に封印されている『服従の首飾り：【強制的に絶対服従される首輪】』と組み合わせるとあら不思議、もう間違いなく絶対的に犯罪者としか思えません！

　この組み合わせは絶対に確信犯です、間違いなく犯人です。もう、セットで所持しているだけで有罪確定だよ!?　しかもその犯人は既にＪＫ５人使役してて更に自称17才の女子も使役しました？　うん、弁護の余地も無い。弁護士さんすら泣きながら音速で逃げ出すこと間違いなしだ！　俺の好感度さんまで逃げ出したまま帰ってこないよ!!

　巧妙な孔明の罠かと思ったら好感度さんが罠にかけられてたようだ！




　それでも良い物だしアイテム袋に封印する、セットで『服従の首飾り』さえ出さなければギリギリで許されるかもしれないし？　ただ『プロメテウスの鎖』ってプロメテウスさんは縛られてただけだったような気がするんだよ？　確か作っても使っても無かったよね？　それならアンドロメダさんでも良いんじゃないだろうか、だって美少女だし？

　効果が一緒でもおっさんプロメテウスと美少女アンドロメダさんでは男子高校生的に有り難味が違うんだけど。
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　34日目　最果ての迷宮　56Ｆ




　55階層のスパイク・バッファローと56階層のメタル・マイマイに手間取り、未いまだ56階で足止めされている。小お田だ君達たちの踏破済みの46Ｆから進入し直してから、未いまだに10階層しか進めていない。

　遥はるか君が落ちてもう１週間近い、私達が下層を目指して５日でたった10階層だけ。

　本来、迷宮は一度踏破した人にだけその階の扉ゲートが開きそのまま下りられる、だけど迷宮が死んでしまい46Ｆ以外の扉が開かなくなっている。だから街まで補給に行くのにも時間が掛かる、今戻ると46階へ再度扉ゲートで戻ってこれるかがわからない、迷宮が死んでいるならもう扉ゲートは開けないかもしれない。魔物は出ないが結構な距離だ、食料は10日分しか持ってきていない。

　このまま行っても２、３日で食料が尽きる、疲労だって限界に近い。このまま行くのか、一度戻るのか、分散して買い出し部隊を出すのか……

「このまま行って食料が無くなったら引き返せばいいですよ。46階の扉ゲートは開いたままみたいだし、56階までは魔物が居ないんだから１日ちょっとで戻れるし」

「うん、買い出し部隊を出して、残りの戦力で57Ｆに行くのは危険だよ。スパイク・バッファローに追い掛け回された時みたいに人数不足で支え切れなくなるよ」

「そーだねー、前衛が減るとスパイク・バッファローの二の舞、後衛が足りないとメタル・マイマイの二の舞だね」

　やっぱり分散は危険だ。55Ｆのスパイク・バッファローには前衛が蹴散らされて苦戦した、斜行陣で突進を受け流して牛の背後から攻撃するまでは良かったの、牛が後ろ蹴りするまでは……だって、今時、牛なんて見る事無いんだからね？　農業科とか無いんだから、牛が後ろ蹴りするなんて知らなかったの!?　それで前衛が蹴散らされて足りなくなって追い掛け回されて撤退になった、結局、回復して再戦で倒すのに更に丸１日。




　次の日は56Ｆはメタル・マイマイ。鉄の甲羅の蝸牛カタツムリ、物理攻撃が全く通らなくって、魔法戦になったんだけど魔力切れ。みんな魔力ＭＰ茸を食べながら頑張ったんだけどなかなか倒せなかった……前衛の攻撃で殻に引っ込むから被害は無かったんだけど、殻が魔法を弾くから延々と時間と魔力ＭＰだけが浪費させられた。

　終わってみればもう深夜、明日は57Ｆ。まだ偵察もできていない。だけど休憩しないと回復にも時間が掛かる、茸で魔力ＭＰや体力ＨＰは数字上は回復するけれど、逆に疲労や精神的に消耗する。

　サイクロプス戦、ウェアウルフ戦、そしてスパイク・バッファロー戦で前衛の装備も危なくなってきている、修理だって必要だ。

　明日偵察して、相手によっては一時撤退も有りえるだろう。こんなにも頑張って、みんなで限界まで戦ったのに10階層しか下りられてない。

　ここはまだ56階層、おそらく遥君は未だ40階層は下に居るはず。噂うわさ通りに最下層が１００階層だったとしたら、遠い……だって魔物は下に行くほど強くなっていく、そこがどれ程遠いかも分からない。

「今日はゆっくり休んで。明日遅めに起きてから偵察を出します、それで危険そうなら一時撤退するからね？」

　みんな頷うなずいてくれる、わかってくれている。でも、誰からも返事は返ってこない、口に出したくないんだ。

「先に後衛優先で食事して、どんどん寝ちゃってね」

「「「了解」」」

　みんなゴソゴソと動いていく、疲労も消耗も限界に近いかもしれない。本当ならもう帰還すべきだ、みんなだって理解している。

　おそらく明日が限界だ、それ以上の無理はさせられない。56階層まででこんなにボロボロ、こんなにも下層の魔物は強いんだ。

　１００階層なんて……１００階層なんかで生きてるなんて……１週間もの間、たった１人で戦って、生き延びている。

　きっと、私達よりボロボロなんだ。

　きっと、私達より疲労しきってる。

　きっと、私達よりとっくに限界だ。

　今も生きているなんて奇跡で、限界なんてとっくに超えている。そう思ってしまうと、その考えが過よぎると……だから、みんな戻りたがらない。

　自分達が限界なのがわかっていても、もっと酷ひどい限界で戦っているからと。

　今日も島しま崎ざきさん達のＬｖは上がっていた、どれ程の経験値が分配されてきているのだろう。島崎さん達は自分のＬｖが上がる度に泣きそうな顔をしている。

　だって、それ程の経験値が分配される魔物はどれほど迄までに強く、どれだけの数を倒し続けているのか……たった独りで、低いＬｖの脆もろい身体で戦い続けている。

　きっと限界なんてとっくに超えている、きっと危険なんて言葉じゃ表せないような地獄で戦い生き抜いている、たった１人で帰ってこようとしてるんだ……皆の所に。

　１００階層だとしても長期戦になる。きちんと長期戦の準備をし、長期計画に変更しなければならない。

　だから。だから、撤退しなきゃいけないんだ。

　だって此こ処こに居る、此処に有る命は絶対に守らなければならないから。

　遥君が命を捨ててまで守ってくれたんだから、私達の命はみんな！

　その遥君を迎えに行くのに、被害者なんて絶対に出せない！

　万が一でも危険なら撤退する、疲弊した状態では何が起きるかわからないから。

　たとえそれが原因で時間が掛かったって、誰一人欠けちゃ駄目だから。

　そうじゃ無いと、きっと遥君に怒られるから。

　そうじゃ無いと、遥君に顔向けなんてできない。

　笑ってお迎えしに行かないといけないんだから、私達はみんなで。
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　34日目？　最果ての迷宮　64Ｆ




　64階層のアルマジロの魔石も拾い終わり、さくさくと63Ｆを目指す。

　お次の63Ｆは「リフレクトメタル・マイマイ　Ｌｖ63」はでっかい蝸牛マイマイさんです、蝸牛でんでんむしさんだ。はい、もう対策する必要すらありません。

　ちなみにドキドキしながら下から開けた穴を覗のぞいて、見えたのが蝸牛かたつむりの胴体だった時の衝撃映像シヨツクの精神的な被害は思いの外に大きかった。もう嫌だこの迷宮！

　しかもこの蝸牛かたつむりさん『魔法反射』『物理反射』『武器破壊』『溶解』『嚙かみつき』で完全防備って……塩撒まくよ！　絶対だ！　倒せるかそんなもん！　塩漬け決定だ。

　試してみると『魔法反射』も『物理反射』も『武器破壊』も殻だけだ、取り敢あえず岩を投げつけて頭を引っ込めさせる。『嚙みつき』は当然頭だけだ、って蝸牛かたつむりさんって嚙みつくの！　歯が有るんだろうか？　まあ触ると『溶解』されるから触らないんだけど。

　殴って引っ込んだらお塩を詰め込む。村人Ａさんは一体お塩を何十トン保存してたんだろう、謎だ？　謎のアイテム袋なんだけど、寧むしろ村人Ａさんこそが謎だ？

　終わりました。楽勝でした。

　頭を攻撃されると殻に隠れる、そこに大量の塩を詰め込む。塩で干からびさせて後は中身を焼くだけです。うん、鈍のろいんだよ蝸牛かたつむりさん。

　殻以外は雑魚だった。所詮は陸貝、殻の中狙いならどうと言う事は無い。

　塩漬けエスカルゴだ、陸貝の塩釜焼だ、今度無理矢理オタ達に食わせてやろう。




　そしてさっさと62Ｆを覗いてみる。うん、全く楽しくなかった!!

　62階層には甲かつ冑ちゆうをまとい盾を構え、剣と槍やりに弓まで装備した「スケルトン・ナイト　Ｌｖ62」さん達。はい、みんな落ちました。落下の衝撃で骨折なうえに骨格もバラバラです。お大事に？　まあ、しんでるけど……スケルトンだし？

　一部の運よく落下に耐えきって頭蓋骨を落とさなかったスケルトン・ナイト達も元スケルトンのジト目甲冑委員長さんの瞬刃の乱舞に一瞬で首を落とされた、元同業者に対してまったく容赦ないな！

　どうなんだろう、やっぱり上の方がちょろいんだろうか。Ｌｖは下がってるんだし？

　弱くなってても戦っても勝てないから戦っていない、だから強さの比較ができない。




　魔石を集めて62Ｆへ。

　62階層の天井の穴からは、凄すさまじい重量感の鉄の巨人「アイアン・ゴーレム　Ｌｖ61」。うん、開けて見た？　おひさなゴーレムさんだが鉄らしい、前のアンチマジック・ゴーレムさん以来だ。ただ61階から巨大な鉄の塊を落下させるとマジで崩落が起こりそうだ、後ろの元迷宮管理者からも苦情が出そうだな！

　アンチマジックじゃないんだから物理特化で魔法は効くのだろう、『物理耐性』や『斬撃耐性』があって『剛力』……三つだけ？　ステータスは６００超えのＶｉＴやＰｏＷが有るがスキルが少なくなってきている、衝撃耐性が無いとか滅め茶ちや落としたいが魔法耐性が無いんだから正攻法でも押し切れるかもしれない。

　61階に上がってから地面に穴を開けて行く、だが落とすためではない。足元じゃないから当然アイアン・ゴーレムは穴を避ける、あの鉄の巨体で飛び越えられはしない。

　地響きを立ててのたのたと進んで来るが、元々が鈍足なのに穴だらけで直進ができない。だから渋滞している、そして完全な密集状態に陥る。落ちないでね？

　下で拾った『エルダー・トレントの杖つえ：【魔力制御上昇】魔法力50％アップ　属性増加（大）』の効果で俺の魔法攻撃力は上がってるはずだ、Ｌｖだって上がりＩｎＴは３４０、Ｌｖ12の頃の１・５倍以上跳ね上がっている、押し切れるはずだ。

　そう、今度こそ本物のインフェルノだ、正しいインフェルノだ！　あの悲惨で無残で見苦しかった禿頭火傷ダメダメなイ足裏凍傷ンフエルノではない絵面的に格好良いやつだ！

　温度魔法と氷魔法を合わせて鉄のゴーレム達たちを急速冷却して凍らせ、そこから一気に火魔法と温度魔法で超高温に加熱する。そして吸着のブーツで天井に逆様に立ち、水魔法と氷魔法で冷やした所に灼しやく熱ねつの溶岩弾を連射する岩石落としメテオ付きだ。

　見た目は文句なしに格好良いし本家な氷炎地獄インフエルノさんもこれなら怒らないだろう、もしかすると元祖な神曲地獄篇インフエルノさんからも認証マークとか貰もらえるかもしれない。メテオさんも良い感じだ、間に合わなくって半分くらいは手で投げてるけど良い感じだ！

　でも実はただの金属疲労狙い。超低温からの急速な熱膨張状態を再冷却して疲労破壊させ、結合が破壊されて脆くなってる所に岩をぶつけてるだけだったりする。

　だが現代知識が無かったらばれてない筈はずだ、きっと知らなかったら凄すごい大魔法に見えているはずだ！　そのための壮大な炎と氷と水蒸気爆発なんだよ、見た目的大魔法？

　甲冑姿の白銀の人も豪炎にその甲冑を紅くれないに照らされながら魅入っているようだ。ほら？　大事なのは見た目だよ見た目！

　これで少しは見直されたかもしれない、と言うか今までに真面まともな魔法戦どころか戦闘を１回もやってなかったから驚いてるだけかもしれない？

　アイアン・ゴーレム達は破砕されて砕け散り魔石になった。鉄鉱石ではないようだ？




　調子よく来たが次は60階層、Ｌｖ60の階層主。うん、やっぱりバランス的に10階毎ごとだよ、５階毎に階層主って出過ぎだったんだって？　しかもＬｖ１００とかこの迷宮ダンジヨンって無茶ぶり過ぎるよ！　先に迷宮の内容を聞いてたら、ここって誰も絶対に攻略に来ないよ!!　だってここって間違いなく無理ゲーだから。




　60階層は天井が高いが階層主もでかい、身長10メートル超えだ。「アンチマジック・ギガンテス　Ｌｖ60」……ってギガンテス？

「えっと、１匹なのにギガンテス？　でもギガンテスって複数形だよ？　１匹なら単数形のギガースなんだよ、キラキラネームなのかＤＱＮネームなのか、お父さんとお母さんに説教かましていいよ？　それ結構恥ずかしいから？」

（ギギャアアアアアアーッ！）

　オコだ？　ギガンテスと言い張ってるみたいだが、ＤＱＮネームな巨人ギガース族。人間型ではなく人族の巨大種だ。ＰｏＷなんて８１４とかあり、強くて巨軀マツチヨなんだが……滅茶ちょうど良い高さにアキレス腱けんが有ったりする。「えい！」

（ゴォギャアアアアアァーッ！）

　更には外角高めに向むこう脛ずねの殴り放題？

「とー？」

（グゥゴォグァアアアアアアアーッ！）

　あー、膝を突いたら巨大でも人族男性が一番嫌な攻撃が来るよ？　岩投げちゃうよ？

「とりゃ？」

（…………ングワアアアアアァァーギグウグッグギイイィッ!!）

　割れんばかりの雄お叫たけびをあげ、悲痛な悲鳴に階層が震える。絶叫しながら悶もん絶ぜつし、突っ伏した所で甲冑委員長さんに首を落とされた。

　うん、巨大種だからって人族が無防備で出て来たら危ないよ？　人族って脆いんだから。魔法だけ無効化しても装備をちゃんとしないと駄目なんだよ、毛皮の服だけとか舐なめてんの？　大きい分だけ弱点が滅茶狙いやすいんだよ、そもそも狭くて平らな迷宮に来ちゃ駄目だよ。巨人に迷宮って向いて無いんだから？　南無？

　うん、久しぶりのジト目だ。やっぱりジト目甲冑委員長さんじゃないと物足りなくなってきた迷宮での今日この頃だ。

　だけど、ジト目されるのもしょうがないだろう。うん、あの雄叫びは人族男性が一番聞きたくない種類の悲惨で悲劇な絶叫だった、想像するのも嫌だ！　ジト目甲冑委員長さんはあの時のアンチマジック・ギガンテスの苦悶顔を真正面から見ちゃったのだろう、痛そうな可か哀わい想そうな顔だったんだよ……うん、俺も街に帰ったら真っ先に「股間完全防御」のアイテムを探そう！

　しかし空気を震わせて泣き叫んでいたくせに、空気を読まないアンチマジック・ギガンテスさんは『股間完全防御アイテム』をドロップせずに『金剛力の服　ＶｉＴ強化（大）　ＰｏＷ50％アップ　金剛拳』を残していった。これって、ガチンコ殴り合い用アイテムなの？

　目が合うとジト目甲冑委員長さんはブンブンと首を横に振っている、この人絶対見た目重視だよね！　でっかい革と毛皮の服だから嫌なんだろう。ＶｉＴの強化大にＰｏＷの50％アップまで有るんだから『布の服？』さんに複合しておこう。

　ただし『金剛拳』って格闘も殴り合いもしないよ？　俺は一方的に殴るのが好みなんだよ？　まったく、気が利かないＤＱＮギガンテスさんだったよ。




　魔石も拾い、この上は59Ｆ……やっと50階層台だよ。時間も日数も全く分からない。

　だけど委員長達も50階層くらいまで来るだろう、確かオタ達だけで46Ｆまで踏破していたはずだ。50階の階層主がヤバい奴やつじゃなきゃ良いんだけど、まあ委員長達も強くなってるし、チート持ちの軍団が数が揃そろうのは強みだ。下層と比べれば大分魔物も弱くなってる気もするし大丈夫だろう、大分弱くなってもＬｖ50台とか俺は無理だけど。

　でも何な故ぜだか会ったら怒られそうだ、目を瞑つぶると瞼まぶたに浮かぶ再会のシーンはお説教だ！　お説教されないために迷宮まで好感度を捜しに来たと言うのに迷宮で更に好感度が下がったような気がするのは何でだろう？　これこそが、迷宮の恐るべき罠わななのだろうか？　なんか迷宮の元責任者もこっちをジト目で見ているし？
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　35日目？　最果ての迷宮　60Ｆ




　前々回のＬｖアップでいつも俺を助けてくれた『気配察知』さんは『気配探知』さんに御出世されていた。最初の頃は近くに何かいる気がする位の便利スキルだったのに、いつの間にか広範囲の気配が探れて、気配の種類すらもなんとなくわかるようになって随分と助けられた。うん、それはもう出世祝いを御お贈おくりしたい位だ。そして気配探知さんはその強化版で探知には指向性が付いている。方向を絞れば更に遠くを細かく探知できる、とても便利なスキルだ。それはもう海にでも行けば漁業で大漁間違いなしなくらいの便利スキルだ。

　そして、上層の探知に引っ掛かった。

　良くない気配だ――全く以もつて吃驚びつくり仰天だ、呆あきれ果てて笑いが出て来そうな塩あん梅ばいだ、全く以て青せい天てんの霹へき靂れきだ。

　さて、59階層の「ヘルハウンド　Ｌｖ59」はワンちゃんだ、酸っぱくなって死んでろ。

　お酢の水球ウオーターボールを鼻先に連射して巨犬の飛び交う狭はざ間まを加速して駆け抜ける、後ろで白銀の閃せん光こうが悶もだえる犬の首を一いつ気き呵か成せいに刎はね飛ばす。

　そのままの勢いで58階層に駆け込み、「フロッグマン　Ｌｖ58」の群れを斬り刻む、ゲコゲコ喧やかましい！　急いでんだよ。

　蛙かえる人間の癖に三さん叉さの矛を持ち、囲んで連携し、跳ねて突いてくる……だが温ぬるい。

　その跳躍からの強烈な一撃を貰ったら死んじゃうんだろうけど緩い、超怖い白銀色の人の扱しごきと較くらべる迄までも無く、緩慢過ぎる。

　幾十の矛を幾重に突き出そうとも、その剣閃は酷ひどく鈍い。

　虚実――隙間が在れば身体からだを滑り込ませ、踏み込んだ時には一刀を振り抜く、遅いよ。

　ほらほら、のそのそ遣ってるから白銀の人が来ちゃったよ？　うん、お任せしよう。

　白花白刃が舞う百華の瞬殺。後には蛙の屍しかばねが広がるだけの階層だ、上では不ま味ずい気配が犇ひしめいている。それは良く知っている気配だ。

　それが倒れ、血を流し、怪け我がを負い、味方を引き摺ずり、仲間を背負い、襤ぼ褸ろ切れみたいに切り刻まれながら抗あらがっている。

　莫ば迦か達ならともかく、何でみんなしてこんな所まで来てるんだよ！

　とっくに、限界超えちゃってるだろう？　そこ57Ｆだよ！　何でそんな所まで下りて来てるんだよ！　莫迦なの、全員？　もう、ぼろぼろのずたずたじゃん？

　階段を上れば57階層、其そ処こで満まん身しん創そう痍いの全身創痕で心神喪失してそうな莫迦な人達が待ってるみたいだ。

　お待たせすると悪いだろう、お遅れすると不味いだろう、もう一刻の猶予も無い。




　階段を駆け飛び、羅神眼で視みる。

　巨大な異形が佇たたずむ、「スフィンクス　Ｌｖ１００」。そして『魔法無効』と『物理無効』に『不死身』を持った化物だから絶対に倒せない。

　ん？　この部屋だけ隠し部屋が四つも有る？　ああぁ……多分、四つの隠し部屋のアイテムを揃えるパズル部屋だよ。つまり、まともに戦っても絶対に倒せない敵だ。

　だけど、そんな余裕なんて無さそうだ。もう、いつ誰が死んでもおかしく無い位のギリギリだ。

　大体、57Ｆなんて無茶し過ぎだよ？　多分、50Ｆくらいまで来るかもしれないって思って急いでたのに……なんで無茶してるんだよ。

　ああああああっ、もういい！　取り敢あえず何かこの邪魔な謎々魔物は消し去ろう。マジで邪魔だから――謎が知りたきゃあの世で聞いてろ!!




　まあ、こいつ自体が謎々だ、なにせ『魔法無効』で『物理無効』で、ついでに『不死身』。なら答え無き答えは無効を無効にして、不死身を必殺すれば良い。

　いやー、今迄ごめんよ。ずっと出番が無いの、使い道が無いの、無駄フラグだのって言ってさー？　特に右の人、ずっと左ばかり構ってごめんよー？

　だって「くっ！」てしたかったんだよ。でも出番も使い道もフラグの立った意味も右の人だったんだねー、さあ出番だよ『矛盾のガントレット』さんの右の人、頼むよ『物理魔法防御無効化』さん……魔力は要るだけ持ってって良いからさ！

　空歩で一気に空を駆け抜けて、勢いのまま衝突するようにスフィンクスの首を後ろから『樹きの杖？』で貫く、もちろん右手でだ。

　物理無効？　だが断る！　無効は無効にしたよ、あとは不死身を必殺すれば良い。

「頼む！　アンジェリカさん！」

　神々しき白銀の輝きが、一筋の閃光と共に天空から舞い降りる。

　握りしめる――ちゃんと『樹の杖？』は刺さったままだ、ちゃんと右手で握っている。だから『物理無効』も無効化されたままだ。

　はん、Ｌｖ１００とは言え、所詮は57Ｆの中層風情の管理職だ。社長の裏に居る全権力を持った最下層の迷宮皇会長様にクビにされるが良い。必殺だ。




　不死身のスフィンクスは一刀の下に斬首され、死なされた。死を司つかさどる神の『必殺』に。

　白銀に煌きらめく剣神にとって、神の使いの人面獅子スフインクスなんて有象無象のただの魔物だよ。

　あとは掃討戦だ。
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「包帯のあれ頼んで良い？　こっちからも焼却処分するから？」

　白銀の甲かつ冑ちゆうが恭しく頷うなずいた時にはもう最前線に立ちはだかる、恐ろしい迄の美しさで戦いくさ場ばに君臨し、今から死に逝く者達を静やかに睥へい睨げいする。誰もが息もできずに佇む絶対の死に見み惚とれ、時の流れすら脅おびえて硬直する。血ち塗まみれの争いは凶悪な静寂に吞のまれた。




　さあ、焼こう。
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　偵察からの報告を聞き、全員で会議する。

　本当は撤退するつもりだった、だけど57Ｆの魔物ムーミーは数が多いだけの木乃伊ミイラで消耗戦にしかならないみたいだ。また戻って来て57Ｆで消耗し、無為に時間を取られるくらいならば、57Ｆのムーミーだけでも殲せん滅めつし次の攻略を有利にしよう。そう決まった。

　でも次なんか何ど処こにも無かった、大迷宮の地下57階層。其処が私達の攻略の最後だった、そこがこの迷宮での終しゆう焉えんだった。

「ムーミーはＬｖは57で数も多いけど、力だけの木乃伊ミイラで遅いし脆もろいからね！」

「了解、ただこの数はねー」

「とにかく減らそう、もう復活湧きリスポーンは無いんだから、削れるだけ削っちゃおう」

「ただ、スキルに『黄よ泉み返がえり』って有るから、神聖魔法か火炎で止とどめね」

「「「「了解！」」」」

　情報通り数だけだ、消耗戦を強いられる前に速攻戦で殲滅し撤退する。その力こそ強いが動きは遅く鈍い、脆くて一撃で数体を一気に倒せるけれど、ひたすらに数が多い。

　倒した敵は神聖魔法で浄化し、火炎で焼き尽くす――楽勝だ。

　面倒で時間が掛かるだけ、みんなそう思って最後にひと暴れと薙なぎ倒していった。

　無双のままに蹴散らし、踏破し、焼き払う。58Ｆまであと少し、そう思った時にそれは始まった。何処からか紫光が輝いたと思う間もなく大地が揺れ、一面に死者が蠢うごめく。

　あまりにも数が多過ぎる、だけど撤退するにも退路が断たれた。ならば、下へ逃げるしかない。下だって安全なんかじゃない、でも此こ処こに留とどまっても、上の階を目指しあの死者の群れに突入しても確実に全滅する、これはもう作戦とか戦術とかじゃ無い。

　もう、下にしか逃げ場がない、今は後悔してもしょうがない、皆を逃がす！

　無限に湧き続ける木乃伊達の軍勢、果てしなく繰り返す迎撃戦、それでも見渡す限りの木乃伊達が埋め尽くす無限の海原。

　刀は折れ、矢は尽き、魔力も枯れ、盾も砕け、鎧よろいも割れ、槍やりも失い、戦う術すべすら無い……もう、何も残っていない。

　もはや敵の足止めも、振り払う事もできずに、ただ這はうように逃げる。

　限界なんかとっくに超えている、みんな傷つき、魔力も尽き果て、装備も破壊され、薬も無くなり、体力すら使い果たし、気力すらも燃え尽きかけている。

　ただ逃げる為ために傷ついた仲間を引きずり、倒れた仲間を担ぎ逃げ込む。

　そこに在るはずの58階層への出口、この先に在る階段。ただ一つの希望、それは叶かなわない願い……絶望が佇む。望みは叶えられないと。

　其処には一頭の怪神、通さずの怪像、ネメスを着けたファラオ、獅し子し王の体を持つ王者の象徴、敵を打破する神聖なる存在、王や神すらも守護する怪神、神の遣わせし人面獅子の巨体「スフィンクス　Ｌｖ１００」。

　倒すとか戦うとか考えられるような存在ですらない。あれは人に殺せるものでは無い。もう、逃げ道は無いんだ。

　スフィンクスの瞳が怪しく紫色に灯ともると、朽ち果てた木乃伊達がまた一斉に復活して動き出した。あれが黄泉返りだったんだ。

　不死ですら無いから神聖魔法ですら効かない、倒しても、焼き払っても、殺しても幾度と無く黄泉返る永えい劫ごうの輪りん廻ね。

　斬り、払い、打ち、燃やし、貫き、潰し、突き、撃つ、それでも……それでも次々に木乃伊は起き上がり、また襲い掛かる。幾度と無く果て無く残酷に黄泉返る。

　唯一の退路には何人も通さぬ神殿の守護者スフィンクス。獅子の身体と王の顔を持つ絶対なる神聖な存在、そして怪物。

　１人また１人と倒れ、もう戦う処どころか動ける者すらほんの僅かだ。

　挟まれてる。もう勝つ術は無い――だから１人でも逃がす、１人でも多く、それだけを願い、祈る。そして身を捨ててでも退路を開く。敵陣に飛び込もうと、斬り込もうと、当たり砕け散ろうと……僅かな隙だけでもと願い祈る。

　だけど、それすら叶わない。

　突然に死と恐怖の煌めきを撒まき散らしながら、白銀の甲冑姿の騎士が舞い降りた。

　ただ美しく優雅な一刀で最悪最凶の化身スフィンクスの首を落とし、此処に至る。

　あれは抗えない者だ、抗う事すらも許されない何かだ。死よりも危険で、魔すらも跪ひざまずく、此の世に在らざる者――迷宮の王。全てを統べる者、神魔の覇者。

　誰にも勝てない、誰にも止められない、決してその影を踏む事すら許されない。

　でも、止める！　この身を挺ていしてでも止める！　最期なら私が皆を守る、たとえ一瞬の時間しか止められなくても――遥はるか君がそうしてくれたように。

　だけど、そんな思いすらも許されず瞬く間も無く白銀の輝きは戦線に降り立つ。殺さつ戮りくの荒れ狂う地獄の時間が静止する。その佇む姿に戦慄し、時の流れが凍いて付き停止した、運命の輪廻すらも止められた。其処に在るのは絶対なる死の静寂のみ。

　そして果てたスフィンクスの亡なき骸がらの上に無数の数えきれない赫かく光こうが天を覆い尽くして瞬またたく、こんな焰えん炎えんが豪雨のように降り注げば瞬く間に全ての命が殲滅される。

　そんな残酷な瞬き、何処までも美しく残酷に赫かつ々かくと天空が燃える。

　其処には真っ黒な死が佇んでいた。唯我独尊の圧倒的な漆黒の死の使いが嗤わらう。




　だから、笑って呟つぶやいた。

「お帰りなさい。おそいよ？　みんな待ちくたびれちゃったよ？」

　時が動き出す――横殴りの嵐の如ごとく真っ赫かな光の豪雨が、赫光の光の矢が吹き荒すさび、みんなを囲んでいた魔物の群れは灼やかれ、吹き散らされ、燃え上がりながら砕け散る。

　圧倒的な殺戮、凶暴な暴力、残酷な惨殺、それは嘗かつて森の中で死を覚悟し、悲劇に打ち拉ひしがれて居た時に観みた赫光の星空、私達たちの絶望を無残に虐殺した焰ほのおの流星群だ。

「ただいまー？　的な？　いや、遅いって今日って何日？　みたいな？」

　そう言いながら黒い死のような影が揺れる。私が、みんなが、待ち望み、焦がれた姿で死を――死の運命を凶悪に虐殺する。

「あとは殺やっとくから、皆を退げといて」

　そう言って一歩踏み出すと、その姿は魔物の群れに躍り込み、舞い狂うように斬殺し、惨殺し、滅殺し、爆殺し、不死の魔物に死を齎もたらす。

　煌めく白銀と、漆黒の闇が舞う。跳躍し、駆け、躍り、舞い荒れ踊り狂う。死が飛び交う狂喜乱舞。周りには死、唯ただ々ただ絶対の死のみを撒き散らし、不死の命を舞い散らす。

　また、いつものように。

　私達の絶望を斬殺し。

　私達の哀みを虐殺し。

　私達の悲劇を惨殺し。

　私達に訪れる死を皆殺し。

　有無を言わせず死を殺す。

「おひさー？　なのかな？って言うか、今っていつ？　みたいな？」




　また、いつものように。

　帰って来てくれた。

　お帰りなさい、遥君。

　もう、みんなも待ちくたびれちゃってるよ？
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　結局、遥君はみんなの治療を済ませると崩れ落ちるように寝落ちしてしまった。

　そして甲冑の騎士の人はそれを護まもるかのように傍そばに佇たたずんでいた。

　話し掛けられるような、話し掛けて良いような人では無い隔絶した絶対的な雰囲気に、ただ御礼だけを言い、遥君が目覚めるのを待つ。

　こっちもみんなボロボロで、倒れ込むように誰もが眠りに落ちて行った。

　もう誰も動く体力も喋しやべる気力も失い、精神が切れると共に眠りの中に崩れ落ちた。




　目が覚めた時には、いつものように、当たり前のように、まるで普通の日々のように遥君がご飯を作っていた。

　それは、あの洞窟での毎日と同じように茸きのこだらけだとぼやきながら、当たり前の日常を、ただ普通に、極自然に。

　みんな重い身体からだで、でも美お味いしい匂いで起き出した。そしてガツガツとお食事をしながら遥君を質問攻めにする。

　だって完全に詰んでいた、どう足あ搔がいたって全滅だった。罠わなとすら気付かずに、逃げる事すらできずに、戦う事もできないままに此処で終わりだった。

　けど、遥君は答えを知っていた。『空間把握』って言うスキルで分かったらしい？

「ほら？　ここってパズル部屋？　的な？　えーと、あれだよ、四つの隠し部屋を見つけて、アイテムを揃そろえたらクリアー？　みたいな？」

　そういう仕組みだったらしい、道理で絶対不可能なモンスターハウスだと思った、知らなければ絶対に死ぬ最悪のトラップだ。でも……揃えて無いよね？

「でも、倒せてたし……殺せるんだよね？　どうにかしたら？」

「いや、ムーミーも、スフィンクスも倒せないよ。スフィンクスは『魔法無効』の『物理無効』で『不死身』だから死なないし、スフィンクスがいる限りムーミーも『黄泉返り』続けるから永久に倒せないよ？　これ無理ゲー？」

　倒せないって？　殺せないって？　魔法無効で物理無効なら攻撃なんか効かないし、効かないのに不死身の化け物さんがさっくり殺されてたよね？

「「「「なんで魔法も物理も無効な不死身の魔物を殺しちゃってるの!?」」」」

「それはほら？　あれだよ？　昔の偉い人が言ってたじゃん？　殺って殺れない事は無い？　みたいな？」

　その言葉はみんな聞いた事が有る、だって有名だから。

　その下の句は「やらずにできるわけがない」と続くんだけど……意味が違わない？　物もの凄すごく物騒な方向に？　１文字誤字ってるせいで凶悪な犯行予告になっちゃってるよ!!

「「「「誰が言ったのよ！　なんなの、その凶悪な昔の人は！　それ第六天魔王さんな残虐非道な戦国武将さんか誰かなの!?」」」」

　恐るべき偽証、名言どころか迷言。もう「冥言」とか新用語ができちゃいそうだ！

「えっと？　ほら、あれだよ、あれれ？　うん、殺ればできる……みたいな？」

「「「「は～っ…………」」」」

　どうして一体全体なにもかも問題は殺して解決しようとしてるのよ、その人は？

　そんな恐ろしい昔の人が過去に存在していたら、間違いなく人類は絶滅してるからね!?

　その人に確実に人類は殲せん滅めつされちゃって滅亡してるから!!

　そして……白銀の騎士様が優雅に一礼する、その高貴さと華麗さに誰もが息を吞のむ。

「え～と、そちらの騎士様も助けて頂いてありがとうございました」

「「「「ありがとうございました！」」」」

　無言のままで綺き麗れいな礼を返してくれた。でも、なんだか……ただ其そ処こに居るだけで、其処がまるで違う世界のように見える。そう……別世界。

「えっと、遥君？　こちらの方を紹介してくれるかな？」

「あー……ここの迷宮皇さん？　元？　的な？」

　なるほど、道理で別世界で支離滅裂なほど滅め茶ちや苦く茶ちやに凄いと思った……って!?

「「「「なんで、迷宮皇さん連れてきちゃってるの――――っ!?」」」」

　だから圧倒的なはずだ。あの恐怖と畏怖を混ぜ合わせたかのような凄すさまじさだったスフィンクスが、まるで目にも留まらぬ羽虫の如く踏み散らされるのも至極当然だった。

　だって、ただの57階層の主。君臨する迷宮皇にとって階層主ですらないスフィンクスなんて通りすがりの道に落ちていた塵ちり芥あくたでしか無かったんだろう。

「えっと……助かったと思ったけど、私達ってここで死んじゃうのかな？」

　みんな泣き笑いで顔が引き攣つる、その威圧感と壮絶な存在感に思考が滅裂で畏敬の念しか湧かないの。これが――迷宮ダンジヨンの主・マスター。異世界の伝説の迷宮を統べる絶対者。

「ほら、あれだよあれ、一般常識で考えて迷宮皇さんを連れて来ちゃってる訳ないじゃん？　ほら、なんていうか……使役しちゃった？　みたいな？」

「「「「なんで迷宮皇さん使役しちゃうの!?　その人って使役とかしちゃって良いような人じゃないんだから!?　この世界の最重要人物さんなんだからね!!」」」」

　もう嫌だ。一体全体何をしちゃってくれているんだろう！

　迷宮を統べる迷宮王さんですら無く、迷宮皇さん。全ての迷宮を統べ迷宮王達を従える異世界の魔の支配者的な御職業の迷宮皇さん。それを「元」って、そんな重要な要職の要人を退職させちゃったの？　それで、使役しちゃった挙句に連れてきちゃったの!!

　でもそれなら……だからこそ遥君はここにいる、そうでなければ私達は全滅していたのだけれど。何をどう考えたって遥君がここにいる筈はずが無い。

　たった１週間前に、迷宮の最下層、第１００階層に落ちたのだから。

　たかだか１週間そこらで43階層も踏破できる訳が無いんだから。

　絶対的な絶望、だってそんな場所で生き延びられるはずがない。

　でも――その横に居るのが、この迷宮の全てを統べる最強の迷宮皇さんならば？

　其それなら突破できるんだろう。だから最悪の迷宮を踏破して来たのだろう。

　最悪の魔物が犇ひしめく迷宮の下層を、最下層の最強と共に殲滅しながら……

　だから私達は助かったんだ。




　最悪の迷宮の最強の迷宮皇さんの脅威で、その迷宮皇を使役しちゃう非常識な殺戮者の不条理で。
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　37日目　最果ての迷宮




　帰り道。ただ扉ゲートまで上って行くだけの帰り道。

　誰も彼も納得できずに意味不明のままの帰り道。

　誰もが生き延びた事に驚き。

　誰もが生き延びられて感謝し。

　皆が遥はるか君に喜びと嬉うれしさを伝え。

　皆が遥君に驚きよう愕がくし絶望し説教した。

　余りに有り得ない話、想像の埒らち外がい。

　非常識の更に外側のずっと上空の斜め横の裏。

　そして遥君ならやりそうな事。

　誰もが考えもしなかった真実。

　だって…………

「「「「全然苦労していない!?　そもそも全く戦ってもいない!?」」」」

　死よりも惨むごい地の底で、必死で戦い生き延びて居ると思われていた遥君は、全く普通に、非常識なままに、我わが儘ままに、いつも通りに遥君していたようだ。

　最下層で傷つき、苦しみ、ぼろぼろになりながら戦い抜き、独りで戦い続けながら上を目指し、必死で生き延びていると思われていた人は……全く傷一つなく、相変わらずに戦う事すらせず、容赦なく戦う事すら許さずに、ただ一方的に魔物達たちを延々と虐殺しながら、いつものように帰って来ていた。

　その感想は「階段が多くて大変だった」そうだ。うん、43階分の階段だもんね？　ソレハタイヘンデシタネ！

　何の心配もいらない、ただの日常のように、ただ罠に掛け、ただ狩り、騙だまして惑わせただ虐殺した、ただ階段を上って来ただけだった。最悪の迷宮の地下第１００階層から……ただ延々と階段を上るのが大変だったらしい！

「いや、だって戦って勝てるわけないじゃん!?　戦えるわけないよね？　Ｌｖ99のミノタウロスの群れとＬｖ１００のリビングアーマーだよ？　絶対に無理だから、あれ、倒せないからね？　あんなのと戦ったら死んじゃうよ？　うん、無理」

　で、倒せないから殺したらしい。みんな転落死したそうだ。間違いなく落とした犯人はいつもの常習犯で、毎日反省もせずに再犯してる極楽人だ！

「私達ってサイクロプスにあんなに苦労したのに、アキレス腱けんって、向むこう脛ずねって、急所こかんって……そこは非ひ道ど過ぎるよ!!」

「ウェアウルフなんか最強の魔物かと思ってたのに……お酢って……鼻を押さえてキャンキャン鳴くって……」

「嫌だああーっ！　蝸牛マイマイの塩釜焼とか食べないから!!　あれ、エスカルゴじゃ無かったし!!　食用って書いて無いよ、絶対!!」

「牛って怖かったのに……頑張ったのに……墜落死？　転落死？　それ事故じゃないから!?　兇きよう悪あくな殺牛者さんの犯行だから!!」

　そして最大の謎、絶対不死の人面獅子スフインクスを殺すって……死なないから不死なんだよね？

「ええっ！　無効化を無効化したって、それって何て無効化？　不死身を必殺ってナニ？　能力スキルの意味って何なの!?」

　話を聞く程に阿あ鼻び叫きよう喚かんが広がって行く。

　困惑し、混乱し、混迷が深まっていく。

　迷宮皇さんも諦め顔でウンウンと相あい槌づちを打っている。

　皆が呆あきれ、驚き、悔み、苦悩し尽くして諦める。

　迷宮皇さんも呆れている。この人は常識人さんみたいだ、きっと良い人だ。

　悪者は迷宮皇さんをも呆れさせる非常識人、寧むしろこっちが人外だ！




　私達だったら瞬く間も無く皆殺しにされる屈強な魔物達、そして頑強な階層の主達を全く強大さを発揮させる事も無く、徹底して容赦なく無残に狩り尽くしていた。

　その強固な牢ろう固こさもなんの役にも立たず、その堅固な頑丈さも全く意味が無く、その屈強さも頑強さも垣かい間ま見みせる事も無く、一方的に何もできずに虐殺されちゃったんだ。




　そこには戦いなんてない。

　戦う前に死が決定されているから。

　もう、出会う前に死が強制されている。

　戦うには強過ぎるから、ただ殺して来たんだ。

　戦ってすらいないから負ける事が無い。

　だから結果的にだけは無敵。

　無敵と言うには、圧倒的で一方的だ。

　迷宮皇とは全く別の意味で触れる事すら許されない。

　迷宮皇とは全く別の意味の圧倒的な迄までの無敵。

　だって戦ってないもの？

　だから負ける訳が無いんだ。

　唯ただ々ただ、殺し尽くして来ただけなんだ。

　唯々、殺さつ戮りく者が殺戮していただけだ。

　最悪の意味で無敵だった。

　だって敵対すらできていないから。

　だから敵が居ない――無敵。

　ほとんど全ての魔物が誰に殺されたのかも、敵が誰かも、敵が居た事すらも知らないままに死んでいった。戦いも何も、敵対すらできていない。

　もう好感度どころの騒ぎじゃないから!?　命を助けられた私達から見ても迷宮の魔物よりずっと悪逆非道の悪鬼羅刹な悪役千万でやる事為なす事が悪事満載な悪の限りを尽くしきって迷宮皇さんすらドン引きしてるじゃないの―――っ!!

　だから、生き残ってくれたんだ。

　だから、死ななかったんだ。

　だから、大丈夫だったんだ。

　良かった……の？
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　37日目　朝　最果ての迷宮　外




　扉ゲートから懐かしい１階層の……エントランス？　えっと、迷宮の出入り口、暗い迷宮から地上に出ると日差しの眩まぶしさに目が眩くらむ。だけど、きっとみんな笑顔だろう。

　どうやら外は夜が明けたばかり、１日の始まり。やっと、みんな一緒の１日が始まる。

「やっと外だー！　大脱出だー！　イリュージョンだー!!」

　１週間ぶりに迷宮の外に出られて、遥君も喜んでいる。でも、イリュージョンの欠片かけらも無く全部が力業で、大脱出しないで丹念に魔物の大虐殺を繰り広げて皆殺しにしちゃったよね？　勤勉にコツコツと念入りに徹底的に最下層から延々と殲滅戦しながら全滅させて上がって来たんだよね？　それって「外だー」以外の全部が間違ってるからね？　あと、あの瀟しよう洒しやなステアエントランスは誰がやったの!!

　外には大人数の人ひと集だかりが……こっちを見て驚いているようだ。

　よく見ると冒険者ギルドと冒険者の人達、受付のお姉さんやギルド長さんまで居る、そして大量の物資が積み上げられて並べられている。

　心配して来てくれたんだろうか？　冒険者を搔かき分けてギルド長のハキエスさんが駆け寄って来る。

「みんな無事かね？　治療師も連れてきた。怪け我が人にんは何人いる？……!?」

　そしてギルド長さんは遥君を見つけて驚きながら詰め寄って来る。

「……って遥君？　えっ!?　下層に落ちたんじゃなかったのかい？　大丈夫なのか？」

「……？　大丈夫って、落ちたから上がって来るよ？　落ちて上がって来なかったら大丈夫じゃないんだよ？　多分？」

　ギルド長さんが悩んでいる。この人は真面目過ぎて遥君の言葉を理解しようとしてしまう、だから全く理解できずにいつも悩んでいる。

　遥君の言葉に意味を求めちゃ駄目なのに、遥君自体が意味不明なんだから言語化されても意味は不明なのに。そして何が質たちが悪いかって言ってることは間違ってないのに意味が全くわからない。

　救助に集まってくれた冒険者の人達も、一様に意味がわからずに注目している。

　だけど注目されても困る。だって私達も説明に困ってるんだから、遥君に聞いて話は理解したけれど頭が理解してくれないの！　頭の中の常識が受け入れ拒否しちゃってるの、きっと受け入れちゃうと常識と頭が壊れちゃうから拒絶してる。

　だから説明できない。誰一人として理解はできても意味はわかっていないから。

「おひさー？って初対面？って言うか、誰もこっち見ない!!」

　遥君に気が付いた冒険者の人達が一斉に首を90度捻ひねる。何人かは無理矢理に捩ねじって首を痛めちゃっただろう、凄すごい音してたよ？　もう、目を合わせるのがトラウマになっちゃっているようだ。

「無視だよ、苛いじめだよ、シカトだよ、ガン無視だよ、余よ所そ者もの苛めだよ、ハブだよ、マングースだよ……（以下長文）」

　遥君が何か文句を言っているが、マングースの辺りから意味不明だからほっとこう。既にエゾシカまで出て来てるし、きっと意味は無いのだろう。

　そして情報を交換して現状を確認する。話を聞いて私達は泣きそうだった――冒険者ギルドは私達を支援するために、迷宮内にベースキャンプを作ろうとしてくれていた。

　迷宮の地下に。皆で魔物と戦いながら私達が補給できるようにと、そこから最下層まで向かえるように。そのために集まってくれていた、ここにいるみんなが私達の為ために。

　それなのに落ちた張本人は未いまだ文句言っている、「もう、イワトビペンギンだ！」とか文句言っている……ほっとこう。もはや文句ですら無くなってるし？

　だから何とか頑張って状況を説明した。

　何があったのか分かっている事を。

　きっとみんな意味はわからないだろう。

　だって、私達だってわからない。

　なによりやらかした本人が訳が分からない。

　だから大事な事だけを、間違いのない情報だけを語る。

　もう迷宮が死んだこと。

　中の魔物も全滅したこと。

　みんな無事なこと。

　そして、もう迷宮は復活しないことを伝えた。

　迷宮皇さんが居ないから復活できない。迷宮皇さんが素知らぬ顔で横に立ってる事は言わないでおこう。

　だって迷宮皇さんって街で宿を取ったり、買い物に出たりとかあんまりしないと思うの？　多分、宿屋で「この人は迷宮皇さんだよ」とか教えちゃうと、看板娘ちゃんは泣きながら不思議な踊りを始めちゃう気がするの？

　そもそも、街に行って門で「この人迷宮皇さんです」とか言うと、あんまり門番さんが通してくれる気がしない。でも迷宮皇さんに意地悪すると遥はるか君がもっと非道い仕返しするし、黙ってた方が街にとっても幸福だ。

　だって街にとって危険なのは使役者の方なのだから。迷宮皇さんはとても常識的で良い人外さんだ、でも使役者は人の皮を被かぶっているかどうかすら怪しい自称人族の埒らち外がいだ！

　そうやってお話ししたり、説明したり、ちょっぴり誤魔化したりしながら街に向かう。

　みんな喜んで良いのか、納得して良いのか、まだ頭が理解を拒んでいるのか一様に複雑そうな顔だ。

　良かった――あれがすんなり納得できる人が居なくて良かった。

　良かった――この世界には遥君みたいな悪逆な人は居ないんだ。

　街が見えて来た。なんだかとっても懐かしく感じる。

　遥君が一緒に居るだけで、街がとても懐かしくて。宿も……名前以外は恋しい。

　門の前には武装した兵隊さん達が整列し、何かの準備をしている。

「あれはオムイ様が遥君の救出の隊を用意されてるんだ、ちょっと事情を話して来るよ」

　そう言って、ギルド長さんは兵隊さん達の方に走って行った。真面目だ。

　みんなが、街の人達が心配してくれていた。そして助けようとしていてくれたんだ。

　遥君を、私達を。余所者の、新参者の、厄介者の私達を。

　いや、厄介者は１人だけなんだけど。




　でも、その厄介者さんは更にある意味凄く厄介極まりない人を使役して連れて来ちゃってる……厄介者どころか災厄者デイザスターなんだけど？　まあ、厄介者はるかくんよりは害はないし？
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　37日目　昼　オムイの街　門前




　遥君は領主様に呼ばれて説明に行った、遥君から説明を聞くとか勇気のある人達だ。

　大体結果はわかっているのに……それ以外の結末を見た事が無いのに。挑戦者チヤレンジヤーだ。

　そして、やっぱり大混乱してる、頭を搔き毟むしって困惑している。

　うん、人選を間違えたの。絶対にその人にだけは聞いちゃいけないのに……だって、その人が全ての混乱の真犯人なんだから。

　領主様のお嬢様がぴょんぴょん跳ねたかと思ったら……地団駄を踏んでいる？

　遥君まで一緒に地団駄を踏みだした。なんだか遥君の地団駄が上達している!?

　やっと解放されたみたいで、遥君が疲れた顔をしてこっちに戻って来る。

　領主様とお嬢様はもっと疲れた顔になっている、それはもう疲弊しきっている。

　うん、気持ちがとても良くわかる！

　だって、どう考えても疲れた顔をして良いのは遥君じゃない、だっていつでも犯人だ、事件が起こる前から犯人確定だ。

　そうして、やっと門をくぐる。

　この街に帰って来た。遥君と一緒に、みんな一緒に。

　みんな揃そろって門をくぐる。

　約１名、迷宮皇さんが増えているのは内緒だ。

　きっと、みんな知らない方が幸せだ。

　ある意味、迷宮皇さんが守ってくれる街なんて世界一安全だし。

　それは魔物の脅威の問題だけではなく、最も危険なあの非常識極まりない残虐非道な使役者の暴走を止めてくれるのだから。

　街中はいつもと変わらずに賑にぎわっている、日々幸せに発展し笑顔が溢あふれている。

　迷宮皇さんはきょろきょろと街を見回してる、お上りさんだ。

　迷宮の地下１００階層から地上に上がって来たお上りさんだ。

　きっと珍しいのだろう？

　それとも懐かしいのだろうか？

　街に来られて喜んでいるみたいだから、きっと良い事なんだ。

　だから遥君は迷宮の地下１００階から地上まで迷宮皇さんを連れて来た。

　それは非常識で大迷惑だけど、きっと良い事だ。だって皆が幸せそうだから。

　小お田だ君達たちは武器屋さんに行くと別れて行った。

　相変わらず全然さっぱり空気を読まない。

　でも、武器屋さんで『耐火』か『火炎無効』のヘルメットを探すらしい。

　ちゃんと自身の危険は読めたみたい。

　きっと『無効化』されて終わりだと思うけど黙っていてあげよう。

　いつものように。いつもの日常のように。

　当たり前の日常に帰って来られたから。

　みんなが笑ってる遥君がいる日常だ。




　37日目　昼　宿屋　白い変人　食堂




　宿に戻ると看板娘ちゃんも大喜びで遥君に頭突きしていた？

　両手を広げたまま頭からの高速突撃って、喜びの表現なの？　牛みたい？

　耐火装備を買えなかった４人も戻って来て、それを聞いてみんなで大笑いして慰めた。

　食堂でみんな揃ってお食事した。大はしゃぎで、大騒ぎで、大賑わい。

　まだ疲労も残っていて、装備もボロボロで見た目はあれだけどみんな笑顔だった。

　お風呂に入り、さっぱりして貸し切りの食堂に戻ると……そこには食堂一面に広がり尽くす見た事も無いような立派で豪華な武器と防具の山。

「みんな揃った？　それじゃ分配って感じで、お１人様武器２個と防具２式、あと好きなの２個で計６個を早い者順で奪い合って下さい。みたいな？」

　そこからは、修羅の犇ひしめきあう戦場だった。

　ここは欲望と欲求と欲得の乱れ飛ぶ闘技場だった。

　ぶっちゃけバーゲン会場のおばちゃんのような有様だ！

　乙女達の合戦場、男子達は瞬く間に踏み付けられて弾はじき出されていた。

　だって、全ての武器が限定品だ。

　だって、あらゆる装備がお買い得品だ。

　今、この場だけのタイムセールだ。

　これは狂乱のアウトレットセールだ。

　そう、修羅の踊る魑ち魅み魍もう魎りようの摑つかみ取りの戦争クリークだ！

　其そ処こには修羅だけが集うと言う、伝説の修羅乙女之合戦場バーゲンセールの異世界降臨だったの！

「それ以外にも欲しいのが有ったら、値段は応相談な早い者勝ちなんだよ？　安いよ、安いよ？　タダで拾ってきたんだけど？　的な？」

　それは止とどめの一言だ、それが殺し文句だ、だってそれこそが女子への禁句！　かろうじて僅かに微かすかに仄ほのかに儚はかなく残っていた乙女の理性が音を立てて一斉にぶち切れた。

　もう、みんな我を忘れて奪い合い、取り合い引っ張り合い取っ組み合って合戦だ！　もう、お知り合いなんて関係ない女子力の限界を超えた騒乱絵巻。

　きゃーきゃーと騒ぎながら身体からだを張って戦利品を守り、ぎゃーぎゃーと奪い合い引っ張り合う狂喜乱舞の大騒動、その修羅の群れを突破し遥君と言う名のレジを目指す。

　異世界に来て磨き抜かれた戦闘技術と言う名の女子力で戦い、競い、奪い合った。

　なんだか凄く楽しかった。男子は凄く脅おびえていた？

　ちゃんとみんなに不公正で不平等に武具が配布されて落ち着きを取り戻す、そしたら今度は戦利品の自慢大会、もう武器に頰擦りしてる娘こまで居る。

「あーん、火炎剣フレイムソードって乙女の厨ちゆう二に心が燃えちゃうよ」「予備武器までスキル付きって贅ぜい沢たく」「全く、こんなのズルいわよ！　何なのよ!!」「うん、幸せ過ぎて怒れないね」

　みんな大喜びで、大満足で、大漁で、大収穫だった。

　だってすべてがスキル付きの凄い武器ばかり。

　伝説の素材、超希少な効果スキル、最高級の武具、みんなうっとりと装備を眺め頰を緩める。

　これが遥君式のお礼らしい。

　これが遥君式の謝礼みたいだ。

　これが遥君らしい損失補ほ塡てんだ。

　これが誰よりも照れ屋で捻くれ者の遥君からの感謝の気持ち。

　みんな迷宮で戦っていたんだから遥君が気にしなくても、装備が壊れていても魔石で充分な黒字収支なのに。

　だから遠慮できないように、気兼ねなんかしないように、みんなが満足するように大バーゲンセールだった。みんな少なくとも10個以上は獲得してる、20個以上抱えている娘もざらだ。

　だって全部がお買い得で超特価でお値打ち品でプレミア品だ。お金が有っても手に入らない貴重品、売りに出されればとても手が届かない希少品、そんな凄すごい武具ばかり。

　これが遥君の戦利品。

　こんなとんでもない武器を持った、こんな有り得ない装備をした、最悪の魔物達の群れを殲せん滅めつして強奪して来た。

　だからいっぱい拾ってお裾分けらしい。

　これでみんながまた少し強くなって、これでみんながまたちょっと安全になった。

　もうさっそく装備してる娘や、ずっと鑑定しながら眺めてる娘、早く効果を試したくてうずうずしてる娘、もうみんな元気いっぱいだ。

　私も買い過ぎて現金がちょっとピンチだ。

　遥君から没収して預かってるお金をちょっとだけ借りたのは内緒だ……いや、絶対に明日魔石を換金したらすぐ返すんだからね！　だって……今だけだったの？

　こんな素敵で楽しいお礼を貰もらったのなんて、みんなきっと初めてだろう。

　食堂は笑い声に満ち溢れ、辺り一面笑顔でいっぱいだ。
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　37日目　昼　オムイ　領館




　あれから１週間、長すぎる、遅すぎる。領地の兵を召集して、救援の部隊を編制するのにあまりに手間取り過ぎた。

　皆、街や村の防備が薄くなると危惧を述べ。

　皆、只ただの冒険者に辺境軍が動くのかと意見し。

　皆、最悪の迷宮の最下層に落ちれば既に死んでいると。

　皆があれこれあれこれ邪魔をしに来てくれる、無意味だと。

　だが無理も無い、誰もが当たり前の事を提言しているのだ。

　ただ皆は知らないだけだ、この街に、領地に何が起こっているかを。

　私は知っているだけだ、だから救援に向かう。

　我が身を捨てて助けられるなら、あの少年を救う。

　それだけの恩義がある。

　それは勿もち論ろん、私と家族が助けられたのもある。

　だが、それ以上に我が一族の、歴代領主達の辺境の恩人なのだ。あの少年は。

　そして、ようやく軍を編制し物資を揃え大迷宮に向かおうとしたその時、先に救援に向かったはずの冒険者ギルドが引き返してきた。

　脳裏に最悪の想像が過よぎり我が身が震えた、何の恩も返せぬままに恩人を死なせてしまったかと、また何もできなかったのかと。

　だが彼は帰って来た。

　其れ処どころかあの大迷宮を殺していた。

　また一つ、我が一族の悲願が叶かなっていた。

　誰も知らない所で。

　誰も知らない少年が、

　たった１人で、

　全てを終わらせてくれたのだ。




　その後の会議など報告でしかない、無意味だ。

　会議をどれだけ繰り返しても無意味なのだ。もう結論は出ている、それを理解し、納得するだけだ。会議など必要ない。

「とにかく良かったのだろう、迷宮が死んだのならば」

　そう言い切り会議を終わらせた。部下の誰もが困惑している、未来の災厄が無くなったのならば良い事だろうに。

　そう思う事しかできないのだ、我々には。

　今この街は未曽有の大好景気だ。

　冒険者ギルドから売りに出される膨大な量の魔石で商人が集まり。

　街の雑貨屋や武器屋でしかなかった店が、大商店並みの売り上げを出し続ける。

　何も無い貧しい辺境の地に茸くすりが溢れ、武器こんぼうが揃っている。

　そして魔物の大襲撃が起こったにも拘かかわらず、街にも人にも被害は全くなかった。

　それどころか更に大量の魔石と装備が齎もたらされ、街は豊かになったのだ。

　毎日国中の商人がこの街に買い付けに集まり、街にお金を落として行く。それでも商品は豊富に在り日々発展を続けている。

　最も危険な辺境の領地が、たった数日で莫ばく大だいな利益を上げ、日に日に豊かに発展していく様は領主として嬉うれしい限りだ、夢にすら見なかった。

　突然に訪れた好景気と平和に皆理解が追い付かないのだろう、良い事尽ずくめなのに喜んで良いのかどうかも分からないほど困惑しているのだ。

　私もそうだ。ただ私は知っているだけだ。

　魔境の森とも呼ばれ、魔物が常に群れを成し、時には大発生スタンピードを起こして町や村を滅ぼす死の大森林。その森から魔物が減少している、群れの王が死んだのではとも言われているが、これで当分の間は大発生の危険は無いだろう。

　そして伝説のみが残り数々の名で呼ばれ最悪の迷宮とも呼ばれる大迷宮。もし、大迷宮が氾濫スタンピードを起こせば街や領地ではなく王国が滅びる、それは大陸を滅ぼす。それほどまでに魔物が強い、おそらく限界層と言われる第１００階層まで成長し、もはや魔物を少しでも減らして氾濫を遠ざける事しかできなかった最悪の大迷宮が死んだのだ。




　ある日から急に街が豊かになり、気が付くと辺りは平和になり、何もしていないのに全てが幸せに満ちている。だが何が起きているのかも分からずに困惑する事しかできない。




　私もそうだ。ただ私は知っているだけだ。

　この未曽有の大好景気の理由も。

　大森林の安定の原因も。

　大襲撃を退けた真実も。

　大迷宮を殺した張本人も。

　知っているだけなのだ、知り合っただけだ。

　自らの命も家族の命も救ってくれた黒髪黒目の異邦人の少年を、そしてその仲間達を。

　たった30人の来訪者が街に訪れて、そしてこの全てを齎したのだと。

　領主である私は何もしていない、一族がどれだけ抗あらがい命を尽くしても辺境の悲劇は止められなかった。

　最も危険で、それ故に貧しい辺境の領地。それがオムイ領。

　皆、それが生まれ変わった事にまだ気付けないのだろう。

　常に悲劇の起こり続ける辺境の街、そこで果てるのが領主の役目だ、１人でも民を救うために辺境伯家は在るのだから。

　王国を守る為ための防波堤として、捨て石として見捨てられた街。だからこそたとえ束つかの間でも領民を幸せにしたいのだ。

　広がり続ける大森林を僅かでも抑え、大迷宮の氾濫を一ひと時ときだけでも遅らせる。ただそれだけの為の滅びの未来しかない街、それでも今だけでも守りたいのだ。

　それがある日突然何もかもが解決し、街も村も平和で豊かになった。素直に喜ぶには今迄までが過酷過ぎた、希望を持つには最果ての地は悲劇に慣れ過ぎた。

　今も街で販売され続ける魔石と武器の数々。今や国外からも商人が訪れる程の高額な貴重品の数々。それだけの物を、数を、どうやって手に入れられたのか？

　簡単な事だ。それ程までの魔物を倒しただけなのだから。

　だから大森林は沈静化している、最大級の大発生スタンピードすら街に辿たどり着けなかったのだから。

　そして大迷宮すらも殺され、それらの全てがこの街に齎され豊かになった。

　簡単な事だ。辺境の脅威を全て換金してしまった。

　魔物と言う災いを高級商品に変えてしまった。

　だから一転して平和で豊かになっただけなのだ。

　領民が皆幸せそうにしているなど辺境の領主は望むこともできないものだった。

　それが今では街中に笑顔があり、笑いが絶えず、皆幸せそうだ。それが毎日続く。

　辺境の領主が、夢見る事も許されなかった幸せが街中に満ち溢あふれている。

　魔の森で死した先祖達たちが待ち望み、祖先が願い、祈り、夢見て散って逝った光景だ。

　未いまだ誰も理解はしていないだろう。

　ただ最近良い事ばかりで、お客さんが多くて、暮らし向きが楽になり、お店には商品が増え、いつもより良い事が増えた、そのくらいに今は考えているのだろう。

　救われ、生まれ変わった事に気付くのはまだ先なのだろう。

　今やこの国の富はこの街に集中し始めてると言っていい程だ、巨額の資金がこの街で循環し、辺境中が潤っていく。そして、その幸せを奪う悲劇は無くなった、貧しく厳しい街はある日から豊かで平和な街になっていた。

　誰も気付かない間に、悲劇の街の住人は幸せになっていた。

　当の本人は恩に着せる事も無ければ、聞かれなければ語りもしない、だから誰も知らないうちにこうなっていた。

　こうなってから初めてこの街はもう悲劇の街ではないと、幸せになったと知った。

　先祖達が代々その領民に降りかかる災いに抗い命を捨て、守り、夢にまで見て、それでも果たせなかった。零こぼれ落ちる命を掬すくいあげる事すら許されなかった滅びゆく街、滅びを待つだけの悲劇の街、それがある日気付いたら幸せになっていた。

　だから皆が困惑し呆ぼう然ぜんとしている、皆が悲劇しか知らなかったのだ……皆が奇跡など初めて見たのだから。




　良かった。そう思う事しかできないのだ、我々には。
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　37日目　夕方　オムイの街




　現金は獲得した！　そう、女子達から収奪した！

　有り金は全て強奪した、きっともう全員無一文だろう。

　相場では考えられない安売りに大喜びしていた。だけど過剰在庫品の処分だ、普通に売っても高額過ぎて売れないから相場に意味がない過剰な武具だ。

　どうせ持っていても必要Ｌｖが高過ぎて装備できない、高価過ぎて売りにも出せない。

　良い物は全部隠し持っている、売れない残り商品の処分市、格安の在庫処分価格でも元値はタダでぼろ儲もうけだった。

　だから大儲けだ！　お大尽様だ!!　お大尽様復活リターンだー、庶民どもよ平ひれ伏ふすが良い！

　バーゲンセール方式で争わせて理性も経済観念もお財布の紐ひもも破壊し尽くし、徹底的に浪費させて有り金を全て巻き上げた。

　どうせ武器も魔石も換金しきれない、ならば現金は同級生から収奪すればいい。

　だって辺境で一番稼いでるのは同級生達だ、しかも有り金が把握しやすい！

　だけど委員長があんなにお金持ってたとは驚いた。きっと倹約して貯金してたんだろう、巻き上げたけど。しかしあんな山の様な武器や装備をどうするんだろう？

　取り敢あえずは武器装備防具のバーゲンセールでお説教は回避した、その無にも等しい刹那の間隙を切り抜けた！　あれって『虚実』の武技効果なのだろうか？

　だが、まだ安全圏にまで達したとは言い切れない、まだ俺の冤えん罪ざいが忘却されたとは言い切れない、つまり俺は悪くないのに怒られないとは言い切れない！　何な故ぜならば何故か逃げ切れた事が無いからだ!!

　ならば求めよう、常に真実を照らすものを。常に正義を守護するものを、必ずや正しき者の潔白を証明するものを！

「ドライフルーツ下さーい！　大量にいっぱい！　在るだけ買うよ!!」

　屋台も商品が増えてる、街中から買い占めよう！

　甲かつ冑ちゆう委員長さんもお供についてきた。やっぱり女の子はショッピングが好きなのだろう。だけどバーゲンセールには引いていた……迷宮皇と雖いえどもあの修羅が泣いて逃げ出すと言う女子達の悪鬼羅刹の魑ち魅み魍もう魎りようの阿あ鼻び叫きよう喚かんの買い物戦争は恐ろしかったようだ。

　うん、異世界人だからバーゲンセール自体が初体験だったかもしれないな？

　なにせ、あの武器や装備が大好物のオタ達でも女子達の壁に突破すら敵かなわず、商品すら見る事も無く、その手に触れる事も無いまま足蹴にされ、踏み付けられ、弾はじき飛ばされて襤ぼ褸ろ雑ぞう巾きんの様に床で朽ち果てていた。うん、あれならスフィンクスを倒せたんじゃないだろうか？




　そして雑貨屋さんも大きくなっている、店も広いが商品も盛りだくさん。品しな揃ぞろえに期待できるかも！　だが、まずは無罪証明ドライフルーツが先だ！

「久しぶりだね、迷宮で行方不明って聞いて心配してたんだよ。まあ、無事だとは思っていたけどね、大丈夫……そうだね？」

　珍しく今日は普通だ、茸きのこ中毒は脱したのだろうか？　ちゃんと雑貨屋の店員さんしている。

「おひさー？って、今日が何日か分からないけど、何故だか誰も教えてくれないし幾久しく？って、買い出しに来たんだけど新商品入った？　現金でも茸払いでも良いよー？　あと、ドライフルーツ有るだけ全部買う！」

「ふふっ、ふふっ、っふふっ、ふふっふふっ……」

　雑貨屋のお姉さんは壊れたみたいだ。故障中だ。茸中毒は脱しても後遺症に侵されている様だ。多分もう修理不能だろう、回復茸で壊れたのだから。

（ジャ―――ッ）

「…………!!」

　時が止まった。

「「ぐふふっふふふっふふっふふふっふっふふふふぉっふぉふぉっ！」」

　無言でお互いの手を固く握り合った。取引は成立した、大量の茸払いで売買契約を済ませ有り金も全て巻き上げた。

　そしてお買い物だ、甲冑委員長と店内を見て回る。日用品も必要だろうし、着替えの服も、生活用品も無いんだから。でもスケルトンの日用品って何がいるんだろう？

　まあ、あれこれと楽しそうに見ているし、お小遣いもたっぷり渡してある、無駄遣いでも楽しめれば良い。だって、きっと久しぶりのお買い物だ。

「それだけで良いの？　その程度だと大量購入にも覚束ないからお大尽様には程遠いんだよ、コツは考えて吟味するのは買った後にするとお大尽様効果が高いんだよ」

　どうやら甲冑委員長さんは迷宮皇さんだったが、お大尽様ではなかったようだ。まあ、物資の大量補給も済み、あちこちのお店を覗のぞいては良さげな物を買い占める。これこそがお大尽様だ。きちんとお手本を見せておこう。

　商品が増えて油も買えたし、香辛料も増えた。網もあったし、ドライフルーツも砂糖も買い占めた。これこそが正にお大尽様だ、要るから買うんではなく買うために要る！

　甲冑委員長も両手に雑貨を抱えて買い物を楽しんでいる、未だ遠慮があるようでいちいち商品を見ては悩んでいる。

　だが甲冑姿なのに嬉うれしそうで楽しそうだ、やはり迷宮の最下層ではショッピングは出来なかったのだろう。だから久しぶりで楽しくて仕方ない、永遠とも思える永い時を囚とらわれ無為に過ごした。永遠とも思える時を17才で過ごしきったのだ！　永いな!!

　最後に棍こん棒ぼう専門店にも武器を売り捌さばきにいく。こっちも店が大きくなってるが、残念ながら品揃えには期待できない。うん、相変わらず棍棒だらけだ。

　在庫の棍棒と一緒に迷宮で拾った金属武器も見せてみると、凄すごい勢いでお店の有り金を全部持ってきた。バーゲンの余り物の売れ残りの不用品なんだけど？

「全部が迷宮武器！　それも下層の品じゃねえか！　しかもレア素材に極上のスキル付きだと!?　特殊効果だと!!　な、な、なんちゅう物を!?」

　おっちゃんは棍棒マニアかと思ったら、金属武器でも大騒ぎするみたいだ。うん、大体いつも騒いでるんだよ？

　売れそうな最安品を持ってきたのに、買取が難航している？　取り敢えず店の有り金を全て貰もらい、おっちゃんが武器を見ては唸うなっている、いつものパターンで毎度の事だ。

　残念ながら、お買い物大好きな甲冑委員長も棍棒には興味がないらしい。まあ甲冑委員長さんより凄い装備なんて何ど処こにも売って無いだろう、せっせと最上級品を貢ぎ捲まくったのだから史上最強最高額のアイテムチートだ。しかも本人はもっとチートだ！

　うん、使役者は黒いマントに木の棒のままで、見劣り感が物凄いんだよ!!　マジで！

　ついでだから冒険者ギルドに寄り魔石の分割払いの分を受け取る。そして完全に買い手が付かず貰い手も無い不良在庫な最低級の武器達は冒険者ギルドに寄贈した、もう、冒険者ギルドも魔石の買取の追加で現金が無いのでタダで渡した。

　わざわざ救助活動の準備をしてくれていたみたいだし、冒険者も集めてくれていたみたいだし、売れ残りの邪魔な武器でも分配すればちょっとは役立つだろう。さて、宿に戻ろう。




　37日目　夜　宿屋　白い変人　食堂




　そこに漂うものは戦いくさ場ばの空気、既に布陣は完了している。

　通りを渡る風からも戦せん場じようの気配がひしひしと伝わってくる。

　一片の漏れも無い完璧なまでの包囲陣、囲まれれば終わりだ。

　無策で踏み込めば、左右の遊撃部隊に退路を断たれて囲まれ逃げ場を失う。

　唯ただ々ただ、攻撃の為の布陣。待ち構え、捕らえ、包囲する為の完璧な布陣だ。

　間違い無い。これは、お説教の為の配置だ！

　だが、無策では無い。

　対策はした。其それ処どころか決定的な秘策を得た。

　最も早はや、陣構え等など無意味。

「ただいまー＆おにぎりだよーっ！　まあ、たーんとお食べ？　みたいな？」

「ご飯!?」「お米!?」「「「「おにぎりだーっ!!」」」」

　ふっ、我がおにぎりの誘惑の前に敵は無い。絶対だ！

　俺もおにぎりを握りながらつまみ食いで食べ捲くったが、滅め茶ちや美お味いしかった。ちょっとぽそぽそしてるがお米さんなのだ。

　お説教の包囲陣は一瞬で崩壊する、完璧な陣構えが決壊する、一度崩れれば最早立て直しは利かない。みんなが涙目でおにぎりを頰張っている。

　お米さんの完全勝利だ、遂ついにお米を手に入れたのだ！　これは雑貨屋のお姉さんの勝利だ。だがここで完膚無き迄までに追撃し、一挙に敵戦力を壊滅する。

「焼きおにぎりも有るよ～っ、奪い合うが良い？　的な？」

「「「焼きおにぎり!!　食べる!!」」」

　おそらくは長粒種、日本米よりも粘り気や甘みが無くぽそぽそ感がある。だがお米だ！　うん、明日は炒飯チヤーハンだな！

　辺り一面無言のもぐもぐで喋しやべる余裕もあるまい。お説教は無力化されたのだ。

　みんな満腹で動けまい。説教陣形は崩れ去った。もう誰もが笑顔で倒れている。

　そして怒る気力も無い、ただの満腹娘のできあがりだ。とても幸せそうに倒れている。
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「「「美味しかったー！」」」

「……美味しかったけど、逃げられちゃったよ？」

　そう、絶対に逃がさないために、今度こそちゃんと言い聞かせるために、完璧に食堂で包囲網を敷いたのに一瞬で崩された。

　だって１か月ぶりのお米、おにぎり。みんなが泣いていた。

　美味しくて、懐かしくて、ほんの１か月前まで毎日食べてたはずなのに、もう食べられないと思ってた……探してきてくれたんだ。

　遥はるか君はいつの間にか又も荒稼ぎをし、そのお金で雑貨屋さんと武器屋さんに資金と物資を融資して街中、国中から荒稼ぎしていたみたいなの。

　なんだか街が賑にぎやかだと思ったら経済支配を始めていたらしい、全く油断も隙も無い。

　そして今日その理由の一つがわかった、お米だ。皆に食べさせようとおにぎりにして持ってきてくれたんだ、言ってくれれば手伝うのに。驚かせようと思って１人で30人分も握って来てくれたんだ。

　そうやって、いつも怒れなくなる。いつも笑ってしまう。

　実際、遥君が上がって来なければ私達たちは全滅していた。それが事実、完全に私達の、私の判断ミスだった。

　それでも本当なら遥君は地下で待ってなきゃいけなかった。だってＬｖ12しか無いの、弱いんだから、いつも自分で「一発掠かすっただけで死ぬ」って言ってるのに、一番戦っちゃいけないのに……最も危険があるのは遥君なんだから、しかも１人きりだったのに。

　だから私達が助けに行かなきゃいけなかった。遥君は待ってるべきだった。

　なのに上がって来ちゃう。危ないのにほいほいと、物見遊山みたいに茫ぼう洋ようと。遥君こそが最も危ないのに……だって、全然平気だったなんてどうせ絶対に噓うそだ。

　絶対危ない事していた。絶対に何十回も何百回も何千回何万回も死にそうな事してきていた。だって、また強くなってた。

　だってＬｖ17、いきなり五つも上がってた。魔の森の魔物を狩り尽くす勢いで殲せん滅めつしていた遥君が、それでもＬｖ12だった遥君が、たった１週間でＬｖが五つも上がるなんてとんでもなく危ない所に行ってた。全然じっとせずに、助けなんか待たないで、いつものようにホイホイと上がって来ちゃったんだ。

　あの56階層でボロボロで気絶しかかってたけど、みんなちゃんと見てたんだから。

　あの辺り一面の木乃伊ムーミー達の海の中に飛び込み、一歩も私達に近づかせずに壁の様に立ちはだかり、近寄る事も許さずに斬り刻み、斬り散らし、斬り裂くその後ろ姿を。

　あれはＬｖアップしたとか、スキルとかじゃない。絶対に物凄く無茶苦茶に危険な事を延々とやって身に付けた強さだ。

　あんなの何億回もの危険と斬り結ばないと……そうじゃないと、あんなに強くなってるはずが無い。だから絶対危ない事していたんだ！

　だから今日は絶対にきちんとお話ししようと思ったのに……おにぎりだった。美味しくて、幸せになって、笑ってしまった、みんなが笑ってしまった、だって幸せ過ぎた。

　だけど遥君が危ない事をしてたら駄目なんだよ。なのにまた守られて、幸せ過ぎて笑うほど喜ばされて、また全部が貰ったものばかり。

「いや、私はおにぎり食べながらでもお説教しようって思ってたんだよ！　でも、あそこで……まさかの『おにぎりが無いなら、焼きおにぎりを食べれば良いじゃないの！』って、あのマリーは想像もして無かったんだよ！　おにぎりを耐えきっても、焼きおにぎりは無理だよ？」

「「「「うん、あそこでお醬しよう油ゆの匂いは反則だ!!」」」」

　そう、誰もが怒る気なんて無くなるくらいに幸せだった、遥君がおにぎりを配ってるその姿でもうみんな駄目だった。

　でも危ないの、忘れそうになる程の強さだったけど、ステータスの差が絶望的だった。あれほど危険な事をし続けても遥君のステータスはたったの３００ちょっと、ＶｉＴなんて３００無かった、ＨＰだってかろうじて３００程度。そしてＬｖは大迷宮を落としてもたったの17、すぐに死んでしまう位のステータスだった。

　ずっと、まともに打ち合えばすぐに死んでしまう位のステータスしかなかった、だから速さと魔法特化になっていた。打ち合えないから躱かわすしかない、当たれば死んじゃうから、そのせいで特化した。さらに打たれ弱くなってきている、ＨＰやＶｉＴが一番上がってない、ずっと脆もろいままだ。あんなので戦わせてはいけないんだ、危険な事もさせてはいけないの。

　歪いびつな強さ。小お田だ君達はそう呼んでいた。なまじ強いから私達を助けようとする、でも本当は自分が一番脆い。あれはステータスやスキルではない遥君自身の強さ、力が無いから速さとスキルを混ぜ合わせて殴っていたあの頃のまま進化しただけだ、だから本当は弱いまま。

「あれは走ることに喩たとえれば、遥君は足が速い。そして、どんどん速くなっているんです。でも、この世界はＬｖが上がればバイクに乗ったり、車に乗ったり、飛行機に乗るように速くなっていくのに、遥君だけが自分の足で走り続けてるんですよ。あんなの何にも乗れないから速く走ってるだけなんですよ……」

　小田君はそう言っていた、その顔は悔しそうだった。だから歪な強さと呼ぶ。

　でも、そんなのずっとは無理だ。いつか無理になった時には死んじゃう。

　それにそんなに無理矢理に速く走って大丈夫な訳が無い、本当は危ない、戦ったりしちゃいけないの。

「迷宮皇さんがいれば大丈夫なのかもよ？　すっごく強かったよ!?」

「「「凄かったねー！　あれでまだＬｖ８だって!?」」」

　そう、やった本人が不思議そうな顔で「使役した？」ってどうよとは思うけど、安全にはなったはず。きっと最強クラスの護衛だろう、だって迷宮皇さんだ。

　でも１人では守りきれない。絶対的に物理的な耐久戦ができない、だから防衛には不向きだ。どちらもが攻撃に耐える力が無いから、最恐の攻撃力で破壊し尽くす。

　つまり危険な攻撃特化が増えてしまっただけで、防御力の無さは何も解決していない。

「遥君もアイテムチート化が凄いみたいだよ？」「うん、見た目はそのまんまだけど？」「村人装備だから見た目が頼りないけど、あれって大迷宮の最下層クラスの武具とか装備だし、特殊効果もガンガンについてるって言ってましたね」「攻撃力は格段に上がってるはずです、寧むしろ本人の危険度が上がっちゃってましたね。あの56階層で使った魔法は個人レベルで使える魔法を逸脱していましたから」「有り得ないです、ＭＰ２００くらいであんなの発動すらしないですから」「脆いけど、少なくとも殲滅力はまた上がってるよ！」

　また強くなってる、歪なままに破壊力を増していく。それこそが危ない理由なのに。

　また脆いままに力を付けて行く、それに耐えられる器ステータスが無いのに。

　あのＬｖであんな力を使ったら、絶対身体からだが壊れるに決まっている。何とも無いはずがない、魔法なんてそんなに便利なものじゃない！

　危ないことしないでって言ってるのに、いつもいつも私達を助けちゃう。

　危ないって言ってるのに、多分また助けようとするに違いない。

　そのために危ない事して、まだ強くなろうとしているんだ……きっと絶対。
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　あ――――っ！　やっとベッドで眠れるよーっ!!　ずっと貸し切りで借り切っているのに、全く宿で寝られてないんだよ!!

　甲かつ冑ちゆう委員長さんは個室を取って押し込んでおいた、なんか凄すごく不満そうだったけど１人の時間も必要だろう。まあ、寝ないみたいだけど？

　ベッドだー……何日ぶりかは分からない。何な故ぜだろう、誰に聞いても教えてくれないんだけど？　今日が何日か分からないが、よく考えればこの世界の暦を知らない。

　って言うか、今はいつ？　だって聞いても無視されて質問攻めにされる、それに答えると怒られてジトられてお説教が再開される？




　頑張って上がって来たのに？　お土産も取って来てバーゲンだったのに？

　やはりお土産でお金儲もうけをしたのがまずかったのだろうか、それとも食べ物しか駄目なのか？　何故かいつもいつも俺は悪くないのに怒られるのだろう？　うん、あそこに穴掘った奴やつと、崖だって騙だました奴らが真犯人なんだよ？




　そして最大の問題は、異世界の迷宮を制覇しても俺の異性の好感度は見つからなかった！　好感度を上げるアイテムすらなかった、完全な落ち損だった!?

　しかし、落ちたおかげでジト目は42個になった。ならば充分過ぎる成果だ。

　まさか迷宮に落ち続ければもっと増えるの？　だが、落ちる度に好感度も落ちそうだ。

　大体、誰がどう考えたって悪いのはあんな所に落とし穴を掘った奴だ！　間違いない、あの罠わなは見抜けない！　あれこそが迷宮改装者さんへの凶悪な罠だったんだよ!!

　なのに俺が怒られる。だって壁の中だよ？　気付かないよね、普通？

　うん、みんなだって気付いて無かったじゃん？　ほら、俺悪くないんだよ!?

　大体落とし穴が危険だって聞いていれば、落とし穴用の準備もしたんだよ？

　それを「崖から落ちる、崖から落ちる」と悪質極まりない心理トラップに掛けられたんだから、どう考えても俺は被害者だ。

　よし、犯人オタ達には新作の頭頂部岩石焼メテオをプレゼントしよう。絶対だ！

「はあーっ、結構疲れたよ？って言うか寝不足だよ？　何日間、仮眠しかしてないのかがわからないけど、まず今日がいつだかわからない!!」

　だけど面白くもあったし拾い物も多かった、やはり迷宮ダンジヨンは美味しいのかもしれない。

　特に通常装備ができない俺にはダンジョン製アイテムは最適みたいだ、殆ほとんどは強欲の化身な甲冑さんに献上させられたが、役に立ちそうなものもかなり手に入った。

　勿もち論ろんの事だが、決して『服従の首飾り』の事ではない！　あんなもの使ったら俺は永遠に俺の好感度さんと出会えないだろう！　うん、あれは記憶と歴史から消去されたのだ、Re：REMEMBERだ！

　なんだか全く出番が無い物も多かったが、きっといつか役に立つだろう？　忘れた頃に出番がある筈はずだ。無くても忘れてるから問題ないだろう。うん、思い出しもしないだろう。

　しばらくはゆっくりしよう。お金は十分にある、お米も手に入れたし、お醬油も有る。

　そして、試したり、検証したり、練習しなきゃいけないスキルが山積みだ。

　特に『転移』、これが使えれば、使いこなせれば今回の苦労は無かった。

　ただし転移は『移動』さんの後継者だ、つまり超じゃじゃ馬の危険性が大だ。だって『移動』ですら一体どれだけ転びぶつかり、ふぎゅぅぅぅした事だろう！

　委員長達が持っている『縮地』や『加速』とは違うもの、あっちはチートで、こっちはジャンク。元々のスキルが全然別物だった。

　本来の縮地はウエポンスキルと一緒で、発動すれば失敗なんてしない。使いこなすのには練習が必要らしいが、使う練習なんて必要ない。スキルは必ず発動するし、失敗も無いのだから。

　ただしキャンセルも変更も利かないらしい、発動すればそのまま突っ込む。

　移動や歩行はあくまでも移動で歩行だった。だから当然自分でコントロールできるし、しなければ動かない。だから失敗すれば転びまわる。

　その『移動』でも制御できないで転んでぶつかって縺もつれて、ふえぇぇぇだった。それが『転移』って絶対に練習が必要だ、もう壁の中のフラグ以外想像できない！

　まあ、多分またあれだから誰も見てない所でやろう。




　結局全部が自動制御オートじゃない、自力制御セルフスキルだ、最強チートではなくズルチートするための技。




　あとは『瞳術』も気になるが……確か幻術絡みだったような記憶がある、催眠術とかも有ったような気がする？　催眠術でもちょっぴり怪しい、しかも魅了とか傀かい儡らいとかの危ない物の関係者のような気がするんだよ？　うん、既に『使役』で充分問題なのだ！

　こんなのばっかりコンプリートすれば、好感度さんが訪れずにお巡りさんが大量召喚されるだろう。うん、使いこなせない方が良いだろう。変にＬｖを上げるとヤバい能力スキルが現れそうだ!!

　そして『重力』と『掌握』は大体なんとなくわかるけど、こっちはこっちで練習が必要だ。だって難しいんだよ？

　でも、今まで感覚だけでやっていたが、今は魔力がちゃんと見える。『羅神眼：【神羅万象も視みる心眼】神眼　未来視　魔眼　慧けい眼がん　写技　瞳術　？不明』の魔眼なのだろうと思うんだが……見える？　だから前より練習も制御もしやすいはずだ。

　でもって『至考』は思考系の完全版、統合版の上位版で間違いなかった。思考系だが頭が良くなったって言うより、脳が便利になった感じだ。頭の中にパソコン内蔵みたいな？　意識しただけで自動計算で自動実行みたいな？　複数の思考もできるみたいだけど……フリーズしたらどうしよう!?　うん、ＯＳが心配だ！

　謎なのは『無心』でステータスの順番的に考えるなら『集中』の上位のはずなんだけど、でも集中は『至考』のような気もするんだよ？　違う物なんだろうか？　もしかすると心無い女子達たちからの誹ひ謗ぼう中傷のせいなんだろうか!?

　そして『羅神眼』は神羅万象も視る心眼、視れば良いだけだが絶対に使いこなせない。これは超分厚い取扱説明書が必要なレベルだ、これだけはオーバースペックのチートだ。だから全く使いこなせないし、瞳に他が付いてこない、俺のスペック的に無理だ。




　やることだらけで全然ゆっくりできない、また張りぼての作り直しだ。

「ステータス」





NAME：遥はるか　種族：人族　Lv：18　Job：--

HP：320　MP：343

ViT：295　PoW：295　SpE：344　DeX：336　MiN：350　InT：368

LuK：MaX（限界突破）

SP：2979

武技：「杖じよう理り Lv6」「躱た避ひ Lv4」「魔ま纏てん Lv1」「虚実 Lv9」「瞬身 Lv8」「浮身 Lv4」

「瞳術 Lv1」「金剛拳 Lv1」

魔法：「温度 Lv9」「転移 Lv5」「重力 Lv4」「掌握 Lv4」「四大魔術 Lv4」「木魔法 Lv8」

「雷魔法 Lv8」「氷魔法 Lv9」

スキル：「健康 Lv9」「敏感 Lv8」「操身 Lv6」「歩術 Lv5」「使役 Lv9」「気配探知 Lv3」

「魔力制御 Lv4」「気配遮断 Lv8」「隠おん密みつ Lv9」「隠蔽 LvMaX」「無心 Lv4」

「物理無効 Lv2」「魔力吸収 Lv3」「再生 Lv1」「至考 Lv3」「疾駆 Lv8」「空歩 Lv7」

「瞬速 Lv9」「羅神眼 Lv2」

称号：「ひきこもり Lv8」「にーと Lv8」「ぼっち Lv8」「大魔導師 Lv2」

Unknown：「報連相 Lv7」「器用貧乏 Lv9」「木で偶くの坊 Lv9」

装備：「樹きの杖つえ？」「布の服？」「皮のグローブ？」「皮のブーツ？」「マント？」「羅神眼」

「窮魂の指輪」「アイテム袋」「魔物の腕輪　PoW+39%　SpE+26%　ViT+19%」

「黒帽子」






　おーう、いえーすぅ！　上がってるよ、Ｌｖ18だ。

　迷宮でトータル６アップだ、迷宮制覇でたった６だ。なんかもう異世界中の魔物全滅させないとＬｖ99とか無さそうだ!?

　だがＬｖ12からＬｖ18。上がりの良いＳｐＥやＩｎＴなんて１・５倍くらいにはなっている。数字だけならチートな同級生達のＬｖ30～35の時くらいのステータスは有るんじゃないだろうか？　まあ、同級生達はＬｖ80超えちゃってるけどさー？

　まず『羅神眼』はもうＬｖアップしている、まあ見るだけで使うから上がりやすいのかも？　ただ、これは誰かさんの練習と言う名の恐怖のおかげだろう！　だって、神眼でも羅神眼でも見えないんだよ!?　あれって!!

　そして『魔力纏 LvMaX』は『魔纏 Lv1』に変わっている。だったらスキルレベルのＭａＸはＬｖ10なんだろう、そこから上位スキルに変わるみたいだ。ただ、またこれで全部使い勝手が変わるんだよ……またやり直しが増えている。しかも経験から言って強化される度に操作や制御が難しくなってるんだよ……自動スキルが良いなー？

　謎の『金剛拳 Lv1』は『金剛力の服　ＶｉＴ強化（大）　ＰｏＷ50％アップ　金剛拳』のスキルだが、ステータス化されている？　だって魔物と殴り合いなんてしてないよ？　うん、一生涯する気ないよ？　まあ、ＶｉＴはヤバいので上がると助かる。

　だけれど、結局は当たると駄目だ、仮に攻撃を耐えられても動きを止められた時点で詰んじゃうんだよ、俺は。

　他も結構連続で上がっているが使いこなせていないのが現状だ。多分、当分現状維持で慣らしていくしかない、実際に『気配探知』だって使いこなせていれば、あそこまでギリギリにはならなかったはずなのだ。

　ヤバいな……またもや張りぼての作り直しだ、手持ちのスキルを継つぎ接はぎしてそれっぽく技のように、無理矢理やり繰りして併せて使いこなさないと、俺の技はチートスキルみたいに自動で決まってくれたりはしないのだから。訓練か……




　ああーっ！っていう事は明日は甲冑委員長さんの虐待祭りだよ！　もれなく挑戦者全員にボコが貰もらえるんだよ!?　全然ゆっくりじゃないじゃん！　あれって全然ゆっくりせずに速攻でボッコリされるんだよ!?　うん、絶対だよ？
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　37日目　夜　宿屋　白い変人　女子会　お風呂場




　迷宮皇さん。遥君には甲冑委員長さんとか呼ばれていたけど、聞いてみたらそんな委員はしてないそうだ。

　名前はアンジェリカさん、きっと使役者はまた名前を憶おぼえていない。だから私達だけでもちゃんと名前で呼んであげよう。

　アンジェリカさんは迷宮の最下層、第１００階層に独りで居たそうだ。そして暗黒の闇に捕らわれ乗っ取られそうだったらしい。

　最古の迷宮とも呼ばれている迷宮にずっと独りぼっちで。そこでたった１人で永遠の時に抗あらがっていたらしい。ずっと……17才のままで？

　遥君はアンジェリカさんを操る闇と戦い祓はらった、闇が操れたのはアンジェリカさんの力の極々一部分だけで、アンジェリカさんが抗い続けてくれたおかげでやっと戦えた、そして祓い斬った。

　そこには完全な状態の迷宮皇。だけどアンジェリカさんは何もしなかったらしい、ただ遥君に殺されるのを待っていたそうだ。ずっとずっと暗闇の中で独り誰かを待っていた、闇に抗い吞のまれる事無く待っていたんだ、ただ終わりが来てくれるのを。

　で……使役して連れて来ちゃったらしい。

　それなら当然だ、やるに決まっているし、やらかすに決まっている！

　そんなの遥君が殺しちゃう訳が無い、終わりなんて許すはずが無い、悲劇なんて上演させる訳が無い、悲劇の運命とか辿たどる訳が無い、因果とか応じる訳が無いし救けない訳が無いんだから！

　だって救わないなんて遥君じゃない！　遥君は自分の気に入らない事は意地でも認めない自分勝手なやりたい放題の我わが儘まま放題なんだから。

　だから、連れて来た。

　地上まで、街まで、暗闇じゃない所へ。独りぼっちじゃない所へ！

　だって、そんなの連れてこない訳が無い！

　迷宮の迷宮王さんの上役の迷宮皇さんでも関係ないの！

　きっと、それが大王さんでも帝王さんでも大魔王さんでも関係ない、だから迷宮皇さんでも容赦なく連れて来ちゃう。

　言いたい事は凄すごくある、だって凄い大問題なんだから。

　でも文句なんて言えない、言う訳がない！　だって私達も、みんなも、誰も彼もが助けられて暗い所から連れ出されちゃってるんだから。あれはもう常習犯なんだから。

　そして、甲かつ冑ちゆうの中はスケルトンさんらしい。何な故ぜか甲冑姿は肉感的でナイスバディーなんだけど骸骨スケルトンさんなんだそうだ。

　前職の時はデュラハンさんとリッチさんとノーライフキングさんを兼業されていたそうで大変だったらしいけど骸骨スケルトンさんへと変わり、現在は種族不明。

　そして、せっかく街に来て女子会に参加したんだし、今日はお風呂を借り切りにして一緒にお風呂に入ることにした。

　だって、骨スケルトンでも女子なんだから、清潔で綺き麗れいは大事だ。まして骸骨スケルトンとはいえ、女の子を遥君と一緒に入浴させるわけにもいかないんだから。

　そして、みんなで甲冑を外してあげる…………えっ？




　・・・




　みんな綺麗になって、お風呂から上がる。そしてアンジェリカさんの甲冑を装備してあげる……うん。

「遥君は確かにスケルトンさんから無種族になったって言ってたよね？」

「「「「うん、言ってた」」」」

　なら、気付いて無いんだろう。自分が何をしでかしたのかを。

　気付いていたなら、対応が変わってたはずなんだから気付いていない。事の重大さも。

　どうしたもんだか……女子会が必要なようだ。招集しよう。

　未まだ武器とおにぎりでみんな脳が蕩とろけてるけど会議が必要だ。

　どうしようもなくても、どうにかしないと。

　幸いアンジェリカさんは頷うなずきでウンとイヤは返事してくれる、意思の疎通は図れる。

　21人集まれば文殊様７人分だ、何か解決策が出るかもしれない。

　明日の夜までは大丈夫だろう。

　それまでに対応を決めよう。

　大事なのはアンジェリカさん、アンジェリカさんのこれからが懸かっている。

　遥君の事はどうせ考えても無駄なんだから、アンジェリカさんのことだけを考えよう。




　しかし使役者なのに、何で気付かないんだろう？
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　38日目　朝　冒険者ギルド　訓練場




　見学。見て学ぶ、見る事により自分の経験や知識にして役立てる。見た事のない物を見知り、客観的に見ることで理解し、見て学ぶ事はとても多い。そして今見ているものはこの世界で最強の技量、迷宮皇の剣技、戦いの技術としてこれ以上の物は無いんだろう。でも見えないの？

　目には見えている、目に映っている、ただ気が付いた時には斬り終わっている？

　Ｌｖはまだ９、使役されてＬｖ１から生まれ変わったらしい、だから今は元迷宮皇のアンジェリカさん。年齢も17らしい？　まだ数字ステータス的には強くない。




　そして、その技に打ち合えているＬｖ18の自称モブで強くなれないし、チートも持たないし、未いまだに人族だと言い張る遥君。

　歩む――一歩だけ歩くと剣は振り終わっている。

　半歩を揺れる様に動き、閃ひらめくように斬撃が斬線を引く。

　緩やかに舞踏のように、流れるが如ごとく舞っている。

　其そ処こに在るのは冷酷で精密な優雅さ、無様な無駄を削そぎ落とした鋭利。

　一分の狂いで命を落とす剣けん戟げきの舞い、その動きが鋭すぎて見切れない。

　ゆったりと優雅に見えるが精緻過ぎる動作の精密な重ね合わせ。

　だから見切れない。目に映ってるだけで見えていない、全く見切れていない。

　私よりもＳｐＥは全然低い、どちらも数字上なら三分の一も無い。だったら動きは私の方が３倍以上速いはずなのに……その鋭い捷はやさに付いて行けない。

　もし「せーの」で剣を振り始めれば、３倍以上速いはずの私だけが斬られる。

　私の剣技に無駄が多いから、あれは無駄を全て削り落とした剣技。速度が遅くとも最速の最短を疾は走しる剣技の応酬、だから見えても意識が追いつかない。

　その踏み込みも、流れるような捻ひねる溜ためも、精緻な振り被かぶりも、力を纏まとめ上げる合理な力みも、華麗な振りも……そして振り切りが無い。振ってさえいない、剣先が最短距離を無拍子で滑る、一拍の間も半拍の間も無く動いた時には剣けん尖せんが斬り終えている。斬ると思った時には既に斬り終わっている、だから捷い。

　私は打ち合えない、速度が３倍あっても私の十分の一の手数で斬っちゃう技術に全く付いて行けない。だから斬り合えば、私だけが斬り遅れる。

　武技ウエポンスキルでもあの速度に対応できない、寧むしろ発動したら止める事ができない武技ウエポンスキルなんてカモられる。武技ウエポンスキルはどれほど速く強くても型通りの動きしかできなくなる、だから鴨かもが葱ねぎ付きでお鍋に飛び込むようなものだ。




　だからＬｖの壁を打ち破れる、あれはＬｖ差が有っても当てる事もできない、そして避よける事も敵かなわずに斬られる。

　きっと、あの２人には武技ウエポンスキルなんて無駄な動きの塊にしか見えてないのだろう、Ｌｖやスキルなんて剣技とは全くの別物なんだ。




　一歩出す足運びも遅い、腕の振りだって遅いし、肘の伸ばしも遅い、手首の返しも遅いし、肩の絞りも遅い、重心の沈み込みも遅い、だから剣の軌道だって遅い、振り抜きも遅い。そのどれもが無駄無く、一つ一つの全てを削りきった動きでも、どれも私より遅い。

　ただ、その総すべてが同時に終わる、一瞬で全てが終わっている。それが速い！　私が斬ろうと動作を始めた時には斬り終わっている神速の剣技。

　ただ延々と繰り返される斬撃の応酬、極限まで切り詰められた技が乱れ散る演武、銀ぎん閃せんだけがただ目に映る、その意味がわからなくとも瞳に焼き付ける。




　ようやく終わったみたいだ。ボコボコの遥はるか君がとてもとても悪そうな笑顔で話しかけて来た。

「委員長達たちも訓練を頼んだら？　うん、勉強になるって言うかボコられる？って言うより苛いじめ？　まあ、虐待確実なんだけど練習になる？　みたいな？」

　ボコられた遥君は休憩するみたい、そして私達をボコらせる気満々だ！　でも絶対に貴重極まりない経験。

「うーん……きっと掠かすりもしないけど、Ｌｖ差が有るから万が一が危ないよ？　訓練って言っても真剣は危ないよ」

「えっと？　無理？　甲冑委員長さんって全身アイテムチートだからＬｖ差が有っても倒せないよ？　しかも掠りもしないどころか掠る気がしないから？　無理？」

　無理らしい。掠る可能性すら見つけられないし、あの速度で戦う遥君でも掠ることすら敵わない。そのうえ当てても無理なんだそうだ、凄くチートな甲冑みたい。それってどうやったら勝てるの？　稽古になるの？　ボコられるだけなの？

　ボコられました。私はもちろん女子全員ボコられ、20人総がかりでもボコられました。魔法無しでは戦いにすらならない程に一方的。

　その魔法も避けられ、斬られ掠りもしない。ちなみに当たっても『完全無効』らしい、きっとこの人異世界最強だ、絶対に倒せない！

　現在は柿かき崎ざき君達までボコられている、あの５人は近接戦最強の筈はずなんだけど、近接戦闘でやられちゃっている？

　あの野生の獣のような俊敏さを持った５人の誰もが動きに付いて行けていない。

　数字上の速度は付いて行けるはず、そして基礎能力や生まれ持った天性と鍛えられた肉体に３倍のステータス補正が在るのに？

　でも動きにすると付いて行けない、動けば動く程に差が開くだけ。動作が小さく捷い、流れるように無駄が無い、余分な動作が無いからこそ美しい、その動きの全てが綺麗、それが連なり華麗な舞いに変わる。

　精緻に研ぎ澄まされた機能美を、精密に重ね合わせて作り上げられた奇跡の造形美、それが華麗に繫つなぎ合わせられた究極の美しさがそこにある。

　そして皆が倒れ伏す中、静かに１人佇たたずむアンジェリカさん。見み惚とれる、羨望し、驚嘆する、人は此こ処こまで強くなれるのだと。

　Ｌｖの高さによる強さなんて、強さの一つでしか無いのだと。私達はもっと強くなる事ができるんだ。

　勿もち論ろん、包囲して全員で醜く力押しで押し潰せば、犠牲も構わず群がり尽くせば倒せる。Ｌｖ差とステータスの差の力で死兵と化せば圧殺できる。何人が生き残れるかも不明な膨大な被害も厭いとわない数字上の暴力でなら戦える。もしこの人が敵だったらそれでしか倒せない、戦っては絶対に勝てない、身を捨てて潰すしかできない、決してこの人と戦ってはならない。

　そして、そんな凄い強さを持った人を、誰かさんがチートアイテムで固めてしまっている。何でも迷宮で貢がされたらしい……使役者なんだよね!?

　私も皆もボコられては挑み、またボコられる。

　アンジェリカさんは丁寧に、伝えようと、教えようと、導こうと、して見せようと教本のように剣を振るい、技を見せ、技を返して見せてくれる。25人を同時に相手しながら皆に事細やかに指導してくれている。それ程までに本当の強さに差が有る。

　因ちなみに、残る４人は遥君にボコられている。頭は未だ焼かれて無いみたいだ……泣いて逃げ回ってるけど。
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　私達は未だ強くなれる。

　私達はもっと強くなれる。

　小お田だ君達は精神的に強くなっただろう。

　後で聞いたら『恐怖耐性』が取れたらしい。

　凄く怖かったんだろう、頭燃やされるのが。

　結界魔法もＬｖアップしたそうだ、『集中結界』と『複合結界』と言うスキルが取れたらしい。いろいろ強くなったみたい、特に耐性系が？




　うん、みんな少しだけ強くなれた、そしてまだ強くなれる。
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　38日目　朝　冒険者ギルド　訓練場




　むずい！　難し過ぎるよっ『転移』さん!?

　同系統なんだけど『移動』と同じ感覚で使うと身体からだが瞬間的に動く？　コマ送りのように間が無く動作が移動している。

　動きは速くなるが理解できない捷さ、付いて行けないままカクカクとした動作になり、動きの流れが乱れて技に纏め難にくい。

　その速度は上がってる、コマ送りみたいに間が無い分だけ速い。

　それが腕も、足も、腰も、背中も、肩も何もかもが動かすと移動と見み做なされて転移、つまり瞬動する。これに『瞬身 Lv8』が補正を掛けて来る、もう滅め茶ちや滅め茶ちやだよ！

　しかも『歩行』も『歩術』に上がり、スピードアップしている。既に転移無しの歩術だけでも縮地や瞬歩に近い速さだ。

　だから感覚が違い過ぎる、って言うか人間の動きじゃ無いよね？　これ？　全ての動作がいきなりだ、急発進と急停止を組み合わせた超高速。もう、グダグダだ！

　甲かつ冑ちゆう委員長さんに稽古をつけて貰もらったがボコボコだった。

　速さは対抗できるようになってきたが、逆に動きが悪くなり動作に隙が出る。

　隙が無くてもボコる人に隙なんて見せたらボコボコだよ!?　ボッコボッコだったよ!?

　そして『魔ま纏てん』も厄介だ、完全にオーバースペックな能力だった。恐らく身体も装備も魔力も何もかも纏め強化してしまう。だって効果の上昇があまりに飛躍的だ。

　自分の身体能力ステータスを超えた動きに身体が悲鳴を上げる、ガタガタだ。

　意味不明な力で強制的に強化された体が無理矢理に動かされている挙動。それに慣れながら、擦り合わせ、繫ぎ合わせて組み合わせる。でもグダグダでガタガタだ。それで制御を乱してボコボコにされる。

　突如、転移して加速する動きに身体が付いて行けずにズタズタになる、そろそろボロボロだろう。休憩しよう……自滅ダメージでＨＰが残り２桁ギリだよ。




　俺だけグダグダでガタガタでボコボコにされ、ズタズタでボロボロなのは悔しいので、見学していた委員長達を甘言で唆す、騙かたり騙だまして誘惑する！　ふっ、ボコられるが良い。

　そのＬｖ差の圧倒的なステータスと人数差で遠慮がちだった攻撃は一瞬で崩壊する、その変幻自在な緩急に対応できずに策に舞い踊らされる。

　ステータスの差で圧倒しきれない、圧倒できないと技で返される、つまりボコられる。ボコボコです。

　25人の物量で飽和攻撃を仕掛けても制圧しきれない、制圧できないと技で覆される、つまりボコられる。ボッコボコです。

　集団戦の戦術で波状攻撃を仕掛けても剣けん閃せんの壁を突破しきれない、突破できないと技で崩される、つまりボコられる。ボッコボッコです。

　委員長達も模擬戦の間にも真摯に学び取り、研究して無駄を削り、徹底して動きを精査し、探求しながら最適に動作を纏め剣技を磨く。だが届かない、それは届くような高みでは無い。うん、ぶっちゃけ成層圏越えだ、世界が違う。

　技の精度も遠い、だから目を奪われているが技量の深みが全く違う。その一手に複数の意味が在り、一足で無限に可能性を増やす。だから読み切れずに嵌はめられ、対応できずに崩壊する、剣けん戟げきで戦術すらも切り崩される。

　ふっふっふ、俺の大変さを思い知るが良い！　それは凌しのぎ切る事さえできない脅威、稽古と言う名の自殺行為、それって訓練って書いてボコって読むんだよ！

　うん、存分にボコられるが良い。

「大体いつもいつも俺だけボコられるとか、俺が可か哀わい想そうなんだよ？　俺差別だよ！　俺虐待だよ！　そうだよ、みんなボコられるべきなんだよ。人類ボコ平等だよ？　等しく平らかにボコボコ？」

　ボコられ動かない人の山……見ろ、ボコが山のようだ！

　声を掛けても返事も無い屍しかばね累々のようだ、みんな目がバッテンだし？

　お昼までまだ時間も有るし、甲冑委員長さんも手招きしている。さて、ボコられてこよう。せっかくオタを苛めてストレス発散も済んだが、今からすぐに溜まりそうだ！

　ただただ時間切れでオタ達の頭が焼けなかったのだけが心残りだ。あいつ等ら、途中から頭だけに結界を集め、しかも何枚も結界を重ねやがったのだ！　今日のために研けん鑽さんされた完成版インフェルノ（頭焼き用）ですら焼ききれなかったよ。うん、明日はメテオで焼いてみよう。

　そして虐待と言う名の訓練が始まる、苛めと言う渾あだ名なも持っている！　きっとペンネームはボコボコさんなのだろう!!

　一呼吸で世界は斬線で覆い尽くされる、羅神眼の視みる世界は現在も未来も予測も可能性も何もかもがボコ！　うん、訓練してる余地がない！

　一瞬の躊ちゆう躇ちよも許されずに埋め尽くす剣戟の嵐を斬り払い、斬り裂き薙なぎ払う！

　一拍よりただ速く、一手の無駄を削り、一瞬の最速最短で斬る、一息で切り結ぶ、一日千秋に只ただ々ただ延々と斬線を刻む。

　一つ一つの動作を精査し、身体の移動を制御し、重心の変位を正確に把握し、一挙動を精緻に感じ取りながら動きを一つに纏まとめ上げ練り上げ摺すり合わせる。

　一歩一歩、一手一手を前後に、上下に、左右に、一つ一つ確認しながら覚え込ませる、一つの技として、一つの動作として、全てを一つにする。

　一動作で、一歩で、一息で、一つ一つ。

　未いまだ虚実にはなっていない、一つに纏まりきっていない、速いがそれだけ。さっぱり全然これっぽっちも技になっていない。

　放っては弾はじかれ、弾いては放つ。躱かわし躱され、撃ち撃たれ、動作がばらけるとボコられる。稽古だ、最終的にはボコられる稽古だ。限り無く苛めに近過ぎて苛めを超えてしまった稽古だ。

「って言うか甲冑委員長さん、俺の時だけちょっとマジ過ぎない？　うん、容赦が足りて無く無く無い事が無かったりしないかな？　うん、絶対みんなにはもっと優しさがあったよね、丁寧な教導感があったのに、一体全体優しささんは何ど処こに行っちゃったんだろうね!?　しかもなんか楽しそうだ!?　ボコられ、なう！」

　ボコられた――しかし魔纏と虚実だけでも使えないとヤバい。

　この二つは失敗するとマジでヤバい！　失敗すると自滅だし、不発すると死ぬ。形だけでも摑つかまないと不ま味ずいんだけど、もう少し容赦してくれないと形を摑む前に自滅まっしぐらなんだよ？　うん、無理過ぎて身体を動かすたびにＨＰが減ってるんだって！　ちょ、限界を超えすぎちゃって、稽古で死にかかってるよ？　マジで。

　何とか捌さばき切っても自滅ダメージが増えている、自爆だ。

　お昼前にはＨＰが１桁だった、正確に１桁台まで丁寧にボコられた！って言うか俺って使役者さんだった気がするんだけど……使役者って何!?
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　38日目　昼　オムイ　冒険者ギルド




　どうやら異世界では報連相の重要さが周知徹底されていないようだ、その被害者と言っても過言では無いのだろう……うん、忘れてた？

「うをぉぉ～っ!?　兄ちゃん本当にこれ貰っていいのか！　マジ？　噓うそだったら泣くぞ？　もう返さないぞ？　ぺっぺぇっ、唾つけとこう」

　汚いおっさんだ、槍やりのおっさんだ。意地も汚いが、衛生上も汚い槍を舐なめてるおっさんだ。もう、これって通報しても問題ないだろう。どう見ても事案発生な変質者だ！

「遥はるか君、本当に良いのかい？　私達たちは命を助けられた恩を返そうと思って行っただけだし、結局は何もできなかったんだよ？」

　剣のおっさんは舐めないようだ。女性４人はお礼を言うが早いか渡した武器を持って訓練場に走って行ってしまった、またおっさんばかりだ！

　何て言うか異世界召喚されておっさんばかり寄って来るって聞いた事無いんだけど？　美少女メンバー達は武器を持って訓練場だし、やっぱり異性の好感度なの？

「いや、だって迷宮の中で３日間も探索してくれたんだし？　30階層まで下りて来てくれたのに俺達はが46Ｆから扉ゲートで帰ったから置いてけぼり？　うん、あれ的な精神的慰謝料？　みたいな？」

　おっさん達は穴に落ちた話を聞いてすぐに準備して救援に向かい、委員長達に合流しようと30Ｆまで下りたところで全員無事に街に帰ったと連絡を受け、ついさっき帰って来たらしい。ちょっと可哀想過ぎるので余り物の武器をあげたら大騒ぎしているところだったりする。うん、上がったらギルドまで撤収してて誰もいなかったらしい。




　蛙かえるさんの矛とかまで入れると４桁近い数の武器があるんだから、在庫処分してもまだ余裕がある。ミノさんとかの高級武器は俺が取り込んでいるからパペットさんとか蜥蜴とかげさんの武器ばかりなのに大喜びだ。この街って危険な割に装備が行き届いて無いんだよ、棍こん棒ぼう以外。うん、棍棒だけは溢あふれている、それはもう溢れ返ってるんだけど良いの、あれって？　さっきも八百屋さんの前で奥様達が棍棒装備で世間話していたよ？　旦那が浮気したらボコるとか話してたよ？　この街って迷宮より絶対ヤバいよ？

　どうも迷宮が死んでも魔物は残ってるみたいで、46Ｆから上にはまだ魔物が残っているみたいだ。31Ｆからなら俺でも勝てるんだろうか？　まあ、今は無理だがスキルの調整が終わったら行ってみるのも良いかもしれない、でも当分は練習してゴブ達からだ、だって多分また足が縺もつれて転んで衝突するんだから。




　領主さんのメリ父さんも兵を出してくれてたみたいだし、蛙さんの矛セットを寄贈しよう、ギルドのおっさんに言付けて渡しておけばいいだろう。既に受付のお姉さん達はフルーツケーキで買収してある。これでもう借りは無いはずだ、全く落とし穴に落ちるのも一苦労だよ。上がってからが大変だよ、って言うか落とすなよ！

「今から家に帰ってみるんだけど、森の中なんだけど来る？って言うか洞窟？　まあ森？って言う自宅なんだよ」

　甲冑委員長さんに声をかけるとウンウンしてるので付いて来るみたいだ、ゴブ掃除が捗はかどりそうだ。茸きのこもまだまだ売れそうだし採っておいても無駄にはならないだろう、きっと山のように生えてるし。

　委員長達はまだ目がバッテンなのでほっとこう。ボコられたのが効いたのか疲ひ労ろう困こん憊ぱいなのかお目々バッテンが気に入ったのか？　だが迷宮皇さんに鍛えられボコられるなんて滅多に出来ない貴重な経験だ、普通は会うと死ぬ。

　俺はいつもボコられてるんだよ？　それはもう滅多矢や鱈たらに？　普通、使役者ってボコられるもんなの？　毎日ボコボコに？

　久方振りに森に帰って来たがゴブもコボも少ない？　なんかＬｖも下がってる。茸は大量で大漁だ、これだけあれば雑貨屋のお姉さんも中毒まっしぐらだろう。

　木漏れ日……なんか森の中が明るくなった気がする。生い茂った鬱うつ蒼そう感が薄れて森林っぽい感じだ、密林感が無くなってる？

　数も不足でＬｖに不満があるが練習だからとボコってみる、あんまり訓練にならないけど狩り尽くそう。って言うか、もう狩り尽くされていた!?

「うん、訓練の分は残してね、できればゴブさんと訓練したいんだよ？　だって、さすがに毎日ボコボコは嫌なんだよ？」

　遠くでイヤイヤと首を振りながら森の樹き々ぎの中を白銀の甲冑が輝きだけを残して霞かすむ残像のように駆け抜ける、陽光を燦きらめかせて剣を閃ひらめかせゴブ達を消し去ってゆく……俺の訓練相手は殲せん滅めつされたらしい、つまり明日もボコられるみたいだ。

　急いでゴブを襲うが、こっちも焦ってゴブも慌てて大騒動で転んでぶつかって転がり回って大乱闘だ……懐かしいな！

　森中の魔物を狩り尽くしてようやく洞窟に帰り着いたけど、もう夕方に近い。掃除もしたいし一泊して帰った方が良いだろう、まだ全然お片付けが済んでないんだよ、部屋的にもゴブ的にも。

　暗くなる前に森の奥の大掃除をして、帰ってからお家を片付けよう。甲かつ冑ちゆう委員長さんは物珍しそうに、興味深そうにお部屋を見回している。モダン家具が珍しいのか、元迷宮皇だから洞窟好きなのか……もしかして迷宮化を狙ってるの!?　まあ、迷宮化しても改装はするけど。

　さて森の奥はと思ったらやっぱり弱体化してる、ここまで魔物不足も深刻化しているようだ。そろそろ養殖しないと絶滅しそうだよ？　しないけど。

　キングすらいない、たまにゴブリンリーダーが出て来る位で王様ゲームはブームが去ったみたいだ、良かった良かった。

　いや、訓練的には良くないんだよ？　だって急いで狩らないと全部殲滅されちゃうんだから、ちょっと油断したら残らず全滅しちゃうんだよ？　もはや競争だ、早い者勝ちだ、きっと甲冑委員長さんならばいずれはバーゲン会場でも頂点に立つ事だろう！　うん、バーゲン皇とかに就任するに違いないよ。

　やっとＬｖ17のゴブリンだが、強いが遅い。これはＬｖの低さとかそんなんじゃなくて、無駄で無様だ。延々と永遠に迷宮の底で迷宮皇さんと無限の剣戟を交わした感覚が、鈍く雑なゴブリンの打撃に苛いら立だつ、打ち合うのも無駄だと斬り払う。

　結局、ゴブを狩りながら最奥まで行ってもキングは居なかった。まあ、茸を採って帰ろう。もうじき夜になるし、明日はコボを狩ってから上流の雑魚狩りでもしよう。また棍棒が増えていく、……しかし、あの街って何であんなに棍棒が売れるんだろう？

　茸さんは増えている、やはりゴブ不足で茸が余っているんだろう。体力茸も魔力茸もがっぽりだが流石さすがにポテン茸はないみたいだ。うん、ポテン茸の醬しよう油ゆ焼きは美お味いしかったんだよ、今度はご飯も有るしと期待していたんだが豪運さんでもそう簡単には取れないようだ。

　洞窟に帰りお掃除を始める。魔法でやるのですぐなんだけど久しぶりの我が家なので丹念にお掃除する、なんとか君を待ってた時が最後だから10日以上は留守にしていた。

　全く『ひきこもり』がこんな事で良いんだろうか？　もう『ひきこもり Lv8』なのに全然ひきこもってる気がしないんだよ？

「よし、綺き麗れいになったーっ！　ただいま我が家さん。おひさーだよ、我が家なのに？　もう、今なら日帰りもできるのに、おひさ？」

　そう、街から洞窟まで日帰りできるくらいに移動速度が上がっていた。原因は間違いなく『移動』さんが『転移』さんになったからなのだが、怖いから未だ転移魔法は試してない。今まで自分のスキルで碌ろくな目にあった事が無いんだから信用できない、異世界で魔法とスキルの世界なのに自分のスキルが信用できない人ってどうなんだろう？

　そして『歩行』も『歩術』になって異様に速い、急ぐとぬるっと距離が縮む感じ？　空間が縮むような変な感じで進むので、何とか感覚だけでも摑みたいのだが油断してると訓練相手の魔物が絶滅してしまう。だからゆっくり確かめられないままの超実践練習だよ、今日だけでゴブさんに10回以上ぶつかってるよ!?　ヤバかった……あわやファーストキスがゴブさんになりそうだったよ!!

　うん、撲殺した!!　それだけは男子高校生的に許されない!!

　お風呂も掃除した序ついでにお湯を張っておく。ジャグジーさんだ、自分で風魔法で風を送らないとバブルジェットしないけどジャグジーさんなのだ。きっと異世界でここだけだ。

「甲冑委員長さん、お風呂入る？　先に入っても良いよ？　これ泡風呂なんだよ、ジェットだよ？　もう、ストリームでアタックしそうなジャグジーさんだよ？　でも、あれって相手もジェットで下がったらどうするんだろうねー？」

　残念ながら甲冑委員長さんはガンオタでは無いようだ、お風呂も後で良いそうだ。ならば、お風呂で１人バブルジェットストリームアタックだ！

「ふうううううっ、ボコられた後のお風呂は一味違うよ。なんか染み渡って来るよ、多分俺の身体からだが『再生』しちゃってるのかも？　はっ、リアル生き返るぜ状態？」

　そういえば『回復』のスキルは上位職の『超回復』にならずに『再生』さんになってた。もう、回復諦めて再生始めちゃったのだろうか？　でも、普通それって魔物のスキルじゃないの？　人族って再生しちゃうもんなの？　しちゃっていいもんなの？　大丈夫？　俺って人族さんなんだよ？

「あれっ？」

　気配探知で甲冑委員長さんが外で甲冑を外し始めたのがわかる。お風呂が待てなかったんだろうか、それとも甲冑外すのに時間が掛かるから準備してるのかもしれない。

　まあ、スケルトンさんだし初登場の時はオールヌードの骸骨スケルトンさんだったんだけど、女子だとわかったんだから一緒に入るのもまずい気がする？　まあ、別に骨くらい洗ってあげても良い気はするんだけど？

「すぐ上がるよ？　うん、ちょっとだけ待っててくれたりしたりして貰もらっても良い？　的な感じ？　な、な、なん……だぁっけどおおおおおおおおお――おりゃっさあーっ!?」

　いやいやいやいや、気配探知的には甲冑委員長さんだ。うん、入って来ちゃいました？

　まあ、お背中お流しします的な感じなんだろうか？　使役されてるから従者的な事をしようと思ったのかも？　とかなんとか考えたり、全然考えられていなかったり、至高な思考の『至考』さんがフリーズしてるよ、な、な、な、なんなのだろうかかかかかか……って、誰っ!?

　すらりと伸びた長い脚、引き締まり鍛えられた均整の取れた長い伸びやかな脚が入って来た？

　前こそタオルを持って隠れているが後ろは無防備、うわっ、腰の位置が高い！

　脚が長すぎだよ、超高い位置のお尻から背中にかけて一気にくびれている、アングロサクソンなのかラテンなのか陶磁器の様な真っ白な肌が目に眩まぶしいって、誰なの、この絶世に美女な人!?　うん、一目見たら一生涯忘れないレベルの超絶美少女……って言うか甲冑委員長さんは何ど処こ？　なんなの？
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　前から頭がおかしい頭がおかしいと言われていたけど遂ついに頭がおかしいの？　俺？

　なんかものすごく大きくてパッチリな瞳で見詰められてるんだけど？　ちょっと垂れ目で可愛かわいい、って、わっ、睫まつ毛げ長ーっ！　鼻高ーっ！　彫り深ーっ！　なにこの奇麗な美女、この世界って西洋系の美男美女だらけなんだけど別格だ、別世界だ、断トツだ、生まれてこの方モデルさんでも女優さんでもこんな美人なんて見た事も無い、綺麗で妖艶で佳麗で可か憐れんで可愛い美人さんだ……って!?

「え～と？　あれ？　甲冑って言うか、骸骨って言うか、迷宮皇って言うか、ボコ委員長って言うか……ア、ア、アンジェリカさん……なの？」

（ウンウン）

　この美しい肢体は曲線美な甲冑の姿態シルエツトと酷似しているし、なによりこの凜りんとした佇たたずまいと美し過ぎるまでの立ち姿は甲冑委員長さん、アンジェリカさんのあの佇まいだ!?　えっ、でも骨だよね？　骨スケルトンって？

　だけれど、とっても見覚えのある仕草でうんうんしている、顔の下で二つの丸い物もうんうんしてる……大きいです！

　そしてまるで世界が鮮やかに色付くような笑顔で微笑ほほえんでいる……スケルトンさんだった？って、種族が不明？　いや無種族になってたけど？　えっ？って言うかもうすでに前も隠して無いんだよ――――っ！　ちょ、男子高校生的に危険部位が超危険状態デンジヤーだよ!!　み、み、み、見えてる、いろいろ？　だって湯煙さんも怪光線さんも仕事して無いんだよ!?　レッドゾーンなんだよーっ!!……ええっ？って、わあぁ!!　あ…………もうだめぽ？




　リアル朝チュンだ!?　いや、まだ夜なんだけど。

　それはもうさっぱりとすっきりと洗って貰いました、隅々まで洗って貰い隅々まで洗い返してからお休みしました、それはもう、しっぽりとたっぷりと何度もお休みしました！　うん、男子高校生的に。

　ついに男子高校生的に大人な階段を限界突破してしまったよ。まあ、魔物さんだけど？　いや、良いんだけどね、全然。寧むしろこれほどの美人さんなんて、もう二度と見る事も無いだろうって位だし？

　ただ使役してこういう事ってどうよ？って、しちゃってるんだけどさー？　まあ、なんだか凄すごく幸せそうに微笑んでるから良いか？　良いのか!?　良いんだろうか？　いや、とても良かったんだけど……良いのか!?




　結局、最果ての大迷宮の中で延々と魔物娘がいないと喚わめいてたのに、実は最初からずっと一緒だったみたいだ。
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　39日目　朝　洞窟




　朝からボコられてます。

　朝は起こしてくれて一緒にご飯を食べたりと朝チュンだったんだよ？

　ただ、ちょっとふざけて「昨日はとっても可愛かったね？」って言ったら顔を真っ赤にして甲冑を装備したと思ったら、朝練が開始されちゃったんだよ！

　朝チュンかと思ったら朝ボコだったんだよ！

　そもそも甲冑姿すらナイスバディーなんです、スタイル抜群なんです、なんか結構エロいんです！

　無理、昨晩の衝撃映像インパクトが大き過ぎだから！　もう甲冑のスタイルがエロくて思い出しちゃうんだよ、全く集中できないって！

　だって凜り々りしいのに昨晩は本当に可愛らしかった、恥ずかしそうなのがちょっとエロかった、ちょっと痛そうにしているところがエロかった。今は俺が凄く痛そうにしているんだよ！　うん、ボコられてる。昨晩の復ふく讐しゆうだろうか？　やっぱりちょびっと頑張り過ぎだったんだろうか？　うん、朝見たら『性豪』と『絶倫』が取れていた、やり過ぎだったんだろう！　うん、委員長さんとお揃そろいだ。

「って、死ぬ！って言うかＨＰ的に死んでるー!!　これ『窮魂の指輪』がなかったらＨＰ０だよ絶対、ボコを超えちゃったよ？　なんか川の向こうでオタ達たちが手を振って呼んでたよ？　焼いたけど。もう、川ごと焼き尽くしたけど？」

　無理だ。男子高校生には絶対に無理！　もう目に焼き付いちゃってるんだよ？　だって羅神眼のおかげでとても良く見えました、ありがとうございます？

　そして『至考』には完全記憶能力があるのだろう、だって滅め茶ちや鮮明に思い出せるんだよ！　この状態で戦うとかヤバいです、さっきから殺気から逃れるので精一杯です、昨晩も精一杯で頑張りました。って、そんな事考えてたら死ぬ！　マジで死ぬ！

　それと、声は出る様だ、ずっと１人でしゃべる事が無かったから喋しやべり方も忘れてしまったのだろう、練習してあげたいけど、この練習を生き延びないと死んじゃうよ、そして、昨晩の声はとても可愛かった、って、うわああああーっ!!

　ヤバかった！　今、首斬られるところだったよ!?　何な故ぜか甲冑の顔が真っ赤だ、湯気も出ている？　この甲冑は蒸気機関なんだろうか？　なんか、プシューとか聞こえた気が？って、それ処どころじゃ無い！　今、多分ちょっとだけ転移した？　して無かったら首は取れてたよ？　あれは完全に躱かわせない斬撃だった、だが一瞬で間を外せた？　転移なのだろう。どうも変な事を考えたり、思い出したりすると致命的な一撃が飛んでくるようだ、甲冑の顔の部分も真っ赤になっている。喋らないから無口なクールビューティーみたいだが、実は照れ屋さんのようだ、暴走系の照れ屋さんだ、ただいま爆走中だ。止めないと俺が死んじゃうんだよ、きっと？

「えっと……誂からかってごめん？　みたいな？　でも本当だよ？　可愛かったよ？」

　そう言いながら恐る恐る頭を撫なでる。

　迷宮の中で頭を撫でた事が有るがとても嬉うれしそうにしていたんで撫でてみた。腕を切り落とされそうで怖いけど、腕くらいならきっと再生するから大丈夫だ！　それって、人として大丈夫なんだろうか？　だが首は無理だ、無理だと思いたい、首が生えて来たらもう人族じゃ無いよ!!

　白銀の甲かつ冑ちゆうが紅に染まり、活動は停止状態に入ったようだ。熱いな？　うん、なんとか生き延びられたらしい。今度から誂からかうのはちょっとだけにしよう。死んじゃうから！

　取り敢あえず先頭を歩いて森の中へ入って行く。先導されると後ろ姿でヤバいのは内緒だ！　良し、次は後ろから……ゲフン、ゲフン！

「いや、何にも考えてないよっ！　本当だって、考えてるんじゃなくて想像力の翼を羽は撃ばたかせて男子高校生的な夢の世界に旅立っていただけなんだよ？　うん、男子高校生の想像ってだいたい妄想でエロいのは俺のせいじゃないんだよ？」

　後ろから殺気が飛んできた！　首は駄目だよ？　多分生えてこないからね？　マジで。

　やはり森の中は危険でいっぱいだ、気を引き締めよう。男子高校生だが男子高校生的なのは一時封印だ、もう１か月以上経たったけど出席日数的にまだ男子高校生なのだろうか？　登校中の異世界召喚は出席扱いなんだろうか？




　何とか無駄な事を考えて意識を散らす。だが、目を瞑つぶっただけで艶なまめかしい白い肌が脳裏で蠢うごめいちゃうので瞬きも命懸けだよ、いやー、足長かったなー、綺き麗れいだったしなんと言っても太ももの柔ら……って!?　（パシュ！）……

『転移』さんありがとう！　やっぱり転移ができるようになったみたいだよ、命の危機が発動条件なのはどうかと思うんだけど？　まあ、さっきから命が５分置きくらいに危機なので、この際命が助かれば何でもいいよ。

　だって男子高校生に男子高校生的なのを止やめろとか無茶過ぎない？




　ゴブリンキングは居なかったが、久々のコボルトキングさんと御対面だ。Ｌｖは37ですっげえ速い、ＳｐＥが３００ある。俺より数字は低いんだけど野生動物さんの動きは鋭くて俊敏だけど躱し切れる、擦り抜けられる、頭も嚙かまれない！

　伊だ達てに今日だけで１００回以上首を飛ばされそうになっていたわけではないのだ、マジで１００回以上だったのだ！　つまり１００回以上思い出しちゃったのだが、男子高校生的にはしょうがないんだよ？　まだ、４桁には何とか行ってないから大丈夫だろう。

　コボルトキングの爪そう撃げきの嵐を左手のガントレットと、右手の杖つえで捌さばきながら一歩踏み込む。そしてコボルトキングの背後から杖を突き通す。首を貫通だ、決まっただろう。

　周囲の気配を感じ取りながら、ゆっくりと息を吐き出す。

　無理っぽいな、戦闘しながらの転移は危険な賭けになりそうだ。転移に失敗すれば敵の真ん前で無防備に固まるかコケる。きっと頭を嚙かじられるだろう！

　甲冑委員長さんも白銀色に戻り、戦いの結果にウンウンしている。合格みたいだ。

　さて、転移はもういいだろう。相当集中しないとできないし、連発できるものでは無い、そして結構なダメージが有る。超近距離でも危険だ、これは長距離移動用のスキルじゃないな。

　そして今日と言う日は俺の人生の中で一番集中力が無いんだよ！　違う方向の集中もうそうならいくらでもできるんだけど、思い出すと命が危ない！

　魔の森よりも危険な照れ隠しで俺の命がお隠れになりそうなんだよ？　もう朝から俺の命はずっとハイド＆シークだよ？　ちゃんと探シークしてあげないと、ずっと隠ハイドされちゃいそうでヤバいんだよ！　マジで。

　キングは１匹だけで、あとはコボコボしてるので訓練だ。早く訓練しないとコボまで絶滅の危機が始まっている！　さっきから白銀の閃せん光こうが森中を煌きらめき捲まくってるんだよ？　えっと、訓練なんだよ？　残してね？　ちょっとだけでも良いからさー？　本当にちょっとだけ、ちょびっとだけだから……いえ、何でも有りません！　そのジト目は殺気が濃すぎて怖いです、コボがジト目の殺気で気絶してるからね？　後ろで３匹？

　そんなこんなでコボ達は絶滅したようなので、川の上流のザコ地帯をお掃除してオーク地帯まで行ってみよう。油断は禁物だけどザコさん達ならちょっとスキルを試してみても良いだろう、実験も必要なんだよ。

　身体からだの動きと脳内の動作イメージの不一致、そのズレに能力や効果が乗っているから反動が起きる。だから単純な動作を意識して正確に繰り返す、何度でも何度でも……って言う前に絶滅だ？　そして、そろそろ夕方が近くなってきたし街に帰ろう。

　魔物は殲せん滅めつに近いほどに狩り尽くした、主に白銀さんが！　訓練も実験もできた事はできたんだけど１匹に構ってる間に他が全滅しちゃうんだよ？　効率が悪いというよりも殺さつ戮りく現場の真ん中で訓練しているって言う空気が何とも言えずコボと２人でため息をついてたり、つかなかったり、ボコったり？

　オークさんも絶滅間近みたいで殆ほとんどいなかったのに、容赦なく絶滅させられた。

　俺が１匹と訓練してる間に、俺の訓練相手は絶滅していた。やっぱり森の魔物不足は深刻なようだ、その分だけ茸きのこが大漁だったのは言うまでもないだろう。また麻ま痺ひ茸が大量に採れたんだけどフラグは折れる前に立つんだろうか？　猛毒茸も結構採れたけど迷宮用なの？　また落ちるの？　フラグなの？　ちゃんと立った事が無いよね？

　さて、街に帰ろう。２日も帰らないと怒られそうだし、洞窟に帰るとまた男子高校生的に大変な事になりそうだ。なるに決まっている、ならない訳が無いのだ、戦闘中でも危なかったのに。いや、ちゃんとチラ見だけで我慢したんだよ？　チラ見って言っても甲冑だよ？　甲冑見ても許されるよね？　エロいけど。
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　街に帰り着く。お店が閉まる前に次々に洋服屋さんを回ってみる。

　甲冑委員長さんも生身になったんなら、ずっと甲冑じゃ可か哀わい想そうだ。女の子なら服にだって興味あるはずだ、無くても美人さんだから俺が興味津々だ！　甲冑委員長さんはあれやこれやと見て回り悩みながら遠慮がちに選んでは見比べて思案している、でも楽しそうだからドンドン買わせていく。

　遠慮してるけど無理矢理容赦なく徹底的に買わせていく！　何故なら俺の目の保養にもとっても良い、鑑賞すると思わず拝んでしまいそうな神々しさだが、本来芸術作品とは鑑賞されるべきものなのだ！　ガン見します。絶対だ！

　色々と見て回ったがエロい服は無いみたいなのが残念だ、それはもう悔やんでも悔やみきれないほど大変とっても残念だ。有ったら有ったで男子高校生的に大変な事になるんだけど残念だ。

　甲冑委員長さんは嬉しそうに洋服の山を抱えて歩いている、ちゃんと前は見えているんだろうか？　アイテム袋に入れようとしても半分持とうとしても首をイヤイヤと振る。

　買い物が楽しくて、持って帰るのも楽しいのかもしれないから好きにさせる。だってこんなに嬉しそうなんだから、ずっとこんな事すらできずにいた、だから楽しい事や嬉しい事が山程あって良い筈はずだ。つまり山程買ってあげても問題なんて無い筈だ。

　一緒に他愛もないおしゃべりですらない会話を交わし、あっちを覗のぞき、こっちを冷やかし、あれやこれやと買い漁あさって歩き回る。

　それだけで嬉しそうで、幸せそうな満面の笑み……今、甲冑なんだけど何で表情がわかるんだろう？　まあ、髑髏スケルトンで甲冑状態でもジトれてたし？

　結局、街中の服屋を回ってやっと宿に帰り着く。まだ宿の名前はそのままのようだ。

「ただいまー？　洞窟と森の掃除してて遅くなっちゃったよ？　大分長い間ほったらかしだったから綺麗にしてきたよ、さっぱり、すっきりなんだよ？　みたいな？」

　なぜか40のジト目でお出迎えだ？　なんか雰囲気がおかしい？　なんか絡みつくようなジト目達だ……よし、炒飯チヤーハンだ！　炒飯が遂ついに発動されるのだ！　炒飯の命令は此こ処こに下されたのだ。炒飯によるジト目迎撃作戦発動だ！

「「「「おかえりー、そうなんだー？　すっきりなんだー？」」」」

「本当だね～っ？　遥はるか君の顔も～すっきりだね～っ」

「うん、綺麗にしてきたんだねー、色々と？」

「朝帰りでお掃除だから、大変だったねー？　しかももう夜だし」

「随分と頑張ってさっぱりとすっきりしてきたんだねー？　遅くまで」

「「「あーだのこーだの！……（以下長文）」」」

　いそいそと鉄鍋を振る。火力は火魔法だけで充分だ、加熱時間こそが重要でしっかりと鉄鍋が加熱されていれば良い。卵だけが貴重で数がギリギリだったが具はたっぷりでお米もパラパラ、やはり長粒種は炒飯に最適なお米のようだ。なによりこの世界にごま油があった事が最大の決め手だろう、既にお醬しよう油ゆは持っている！

　でも白胡こ椒しようはなかったので黒胡椒だったりするが美お味いしいはずだ、個人的嗜し好こうで言えば海の苔りがあったら海苔炒飯にしたかったが仕方あるまい。６個の大鍋を振り、寸ずん胴どう鍋ではスープができ上がっていく、油の中では唐揚げさんがじゅうじゅうと揚げられているし準備は万端だ。この世界に、この異世界に炒飯定食が降臨するのだー!!

　大鍋に醬油をたらして軽く焦がしながら鍋を振るうと焼けたお醬油の香りが食堂いっぱいに広がっていく、何か言いたげにぶつぶつ喋っていた女子達も無言になり固唾を吞のみ宙を舞う炒飯を凝視している。

「炒飯出来たよー。お皿を持って取りにおいでー？　謎の鳥の鳥唐揚げもあるよー？　スープ付きだよー？　炒飯定食だよー？　まあ、また茸入りなんだけど」

　お皿を持った欠食児童達が列を成す、零こぼれんばかりに炒飯を盛ると笑顔が零れる。

　女子達はキャーキャーと騒ぎながら席に着くや否や頰張り始める、莫ば迦か達は巨大な大皿を持ってきたのでお玉で撲殺して、炒飯大盛りで唐揚げ増量にしてやると席に着くのも待ちきれずに唐揚げを摘つまみながら走り去って行く。

　やはり男子は唐揚げ炒飯定食は鉄板の様だ。みんなに行き渡ったようなので甲冑委員長さんも手招きして炒飯定食を持たせる、食べなくても良いのだそうだが食べられるんなら美味しい物を食べなきゃ損だ、味わえるならそれは幸せな事だ。だから、たっぷり大盛りで渡しておいた。よし、炒飯定ミツシヨン・食完成コンプリート。やっと異世界で炒飯定食だ。

「「「「美味しいいいい!!」」」」

　美味しかったようだ。材料的にも調味料的にも不満だらけなんだよ、本当は？

　ただやっぱり懐かしい、たった１ヶ月ちょっとだけどもう凄すごく懐かしいのだろう。世界がとか異世界がとかそんなんじゃ無くて当たり前の日常と生活が。俺も本屋さんが恋しいんだけど見付かる気がしないんだよ？　召喚しちゃうよ？　舐瓜メロン書店かな!?

　甲冑委員長さんは甲冑だと食事しにくいので着替えてくるみたいだ、面当フエイスガードからではやはり食べにくそうだ。兜かぶとの部分だけ外せば良さそうなんだけど、多分新しい服を着てみたくてしょうがないのだろう、要は待ちきれなかった。持ちきれないくらい買ったんだし着てみたくて待ちきれなかった、どうやら街に戻っても、ずっと貢がなければならないらしい！

　みんなわいわいモグモグと食事していると、ようやく御お着き替がえが終わった甲冑無しの甲冑委員長さんが食堂に降りて……降臨されました？

「「「「綺麗………うん、凄く似合ってる！」」」」

　甲冑を脱ぎ普通の街人の格好で食堂に入って来たんだけど、やっぱり空気が固まってしまった。もう全員が見み惚とれて硬直です、もう誰もご飯なんか見ていない……炒飯だよ？　美味しいんだよ？

　ただの長めのチュニックって言うかチュニックワンピみたいな感じの服に踝くるぶし丈のルーズパンツを合わせただけのごく普通の服。着こなしこそお洒落しやれさんだが、そんなに高価でも珍しい服でも無いただの服。

　普通の変哲も無いただの服なのに抜群のスタイルで颯さつ爽そうと着こなしてしまい、まるでファッションモデルのようだ！　モデルさんにして通販したら儲もうかりそうだ！　ただ着ただけでファッションリーダーだ、ただの普通の簡素な服がまるでカジュアルなお洒落風に見えるのだからモデル力が高過ぎだった。

　ルーズなチュニックがゆったりとボディーラインに沿ってスタイルの素晴らしさを際立たせている。普通なら野暮ったくなりがちなルーズパンツでさえその驚異的な脚の長さでお洒落でセクシーに見えるのだからズルい！

　しかも顔はもっと凄いです、至近距離で見てしまった初見の看板娘は息をするのを忘れてしまい周りの娘こ達たちにレスキューされている。深呼吸をさせられてるけど目は未いまだ離せないようで、もはや目の毒を超えて凶器になりそうな美しさ。

　男子達は空気と一緒に固まったままだが、固まったまま放置されている。うん、別に息してなくても良いし？　どうせ空気を読まないんだから、空気を吸わなくても大丈夫だよ。って言うか見るな、減る！

　女子さん達は一緒にお風呂に入って知ってるはずなのに、魅入られるように見惚れている。でも服着てない時の方が破壊力は凄すさまじかったと思うんだけど？　うん、凄かったんだよ。マジで！

　甲かつ冑ちゆう無しの甲冑委員長さんはこっちに来て一緒に食べるみたいだ、前の席に来て腰掛けて食べ始めた。異世界人的に炒飯ってどうなんだろうと思ったが、美味しそうにウンウンしながら食べているから合格なのだろう。良かった、良かった、やはり異世界でも炒飯は偉大だったようだ。

「明日は迷宮ダンジヨンの掃除にでも行ってみようか？　１階の改装も途中だったし？」

「……？」

　首をかしげて困っている。まさか自分がいた迷宮が勝手に改装されていたとは思わないのだろう。多分、最下層に落ちる事無く１階ずつ順番に階層を下りて行っていたならば、きっと凄い地下邸宅が造られていたのに。

　ある意味、究極の迷宮攻略法だろう。乗り込んで乗っ取って住みつきつつ改装して拠点化しながら攻略だ、魔物さんも吃驚びつくりなビフォアアフター戦略だ。

　まさか自分がずっといた地下１００階層が地下大温泉計画されていたなんて思いもしないだろうけど、でも温泉って気持ちいいんだよ？　特に一緒に入ると気持ちよさそうだ、とてもとても素敵に気持ち良さそうだが、何が気持ち良いのかは分からないが絶対気持ち良いだろう！

　でも造ると俺が迷宮の１００階層にひきこもりそうだ、出て来る自信が全く無い！　マジでエレベーターの開発が必要かもしれない。

　まあ、まだ隠し部屋だって有るかもしれないし、とにかく行ってみよう。
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　部屋に戻ると甲冑無しの甲冑委員長さんも付いて来たので隣りに座らせてお話しする、ベッドに座らせたことに深い意味は無い。とても浅い意味は有るかもしれないがお話だ。

　未まだ上う手まくは喋しやべれないだろうからリハビリもかねていろいろと話し合う、お互いにお互いの事が何もかも知らない事だらけだ、だけれど急がなくても良い。やっと明るい所に出て、やっと人が沢山いる所に来られた。

　だからお喋りだってしたいだろう、だから練習がてらにお話だ。未だウンウンとイヤイヤの首振りでの会話だけど「……はい」とか「……わ、かり、まし、た」とかゆっくりと少しずつ言葉少なだけど頑張って言葉にしている、その度に頭を撫なでると喜んでいるようなので他の所を撫でるのは自重しよう！

　やっと明るい所に来られて喜んでるのに部屋を暗くするのはまずいだろう、俺も頑張っているんだよ？　かなり一生懸命に頑張って我慢中だ。




　まず真っ先に話し合ったことはこれからの事、そう『使役』だ。

　もう魔物じゃ無い、種族不明なままだが人の身体からだと心を持っていれば人だ。そして人が人に使役されるなんておかしいのだから使役は解除すべきだ。

　だって、人が魔物を使役するスキルに縛られている事がおかしいのだから……ビッチ達の事は措おいておこう！　きっと人じゃ無いんだよ？　あれは、もうスキルさんにも魔物と判断されたのだろう、だって怖いもん。って言うか外せないんだよ！　これって使役者から一方的には解除できないらしい、そして滅め茶ちや拒まれてるんだよ？

　まあ、甲冑委員長さんのことだ。

　これからは使役も外して自分のしたい事をして良いんだよと、もう自由なんだよと、今までできなかった事もしたかった事も行きたかった所にも帰りたかった所にだって、何だって何ど処こへだって自由にして良いんだよと言い聞かせた。何でも好きにして良いんだから使役なんかしていなくても、これからも手助けでも何でもするよと話して説明する。それはもう延々と伝わるまで繰り返す。

　だから、ちゃんと事細かに切々と説明したんだけど、瞳に涙を湛たたえてイヤイヤしている？　俺の目を見ながら必死に「いや、で、す」と繰り返す？

　話が上手く通じていないのかと思って、何度も何度も話し直してみてもイヤイヤしちゃう？　なんだかマジ泣きしそうなので「じゃあ、外してって言うまでこのままで良い？」と聞くと、やっと笑ってウンウンしてくれた。

　暗い闇の中でずっと独りぼっちだった。そして、もう……この世界にも誰も知っている人は居ないのだろう。

　だからたとえそれが『使役』なんて言う碌ろくでも無い、外聞の悪い、犯罪めいた名称の繫つながりであっても、誰とも繫がりが無くなってしまうのが不安なのかもしれない。

　だから、もうちょっとだけこのままでも良いのかもしれない。

　俺の好感度的にはとっても良くないのかもしれないけど、良いだろう。きっと俺の好感度さんは今更ちょっとやそっとの事では落ちない所にいる気がする、落ちようにも下が無いのかもしれないから、きっと大丈夫……って大丈夫なの、それ!?




　次に何でスケルトンさんを辞めちゃったのか。って、言うか今更ながら辞められるのスケルトンさんって？　だって、辞めたからって人間に戻れるものなのだろうか？

　だが甲冑委員長さんには過去にも迷宮皇を辞め、リッチを辞め、デュラハンを辞め、ノーライフキングすらも辞めた輝かしい実績があるのだ。バックラーだ、バックラーなのだ！　ならばスケルトンすらバックレてもおかしくは無いのかもしれない。




　たどたどしい言葉で身振り手振りを交えて何が有ってどうなったのかを、何が起こってどうなったのかを一つずつ一つずつ話してくれた。

　そして原因と理由と犯人が解わかった、謎は全て解けたし証明終了だしミッシングリンクもパズルの最後の一欠けらも纏まとめてひっくるめて全部丸っと解き明かされた！　原因と理由と犯人は俺だった！　なんで!?

　まあ当たり前だが死んでしまうと生き返らないし、アンデッドは魂しかないうえに呪われていて生き返ったりはしないらしい。

　人は生き返れない、それは不可能なんだそうだ。

　もともとスケルトンと言うのは骨を魂と魔力で覆って骸骨を動かしているらしい、それに『白銀の甲冑：【呪い、血肉と同化する】完全無効　全強化　守護者　？　？　？』を着せたから、甲冑と魂と魔力が血肉部分と化して同化して一体化したんだそうだ。

　そこに『祝福のバングル：【呪い、災いを昇華する（着用１回限定）】』を持たせたんで呪いと災いが昇華され肉体が戻って来た、死んではいるが骸骨と魂と肉体が揃そろった。その状態で『ネクロマンシーの宝玉：【生死を司つかさどる】即死　即死耐性』を渡した奴やつがいるらしい、そりゃ～その状態で生死を司ったりしちゃったらそれはもう生き返っちゃうよね！　もう生き返らない訳が無い!!　誰だよそいつ？

　しかもそいつは『巡幸の指輪：【幸せを呼び、不運を退ける】ＬｕＫ増強（大）』まで渡しちゃったらしい。

　うん、それ絶対生き返るから？　間違いないそいつが犯人だ！　そう、俺だった!?

　結局は魔剣とマントと首飾り以外のアイテムが全員で手を組んで奇跡を起こしたみたいだ、それで感謝して助けてくれているのだろう。

　でもそれは俺のせいでも、偶然でも奇跡でも何でもない。だって、そんな特殊で貴重なアイテムが全てあの迷宮にあった事こそが異常だったんだから。

　だから――それは必然だった。

　俺が何かをした訳じゃ無い、あれは全てアンジェリカさんの為ためにあそこに有った、あの迷宮でずっと待っていた。

　だから世界中を探し回っても絶対に見つからないような秘宝が全て、たった１箇所の迷宮に集まっていた。だったらそれは絶対に必然なんだよ？

　そう言うと泣いてしまったけど、そんな偶然が有る訳が無い、無いのならそれは必然だ。だからあんな所でたった１人で悲しいままで死んじゃいけなかったんだよ。




　随分長い間泣いていた。きっと今までどんなに辛つらくても、苦しくても、痛くても、虚むなしくても、寂しくても、悲しくても、泣く事ができなかったのだから。ずっと涙なんて流せなかったし、ただ寄り掛かる相手すらいなかったのだから――だから沢山泣いた。

　今までの哀かなしみの全てを流し尽くすみたいに泣いていた。やっと泣きたい時に泣けるようになれたんだからいっぱい泣けば良い。

　それからは甲冑委員長さんが聞きたがるので俺の話、俺達の話をして聞かせた。




　こことは全然違う別の世界から来た事を。

　そこには何とか高校が有ってみんな一緒だったこと。

　そして迷惑な爺じじいと白い部屋の話。

　押し付けられたジャンクなゴミスキルの話。

　森の中で１人で洞窟で暮らしていた話。

　初めて魔物と戦った時の話。

　魚が捕れなくて茸きのこばかり食べていた話。

　オタとゴブが騒いでいてウザかった話。

　木の棒な杖つえで戦い始めた頃の話。

　女子達と合流しテント暮らしになった話。

　街を探して森を彷徨さまよった話。

　街を見つけて、街で暮らし始めた話。

　貴族の間では地団駄が流は行やっている話。

　莫ば迦か達たちがどれ程莫迦かと言う莫迦話。

　そして死ななかった、死に逝くはずの物語。

　同級生を殺し、生き残ってしまったモブのお話。

　それで迷宮に行った事、落ちた事、出会えた事、みんなの話を全部話した。

　話してみると全部ずいぶん昔の話みたいだ、まだ１ヶ月ちょっとの話なのに……いつの間にか昔の話になっていたみたいだ。

　なんとか君の話の時はなんだか凄すごく怒ってた、泣きながら怒ってた。そう言えば帰って来た時も女子達が泣きながら怒ってたのを思い出した、なんだかいつも怒られている気がする？

　あれっ、結局、めちゃ頑張って苦労したのに好感度が上がっていないよ！

　でも今はみんな笑えているんだから、そしてみんなが１人増えたんだから良いんだろう。だって俺悪くないし？




　そうして夜も更け、お互いに話し疲れて、語り疲れて。そして疲れ果てるまで……やる事をやってから眠りについた。

　いや、ほら……男子高校生だし？　しょうがないんだよ？

　そして今ならこう言える、異世界って素晴らしいな……主に深夜が！







あとがき







　お読み頂きありがとうございます、１巻でもタイトル詐欺＆表紙美人美人局つつもたせと非難轟ごう々ごうなのに懲りずに２巻を出させて頂きました五ご示じ正しよう司じと申します。

　そして１巻では美人委員長の表紙からめくると目付きの悪い本当の主人公と言う罠わなでしたが……味を占めた編集のＹ田さんが悪さを画策していましたので、きっとこの２巻もトラップ発動されることかと。

　犯人はＹ――と、言うことで１巻に引き続き日々犯行を重ねる編集Ｙ田様に謝意を……まあ、無茶振りされるぶーた様からは謝意ニングウィザードをぶちかまされそうですが、毎回の無茶振りと丸投げにもかかわらず素敵な絵をありがとうございますと感謝をぶーた様に。（力いっぱい、ぶちかまして良いですからねｗ）

　更に毎回毎回の凄すさまじい修正をして頂く鷗おう来らい堂どう様に御お礼れいを……いや、マジすいません！

　更に更に多くの特典依頼を頂き書店様にも深く感謝を――１巻出す時は、これ読んだら怒って焚ふん書しよされるんじゃないかと怯おびえていましたが、置いて頂いてありがとうございます。

　そしてＷＥＢでお読み頂き、数多くの修正と沢山のネタ（勝手にパクってますがｗ）と御感想の数々を頂き誠にありがとうございます、おかげさまで２巻となりました。

　最後にお読み頂いた全ての方に、ただただありがとうございますを感謝と共に。
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